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論文要旨

ドイツの作家ミヒャエル・エンデは、多くのインタヴューや著作において、彼がドイツ・

ロマン主義の伝統を受け継いでいることを明らかにしており、数あるロマン主義の作家た

ちの中でもノヴァーリスの名をその筆頭に挙げている。エンデは自身の作品を意識的にロ

マン主義と関連づけており、特に『モモ』に関しては具体的な発言を残している。例えば、

『モモ』に付された長い副題や「メルヒェン・ロマーン」という構想において、彼はロマ

ン主義を意図しており、長野県信濃町黒姫童話館に所蔵されている叔父ヘルムー ト宛の書

簡では『モモ』の冒頭にノヴァーリスの詩を引用しようと考えていたことを明らかにして

いる。エンデはまた、『はてしない物語』におけるバスチアンの「失敗」のモティーフと

E.To A.ホ フマンの『黄金の壺』との類似性も認めている。 しかしながら、黒姫童話館所

蔵のある書簡で明らかにしているように、彼は『はてしない物語』を執筆する際に、『黄金

の壺』を念頭に置いてはおらず、さらに他のインタヴューや著作においても『はてしない

物語』とロマン主義との直接的な関連について言及してはいないのその一方で、すでに多

くの先行研究において論じられているように、『はてしない物語』にはロマン主義的な特徴

を数多く読み取ることができる。それゆえ本研究では、『はてしない物語』を主なテクス ト

として、ロマン主義文学との比較・考察を行うことにより、エンデとロマン主義の親近性

と、エンデがどのような点でロマン主義を継承し、現代に再生させたのか具体的に明らか

にすることを試みた。

論文の構成は大きく二つに分けられる。第一章から第二章までは『はてしない物語』を

物語の筋に沿つてロマン主義の文学作品と比較し、第四章では作品の構想やその背景にあ

るエンデの文学観・芸術観を、初期ロマン主義のフリー ドリヒ0シュレーグルおよびノヴ

ァーリスの文学理論と比較した。第一章では、主人公バスチアンの性格や境遇、能力とい

つた諸特徴を、E.To A.ホ フマンの『黄金の壺』のアンゼルムスや『蚤の親方』のペレグ

リーヌス、『ファールン鉱山』のエーリス、そしてノヴァーリスの『青い花』のハインリヒ

らと比較した。第二章では、物語の前半部分、すなわちバスチアンがファンタージエンに

行くまでの読書行為と彼が読むファンタージエンの物語について論じた。そこでは、ロマ

ン主義の「青い花」や「蓮の花」のモティーフ、幻想世界の統治者の危機と人間による救

済という話型、自然ポエジーという概念や ドッペルゲンガー、魔法の鏡、本の中の本等の

モティーフを、『青い花』やホフマンの『ブランビラ王女』、『大晦日の夜の冒険』、『悪魔の



霊液』等の作品と比較したの第二章では、物語の後半部分、つまリバスチアンがファンタ

ージエンヘ赴き、人間の世界へ帰還するまでの筋を扱った。ここでは、バスチアンの天地

創造とその際にあらわれている夜と死の創造性、「元帝王たちの都」にあらわれている幻想

の持つ危険性、主人公を導く老賢者や鉱山という場、生命の水の場面描写を、ノヴァーリ

スの『夜の讃歌』や『青い花』、ホフマンの『砂男』、『 ファールン鉱山』、『ブランビラ王女』、

そしてグリム童話の『命の水』等と比較 した。これら作品の比較においては多くの点でロ

マン主義との親近性を読み取ることができる。これに加えて、描写だけでなく、物語の文

脈も考慮に入れた場合、蓮の花や ドッペルゲンガー、本の中の本等、いくつかのモティー

フにおいてロマン主義との相違やエンデ独自の発展を認めることができた。

第四章ではまず、あらゆる芸術を統合するファンタージエンの構想や、読者 と本、つま

り人間と文学における反省的関係、そしてエンデによる個人と人類の神話構想を、シュレ

ーグルの定義する「ロマン主義文学」および「新 しい神話」と比較 し、いくつかの共通点

を認めることができたDそ して最後に、エンデとノヴァーリスの定義する「ポエジー」を

比較 した。エンデはポエジーを外的なイメージと内的なイメージを相互に変容させるもの

と定義 しており、その際にノヴァーリスの名を挙げている。エンデの言 う外的・内的イメ

ージの相互変容 と、内と外のそれぞれの領域における相互認識 としてのポエジーは、ノヴ

ァー リスの「ロマン化」や 「魔術的観念論」においてその具体的な作用を読み取ることが

できる。そして、エンデがポエジーによつて近代以降の自然科学に基づく主観 と客観の二

元性を克服 し、その先に新たな生き方や新たな共同体を創造することを目指 していたとい

う点で、ノヴァー リスのポエジーとの一致が見られた。エンデはロマン主義を ドイツ独自

の文化とみなし、文化という言葉を生の形式や生き方として理解 している。 したがって、

彼は新たな生き方を生み出す手段をノヴァーリスの言 うポエジーに見出したと考えられる。

このようなポエジーーという観点から『はてしない物語』を見ると、そこにはエンデの「詩

学」が集約されているように思われる。エンデはあるインタヴューにおいて『はてしない

物語』を自分の「詩学」(Poetik)と 呼び、そこで人間が芸術やポエジーとの交わりを通 し

て、自然科学的思考が生みだすことのできない意味を事物に与えねばならず、生の形式や

生の観念を自ら生み出さねばならないと述べている。『はてしない物語』は、ポエジーの働

きそのものを描いてお り、ポエジーによつてもたらされる新 しい生き方の方向性を示 した

作品とみなすことができる。エンデはこの作品においてロマン主義の「ポエジー」を最大

限に継承 し、またそれを現代において再生することに成功したといえるだろう。
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は じめに

20世紀を代表するドイツの作家ミヒャエル・エンデ (Michael Ende,1929‐ 1995)は、

その著書や多くのインタヴューにおいて、自身の文学の模範として ドイツ・ロマン主義を

挙げており、彼がその伝統を引き継いでいることを明らかにしている。例えば、1977年 1

月 23日 に東京で行われた高杉一郎との対談の中で、彼は「
(。
・0)私はほかの国の人達に、

いい意味での ドイツ的なものを紹介したいと思っています。ですから私は、いい意味での

ドイツ的なもの、ドイツのロマン派に戻つて書いているつもりです」1と 述べている。さら

に、1981年の筋 Tma♂:z力誌の記事においても同様の発言を見つけることができる。

「私はまったく意識的にロマン主義の伝統を引き継いでいます。もしあなたがロマン主

義を雰囲気ではなく、全般的な態度の問題としてとらえるなら、私はロマン主義者です。」2

このようなロマン主義に対するエンデの態度は、終生一貫して変わることがなく続いて

おり、彼はカリ比口θル:″力誌による 1994年のインタヴューの中でも、「私はまったく明ら

かに ドイツ・ロマン主義の後継者です」3と 述べている。さらに、『エンデのメモ箱』(И盪′J

Frltts ittttelka動盟,1994)所収の「まったくドイツらしい」(物力励
'知

お励)におい

ては、次のような記述が見つかる。

私を批評する評論家の何人かは、私が自分の著作の中で英米の「ファンタジー文学」

1ミ ヒャエル・エンデ、高杉一郎「 (対談)「メルヘン・ロマン」をめぐって」『図書』331

号 岩波書店 1977年 10ページ。
2 Dieter Eo Zimmer:D鐘ユら″″′ル ″″serer多豪′茜θittZttθ″SttFa■ら■In:麗■Tmag′z14′ Nr.

24,05.06.1981,S.46.
3 ste五 Hugendubel:励 bin ein」詢レ

“

ル五Fθ &er Rθ
“

′″し濃 r_In:乏裂兄π働盟agaz■n′ Nr.47, 18.

11.1994,S.50。 (黒姫童話館資料番 号 :01DA016)長 野 県信濃 町 に所在す る黒姫童話館 には、

エンデに関する様々な資料が私的、公的を問わず多数所蔵されている。資料の一覧は、『童話
の森通信』第 16号 信濃町黒姫童話館 1999年や童話館のホームページQttp://wwwoavis.ne.jp/

～dowalcan/en“ _date/ende_shiryo_index.html)か ら閲覧することができる。資料所蔵に至つ

た経緯や資料の概要に関しては、『童話の森通信』第 16号や、小高康正「信濃町黒姫童話館
「エンデ資料J調査研究の報告」長野大学産業社会学部『長野大学紀要』第20巻 第2号 1998

年 144‐ 148ページ、堀内美江「エンデ文学の萌芽 ― 黒姫童話館エンデ資料リス ト公開を機に

一」早稲田大学大学院文学研究科 ドイツ文学専攻 Angelus Novus会 『Angelus Novus』 第
27号 1999年 115‐ 130ページ、子安美知子監修、堀内美江編著『エンデの贈りもの』河出書

房新社 1999年を参照。



を模範 とするよりもむ しろ、ロマン主義の伝統を今 日の我々にふさわしい形で取 り上げ

ようと試みている、と推測 している。それは正 しい。 4

ドイツにおけるロマン主義は 18世紀末から 19世紀にかけて興った思想的・文化的運動

である。文学においては時代 と活動地による複数の区分があり、多くの場合、活動地によ

る区分は時代区分の下位区分 として置かれている。主な時代区分 としては、二区分 と三区

分の二つが挙げられる。前者はティークや ヴァッケンローダー、そ して主にイェーナを中

心に活動 したノヴァー リスやシュレーゲル兄弟 らを初期 (前期)ロ マン主義 とし、それ以

後の作家たちを後期ロマン主義 とする区分である。5後者の三区分の方では、初期ロマン

主義より後の時代が二つに分けられてお り、アルニムやブレンターノ、グリム兄弟 らハイ

デルベルクのサークルや、E.To A.ホ フマン、シャミッソー、フケーらベル リンのサーク

ルは盛期 (中期)ロ マン主義 として、そ してウィーン時代のフリー ドリヒ 0シ ュレーグル

や ミュンヒェン時代のグレス、ブ レンターノらは後期ロマン主義 として位置づけられてい

る。6

このように数多く存在するロマン主義者たちの中でも、エンデにとつて最も重要なのは

ノヴァー リス (Novalis IFriedrich von Hardenbergl,1772‐ 1801)であった。例えば、エ

ンデは自分の人生の転機 となった、あるいは決定的な影響を与えたテクス トを集めたアン

ソロジー『 M.エ ンデが読んだ本』 0分力 Zθsθわυ励,1983)の 中に、ノヴァー リスのエッ

4 LIichael Ende: ル笙盪′」 Enあ s ttιtelkasIわ″。Shzze″  口″ご Áb泣eno Stuttgart, Wien:

Weitbrecht Verlag in K.Thienemanns Verlag,1994,S.266。 (以下、同テクス トか らの引用は

滋 ふ ′」Lあ sん′lelkasわ″ と略記 し、ページ数 を添 える。訳出にあたっては、田村都志夫訳

『エンデ全集 18エ ンデのメモ箱 上』および『エンデ全集 19エ ンデのメモ箱 下』岩波書店
1998年 を参照 したが、本稿における引用は筆者による訳である。 )

5 vgl.,Fritz l唖 artini:De″rsθヵθ Litera′ 道聰QsChiChごυ.予b″ &en∠″fangθ″1先is z″r(7oge″ NaFι

15。 Auflageo Stuttgart:赳 frod KIё ner Verlag,1968,S.319r。 お ょび岡田朝雄、 リンケ珠子

『 ドイツ文学案 内 増補改訂版』朝 日出版社 2000年 23‐ 24ペー ジ、332ペー ジ参照。
6 vgl。 ,Helmut Schanze(Hrsg。):』b“′″″女ザ乃″励 ν

“

。Stuttgart:ノ咀ied]甍 rёner Verlag,

1994,S.31∬ .uo Jan‐ Dirk lttuller(Hrsg。 ):fb′Jθ壼女θtt■eF db口おaルθ″Lゴtera′口r再ノ7Ssθ″Saみ arh

Bd.3.Berlin,New Yrork:ヽ Valter de G}ruyter,2003,S.326」r.u.Detlef E■e mer:Ro」
“
′″tik。 3.,

aktualisierte Au■ ageo Stuttgart: Lttetzler, 2007, S.47ff.uo Lttonika Schnlitz‐ ElllllanS:

Einカカr“″g ゴh tte Dιerar″r ier Ro“θ″L量_ 2., durchgesehene Au■age.]Darlnstadt:

Wissenschattliche Buchgesellscha乱 ,2007,S。 761た だ し、テ ィー クや Fr。 シュ レーゲル、

ブ レンター ノな ど、複数の時代や活動地にまたがって活動 した作家 もお り、これ らの区分は一

義的に定められているわけではない。 さらに、研究者によつて作家やサークルの区分、年代の

規定 も様 々である。例えば、ゲルハル ト・ホフマイスターは上記の二区分においてホフマ ンら
ベル リン・ロマン主義の作家たちを後期 ロマン主義に数 え入れている。Vgl.,Gerhart Holmeister:

De口 tschθ 口″ごθttrop′ゴs“θ Rθ
“

′″ん己12.,durchgesehene und erweiterte Auiage.Stuttgart:
Lttetzler,1990,S.34.



セイ『 キリス ト教世界あるいはヨーロッパ』に
"ChFiS"″

力Jι θグレ F■ropa 1799)の一

部を収録している。7彼はまた、イェルク・クリッヒバウム (Jorg]陶ichbaum,1945‐ 2002)

によるインタヴュー『闇の考古学』に
"几

観猪θ彙Ⅲ〕グル θttnhhθゴぁ1985)で 、ノヴァ

ーリスを自分の「精神的な父親」8の一人に数え入れており、先ほど引用した「まつたくド

イツらしい」では、エンデの「芸術と文学の祖先」9であるロマン主義の作家たちの中でも、

ノヴァーリスの名がその筆頭に挙げられている。さらに、カリλra夕lガb誌による 1994年

のインタヴューにおいてエンデは、先に引用した発言に続けて、「私はノヴァーリスを自分

の偉大な師 (meinen gr03en Lehrmeister)と みなしています」10と 述べている。

エンデとノヴァーリス文学との関わりは、彼が創作をはじめた少年時代にまでさかのぼ

る。彼自身の発言によれば、1943年当時、まだ 13歳であった彼は、疎開先の学校で知り

合った友人を通してノヴァーリスの作品に角虫れ、詩作をするようになったという。

「ええ、あの頃、私は 13歳で、学童疎開のキャンプの一つにいました…。当時、主要

な文学と詩 (Poesie)に取り組んでいた何人かの相部屋の仲間たちによつて、私はそも

そも初めて、 ドス トエフスキーの小説やノヴァーリスに触れたのです。ノヴァーリスを

私はそのとき発見しました。彼は私に深い感銘を与えましたヒ/、 今日まで私の導きの星

の一人です。」11

7 vrgl.,卜生chael Ende:ユ丘分h¨ιθsθわ″励 。Frankfurt an■ 1嘔ain:Fischer Taschenbuch¬ Verlag,

1983,S.106‐ 115。

3 vgl.,IMichael Ende,Jё rg IGichbaum:″ゴbノレdi″

“

匂豪θ乱∝ クロ″ktt」′ θθ3pra(■θ″b"
Kuns′ ″″ご 〔力s ″b」を (力s_ル麟及ys Edg鐘 肋 あ 。Stuttgart: Edition Weitbrecht in K。

Thienemanns Verlag,1985,S.153。 (以 下、同テ クス トか らの 引用 は Jtt Иz九わ嫌 ″

θ囲疑Lθゴ
`と

略記し、ページ数を添える。訳出にあたつては、丘沢静也訳『エンデ全集 17闇
の考古学』岩波書店 1997年を参照したが、本稿における引用は筆者による訳である。)

9 」砒衝とみ′JEndbJ Ze′しekasten′ S.266。
10 Ste五 Hugendubel:f昴 加 θ血 腸 盪カカFθ ル タθ口′″魚 ■,S.50。 (黒姫童話館資料番号 :

01DA016)興 味深いことに、このインタヴュー記事を読んだロマン主義研究の大家であり、当

時国際ノヴァー リス協会の会長であつたハンス=ヨ アヒム・ メール (Hans‐Joachim Mahl,
1923‐ 2001)が エンデに二通の手紙を送っている。まず、1994年 12月 4日 付のタイプ打ちの

手紙 (黒姫童話館資料番号 :02B016)に おいて、メールは国際ノヴァー リス協会での招待講演

をエンデに打診 している。1995年 1月 4日 付のメールによる三通 目の手書きの手紙 (黒姫童

話館資料番号 :02B017)を 見ると、エンデは 1994年 12月 21日 付の手紙でメールの最初の手

紙に対 して返信 してお り、その中で原則 として講演を行わないことを理由に、メールの招待を

辞退 したようである。 さらに、エンデはこの返信の中で自身 とノヴァー リスとの関係を語つた

と推測 されるが、筆者はこれまで行なった調査でメール宛の手紙を見つけることができなかっ

た。
1l Jurgen KIatzer:Kuns′ 』b′ einじのerse″

“
″gッθttθβ′… θθΨFacル

“
崩И 励′」 Enあ.In:

五)θ口ιs凸
“
″腱rrithぁ  47.Jg。 ,He乱 7/8,Juli/August 1994,S.339。 (辱 :女臣童:言舌鐸ヨ:峯お+1野号 :



こうしたノヴァーリスを主とするロマン主義への傾倒とその継承の理由について、エン

デは『闇の考古学』や「まったくドイツらしい」において詳しく述べている。彼によれば、

ドイツ人は、ヨーロッパの他の国民と異なり、「文化的アイデンティティの問題のようなも

の」12を 抱えており、「他の国民が持つような、自分たちの文化と生き方に対する自明な関

係を持っていない」13と ぃぅ。そして彼は、「ロマン主義は、共通の生の身振りや態度とい

う意味で、他のヨーロッパの国民の心も惹きつけ、納得させ、それどころか踏襲された、

初めての、そして私の見る限り、これまでで唯一、 ドイツ独自の文化業績だったのではな

いだろうか ?」 14と 述べ、「このあまりにも早く切れてしまった我々の文化史の糸を再び引

き継ぐ努力をすることは、価値があることだと確信している」15と 主張する。 16

エンデはまた、E「mθ魔!″力誌による 1994年のインタヴューにおいても、ロマン主義

を「これまでで唯一の完全なドイツの文化業績」17と 位置づけ、自らの作品において、現

代では忘れ去られてしまつた「ロマン主義の持つあらゆる文化的刺激」の「糸を手繰 り寄

03AE001)
12 』乙:6Й′θノEndes Ze′telkasん″,S.266.
13″bみ′ダ Fr2Jbs Zette‐asten,S。 266.
14巡ふ′」み あsん′わ旅′sね″,S。 268.エ ンデは3″爾 贋〆′誌のインタヴューにおいてもロ

マン主義を「これまでで唯一、ドイツ独自の文化業績」であったと述べている。Vgl.,Astrid Braun:

〃レbr"′′″dt《 22ゴ′17 r」 ′̈ ′″″′ 
・

e(Jヒ

“
″ご五&置を′′In:」致ヵ'sθ″b■ar′ ノレr ttn De“ ιsttθ″

β口aみ力′″ie■、46。 Jg。 ,Nr。 102,21。 12.1990,S.3985。
15 ]拓

fεЙ′θノEndes Zerte■kasね″。S.269.
16「まった く ドイツらしい」においてエ ンデは、ホフマ ンやシャミッソー ら一連の ロマン主義

者たちの名前の中にジャン 0パ ウル も挙げてい るが、ジャン・パ ウルは多 くの場合、文学史に

お い て ロマ ン主義 と古典 主義 の 中間 に分 類 され てい る。 Vgl.,Kurt Rothmann:meinθ
Ges“ ich農9 dbr dbυ

`sttθ
″乃 tera′口r.19。 s erweiterte Au■ageo Stuttgart:]Reclam,2009,138∬ .

u.Hans Gerd Rё tzer:θθsてカゴ(■わ &er`わ″お

“

θ″」りιeraιI″.助θttθ″′И口LoreI■, ″erke.2.,

veranderte und er、アeiterte Auflage.Bamberg: Co C.Buchnersヽ rerlag。 2006, S.149f.u。
Fritz Martini:3知角

“

θ_〕ねr′ ;urges“」

“
れ S。 296。 および岡田朝雄、リンケ珠子『 ドイツ

文学案内 増補改訂版』44ページ参照。また、『闇の考古学』でエンデは、「ロマン主義はじ
か し、はるかに大きな構想だったのです。それは文化や世界全体の構想であり、世界に関する

哲学的な構想だつたのです」 にあ 五r盪江01oぎe歯 ″こ
“

ke■hJム S.154■ )と 述べ、ヘーグル

もロマン主義に数え入れている。ただし、ヘーゲルは青年期からロマン主義 と深い関係を持ち

ながらも、後にロマン主義を批判 してお り、一義的にロマン主義に含められるわけではない (ヘ

ーゲルとロマン主義の関係については、伊坂青司『ヘーグルと ドイツ・ロマン主義』御茶の水

書房 2000年 を参照)。 さらにエンデは、ここで引用 した 「文化的アイデンティティ」とい う

言葉において、 「自国の歴史に関する学術的・歴史的認識」ではなく、「生の形式や生きる価

値に共通する性質」 (Л石盪′J肋 ル s,発ιtelka動
"′

S.268)を 意図 していると述べている。こ

れ らの点からは、エンデはロマン主義を学術的な観点からではなく、思想的・文化的運動 とし

て幅広い観点から理解 していたと考えられる。
17 stelh Hugendubel:fbゐ ら二″慶h ttaみルカrθ dbr Fθ

“
′″[量er,S.50。 (黒姫童話館資料番号 :

01DA016)



せ、紡ぎ続けることをまつたく意識的に試みています」18と 述べている。この発言や、「ま

つたくドイツらしい」での発言に見られるように、彼はその作品においてロマン主義を積

極的に受け継 ごうと試みてお り、この点について しば しば具体的に言及 している。

例えば、『モモ』 (」唆口α 1973)に付された「時間泥棒と人間に盗まれた時間を取り返

した子どもの不思議な物語 ― メルヒェン・ロマーン」(Die seltsame Geschichte von den

Zeit‐ E)ieben und von derrl Ⅸhnd,das den IIlenschen die gestohlene Zeit zuruckbrachte。

Ein Mttrchen‐ Roman)と いう長い副題や、「メルヒェン・ロマーン」という構想は、ロマ

ン主義を意図したものであるという。19さ らにエンデは、長野県信濃町黒姫童話館に所蔵

されている叔父ヘルムー ト宛の書簡の中で、アイルランドの童謡を見つける前にはノヴァ

ーリスの詩を『モモ』の冒頭に挿入することを考えていたと述べている。

(… )ノ ヴァーリスの詩は、僕もよく知っていたよ。「アイルランドの童謡」を見つける

前には、それどころかモットーとして本の冒頭に持ってこようかと一時は思っていたん

だ。でも僕はそうしなかった。ノヴァーリスで自分を飾るのはちょつと要求が高すぎる

ような気がしたんだ。それに本全体が、いわばあの詩の解釈以外のなにものにも思えな

くなるリスクもあつた。というのも、あの詩は良すぎると言つていいくらいぴつたり合

つているからね。 (0・
・)20

田村都志夫によれば、エンデが挿入 しようとしていたノヴァーリスの詩とは、未完の小

説『青い花』 (」物カガ励
“
′DR霊血 sen,1802)の草稿に記された無題の詩「もはや数と

図形が…」(四勁″″励′″θ力rZ勁力″y″ご」助ダロ
“
″..。 )を指していたようである。21こ の

18 steffi Hugendubel:」 を通bin ttLМねぼ曇″ &erR硼囮″″し ろ S.50。 (黒女臣童言舌館 資料輝野号 :

01DA016)
19 Vrgl.,ebd。 ,S.50.u.Astrid Braun:〃 階 Ⅳa″dk″ゴ′Fr五.¨ ′″″′

・
ec晨 口″ごЙレ島 ,S.

3985.u.〃bレ」Lル sノゐ′しekasわ″′S.266.『 モモ』の副題には、現在のものとは別に二つ

の試案があったようである。その変遷については、堀内美江「黒姫童話館に見る『モモ』のフ

ァンタジー」、梅内幸信編『エンデ文学におけるファンタジー』日本独文学会研究叢書 064

号 2009年 3‐ 13ページを参照。
20黒姫童話館 資料番 号 :02F05](08.03.1973.An Helmuth Ende)"[.…]Das Gedicht von
Novalis、アar lnir sehr gut bekannt,ich habe sogar zeitweilig IIlit dem Gedanken gespielt,es

als IⅥ:otto vorn ins Buch zu setzen ehe ich das''irische Ⅸhnderlied‖ fand.Ich habe es aber
nicht getan,weil es lnir ein wenig zu anspruchsvoll schien夕 Yrlich lnit Novalis zu schmucken.

Es bestand auch(五e(3efahr,daS es so scheinen konnte,als sei das ganze]Buch sozusagen

ntthts anderes,als eine lnterpretation des Gledichtes,denn es paSt fast zu gut。 [...]“

21田村都志夫『エンデを旅する一 希望としての言葉の宇宙』岩波書店 2004年 68ページ参



書簡の中でエンデは、ノヴァー リスの詩を挿入́しなかった理由と tノ てヽノヴァー リスを持

ち出すことに要求の高さを感 じたことと、『モモ』とい う作品全体がノヴァー リスの詩の解

釈 として一義的に理解 されて しまうことを避けることを挙げている。この点からは、エン

デがノヴァー リスを高く評価 していながらも、単純にそ して盲 目的にノヴァー リスおよび

ロマン主義を志向していたわけではないことが うかがえる。

エンデはさらに、同 じ書簡の中で、彼が女流作家ルイーゼ・ リンザー (Luise Rinser,

1911… 2002)に『 モモ』を朗読 した際、彼女の日からもノヴァー リスの名が出てきたこと

について次のように述べている。

(… )も う一度 ノヴァー リスの話に戻ろう。叔父さんがこの詩でモモのことを考えてく

れたことは、もちろんとてもうれ しいのでもそれ とはまた別のことが起きたんだ。人は

まさにそのような小さな「偶然」に注意すべきなんだ。少なくともルイーゼ・ リンザー

は、僕たちがこの間、試 しに本の何章かを彼女に朗読 したときに、少 しの沈黙の後、突

然こう言つたんだ。「これはノヴァー リスだわ。」彼女はその後の会話の中で、もうその

事について取 り上げることはなかった。結局、僕が彼女に尋ねたときも、彼女はこの発

言をまったく表面的に根拠づけることしかできなかったの文体的、そ して純粋に言語的

にしかね。そこにはもちろん、本当の関連はほとんど存在 しないのこのことについて、

僕はどう理解すべきか分からない。ただ、短期間に三度も相次いで、そ してそれぞれに

関係なく、この名前が自分のところへやつてきたとい うことが僕の注意を引いた。もし

か したら彼は 「上」から少 しお節介を焼いたのかもしれない。 (… )22

照。田村都志夫 も述べているよ うに、後にエンデはこの ノヴァー リスの詩 を『 エ ンデのメモ箱』

の「ある中央 ヨー ロッパ原住民の思い」(θθル″魚η α″θs zθ″加 んこ[ropa品θ″■ngeわorenθJ
の末尾で引用 している。Vgl.,1%“′」ル ル sん′古elkasZθ″,S.69。 エ ンデはまた、 ドイツ児童

文学アカデ ミー大賞受賞記念講演の中で も、このエ ッセイ とほぼ同 じテーマを扱つてお り、や

はリノヴァーリスの詩を引用している。Vgl.,Michael Ende:。 …晨瑠Лゐ″saゐθ″力 あF″υ′

"7θ
こer力 a力留Iscl■ 

“
′励 θ″.Vbrtrag anla131ich der Verleihung des G卜 ro3en Preises der

Deutschen AkadeⅡ lie f・tilr lhnder‐  und Jugendliteratur am 26。 November 1980.In:
Juge″ 覆ら

“
盪 盟′g′zI″,31.Jg.・ H.1,1981,S。 17.od.′′」動Fterar″r」缶r mntter“′Rede anla31ich

der /ヽerleihung des ,,CTr03en Preises der E)eutschen AkadeⅡ lie fur lhnder‐  und
Jugendhteratur V「 olkach 1980``, 28。 November 1980。 In: ル IIθ  Sa″2J堕ノυ″g″ Gёιιinger
Zeitsirtt hr Erziぬυ″g“″ごθθsens“′■ 21。 Jg。 ,H。 4,1981.S.316。
22黒姫童話館資料番号 :02F051(08,03.1973.An Helmuth Ende)"[。 …]Aber zuruck zu
Novalis:Es Jheut lnich naturlich sehr、 da3]Du bei dieseln Geと cht an die LIonlo gedacht

hasto Aber es ist noch et¬ was anderes gescheheno LIan soll ja wohl auf solche kleinen
'lZufalle''achteno Jedenfalls sagte Luise Rinser,alsマ vi口 ihr neulich einige]Kapitel aus dem

Buch als I(ostprObe vorlasen,nach einer kleinen Stille ganz unverⅡ littelt:'']Das ist Novalis'1.



ここでエンデは『モモ』に関して、短い間に二人の別々の人物によつてノヴァーリスと

の関連が読み取られたという「偶然」に注目している。この点からは、エンデの作品には、

一方では彼が意識的にロマン主義を取り入れようとした部分があり、他方では彼がまつた

く意識 しなかったにもかかわらず、結果としてロマン主義と類似する特徴を持つに至った

部分があると考えられる。

このことは『はてしない物語』に恥
“

銀 d■thθ 働
“
脳働″,1979)に 関する言及から

も読み取ることができる。エアハル ト・エプラー (Erhard EppleL 1926‐ )お よびハンネ・

テ ヒル (Hanne Tachl,1942‐ )ら との対談『オ リーブの森で語 りあう』 (■物″″″

mtiFPO■it量,1982)に おいて、エンデは『 はてしない物語』の中心的なテーマの一つと

して「失敗の神秘」(das MySterium der Fehler)23を 挙げ、バスチアンが経験する、度重

なる失敗が最後には成功につながるというモティーフが、すでにE.TA.ホ フマン(E.T.A.

Hoffmann,1776‐ 1822)の小説『黄金の壺』にし″g瀾由″θ bp二 1814)24に 存在すると述

べている。

「バスチアンは実に多くの失敗をする。彼はそもそもほとんど失敗 しかしていない。で

もまさにそれゆえに彼は、最後にはすべてを適切に行 うことができた。このモティーフ

は新しいものではないし、僕のものでもない。これはすでに、とりわけE.Te A.ホ フマ

ンの『黄金の壺』の中にあるものなんだ。そこでも大学生アンゼルムスは常にすべて失

敗 している。そして最後には、まさしくそれゆえにすべてが正しかったことが明らかに

Sie kaⅡl dann im weiteren(3esprach nicht lnehr darauf zuruck und als ich sie schlie31ich

iagte,wuSte sie diese AuSerung nur ganz oberiachlicih zu begrtilnden,stihstisch und rein

sprachlich,¬ 7o naturlich wenig wirklicher Zusarlllllnenhang bestehto lch weiS nicht,was fur

einen Reim ich mir darauf machen soll,mir ist nur aufgefa■ en,daS in kurzer Zeit zweimal

hmtereinander und unabhangig vOn einander dieser Name auf Hlich zukam。 「ヽielleicht hat

er von‖ oben"ein biSchen lnitgelllischt.[...]“
23 Erhard Eppler,L[ibhael Ende,Hanne Tachl:fL′ ″ム21"a′面的酵比νfb″饉k,PIs虎湧η」re■

nθs

θθΨraaあa Stuttgart:Edition VVeitbrecht im Ko Thienenlanns Vё rlag,1982,S.42.(以 T、

同テ クス トか らの引用 は ■レ″″」bZ醜どル
“
ra強艦 と略記 し、ペ ー ジ数 を添 える。 訳 出にあた

っては、丘沢静也訳『エンデ全集 15オ リーブの森で語りあう』岩波書店 1997年 を参照した
が、本稿 における引用は筆者による訳である。 )

24『黄金の壺』の ドイツ語表記は二種類あり、初版では"D"己d温 θZ″F`と 、第二版では
"」

″

3d趣θご呻 i“ と表記されている。この変更がホフマンによるものかどうかは不明であり、ホフ

マン自身もテクス ト等において両方の表記を使つていたようである。Vgl。 ,Hartmut Steinecke

[u.a.]131rsg。 ):ErИ ″Лttha燿″ SImムルb力θ rerh.Bd.2/1.Л 2″″」θs′″attθ 力 Ca■■oιむ

』イレ」ごbr,「erke fjげ 4 Frankfurt am Main:Deutscher IClassiker Vrerlag,1993,S.753f。 1許術

論文や学術書においては"Dげ 3d温θ物 ノ`が多 く用い られてい るが、本稿ではテクス トとして

使用 した Deutscher Klasstter Verlag版 の全集 にな らい、"Dび 3d“nθ r″F`と 表記す る。



なるのいつたいヽ正 しいとか間違っているとは、どうい う意味だろうか ?人間の運命は

学校の課題や ×印の付いたテス トなんか じゃないんだ…。」25

ここで注意 しなければならないのは、エンデがこの 「失敗」 とい うモティーフをホフマ

ンから直接取 り入れたのではないとい うことである。黒姫童話館に所蔵 されているある書

簡において、エンデは『はてしない物語』を執筆する際に『黄金の壺』を意識 してはいな

かったと述べている。1981年 5月 17日 付のハンス・ヴァルター・シュミット宛の手紙で

ある。

幾度となく私を驚かせているのは、私の『はてしない物語』が他の数多くの本と関連

づけられていることです。これまでで一番多かったのは、Eo Th。 ホフマンの『黄金の壺』

との関連です。確かにこの作品は以前からよく知っていましたが、私の本を執筆する際

に、私はこの作品のことをまったく考えていませんでした。26

この書簡を見る限り、『はてしない物語』におけるバスチアンの「失敗」のモティーフや

その他の類似するモティーフを『黄金の壺』に由来するものとみなすことはできない。し

かしながら一方で、エンデは『はてしない物語』と『黄金の壺』の類似性は認めており、27

彼の作品の解釈に関して、そこに直接的な因果関係が存在 しないにも関わらず何らかの一

致を見た場合、その解釈を完全に否定してはいない。28こ れに加えて彼は、文学作品にお

いては、時として作者が意図していたよりも多くの意味が成り立つことを認めてもいる。29

それゆえ、彼が執筆の際にロマン主義文学を意識 しなかった場合においても、その作品か

らはロマン主義文学と共通する特徴を読み取ることができるはずである。バスチアンの持

25f■′″″壺b′蚤ff′口瀦 」飯k、 S.42.
26辱

:女臣童:言舌食官:資料番1手チ:02EB002(17.05。 1981.An Hans ttralter Schmidt),,[...]Es ist fur

Ⅱlich illrlmer w7ieder verblu■ lend, llrlit Ⅵ/ievielen anderen Buchern meine ''Unendliche
Geschichte"in Zusammenhang gebracht wird.Am haufigSten bisjetzt mit dem"Goldenen
Topf'von Eo Th.HOflll■ ann[sia,der mir zwar von ither her bekannt war,an den ich aber
beim Schreiben meines Buches ganz und gar nicht gedacht habe.[...]“ (下線 は筆者 に よる)

273ヶ赫 ″誌のインタヴューにおいてもエンデは、トールキンよりも、「むしろE.To A.ホ
フマンやティーク、あるいはカフカに内的な親近性を感じて」おり、『はてしない物語』が「間
違いなくトールキンの小説よりも、『黄金の壺』との類似性をより多く持っています」と述ベ

ている。 Vgl.,Astrid Braun:〃 予レ陶 ″d旅″ガ′_Zi rメ4.¨ ′″』,・eaを υ″ノЙレ丘′,S.3985。
28子安美知子 『 エンデ と語る 作品・半生・世界観』 (朝 日選書 306)朝 日新聞社 1986年
188‐ 189ページ参照。
29田村都志夫編訳『ものがたりの余白』岩波書店 2000年 11ページ参照。



つ「失敗」のモティーフも、エンデとロマン主義文学の間に存在する共通点の一つとみな

すことができるだろう。

さて、先に見たように、エンデは『モモ』執筆の際にロマン主義を意図的に取り入れよ

うとした発言を残しているが、これに対して『はてしない物語』に関する発言は少ない。

しかし、一方で、『はてしない物語』においては『モモ』よりもロマン主義的な特徴を多く

読み取ることができ、この分野に関する先行研究においても『はてしない物語』に関する

論述が多く見られる。

エンデとロマン主義の関連を扱った先行研究はすでに 1980年代からあり、主なものと

してアンドレアス・フォン・プロンドチンスキー30ゃクリスティアン・フォン・ヴェルン

スドルフ 31、 そしてクラウディア・ルートヴィヒ32ら の研究が挙げられる。また、近年で

もハイナ・ストヤン 33ゃ ァガーテ・ラトカ 34ら による研究があるが、これら一連の先行研

究の中には、エンデとロマン主義を直接的に結びつけようとするあまり、その解釈の根拠

に蓋然性がなく、再考の余地を含んでいる部分もある。35ま た、日本では、中村ちよ 36ゃ

酒井明子 37、 青山隆夫 38、 梅内幸信 39ら の論考において、エンデ文学の持つロマン主義的

30 And■teas von Prondczynsky:Dθ ″″θ″d左盪 θSi″ θ口盪

`″

′

“

品たЙ se■bsι″И ttfien5レ Eren
α″θS″θ

“
θ″ル6/Z力θS.Tそrs口励 ″わ″ einθ ″DLθ″dZttθ θes(ダゴ励ね`I Frankfurt alln Main:

正pa‐ Verlag,1983.Ougend und Medien,Bd。 3)

31 christian von Wernsdor」
『

:五Lたたrgりθ″ ル sA石

“

おり乙斑 醒 ederkehr ttI Rο
“

′″乙』rわJ
ittiaゐ ′aFEndb“″ごPeter」曰レ″量 e.Neuss:Verlag Jurgen schampel und Frank ICteine,1983.
32 claudia Ludwig: Nasご

“`rθ
rわ′じη″ dein“ レ7tern力′θ′..ゑ奮励′aJ Enあθ」強′″″Jb″ ―

3ymわ〔油量 ″″ご〃terarisc力 θθ口θ」髪狙.Frankfurt am M[ain:Peter Lang,1988.
33 11ttna StOyan: Ittb phaf2漁 stischθ″ 麗 nie島″

“

d労・ Ittθ″ 拓

“

′θf Endb′ И r ein6r

Ein」Lぎ′ms zttr Zb′
"を

lJ」口″g ttl θ′′′口″gsl力θθ″θ II″ ご e■nθ」
“

五k女″ s zIIFノカ′″ι′θttsぬθ″

亜GbdしL″じerarttr ttI I乃 じピ7 FrankfuFt am Main:Peter Lang,2004.
34 Agathe Lattka:  Иttb― F ■eF Rθ

“
′″艦 ′ Einθ  DLじers口 aゐ

“
″g 』乙たら′aJ Endbs

″θЛ′″ り θ iフЪθ″dttiθЙθ θes盪1“茨ダ。Munchen:G}rinヽ戸erlag,2005。
35例 えば、ス トヤンはコレアンダー氏の名前が『黄金の壺』の第二の夜話で言及される店の所

有者の名前「コンラーディ」("Conradi“ ,Hartmut Steinecke[u.a.](Hrsg)Z rИ ′″πb′″″

sam』盪θマ熱 Bゝd・ 2/1,S.235u。 243)に 由来する可能性を示唆している。Vgl。 ,Httna
Stoyan:a.a.0.,S.126.こ の点についてはしかし、すでにルートヴィヒが述べているように、

あくまで名前の類似性́が指摘できるのみであろう。Vgl.,Claudia Ludwig:ao ao Oり S.162.
36中村ちよ「ミヒャエル・エンデ「モモ」一 児童文学にあらわれた内的時間について 一」東

京女子大学『東京女子大學付属比較文化研究所紀要』第 45巻 1984年 17‐35ページ。
37酒井明子「二つの世界とイノセンスの所在及びその意義 一 エンデと賢治を巡つて 一」横

浜商科大学『横浜商科大学紀要』 第 7号 1991年 293‐ 315ページ、および、「ロマン主義円

環理論とM.エ ンデの動 α Lα″♂"Reisθ
 Zゴ (『ある長い旅の終着点』)」 横浜商科大学『横

浜商大論集』 第 27巻 第 2号 1994年 208-228ペ ージ。
38青山隆夫「M。 エンデ :『モモ』とロマン主義」東北大学言語文化部『言語と文化』第 9号
1998年  161‐ 186ペー ジ。
39梅内幸信「M.エ ンデの『魔法のカクテル』における良心の鐘の音」鹿児島大学法文学部『人



な特徴が指摘され、あるいは両者の関連が論 じられているが、この方面に関する研究はま

だ十分であるとは言えない。特に現在では、ローマン・ホッケ (Roman Hocke,1953‐ )

によつてエンデの遺稿の一部が刊行 され、さらに黒姫童話館に所蔵 されたエンデの原稿や

未刊行の書簡等の一次資料が公開されていることもあり、この方面に関する研究もさらに

広がる可能性を秘めている。

本稿では、『 はて しない物語』を主なテクス トとして、ノヴァー リスをは じめとする ドイ

ツ・ロマン主義の文学作品や文学理論・文学観 との比較・考察を行 うことにより、エンデ

文学 とロマン主義文学の間にある親近性を具体的に明らかにすることを試みる。これによ

ってエンデがどのような点でロマン主義を受け継ぎ、現代に再生させたのか考えていきた

い。

テクス トの考察に入る前に、作品の概要について少し触れておこう。『はてしない物語』

は、1979年秋に出版された後、ブクステフーデ雄牛賞やヴィルヘルム・ハウフ賞、ヨーロ

ッパ青少年文学賞をはじめ、ドイツ国内外で数々の賞を受賞し、40映画化もされた長編小

説である。執筆のきっかけとなったのはエンデの本を出版 していたティーネマン社の社長

ハンスイェルク・ヴァイ トブレヒトとの会話である。1977年 2月 、当時ローマ近郊にあ

ったエンデの家に滞在 していたヴァイ トブレヒトは、ある晩、新 しい本を書くようエンデ

に勧める。そこでエンデはアイデアのメモが入った箱を取り出し、中に入つたメモを次々

と読み上げていく。やがて彼は、「一人の少年が本を読んでいる間に文字通り物語の中へ入

り込んでしまい、苦労してそこから抜け出す」41と ぃぅ文言が書かれたメモに行き当たる。

文学科論集』第72号 2010年 285‐ 312ページ。
40 vgl。 ,Roman Hocke,Thomas I← a乱 :A奮ごi′」 ル あ こI″ご sα″θρ力′″ねs″s(■θ

"Ъ

『′ Die
Sυ

“

θ″′θЙ〔晨,」盟ZarJわθr再/6ri Stuttgart,Ⅵ rien,Bern:ヽ Veitbrechtヽ rerlag in]K.Thinemanns
rヽerlag,1997,S。 143f.
41,,Ein Junge gerat beilll Lesen eines Buches buchstablich in die(3eschichte hnein und

fillldet nur sch恥アer wieder heraus.“ maus seehafer:LLerTレ 7帥′」
“
ゴ′盟Lbe■Enあ :2 re量_In:

L力′ Sozia」bェ■ab農フ′IIs ier′″励FηθsリカIsttθ″=セわ″4 Nr。 7‐ 8,1982 Juli‐ August,S.15.u。
Hans‐JOachim LIIuller(Hrsg。 ):β口彪わ′ab〔ソИυこQIen」L農ソ燿θ712T/S′ Darmstadt:Gesellscha乱
Hessischer Literaturieunde, 1985,S.88.uo Michael Ende,Roman Hocke(Hrsg。 ):D∝
ⅣZθ″′″dsgaF""″ Munchen:Pゎ er Verlag,2009,S.300。 u.Roman Hocke,Uwe Neumahr:
″lab′」ル あ ,Magis“ θ Ndten″ Munchen:Henschel Verlag,2007,S.103.他 の資料では、

「一人の少年が物語 を読んでい る間に文字通 り物語の中へ入 り込んで しまい、苦労 してそ こか

ら抜 け出す」,,Ein Junge gerat beilll Lesen einer Geschichte buchstablich in diese Geschichte

hinein und indet nur schwer wieder heraus.“ (Barbara Bondy,Barbara von Wuttn,Hans
Heigert:  θθttraθ力 盟ゴ′ Mbゐ′」  Endb. I′ brs口θ乃,  こen 丁勧 sser ttI ″働 θ″d■lθらθ″

θθs“ittιθ“zこI″2 Erzahん″z″ bringθ″.In:S″ddeυιsiθ ttdι ■理 ,Nr.61,14。 /15。 Marz 1981,
S.137)Od.,,Ein Junge gerat beillrl Lesen einer Geschichte buchstablich in die(3eschichte

hinein und findet nur schwer wieder heraus。 “ (Roman Hocke,‐ omas I←aft:a.ao O夕 ,S.
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この構想がヴァイ トブレヒトに気に入られ、エンデは『はてしない物語』を書き始めるこ

ととなった。42当 初は 100ページほどの短い物語が想定されていたようであるが、次第に

物語は膨れ上がり、最終的に 428ページにおよぶ長編となつた。それでも現在、我々が読

むことのできる内容は、「実際に書かれたものの四分の一ほど」43あ るいは「五分の一ほど」44

であるという。文字通り、はてしなく発展していく物語の執筆は、エンデを極限まで追い

つめたようである。クラウス・ゼーハーファーによるインタヴューにおいてエンデは、当

時を振り返って、「私は命がけで『はてしない物語』と闘いました。この物語は危うく私を

精神病院に送り込むところでした」45と 語つている。

こうした苦心惨愴の末に完成 した『はてしない物語』は、出版の翌年には「シュピーゲ

ル」誌のベス トセラーリス トにランクインする。初登場となったのは 1980年 7月 7日 第

28号で、このとき第 5位であつた。46そ の後、1981年 1月 12日 第 3号で初めて第 1位

の座を獲得したのを皮切 りに、47ベス トセラーリス トの 1位 と2位の間で入れ替わりを続

110)と 述べられている (傍点および下線は筆者による)。 なお、L力θの訳出にあたつては、

河西善治編『第二の道』第 3号 人智学出版社 1985年およびミヒャエル・エンデ他著、樋口

純明編 『ミヒャエル・エンデ ー ファンタジー神話と現代』 人智学出版社 1986年を参照し

た。後者の方には LんJでは編集・短縮されたインタヴューが全文訳出・掲載されている。そ

こで底本 とされてい るのは 力賭湖 yf2多盟 Jbs JQIttθ zぽ Л分ル ″ば ご″
"り

腸媚♭ガdagO」k′

He量 25,Advent 82,Flensburg e.V。 に掲載 された記事 Lた″力″
“
ゴ測匿盪′」&ル であるが、

筆者はこの資料 を入手できなかったため、本稿では可能な限 り L力θをテ クス トとして使用 し

た。
42 vgl.,Roman Hocke,Patrick Hocke:腸

“
ar2直ふ θ θθsaみ」盪ル.Jas_月 b′″″J“ texikon.

StuttgaFt:Thienemannヽrerlag,2009,S.54■

43 Barbara lBondy,Barbara von Wulffen, Hans Heigert: θθ3praab mi′ 』五:bЙ′」 Enあ,S.
137′

44:皿auS Seehafer:Lね rttθ lly“士И 盪′」ル (わ 2 re■■、s.15。
45 Ebd。 ,S.14.エ ンデは他のインタヴューや講演においても同様の発言をしている。例えば彼

は、『南 ドイツ新聞』のインタヴューにおいて「最初はもつと短い話になると考えていました

が、書いている間にこの案件はますます発展しました。本当に私はこのことで危うく気が狂い

そ うになりました。それは私を四方人方に爆発 させたのです」と述べている。Vgl.,Barbara Bondy,

Barbara vOn Wulffen,Hans Heigert:ao a,0り S。 137,彼はまた、1986年 8月 18日 から 23日

かけて開催 された、国際児童図書評議会の東京会議 「子 どもの本世界大会 ― 第 20回 IBBY
東京大会 ― 」での基調講演においても、同様 の発言 を してい る。Vgl,,Mbレダ 肋 あ s

多銘tekasた″′S.188。 この大会のプログラムでは、エンデの講演が行われたのは、8月 19日 と

なつている。神宮輝夫他編『なぜ書くか、なぜ読むか 1986年子どもの本世界大会 一 第 20

回 IBBY東京大会 ―』日本国際児童図書評議会 1987年 13ページおよび 243ページ参照。

基調講演のタイ トルは「なぜ子どものために書くのか」 (閉ケ″θJ陽施力F(%hen)であ

ったが、『エンデのメモ箱』に収録される際には「永遠に幼きものについて」 (働び ルs

F"詳Kn`滋盪θ)に変えられている。
46 vgl.,Dtt QttQF4 34.Jgり Nr.28,07.07.1980,S.162.
47 vgl.,3ビ 身震りこ 35。 Jg。 ,Nr.3,12.01.1981,S.160。 この号では『モモ』も第 8位にラン

タイ ンしてい る。



け、1981年 6月 15日 第 25号から 1982年 7月 12日 第 28号まで 56週連続で 1位 を獲得

した。481984年 4月 には『鏡のなかの鏡』 (五br ‐ヽゞ ゴカ助れ
"ノ

)もベス トセラーリ

ス トに登場 し、4月 中旬から7月 頃まで『はてしない物語』と『モモ』とともに、エンデ

の著作三冊がベス トセラーリス トの上位を占めている。ただし、7月 を境に『モモ』と『鏡

のなかの鏡』は徐々に順位を下げ、10月 にはリス トから姿を消す。一方、『はてしない物

語』は 1985年 4月 中旬までリス トに残 り、初登場以来、5年近くに渡ってベス トセラー

リス トに載 り続けた。年間ベス トセラーが掲載される各年次の第 1号を除けば、49最終的

に総計 110週 に渡ってベス トセラーリス トの 1位 を獲得することとなった。50

すでに多くの先行研究において指摘され、エンデ自身もその一部について言及している

ように、この作品にはロマン主義だけでなく、ギリシア神話やアーサー王伝説、グリム童

話、 トールキン (お hn Ronald Reuel Tolkien,1892‐ 1973)等の文学に由来、あるいは類

似するモティーフや、アルチンボル ドやゴヤ等の絵画に由来するモティーフ、さらには錬

金術 51ゃヵバラ、禅の思想等が随所に織 り込まれているDそれらは空想や幻想を意味する

語「ファンタジー」(Phantasie)の アクセントをずらし、地理的な名称に転用した「ファ

ンタージエン」(Phantisien)と いう作品の中の物語世界のみならず、『はてしない物語』

という作品全体を形成している。

以下の章では、ロマン主義文学において描かれている主人公や幻想世界、モティーフ等

の特徴から『はてしない物語』を読み解くことを試みるD主に比較の対象となるのは、ノ

ヴァーリスおよび E.TA.ホ フマンの作品群である。

481981年の年間ベストセラーが掲載された 1982年 1月 4日 第 1号 を除く。
49『 は て しな い物 語 』 は 、 1981年 、 1982年 、 1984年 の 年 間 ベ ス トセ ラー にお い て 1位 を獲

得 してい る。 Vgl。 ,Der a娘esd,36.Jg。 ,Nr.1,04.01。 1982,S。 110。 u。 37.Jg。 ,Nr。 1,03.01.

1983,S.126。 u。 39.Jg。 ,Nr.1,31.12.1984,S.104.
50ベス トセラーリス トが掲載されなかった 1984年 4月 30日 第 18号を除く。ティーネマン社

のホームページでは、『はてしない物語』が第 1位 を獲得したのは 113週 とされており、年間
のベス トセラーリス トにおける結果も含まれている。Vgl.,http:〃 cms.thienemann.deAndex。

php?option=co m_content(&view=article86id=66&51tell■ id=94
51ェ ンデと錬金術思想の関連については、川村和宏『ミヒャエル・エンデの貨幣観 ― ゲーテ
の『メルヒェン』からシュタイナーを経た錬金術思想の系譜 ―』三恵社 2011年 を参照。
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第一章 主人公の ロマ ン主義的特徴

『はてしない物語』の主人公バスチアン・バルタザール・ブックスは「十歳か十一歳く

らいの背の低い太つた少年」52で ある。物語の冒頭で彼は、登校中に同じクラスの子ども

たちに追われて、コレアンダー氏の吉本屋へ駆け込んでくる。コレアンダー氏との会話に

おいて彼の性格および境遇が明らかになる。彼は学校でいじめられている上に、スポーツ

も勉強もできない落第生である。コレアンダー氏の言葉を借 りれば、彼は「弱虫」53で「臆

病者」 54、 そして「まったくの役立たず」55でぁる。バスチアンにとつて学校は「日々、

打ちのめされる場所」56で あるために、彼は学校での生活を「はてしなく長い懲役刑」57の

ように感 じているの

そんな彼が唯一、得意とするのは「物語を考え出したり、まだ存在 しない名前や言葉を

作り出す」58こ とゃ、「本当に見たり聞いたりするように、何かをはつきりと想像すること」59

である。彼の命名の才能は後に、幼ごころの君に新 しい名前をもたらし、ファンタージエ

ンを虚無の拡大から救 うことになる。さらに彼は、優れた想像力によつて、物語の中の出

来事をあたかも現実に起きたかのように五感で知覚することができる。例えば、バスチア

ンはコレアンダー氏の吉本屋で見つけた本『はてしない物語』を無断で持ち出した後、こ

の本を学校の屋根裏にある物置で読みはじめるのだが、その際に彼は、本の中の出来事を

聴覚と嗅覚によつて知覚している。

本を読んでいる間に彼は、太い幹のきじむ音や、風が本々の梢にざわめく音を聞いた

だけでなく、四人の奇妙な使節のそれぞれ異なる声を聞いた。それどころか彼は、苔や

森の上の匂いまで嗅いだような気がした。60

52 Michael Ende:]θ
“
″θ″dLttθ  θθθJ蜃力発.Mhnchen:Piper Verlag,2009,S.5,(以 下、「司

作品からの引用は五石θ
““

ごね猪 θbs“渤 た と略記 し、ページ数を添える。訳出にあたつて

は、上田真而子、佐藤真理子訳『はてしない物語 上・下』 岩波少年文庫 2000年 を参照した

が、本稿における引用は筆者による訳である。ただし、固有名詞の表記については上田・佐藤

訳にならつた。)

53 Die口』θttdZb■ θ(7θs励ゴ盪 た,S.8.
54 Die″″θ″dZb力θ θθsabicЙ ゎ,S.8.
55 Die″″θttdZ“θ θθθ盪」盪 た。S.9.
56 Die“燿θ″dZ“θ θθs(“bicЙね。S.13.
57 Die口″θコdZむLθ θθs励ゴ

“

ιθ,S.13.
58 Die“″θ″d■b力θ Ges励ゴとみた,S。 9.

59 Die II12θ″dbむЙθ θes(ダbibルた,S.26.
60 Die“″θ″dLむLθ Ges盪ゴbルた,S.26.
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バスチアンは言葉や物語を創造する能力だけでなく、物語を受容する能力にも長けてい

るといえる。 しか し、その容姿や性格 と同 じく、彼のこのような能力も周囲からはほとん

ど良い評価を得ていない。 というのも、彼は自分の物語を聞く人間が誰もいないために、

自分でつくつた物語を自分 自身に話 して聞かせているが、この行為は彼が同級生にからか

われる原因の一つ となっているからである。

バスチアンのように生来の能力や性格、あるいは運命のために、社会や家庭 とい う現実

の世界にうまく適応できない一方で、優れた想像力を駆使 して空想や幻想の世界に生きる

主人公は、文学研究において 「変わり者」 (Sonderling)の類型に属 してお り、61ロ マン

主義文学においてもしばしば登場する。クラウディア・ルー トヴィヒは、ノヴァー リスの

『青い花』のハインリヒやE.T.A.ホ フマンの『 黄金の壺』のアンゼルムス、『 蚤の親方』

u農壼燈・」磁9ヵ,1822)の ペ レグリーヌス・テュス、さらに『 ファールン鉱 山』にを B血 Ⅳette

z″ 」乃ノ囲 ,1819)のエー リス・フ レーボムらとバスチアンを比較 している。62本章では、

これらノヴァーリスとホフマンの描いた主人公たちとバスチアンの類似点および相違点を

より詳細に検証していく。

第一節 夢想的な性格と世間からの疎外 ― アンゼルムスとペレグリースス

日常における失敗と現実への不適応 一 アンゼルムス

まず、エンデ自身が『はてしない物語』における失敗のモティーフとの類似性を認めた、

『黄金の壺』の主人公アンゼルムスとバスチアンを比較してみよう。アンゼルムスは「整

つた顔立ち」63と 「たくましい体つき」64に加え、学校での成績も良い 65大学生である。

彼もまた、日常生活において不運に見舞われ、失敗ばかりしているために、バスチアンと

同じく世間とうまく付き合 うことができない。物語冒頭から彼は、物売りの老婆の籠に飛

61ルー トヴィヒによれば、 ドイツの文学研究における「変わ り者の類型」 とい う名称は、ハ ン

ス・レールの論文 (Hans Rё hl:αLraktere力 あ r abυtsぬθ″I万盪 ′′″g abs f9しら力J“″こerお′

In:笏お盪J力 r&こ′ιs凸女υ″あ ,Nr.36,1922,S。 213‐ 221)の 中で初めて登場 した とい う。

Vgl。 ,Clauclia Ludwig:"Lsご口ererbr yθ″こei″θ″予移tern力′s′′,″ ′S。 150。

62、「gl.,Clauと aI」ud"ア ig:ebd.′ S,151‐ 155u。 232■
63 Eo To A.Hofflnann:Der gθ ldenθ ttf ln:Hartmut Steinecke[uo a.](Hrsg。 ):Z 

『
И″

〃覆んη″″Samttbttθ ″bル′Bd。 2/1,S.230。 (以下、同作品か らの引用は Du gθl売″θ■ttt
と略記し、ページ数を添える。訳出にあたつては、大島かおり訳『黄金の壺/マ ドモワゼル・

ド・スキュデリ』光文社古典新訳文庫 2009年 を参照したが、本稿における引用は筆者による
訳である。)

64 Dergoldenθ  Oop£、S.230.
65 vgl。 ,DeIBd“ ″θ Eopf、 S.258.
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び込むとい う失態を犯 し、「あらゆる苦難 と不幸に生まれついた」66自 分の身と、これまで

の失敗の数々を嘆く。そして、それに追い打ちをかけるように、文書管理官 リン トホルス

トや彼の娘である緑色の蛇ゼルペンティーナ、老婆ラウエ リンら幻想世界に出自を持つ人

物たちが彼の前にあらわれる。彼 らの働きかけによつて、アンゼルムスは現実 と幻想の狭

間で翻弄されるのだが、その姿は周囲の人間の日から見ると奇怪に映る。

このことが端的にあらわれているのが、アンゼルムスが接骨本の下でゼルペンティーナ

の幻影を見た直後に語 られる第二の夜話冒頭の場面 と、第十の夜話でガラスのビンに閉じ

込められている場面である。67第一の夜話で、彼は接骨木の下で「透明な水品の鈴が鳴ら

す三和音のような」68音を聞き、金緑色に輝 く三匹の蛇を見る。この幻覚は蛇たちの父親

であるリン トホルス トの呼び声によつて中断され、彼に呼ばれた蛇たちはエルベ川の流れ

の中へ消えていく。続 く第二の夜話でアンゼルムスは、もう一度蛇の声を聞き、その姿を

見ようと欲する。「接骨本の幹を抱きじめて、絶え間なく枝葉に呼びかける」69彼の姿は、

中産階級の婦人に「あの人、ちょつと頭がおか しいのか しら !」 70と 言わ しめ、婦人の亭

主には酔っ払いと思われて しまう。また、第九の夜話でアンゼルムスは、リン トホルス ト

の屋敷で筆写の仕事に失敗 し、ガラスのビンに閉じ込められる。続 く第十の夜話で彼は、

自分の他に「二人の聖十字学校の生徒 と二人の修習生」71が 図書室の書架の上でビンに閉

じ込められている様を目の当た りにする。そこでアンゼルムスは彼 らと会話を交わすのだ

が、生徒たちが言 うには、彼は実際にはエルベ橋の上にいるとい う。

「この大学生はおかしいぞ、自分がガラスのビンの中にいると思い込んでら。エルベ橋

の上にいて川の中を見ているのにさ。さあ、行こう、行こう !」 72

これ ら二つの場面では、アンゼルムスと普通の人間の間に認識の離齢が生 じている。ア

ンゼルムスは周囲の人間には見えないものを見ているために、普通ではない変わった人間

として嘲笑 されている。生まれつきの不運に加えて、幻想世界の住人との関係を持って し

66 Dtt gθ ttb″θE"f、 S.231.
67こ の点 につ いてはすでにルー トヴィヒも同様 の指摘 を してい る。Vgl.,Claudia Ludwig:蔵お

ご口(2:θrらん五
“

勧 θ″ レ7じern五′si..′ S。 151f.
68D∝

♂θttbttθ  Eopf、 S.234.
69D∝ gθ此泌″θ Top£、S.236.
70 Dtt gθ」ゐb″θ EQpf、 S.235u.236.
71 Dtt gaL泌

"θ
E"£、S.304.

72 Dergabb″θ Eop£、S.305。
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まったために、彼は現実においてますます不器用に振る舞 うこととなり、副学長パウルマ

ンの娘ヴェローニカとの結婚 と、宮中顧問官の地位 という現実での成功から離れていくの

である。

上に挙げた場面以外でも、 リン トホルス トやゼルペンティーナたちは断続的にアンゼル

ムスに働きかけているのそ してヽ最終的に彼はゼルペンティーナ と結ばれて詩人とな り、

ア トランティスに居を構えることになる。彼 らがアンゼルムスを選んだ理由は、彼の持つ

素質にある。不思議の国ア トランティスを追われ、人間界にリン トホルス トとして転生 し

た火の精が、再び 自分の国へ帰還するためには、彼の娘である三匹の蛇たちが 「子 どもの

ような詩的′Lゞ情」(ein kindliches poetisches Gemut)73を 持った若者 と結婚 しなければな

らない。そのための条件 として、このような心情を持つた若者に必要とされているのは、

彼女 らの歌を聞き取ることができることや、彼女 らの「優美なまなざし」74に よってア ト

ランティスの存在を知 り、自身もその国へ到達できるとい う予感を抱くこと、そして 「蛇

への愛 とともに自然の奇跡」 75と 「この奇跡の中にこそ自身の存在を信 じる」 76こ とでぁ

る。つまり、「子 どものような詩的心情」とは、幻想世界の存在を感知するとともに、その

世界の存在を信 じ、その中にこそ自身の居場所があると信 じる心であるといえる。この心

情はアンゼルムスのように「態度や振る舞いがはなはだしく単純素朴なせいで、そしてい

わゆる世間の常識がまったく欠けているせいで、俗物から嘲笑を浴びているような若者に

しば しば見出される」 77と されている。それゆえ、アンゼルムスにおいては、日常的な失

敗による現実社会への不適応 と、幻想世界を感知 し、信 じることによつて生 じる現実世界

からの遊離が密接につながっているといえよう。

このような素質はバスチアンにも見出すことができるc彼は学校や世間で求められる学

力や運動能力を満たすことができない現実不適応型の人間であり、頭の中で繰 り広げられ

る空想の世界へ好んで没入している。 これによつて彼は、現実を離れた物語の世界 と日常

的に親 しみ、自分の居場所を作るのである。そ して彼は、コレアンダー氏曰く、「それ 自体

がファンタージエンに由来する」 78本 を通 じて、ファンタージエンとい う幻想世界の存在

と幼 ごころの君やア トレーユの呼びかけを感知 し、二つの世界を往来することになる。

73 Derg01denθ  Eop£、S.291。
74 Dergθttb″θご

"t、

S.290.
75 DagOIdenθ Eopf、 S.291.
76五)θr gθ」ゐb″θ物 イS.291.
77 Dergθ」ゐb″θl%PF S.291.
78 Die υ″θ″dLiσЙθ θθs(ダbIむ力

`θ

,S.426。
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このように、アンゼルムスとバスチアンは、生来の能力や運命による現実不適応と幻想

世界の感知、そして幻想世界への飛翔という点で共通している。ただし、アンゼルムスは

バスチアンとは異なり、自分で物語を創作したり、空想の世界に没入したりすることはな

い。バスチアンのように自らが作り出す空想の世界に好んで浸る主人公は、ホフマンの晩

年の作品『蚤の親方』に見出すことができる。

空想世界への没入 ― ペレグリーヌス・テュス

次に『蚤の親方』の主人公ペレグリーヌス・テュスの特徴を見てみよう。すでに「ペレ

グリーヌス」 (Peregrinus)と いう彼の名が、ラテン語で「見知らぬ人」や「異邦人」を

意味しているように、彼は現実の世界において一種の「変わり者」として描かれている。

常日頃より彼は「人付き合いを好まない」79人間であり、特に女性に対して「異常なまで

の病的な嫌悪感」80を示している。そのために彼は、「六年前にはじつに魅力的な青年」81

であり、現在でも「好ましい容貌をした男性」82であると周囲から見なされ、さらには豪

商の一人慶、子として父親から莫大な遺産を受け継いでいるにもかかわらず、三十六歳にし

て未婚である。

ペレグリーヌスの特殊な気質は幼年時代にまでさかのぼる。すでにこの頃より彼は、普

通の人間とは異なる性質を示している。例えば、幼児期の彼は二、三週間も泣きわめいて

いたかと思えば、突然硬直して身動きをしなくなったり、普通ならばものを言 う年齢にな

つても人前ではうんともすんとも言わない一方で、夜中にベッドの中で戯言ではなく、き

ちんとした話し方で独り言をしゃべつたりしている。少年時代には家庭教師たちが彼に望

んだ「実際的で体系的な勉強」(ein eigentliches systematisches Lernen)83に は日もくれ

ず、彼は「自分の内的な心情が要求することにのみ全身全霊をあげて没頭し、それ以外の

ことをすべて跡形もなく自分のもとから去るがままにして」いる。というのも「彼の心情

79E.To A.Holmann:Meistt Fbル .In:Hartmut Steinecke[u.a。 ](Hrsg。 ):F r」 ″

五L′b′″″SttmttIヒЙθ″hJわ。Bd.6.卵′
"PrOSa′

昴 α●.ngeゎ″(売[θ4。乃嘱:s″s(力θSよ」」妙″′

醗 rke fθlttf822、 Franttrt allII Main:Deutscher massiker Verlag,2004,S.307.(以 下、

同作品からの引用は濃 isJ″Л昴 と略記し、ページ数を添える。訳出にあたつては、深田甫訳

『ホフマン全集 第九巻』創土社 1974年を参照したが、本稿における引用は筆者による訳であ

る。)

80 MeiSterf覗♭■,S.307.
81 MeiStt Jttaゐ ,S.306.
82 施 θヒerJttaゐ,s.306.
83免LゴsLer J■油′S。 311.
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に感銘を与えたものは、なんといっても皆、驚嘆すべきものであり、すべてが彼の想像力

を刺激するものであった」ために、「彼はその中で活発に生きていた」84の である。

このようなペ レグリーヌスの夢想的な気質は、彼が父親によってイェーナ大学へ送 られ

た後も、さらに父親の使いでハンブルクヘ赴き、仕事を放棄 して旅に出た後にも変わって

いない。大人になっても彼は、父親が彼に望んだような現実社会への順応を積極的に拒否

し、自分の頭の中で繰 り広げられる空想の世界に生きている。それゆえ、周囲の人間は「ペ

レグリーヌスはあまりにも内気すぎる、あいつは現実の生活を知 らないんだ、あいつは明

らかに病的な憂鬱症にかかっているんだ」85と 彼の内向的な性格を非難するのである。

ペ レグリーヌスと同様に、バスチアンもしばしば現実を忘れて自己の内面で展開される

空想の世界に深 く没入 している。「自分の物語を自分に話 して聞かせるとき、彼はしばしば、

自分の周 りのことをすべて忘れてしまい、最後になってようや く、夢か ら覚めるように我

に返つて」86ぃ る。それゆえ、バスチアンとペ レグリーヌスは、現実から離れて自己の内

面で空想の世界を構築 し、好んであるいは積極的にその中で生きるとい う点で共通 してい

るといえる。

このように、失敗による現実不適応 と幻想世界 との関わり、そ して自己の内面で展開さ

れる空想世界への没入 とい うバスチアンの特徴は、アンゼルムスとペ レグリーヌスに先例

を見出すことができる。彼 らは皆、現実社会が要求する尺度から外れ、自らが作 り出した

空想世界に没入するがゆえに、あるいは普通の人間には感知することのできない幻想世界

と交わる能力を持つがゆえに、現実から遊離 し、疎外 されるのである。

第二節 親の死 とその影響 ― ペ レグ リースス とエー リス

次に主人公たちの家庭における境遇を見てみよう。先ほど見たように、アンゼルムスや

バスチアンらは、学校や世間で必要 とされる能力の欠如や生来の夢想的な性格のせいで社

会から疎外 されていた。これに加えて彼 らは、家庭においても問題を抱えている。バスチ

アンの場合、それは母親の死と父親の無関心である。彼は『はてしない物語』を読み進め

ていくうちに、幼ごころの君が病に伏 しており、彼女の死がファンタージエンの滅亡を意

味することを知る。そのとき、彼は自分の母親が手術の甲斐なく亡くなり、母親の死後、

84 MeiSter乃力,S.311.
85施 ster」電b■ .S.306。
86 Die口″θ″dル

“

θ(7θs盪ゴ盪
`θ

n S,26。
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父親 との関係がすつか り変わって しまったことを思い出す。彼の父親はバスチアンが欲 し

いものを何でも買つてくれるが、以前のように彼に話をした り本を読んだりすることはな

く、彼を「叱ることも誉めることもしなくなって」87ぃる。そのため、バスチアンは父親

のこのような態度に「自分などまったく存在 しないかのような気持ち」88を抱いている。

バスチアンにとつては母親だけでなく、父親も失っているようなものであろう。このよ

うな感情は、彼がア トレーユ とカイロンの会話を読む際にもあらわれている。そこでバス

チアンはア トレーユにも両親がいないことを知 り、その境遇に共感を抱 く。彼は部族の男

女皆によつて育てられたため、ファンタージエンの共通語で「皆の′自、子」(der Sohn a■er)89

を意味する「ア トレーユ」(Atr6ju)と名づけられた。90こ れに対 してバスチアンには「実

際のところ誰もいない」91。 彼は自分をいわば「誰のでもない息子」(der Sohn niemands)92

であると感 じている。それゆえ、彼は学校だけではなく、家庭においても疎外感を抱いて

いるといえる。

ホフマンの作品においても、親の死は主人公たちの人生に大きな影響を与えている。こ

こでは、ペ レグリーヌスと『 ファールン鉱山』の主人公エー リス・フレーボムが挙げられ

る。98

両親の死という契機 ― ペレグリースス・ テユス

まず、ペ レグリーヌスについて見てみよう。先述のように、彼は父親の使いでフランク

フル トからハンブルクヘ赴 くものの、そこで仕事を放棄 して旅に出る。その際に彼は両親

に手紙を送 り、一年後には帰郷するつもりであることを知らせている。 しか し、彼が実際

にフランクフル トヘ帰郷するのはそれから二年後のことであり、その間に彼の両親は相次

いで亡くなってしまう。ペ レグリーヌスが自分の家に着いたときには、すでに彼の家には

鍵がかけられ、両親の遺産も裁判所に差 し押さえられていたものの、隣人のとりなしによ

87‐e口″θrdル

“

θ θθs(JLi励 Jθ,S.35.
88 Die″″θ″dZ“θ Ges励ゴ

“

た,S.35。
89 Die口″θttd■

“

θ θθJ盪ゴ盪 ιθ,S.44.
90ア トレーユや他の登場人物の名前の由来に関しては、田村都志夫編訳『ものがたりの余白』

12ページ以下を参照。
91 Die口″θ″d■bゐθ Gθθ

“

」あ た,S.44.
92 Die口″θ″dLむ乃θ GθJ盪ゴあ た。S.44.
93-方、『黄金の壺』においては主人公アンゼルムスの家族について具体的なことは語られて

いない。ただし、身なりや暮らしぶ りの描写から察するに、彼は親元から離れて暮らす一人暮

らしの貧乏な大学生であると考えられる。

1_9



つて、彼はその 日の晩に自分の家に入れるようになる。無人 となった家で、彼はかつて父

親が座っていた大きな肘掛け椅子に腰を下ろし、独 り絶望に打ちひ しがれる。そのとき、

彼の前に女中の老婆アリーヌが姿をあらわす。

しばらくの間、ペ レグリーヌスはその女を凝視 していたが、ようや く奇妙に微笑みな

がら口を開いた。「あなたか、アリーヌ。父さんと母さんはまだ生きているんだ、そ うだ

ろう?」 それ と同時に彼は立ち上がって、部屋から部屋へと歩き回 り、椅子やテーブル、

絵画等をそれぞれ注意深 く眺めた。それから落ち着いて言つた。「そ うだ、なにもかも僕

が去ったときのままだ。みんなこのままにしておこう !」 94

この瞬間から彼は、家具や室内装飾等、家の中の物をすべて両親が生きていた頃と同じ

ままにし、彼 らがまだ生きているかのように振る舞 うことを決意する。そ して世間との交

わ りを絶つて孤独に暮 らすようにな り、アリーヌを相手に 「奇妙な生活」95を はじめるこ

とになる。例えば、彼はかつて家庭で祝われた、「父親 と母親の誕生 日、復活祭の初 日、彼

自身の洗礼 日」96を 両親が生きていた頃とまったく同じように取 り仕切る。その際に彼は、

かつて父親が招待 していたのと同じ人数分の料理や食器をアリーヌに用意させる。そ して

「食卓の用意が整 うと、ペ レグリーヌスは独 りきりで席につき、ほとんど飲食せず、両親

や空想の客人たち (eingebildett Gaste)の 会話に耳を傾け、集ま りの中にいる誰かが彼

に向けたあれ これの質問に対 してごく控えめに答える」97の である。 さらに彼は、クリス

マスもこれ と同様に祝つてお り、かつて両親が彼にしてくれたのと同じようにクリスマス

のプレゼン トを買い揃えて、自分に贈っている。そ してひ としきリプレゼン トを堪能 した

後、彼はそれ らを貧 しい家庭の子 どもたちに贈 りに行く。その後、彼の前に蚤の親方や王

女ガマヘーことデールティエ ら、幻想世界に出白を持つ人物たちが次々とあらわれ、ペ レ

グリーヌスは彼 らの起こす騒動に巻き込まれることになる。彼にとって両親の死は、空想

の中で生きるとい う生来の傾向を強め、彼をますます世間から遠ざけているだけでなく、

彼が幻想世界の住人たちと交わる契機 ともなっているといえるだろう。

94 MeiSter闘。S。 315。

95 Meister Jttθ 力,S.315。
96 』zLゴsterノηbル,S.315。
97 MeiSたr fttЙ,S.316。 イ芳″点は鐸曇灌科こよる。
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母親の死という契機 一 エー リス・ フレーボム

次に『 ファールン鉱山』の主人公エー リスを見てみよう。彼は「ほつそ りとして魅力的

な、二十歳になるかならずの青年」98でぁり、普段は船乗 りとして働いている。スウェー

デンのイェーテボリに帰港 した彼は、無事の帰港を祝 う祭 りであるヘンスニングに加わら

ず、酒場の戸 口の横にあるベンチに座って、独 りふさぎ込む。祭 りの騒ぎは彼にとつて苦

痛で しかない。酒場の歓声がひときわ大きくなつたとき、彼は 「ああ、いつそのこと海の

奥底に葬 られていればなあ !一緒に喜びをともにする人間なんて、もうこの世にはいない

んだ !」 99と 自分の身を嘆く。そのとき、一人の年老いた坑夫があらわれ、彼に話 しかけ

る。そこでエー リスは老人に自分の身の上を話す。彼の父親は腕の立つ舵取 りであつたが、

嵐で亡くな り、二人の兄弟は兵士 として戦場に出たまま行方不明である。彼は故郷に一人

残つた母親を養つていたが、その母親も彼が航海に出ている間に亡くなったとい う。彼が

今回の航海で得た給料を持って母親の住む小さな家に着いたとき、すでに家は他人の手に

渡つてお り、そこで彼は自分の母親が三か月前に亡くなったことを告げられる。そして彼

は、母親の死に「胸が張 り裂ける思い」をし、「自分が世界中から見捨てられ、荒涼 とした

岩礁に打ち上げられたように孤独で、寄る辺なく、惨めである」 100と 感 じる。このような

彼の苦 しみは世間からは理解 されないのそれゆえ彼は、船乗 り仲間や娼婦がヘンスニング

に誘 うのを拒み、独 り「陰鬱な物思い」101に ふけるのである。絶望に打ちひ しがれる彼の

話を聞いた老坑夫 トールベルンは、ファールンヘ行つて坑夫になるようエー リスに勧め、

鉱山での仕事や地下に広がる世界の魅力について語る。老人の話はエー リスを魅了 し、彼

に新 しい世界を予感させる。老人の話に感化された彼はその晩、地下世界の夢を見る。夢

の中の不思議な光景や、地下の女王の幻像は、彼に憧憬の念を抱かせる。その翌 日から彼

は夢の中の光景や 「ファールンヘ行け」とい う「未知の声」102に 駆 り立てられて街を歩き

回 り、四日後、老坑夫の姿を追つて街を出ることになる。

母親の死によつて天涯孤独の身となったエー リスは、絶望感 と周囲の無理解のために、

98E.To A.Hoffn■ann:‐e BergⅣerke z“ JL「口″.In:Ha.rtmut Steinecke[u.a.](Hrsg。 ):Zr
」′正比覆澁η′″″ Sam属盪θ ⅣeFke.Bd.4.De 5br響 ゴ

“

s‐Fr″縫r_ Frankfurt allrl Main:

Deutscher E■ assiker Verlag,2001,S.209。 (以下、同作 品か らの引用 は ″
"B∝

sⅣerke zロ

財 囲 と略記し、ページ数を添える。訳出にあたつては、今泉文子編訳『 ドイツ幻想小説傑作
選』ちくま文庫 2010年 を参照したが、本稿における引用は筆者による訳である。)

99 Die BeF毬
"ζ

6rttθ  Z″ Jbf″″,S.211.
100 1ttb Iた

当g"ィ6ソ量θz口 JLif″″,S.212.
101 3θ B霊毬Ⅳerke z″ Jbノロ″,S.211.
102 Die BeFtⅣ erke z口 JL[」

“
″,S.219。
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自分が住む世界に対 して嫌悪感 と疎外感を抱くようになっている。そして、これを契機 と

して彼は、 トールベルンに坑夫の素質を見出され、老人の語る鉱山とい う別世界に対 して

予感 と憧憬を抱き、それまでの生活を捨ててファールンヘ赴 くのである。

′`スチアンにおける母親の死と父親の無関心の影響

このように、ペ レグリーヌスにおける両親の死 とエー リスにおける母親の死は、彼 らを

孤独 と絶望の淵に陥れ、それまでの生活を一変させてお り、物語における転機 として描か

れている。ペ レグリーヌスは両親の死に正面か ら向き合わず、自己の内面で生み出される

空想の世界へ逃避 し、エー リスは母親を失つた悲 しみに耐えられないために、 トールベル

ンの導く鉱山の世界へ行く。ルー トヴィヒやス トヤンは、彼 らと同様にバスチアンも母親

の死に耐えられないために、自らの内面で生み出される空想の世界へ逃避するようになっ

たと角牢釈 している。 103

確かに、母親の死および母親の死に起因する父親の無関心は、バスチアンが自分で作つ

た物語を自分に話 して聞かせるようになつた要因として考えることはできる。というのも、

先に見たように、彼のそのような行為は、彼の話を聞いてくれる人間が誰もいないことに

起因するからであるのただ しヽ彼の話に耳を傾けてくれる対象 となるのは両親だけではな

いD以前には、父親の書類事務や家事を手伝いに来ていた家政婦アンナおばさんの娘、ク

リスタがバスチアンの物語の良い聞き手であつた.104ま た、彼が新 しい言葉や物語を作

ることによつて自己の内面で空想の世界を展開するようになったのは、母親の死に直接起

因するかどうか、テクス トにおいては言及 されていない。彼の夢想的な性格はペ レグリー

ヌスのように生来的なものであるとい う可能性も考えられる。さらに、バスチアンはペ レ

グリーヌスやエー リスとは異なり、母親を失つた悲 しみをある程度 自力で克服 しているよ

うに思われる。

バスチアンは父さんが悲 しんでいることをよく理解 していた。彼 自身、あのときは幾

晩も泣き続け、ときお りしゃくりあげて嘔吐せざるをえないほどであつた 一― しか し、

それも次第に過 ぎ去っていった。そ して彼はまだここにいるのだ。なぜ父さんは、母さ

103 vgl.,Clauclia Ludwig: ″多s JIr ererbr予 アθ″ deinθ″ 丁′7しeln
Stoyan:Die′力′″

`′

s力is“θ″ん ″縫rわ″

“

α 予り″И 盪 ′θ′Enaし ,S.
104 1ゾ gl。 ,Die口″θ″dル盪 θ Ges“ゴ盪 た,S。 136f。

力′sι″″,S.153fo u.Httna
127.
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んや大事なことについて彼とちつともしゃべらず、必要なことだけしかしやべらないの

だろう?105

バスチアンにとつて母親の死は、ホフマンの描く主人公たちのように、彼の人生を変え、

幻想世界と交わる直接的な契機ではなく、あくまで彼が現実世界において経験する失敗や

悲哀の一つであると考えられる。学力や運動能力の不足、自分に物語を話して聞かせると

いう奇行、母親の死と父親の無関心等、様々な要因が重なることによつて、彼は現実世界

から疎外されていく。106そ して、その過程で彼はコレアンダー氏の吉本屋に駆け込み、『は

てしない物語』と運命的な出会いを果たすのである。

第二節 ヨト日常性と空想への傾倒 ― ハインリヒ・ フオン・オフターディンゲン

「変わり者」ではない主人公

次にノヴァーリスの未完の小説『青い花』の主人公、ハインリヒ・フォン・オフターデ

ィンゲンの特徴を見てみよう。彼は両親とともにアイゼナハで暮らす「二十歳になったば

かり」107の 青年である。彼の性格や境遇は、多くのど点でバスチアンやアンゼルムスら「変

わり者」の主人公たちと異なつている。

まず、ハインリヒは日常的な立ち居振る舞いに欠けていない。彼は自分の師である宮廷

牧師の下で、教職者や聖職者の階層である「学者の身分」(Lehrstand)108に 就く道を歩ん

でいるが、この宮廷牧師は彼の「豊かな才能」1∞を認めている。第二章からハインリヒは、

母親および父親の友人である商人たちとともに、母親の故郷であるアウクスブルクヘの旅

105 Die口″endZiθЙθ θesdiふι9,S.35。
106ェ ンデはある書簡において次のように述べている。 「バスチアンは彼の外的世界で生きる

ことができません。なぜならそこでは何も意味を持たないからです。彼の母親の死でさえ意味

がない。それゆえ彼はあの、もう一つの内的な現実を 一 ファンタージエンを探すのです。そ

こではすべてが意味を持つています。」 (下線は原文による)Michael Ende,Roman Hocke
(Hrsg。):De■ ⅣLコ′″dsgar勧 ,S.46。 (以下、同テクス トからの引用は D崚 Ⅳb盟翻 己sgar加
と略記し、ページ数を添える。訳出にあたつては、ロマン・ホッケ編、田村都志夫訳『だれで

もない庭』岩波書店 2002年 を参照したが、本稿における引用は筆者による訳である。)

107 Novalis: Hein五ぎ6Й yar2 6ビ姥
'rttngpコ

.In: muckhohn, Paul[u.a.](Hrsg。 ): A此ルア励 Fs

勧
・

9″・Bd・ I・ Stuttgart:Kihammer,1960,S.203.(以 下、同作品か らの引用は Heinrn

"″
0%動L脚 と略記し、ページ数を添える。訳出にあたつては、青山隆夫訳『青い花』 岩

波文庫 1989年および今泉文子訳 『ノヴァーリス作品集 2』 ちくま文庫 2006年を参照した

が、本稿における引用は筆者による訳である。)

108ルJh万励 y“ 6猜釘 置ngen´。S.197.
109動

・
贔 じ句曖 6ぼ姥r置ngen′ S.204.
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路に就く。旅の途上で出会 う騎士や婦人たちも、ハインリヒの「控えめな態度 と自然で穏

やかな振舞い」110を ほめてお り、特に婦人たちは「彼の好感を抱かせる容姿につい見 とれ

て」111い る。

また、ハインリヒは自他 ともに認める世間知 らずである。彼は 「生まれ故郷の町と、そ

の周辺の地域からは一度も先へ出たことが」112な く、外の世界に関する情報も「人から聞

く話だけ」113が 頼 りであり、彼が目にすることができるのも「ほんのわずかな本」114だ け

である。これに加えて、彼の目指す 「学者の身分」も世間から離れた世界であるとされて

いる。第二章で商人たちが述べるところでは、聖職者は世俗から離れて生きているために

世事に疎 く、彼 らが考えることも「役に立たない言い回 しに留まらざるを得ず、実際の出

来事には当てはまらない」 115と ぃ ぅ。世俗に関する知識や経験が乏 しいにもかかわらず、

ハインリヒはペ レグリーヌスのように、その点について周囲の人間から非難 されることは

ない。む しろ、世俗の世界のいわば象徴である商人たちは、聖職者になって世俗的な楽 し

みを放棄する必要はないとハインリヒに説き、世俗の人間からも学ぶことができると助言

す らしているのである。 116

さらに、バスチアンたちとは異な り、ハインリヒの両親は健在であり、両親 と彼 との関

係 も良好である。ハインリヒは職人である父親の家業を継がずに「学者の身分」を目指 し

ているが、両親はこのフ像について彼を非難することはない。む しろ両親は、彼の進路や性

格を認めている。第二部で医師のジル ヴェスターが言 うには、ハインリヒはそれまでの成

長過程において 「両親からほんのわずかな制約も」H7受けていないとい う。つま り、ハ

インリヒは世間や家庭 とい う現実世界から非難 されることもなければ、疎外 されることも

ないのである。 118

こうしてみると、ハインリヒの性格や境遇は、バスチアンとまったく異なるように思わ

れる。 しか しながら、バスチアンとハインリヒの間にも共通点を見出すことができる。そ

110 ル ゴhrich「on(9′iθr盪″gθ″,S.230。
111 」顎壷briふ 70n(2ルθrttngθ″,S.230。
112 正長ガbriぬ ,on ttθ r盪″gθ″′S。 203.
113 」顎分hri‐ 予二θ″ (2脅θr(畳″gθ″,S。 203.
114 Heinriぬ じζθ″ (9■つr‐ gθ″,S.203.
115 王長〕ゴhriぬ 7on ttr置■■gen,S。 207.
116 vgl。,肋 hrich yθ″ (9■つrttngθ″′S.207。
117 正長〕ゴhri‐ 予́on O量er』ngen,S.326.
1博 アンゼルムスやバスチアンとは異なり、ハインリヒが自分の素質に関して周囲の無理解を

こうむつていないとい う点については、すでにルー トヴィヒも指摘 している。Vgl.,Clau正a

Ludwig: Nas Jar ererbんアθ″■ei″θ″丁'7Lern力′s`.夕 。,S.145■
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れは詩的なものに対する傾倒である。「詩人 となるべ く生まれついた」 119ハインリヒは、

第一部でアウクスブルクヘの旅の途上 とアウクスブルクヘ到着 した後に、商人や坑夫、洞

窟の隠者、クリングゾール ら様々な人物から、過去の詩人や伝説、東洋の様子や鉱山での

仕事等、様々な話を聞き、詩人として成長 していく。第二章で彼の旅に同行する商人たち

は、ハインリヒに対 して「あなたは詩人の資質である、不思議なものに傾倒する心をお持

ちでいらつしゃる」120と 述べているが、彼のこのような資質は、青い花に対する憧憬や夢

に対する見解にあらわれている。以下にその特徴を見ていこう。

「青い花Jの夢

第一章の冒頭でハインリヒは床に入つたものの寝付 くことができず、「見知 らぬ人」(der

Fremde)121と その人物が語つた話について思いをめぐらす。見知 らぬ人が語つた話の中

でも、特に「青い花」 (die blaue Blume)はハインリヒの心を強く惹きつけてやまず、彼

はこの花をその目に見ることを切望する。

「こんなにもいわく言い難い衝動を僕の心に呼び起こしたのは、あの宝物ではない」と

彼は独 り言を言つた。「所有欲は皆、僕には縁のないことだ。だがあの青い花はどうして

も見てみたい。あの花がずつと僕の頭から離れないし、他のことは何も考えられない。」122

異郷の人の話を聞いていたのはハインリヒだけではないが、その話に深 く感化 され、青

い花に対 して強い憧憬を抱いたのは彼だけである。そ してこの台詞に続 く長い独自の後、

ハインリヒは「甘美な空想に」123ふ けるうちに眠 り込み、不思議な夢を見る。夢の中で彼

は様々な遍歴を経た後に、とある泉へ とたどり着く。そこで彼は、泉のそばに咲く「一輪

の丈の高い淡青色の花」(eine hohe lichtblaue Blume)124に 心を強く惹かれる。この花の

周 りには「あ りとあらゆる色彩の花が数えきれないほど」125生 えているが、ハインリヒの

目を引くのはこの青い花だけである。彼はしばらくの間、「言 うに言われぬや さしさを込め

119カLttriぬじっ″い 置nge..′ S.267.
120 正晨妊hゴ

“

5ζθ″飾 r― ′S・ 208.
121 ЛL歯ェ通 じη″CMbr五ngen′ S.195。
122島ヵガ盪 y“ αttrtten′ S.195。
123施hriよ予り孵 6イ姥r五ngen,S。 196.
124 王髪

"h主
た」i yθ″飾 rttngen′ S。 197.

125動 rI″[り色″aみソ職 en′ S.197.
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て」126こ の花を眺める。そ して、彼が近寄ろうとすると、青い花は不意に姿を変えはじめ、

彼の方へと首をかしげる。そのとき、彼は広がった花びらの中に「ほつそりした顔 (ein zartes

Gesicht)が浮かんでいる」 127の を見る。この青い花の不思議な変容によつて、ハインリ

ヒの「甘美な驚嘆」128は ますます高められるのだが、そのとき彼は、母親の声によつて不

意に目を覚ます。

起床後、ハインリヒは夢について父親 と会話を交わす。父親が「夢は泡のごとし」129と

述べ、夢に対 して何の価値も見出していない一方で、ハインリヒは夢が神性を帯びた「格

別な現象」(eine sOnderliche Erscheinung)130で ぁると述べ、その重要性を説 く。

「夢は実生活 (Leben)の 規則性や平凡性 に対す る防壁であって、抑圧 された空想

(Fantasie)の 自由な憩いであるように思われます。そこでは、空想が実生活のあらゆ

る光景をごちゃごちゃに放 り投げ、大人の絶えず変わらない生真面 目さを嬉々とした子

どもの遊びで妨げるのです。夢がなければ僕たちはきっともつと早く老けて しまうこと

で しょう。それゆえ夢は、天から直接与えられたものではないとしても、神のはなむけ

と、聖墓へと向か う巡礼の親 しい道連れ とみなすことができるのです。」 131

このような夢に対するハインリヒの見解は、バスチアンの本に対する嗜好 と比較するこ

とができる。学校の屋根裏で『 はて しない物語』を読みふけるバスチアンは、塔の時計が

九時を告げる音を聞き、我に返る。そ して彼は、『 はて しない物語』が「現実 と何の関わり

もない」 132本であることに喜びを覚える。 とい うのも彼は、「ごくありふれた人々のごく

ありふれた生活に基づいた、ごくありふれた出来事が、機嫌悪 く不平たらたらに語られた

本」 133ゃ、「何かある目的のために彼を誘い込もう」 134と ぃ ぅ意図が込められた本を嫌つ

ているからである。彼が好む本は 「手に汗握るようなもの、愉快なもの、読むときに夢に

描 くことのできるもの」であり、「登場人物たちが途方もない冒険を行い、ありとあらゆる

126 Heinrichフ物 (究者θr置■lgen,S。 197.
127晨inritt yθ ″ (2ルθrd畳″gθ″′S.197.
128ルゴhriぬ Ittθ″ 6猜θr濃gen′ S.197.
129 _Lh.tt Jon(2舟θrd畳″gθ″,S.198.
130腸ヵrich yθ″ 6猜θrttngen,S.198.
131 ノ妥分hI贔 yθ

"0食
er(畳″gθ″,S.199。

132 Die口″θ″dttchθ Gesふiぬた。S。 25。

133 五万θ
“
″θ″dLiθЙθ]eschIよた。S。 26.

134 Die“″θ″d動をЙθ(2θきふ ゴ

“

た,S.26。
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ことを細かいところまで思い描くことのできるもの」135で ある。

ハイ ン リヒが実生活 において存在す る 「規則性 J(RegelmaSigkeit)や 「平凡性」

(GewOhnhchkeit)か らの保護 とい う作用を夢に見出しているのと同様に、バスチアンも

本 とい う物語の世界に現実性や 日常性、そ して読者に対する意図的な要求が入 り込むこと

を忌避 している。 ウルズラ・ リッツェンホフは、ここでハインリヒが否定的に述べている

「規則性」とい う言葉について、シラー (Friedrich von Schiller,1759‐ 1805)が『崇高に

ついて』 (あ″ ル s Ettθわθ″θ,1801)の 中で「自然の風景 とい う活気に富んだ無秩序」に

対置 した、「フランス式庭園の活気のない規貝J性」と同様の意味合いを帯びていると解釈 し

ている。136こ の解釈にならうとすれば、ハインリヒの言 う「規則性」は、人為的な意思

が反映された、無味乾燥で一義的な秩序を意味すると考えられる。それゆえ、ハインリヒ

の言 う「規則性」と、バスチアンの嫌 う読者を「何かある目的のために誘い込もう」137と

する意図は、他者によつて作 られた人為的で一義的な意思の強要を拒否する態度から発 し

ているといえよう。彼 らはともに、夢や物語 とい う内的な世界が他者の意思によつて制限

されることを拒み、この世界において空想や想像が無制限かつ自由に活動することを求め

るのである。

ハインリヒはさらに、昨晩見た不思議な夢が「自分の人生において何の影響も与えない

ような、ただの偶然ではなかったに違いない」138と 確信する。 とい うのも彼は、あの夢が

「大きな歯車のように自分の心に食い込み、力強くはずみをつけて自分の心を駆 り立てて

いる」139と 感 じているからである。それゆえ、ハインリヒは夢に対 して、単に現実からの

隔離や保養 とい う作用を見出しているだけではなく、非現実的な性質を持つ夢が、現実に

対 して影響力を持っていることも認めていると考えられる。 140その一方で、バスチアン

は『はてしない物語』を読みはじめた時″点ではまだ、空想や想像によつて作られる物語の

世界が現実に対して作用することを認めていない。彼がファンタージエンと現実世界との

135 3θ 口″θ″dLicЙθ(9bsdiぬた,S.26.
136 vgl.,Ursula Ritzenhoff(Hrsg。 ):EF■五

“
ι″

“
″gθ″口盟JDJを口

“
ar2わ″腸 va■is,Heinln yθ″

6ぼ姥rttngen.ヽreranderte und erweiterte Ausgabe.Stuttgart:Recl_am,2004,S。 12.

137 Die″″end■bルθ(9bsd■i″ ,S.26.
138 Linr通 フリ″(9■つr(畳

"gθ

″′S.199.
139 勧 万ab 7ar2 6イ 姥r五ngen′ S.199.
1“ 中井章子によれば、ノヴァーリスはヘルモントやアンドレーエの『化学の結婚』等の錬金

術に関する著作を通して、このような新たな認識をもたらす夢の役割に興味を持つたと推測さ

れるという。中井章子『 ノヴァーリスと自然神秘思想』創文社 1998年 328ページ参照。エン

デも錬金術に取り組んでおり、『M.エ ンデが読んだ本』には『化学の結婚』の「第四日」を

収録している。
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相互的な関わりを知るのは、ア トレーユが人狼グモルタと遭遇する場面や幼ごころの君に

謁見する場面を読んでからである。彼はまた、後にファンタージエンにおいてその関わり

を実際に体験することになる。それゆえ、夢と現実 との関連の認識 とい う″ほから見ると、

ハインリヒは詩や、詩人に関する話を聞く前から、いわば生来的に両者の関連を認めてい

るが、バスチアンは読書とい う経験によつてその認識に至っているといえる。

ロマン主義の主人公と′`スチアンの相違点・共通点

これまでバスチアンとロマン主義の主人公たちの特徴をそれぞれ個々に比較 してきた。

生来の気質や能力による社会への不適応や、親の死を起因とする現実世界からの疎外、優

れた想像力によつて内面で生み出される空想世界への没入等、バスチアンは多くの点でロ

マン主義の主人公たちと同様の特徴を備えているといえる。

最後に、バスチアンと彼 らの間に一貫 して存在する相違′点と共通′像を見ておきたい。ま

ず、バスチアンとロマン主義の主人公たちは、年齢、容姿、学力そ して運動能力の優劣に

おいて異なっている。 これまで見てきたように、アンゼルムスやペ レグリーヌス、エー リ

ス、そしてハインリヒは皆、二十歳以上の容姿端麗な青年であり、バスチアンのように勉

強や運動が苦手 とい うわけではない。

これらの違いは何に由来するのだろうか。まず、バスチアンのおおよその年齢について

は、執筆当初より念頭に置かれている。本稿の「はじめに」で見たように、すでに『 はて

しない物語』の執筆のきっかけとなったメモにおいて、主人公が「少年」であることが想

定されている。次に、バスチアンの容姿や学力不足は、エンデ自身の体験に由来するよう

である。執筆当初、エンデはバスチアンを「世間に対して自ら心を開ざした、反社会的で、

強情な少年」141も しくは「強情な一匹狼で、頑固者」142と して描いていたが、物語を半

分ほど書き上げたところで、このような少年では現実世界に三度と戻つてこないと思い直

し、物語を最初から書き直している。その際にエンデは、自身の少年時代の思い出を反映

させたのだという。143ェ ンデの少年時代については、彼の友人ペーター・ボカリウス(Peter

Boccarills,1929‐ )が詳しく伝えている。ボカリウスによれば、小学校時代のエンデは「常

141 Klaus Seehaお r:丘:`α lttθ F f22ゴι動
『

て力′(ガ E″こた 2`ゐゴlS。
142 Barbara Bondy,Barbara vonヽ rul“en,Hans Heigert:
137.
143田村都志夫編訳『ものがたりの余白』18ページ参照。

15。

θθcρracI■

“
ゴ
`」

物
『

aみ′ダ Endし , S.
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に出来の悪い生徒」144であり、バスチアンと同様に学校での勉強を嫌つていたとい う。145

エンデはギムナジウムの第一学年で落第 してしまい、このときには入水 自殺を試みるほど

落ち込んでいる。146ま た、太つて背が低 く、茶色い髪をしたバスチアンの容姿 と彼の運

動能力の不足は、エンデの小学校時代の友人であり、八歳の時に肺炎で亡くなったヴィリ

ー少年に基づくようである。 147

次に、バスチアンとロマン主義の主人公たちに一貫 して共通するJほ として、普通の人間

には感知することのできない、あるいは普通の人間が見向きもしない、詩的なものや不思

議なもの、非合理的なものや非現実的なものへの傾倒が挙げられるc多 くの場合、それ ら

は彼 らの生来的・内的な性質 として描かれているが、このような性質を備えているがゆえ

に、彼 らは非現実的な世界や存在 と交わることができていた。それは、ノヴァー リスにお

いては高次の世界や 自然 との交感 として、ホフマンとエンデにおいては幻想世界への飛翔

や幻想的存在との交感として描かれている。『青い花』や『黄金の壺』においてはこのよう

な能力を持つた人間が、「詩人」(der Dichter)と 呼ばれており、特に『青い花』において

は、詩人が作品における主題ともなっている 148

-方、エンデは『はてしない物語』の執筆にあたつて、ノヴァーリスのように理想的な

詩人を描くことを念頭に置いていたのではない。『はてしない物語』執筆のきつかけとなつ

たメモに見られるように、この作品では読者と物語の関わりが主題となっている。そして、

エンデは執筆の際に、何よりもまず、「読者をまさにその中へ入り込むように強いる物語は、

どんな物語でなければならないのか、なぜそもそも物語は読者を必要とするのか」149と ぃ

144 Peter Boccarius:■多昴 ′」 Enab″ Der_4″ing ttr θθs(ダbittιθ,Aktualisierte Ausgabe.

FranHurt allll Main,Berhn:Ullstein,1995,S.61.
145、戸gl.,ebd.,S.61‐ 64.

1“ 戸ヽgl.,Obd., S.85f u.1■aus Seehafer,Joseph Morel:LLerlttθ Π/Jηゴr』拓′σЙ′」 Enあ。In:

Lんa sOzia乃 面

“
"a“

s(売ra″ 泌FQρθs〕鼻 is盪
“

ル み」ムNr.6,1982 Juni,S.5。
147 vgl.,Peter Boccarius:ebd。

,S。 64f。 バスチアンの同級生にも肺炎になったヴィリーという

名の少年が存在する。夜になり、次第に冷えてくる学校の屋根裏の中で、バスチアンはヴィリ

ーのことを思い出している。 「そしてもし彼が今、病気になったら 一―そのときはどうなるだ

ろうか?例 えば彼は、同じクラスの少年、ヴィリーのように肺炎にかかるかもしれなかつた。」

(Die yf2θ″』張ヵθ θθs(■」こ邊″,S.132)
1磐 ノヴァーリスは 1800年 2月 23日 付のティーク宛の手紙において、ハインリヒが「第一部

では詩人へと成熟していく 一 そして第二部では、詩人として輝かしく変容する」 (Novtts
鋤 ″ん ″′Bd.Ⅳ ,S.322)と いう構想を語:つ ている。ノヴァーリスにおいては、ギリシア神話

のオルフェウスが詩人の原型 として扱われており、彼は少年時代よリオルフェウスを主題ある

いはモティーフとした作品を創作している。その変遷については拙論「ノヴァーリス文学にお

けるオルフェウス受容」阪神 ドイツ文学会『 ドイツ文学論孜』第 52号 2010年 27‐ 47ページを

参照。
149:maus seehaお r:Ib勧燿θ

「 “
ゴι力姥レ」肋 あ 21ЪゴIS。 15.
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うことを、そ してそのようなことが経験できる少年はどのような人物であるべきか、とい

うことを念頭に置いている。150し か しなが ら、これまで見てきたように、バスチアンは

その素質や能力、詩的心情だけでなく、彼の置かれた社会的な状況や家庭における状況に

至るまで、多くの点でロマン主義の主人公たちと同様の特徴を有 していた。それゆえ、エ

ンデがロマン主義的な詩人を意図してバスチアンを創作 したとみなすことはできないが、

バスチアンをロマン主義的な主人公 とみなすことは十分可能であろう。

150ェ ンデは『ものがたりの余白』においても、この点について述べている。田村都志夫編訳

『ものがたりの余白』16ページ以下参照。
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第二章 ファンター ジエンヘの道の リ ー 物語の受容 と幻想世界への飛翔

前章では、バスチアンがロマン主義文学の主人公たちと同様に、普通の人間とは異なる

特徴を備えていることを見てきた。彼らの多くは「変わり者」として嘲笑され、世間から

疎外されていた。 しかし他方で、まさに特異な性質や能力を持つがゆえに、彼らは普通の

人間にはできないことを行 うことができる。バスチアンの場合、それはファンタージエン

と現実世界の往来である。本章では、バスチアンがファンタージエンに行くまでの過程に

おいてあらわれているロマン主義文学のモティーフを比較・考察していく。

第一節 ファンタージエンにおける「青い花」と「蓮の花Jのモティーフ

フアンタージエンの的饉車と「青い花」

前章で触れたように、『はてしない物語』の前半部分では、バスチアンが同じ題名の本を

読むという形で物語が進んでいく。エンデはバスチアンのいる現実世界と本の中の世界を

視覚的効果によつても区別 している。すなわち、彼は現実世界の出来事を赤色で、バスチ

アンの読む本の内容を緑色で印刷させているのである。151フ ァンタージエンで繰 り広げ

られる物語は、鬼火のブルッブや岩喰い族のピョルンラハツァルク、夜魔のウシュウーズ

ル、豆小人ユックユックら異なる地方に住む異なる種族の生物たちが、ハウレの森で出会

う場面から始まる。彼らはファンタージエンの全土で起こっている危機を「女王幼ごころ

の君」(die Kndliche lhiserin)に 報告し、助けを求めるために、それぞれの種族から選

ばれた使節である。その危機 とは「虚無」 (Nichts)の 拡大である。ファンタージエンの

151ルー トヴィヒは二つの異なる筋の並存について、E.To A.ホ フマンの小説『牡猫ムルの人

生観』をロマン主義文学における模範として挙げ、枠物語の使用という点でエンデとロマン主

義の作家たちとの親近性を認めている。Vgl.,Claudia Ludlrig:Z舟 ご口ererbr Иθ″ dein"
乃ね

“
五′si.り S.141∬ぅなお、エンデは『南 ドイツ新聞』のインタヴューにおいて執筆当初か

ら赤色と緑色の二色刷 りというアイデアを持つていたことを明らかにしている。執筆を始めた

のは午前か午後か晩のいつだったか、というインタヴュアーの問いに対して、エンデは「あれ

は私が出版者と最初にこの件について話し合つたのと同じ日の晩でした。私は彼にすぐこう言

ったのです。これはとても高い本になる、つまり、二色で印刷されなければならない、とね。

それはす ぐはつきりしま した。赤 と緑です。」と述べている。Vgl.,Barbara Bondy夕 Barbara von

Wulffen,Hans Heigert:θθttr注轟 盟ゴιZ:昴′」 Fr2あ,S.137.た だ し、ホ ッケによれば、二色

刷 りは挿絵 を担 当 したロスヴィータ・クヴァー トフ リークのアイデアであつた とい う。さらに、

エンデとクヴァー トフリークは、バスチアンがファンタージエンに行つた後に二番目の色を使

用す るこ とも検討 していた よ うであ る。 Vgl。 ,Roman Hocke,Patrick Hocke:」 醐θ囲
“

』ね

"6!θ saLた通ιθ″Das tta″ιメ」θ″LLθttθ燿,S.236fo uo Michael Ende:Die rJHθ ″dど

“

θ θθsttiぬjθ
.

Lttunchen:Pゎ er Vrerlag,2009,S.438.
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各地で、得体の しれない虚無が突如 として生 じ、ファンタージエンの土地や住人等、あり

とあらゆる存在や空間を飲み込みながら拡大し続けているのである。この虚無に触れると、

触れた部分が消えてしまうのだが、鬼火の使節ブルッブが言 うには、この虚無は「抗いが

たい引力」を持つてお り、虚無に近づきすぎた際に、わかつていながらあえてその中に身

を投げた者 もいるとい う。 152

ハ ウレの森で出会った後、四人の使節たちは 「ファンタージエンの心臓であり、幼 ごこ

ろの君の住まう場所」153で もある「エルフェンバイン塔」(Elfenbeinturm=象 牙の塔)を

目指 してそれぞれ別の道を行 く。このエルフェンバイン塔の周 りには「迷路苑」(Labyrinth)

と呼ばれる広大な平野が広がっている。そこは 「地平から地平へ と達 し、めまいがするよ

うな香 りと夢のような色彩に満ちた、他にはない大きな花園」 154と なってお り、「想像を

絶するほど広大な迷路」155を 形作つている。コウモ リに乗つてエルフェンバイン塔を目指

す小 さな夜魔のウシュウーズルは、この「迷路苑」の上空で「様々な珍 しい動物」156を 目

にする。

ライラックと黄花藤の間にある小 さな空地では、若いユニコーンの群れが夕 日の中で

遊んでいたDそれに加えて彼は、青い巨大な釣鐘草 (Rliesenglockenblume)の 下でかの

有名な鳥フェニックスが巣の中にいるのを見かけたような気が した。 157

ルー トヴィヒはここで描写されている「青い巨大な釣鐘草」をノヴァー リスが描写 した

「青い花」と関連づけて解釈 している。『 青い花』のライ ト・モティーフであるこの花につ

いては、これまで多くの研究者によって様々な解釈がなされているが、158ルー トヴィヒ

はその解釈をユ ッタ・ヘ ッカーの研究 159に 依拠 している。ヘ ッカーは、キフホイザーの草

原に咲く釣鐘草 (Glockenblumen)が 「青い花」のモデルであると定義 したエンゲルハル

152 、「gl.,Die“″θ″dルb力θ Ges“ゴ

“

′θ,S.24.
153 五万θ口″θ″d■ lθらθ(2θsttichιθ,S.27.
154 1ttθ

“
″θ″a強

`σ

Йθ σbsch」

“
",S.26。155 Die口″θ″dZむらθ6bsttiぬた,S.27.

156 〕  θ口″θ″d■ lθ力θ(9θ3ふゴ

“

た,S.27.
157 五万θ rJJθ″dLiσゐθ θθsふichιθ,S.27.
158 v・gl., Herbert Uerlings: Lθ dL`σЙ von 五レrienわ eFg, gθ″′″″′ /VaTノηttis′ И

'bFを
 口″ご

Jbrschυ″gi Stuttgart:RIetzler,1991,S。 406ff.

159 Jutta Hecker: Das SImわ θ′ 漣I B■aνθ″ Eレ
“

θ im ttu"″″α泌″τ  ″″ 己eF
″ ″

“
θ″sJmわohk■er Ro」

“
′″″■.Jena: 「ヽerlag der Fromannschen Buchhandlung, 1931.

0「ellaer gerHlanistische Forschungen,17)
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卜の研究を「非常に表面的である」と述べ、そのように「青い花」の植物学的な模範を探

す試みを「まつたくもつて間違つている」160と 主張する。ヘッカーの解釈によれば、「青

い花」というシンボルはむしろ「自然の写実的な描写とは無関係であり、その特徴は純粋

に精神的である」161と ぃぅ。ルー トヴィヒは、ヘッカーのこの解釈にならつて、「青い花」

を「詩人のファンタジーから生まれた夢と鑑賞の花 (■aum‐ und zierblume)」 162と 定義

し、ファンタージエンに咲く「青い巨大な釣鐘草」もエンデが「ノヴァーリスの青い花に

ほんの少し手を加えた」163も のとして解釈 している。ヘッカーはまた、ハイネ以降、「青

い花」がロマン主義文学そのものを象徴するようになったと述べているが、ルー トヴィヒ

はこれを受けて、「青い巨大な釣鐘草」もロマン主義文学の象徴とみなしている。さらにル

ー トヴィヒは、ファンタージエンにおいて「青い巨大な釣鐘草」が、復活と不死を象徴す

るフェニックスの住処の屋根として用いられていることをエンデの「意図的な付力日」164と

みなし、この両者の組み合わせにおいて、「ファンタジーと文芸の、あるいは、いわばロマ

ン主義そのものの復活」165が 、そしてロマン主義という「時代とこの時代の理想の不死性」166

が示されていると解釈 している。

『はてしない物語』において「青い巨大な釣鐘草」が登場するのはこの場面だけであり、

ノヴァーリスの描いた「青い花」のように、この花が主人公に対して予感や憧憬を与える

ことはない。また、エンデがここでロマン主義文学の象徴としての「青い花」を実際に意

図していたかどうかも定かではない。 しかし、ファンタージエンでは、フェニックスやユ

ニコーン以外にも神話や伝説に出来する生物が多く生檀、しており、ファンタージエンにお

けるア トレーユやバスチアンの行動においても、過去の文学に由来するモティーフが使用

されている。167そ のため、エンデが彼の創作したファンタージエンの中に自身の文学の

160 Jutta Hecker: 五レs 6r√mゎJ 漣. IVh口θtt 17“盟θ im Zし sa盟2Jttθ″力′″g 22ゴ
` 

縫I
五ぼ口″θ″Q/rrわOhk&er RO“ ′″ι量)S.30.
161 Ebd.,S.30。

162 clauClia Ludwig:Nasノ ロererbr yθ″deinθ″丁
'7し

∝n■′∫′″.′ S.196.
163 Ebd。 ,S.196.
164 Ebd。 っS.198.
165 Ebd。 ,S.193.
166 Ebd。 ,S.198。
167例 えば 「化 け物の町」 (Spukstadt)で ア トレーユ は、人狼 グモル クの 「お ま えは誰だ」 と

い う問い に対 して、 「私 は誰 で もない」 と答 えてい るが (Vgl。 ,Ittθ 囲
“

激 ittθ 働
“

″盪 わ,S.

139)、 エンデによればこの箇所は『 オデュッセイア』の第九歌におけるオデュッセウスとキ

ュクロプスの一人、ポリュペモスの会話に由来している。さらに他の箇所においても「ラブレ

ーと彼の『バンタグリュエル』や、 トールキン、C.S.ルイス、そしてターザンに至るまで、

その他多くの人々や事物」が暗示されているという。Vgl.,Barbara Bondy,Barbara von Wulfen,
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模範であるロマン主義文学の象徴を忍ばせていても不思議ではない。この場合、「青い花」

が一風景 としてのみ使用されているとい う点に注 目すべきかもしれない。 ウシュウーズル

は自分の見たものが実際にフェニックスであつたかどうか、「確信が持てず、時間を無駄に

しないために、振 り返って確認 しようとは しなかった」 168。 この場面では、過去の文学に

由来するモティーフが物語の主題 となつてはお らず、あくまで物語世界を構成する一要素

としてのみ扱われていると考えられる。

木菫の花と菫の花

ウシュウーズルがユニコーンやフェニックスを見かけた直後、彼の前にエルフェンバイ

ン塔が姿をあらわす。この塔は教会の塔や城の塔のようなものではなく、一つの都ほどの

規模を持つものとして描写されている。その外観は遠 くから見ると、「カタツムリの殻のよ

うにねじ曲がってお り、一番高いところは雲の中へそびえたつ、先のとがった円錐形の山

のような」169形をしている。また、この塔は無数の塔や小塔、丸屋根、テラスや階段など

が互いに組み合わさって構成されてお り、それ らすべては 「ファンタージエン産のこの上

なく白い象牙」170で作られている。塔の建物には幼ごころの君だけでなく、彼女の廷臣た

ちも住んでいる。その中でも幼ごころの君の住みかとなっているのは、塔の頂上にある「白

い木蓮のつばみの形をした宮殿」171である。満月の夜にはこの木蓮の花び らが開き、その

中には幼ごころの君の姿が見られるとい う。

満月がことのほか壮麗に星空へかかる夜などには、象牙でできた花びらが大きく開き、

Hans Heigert: 〕ewracみ
“
ゴ′ノン

『
aみ′θノEnde, S.137.u.Hans Ester:(算 θqρFaθ乃″ゴ′豆Labゐ′」

肋 あ .In:Dttrs“θβ″

“

α,23。 Jgっ H。 3,1993,S.180。 お よび、ミヒャエル・エ ンデ他著、樋

口純明編 『 ミヒャエル・エンデ ー ファンタジー神話と現代』 40ページ参照。ルートヴィヒ

も指摘しているように、ファンタージエンに来たバスチアンが勇士ヒンレックたちの円卓に招
き入れ られ る場面 (lrgl.,Ittb υ″

“
通轟 θ θθ

“
″あ た,S.236)で は、アーサー王伝説の暗示を

読み取ること力おできる。Vgl.,Claudia Ludwig:″ ′sごυ erertt yθ″J憂″θ″ T'7こun■′sι ..′ ,S.63.
ただし、 トールキンに関してエンデは、あるインタヴューで『はてしない物語』における直接
的な引用を否定する発言をしている。そこで彼は、「『はてしない物語』を執筆していたとき、
私はまだ、 トールキンについてはまったく詳しく知りませんでした」と述べており、『はてし
ない物語』とトールキンの作品との類似性の要因として、彼らが双方ともケルトの伝説に取り
組み、その要素を取り入れていることを挙げている。Vgl.,ル ゎrT/71ie"Z ttr」 %ぁ.In:■

"ら
Nr.12,

1990,S.8。 (黒女臣童言甜官資料番号 :01DA007)
168 〕 θこf″θ″dichθ Gesiiぬ

`θ

,S。 27.

169 五万θ口″θ″dttchθ Geきぬ iぬた。S.27.
170 五万θ IIrθ″dLic力 θ(7θs“Iむ力ιθ,S.27.
171 1ttb“″θf2a嗜

`σ

Йθ(7θschI昴
`θ

.S。 28.
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見事な花を咲かせ、その中心には幼ごころの君が座つているのだった。 172

ルー トヴィヒとラトカは、この描写において東洋原産の木蓮と、花の中に座すブッダと

いう仏教的なイメージを読み取り、E.To A.ホ フマンも『ブランビラ女王』 (Prin“∬カ

E″″bi■■a,1821)に おいてこのようなモティーフを使用している点に、エンデとホフマン

の文学的親近性を指摘している。173『 ブランビラ王女』ではカーニヴァル中のローマを舞

台に、複数の物語が錯綜して進んでいく。その中でも大まかな筋として考えられているの

が、物語の中心をなす「ジッリオとジァチンタの恋物語」、幻想世界「ウルダル庭園国」の

物語、そしてイタリア演劇界における「悲劇派」と「喜劇派」の対立の物語である。174こ

れらの筋のうち、先に引用 したもくれん宮から姿をあらわす幼ごころの君の描写と比較し

うるのは、「ウルダル庭園国」の物語である。この物語は作品の第二章と第五章、そして第

人章において劇中劇として語られており、特に第五章と第人章においては、王女ミュステ

ィリスが蓮の花の中からあらわれる描写がある。ルー トヴィヒとラトカは描写の比較しか

行なっていないため、ここでは文脈も含めて考察してみたい。ただし、『ブランビラ王女』

という作品自体が、非常に複雑な構造を持った難解な作品であるので、ここではその要約

も難角早なものになることを断つておきたい。

第五章で主人公ジッリオ 0フ ァーヴァは、仕立屋ベスカーピのもとでコルネリオ王子の

ために仕立てられた服を手に入れ、王子の衣装を身にまとってブランビラ王女のいるピス

トイア宮殿を訪れる。やがて巨大な広間にたどり着いた彼は、モール人やレースを編む女

性たち、黄金に輝くチューリップの中に座つて大きな本を読んでいた小柄な老人、ダチョ

ウ等、第一章で奇妙な行列を成 してピス トイア宮殿に入つて行つたブランビラ王女一行の

172 Die“″endLicЙθ(9しsch」

“

ね,S.28.
173 vgl., Claudia Ludwig: Nasノ レ θrα:わr yθ″ 励 θ″ アンヒern■′s′ ..′ S.203f.u.Agathe
Lattka:階θ脆咸diFあF」助

“
′″』暉 S.76fさ らに ウーテ・エー ス トライ ヒャーは、この場 面

をノヴァーリスの描いた「青い花」と関連づけて解釈 している。その際にエース トライヒャー

は、ノヴァーリスが「青い花」という象徴において、主人公ハインリヒの理想である青い花と

恋人マティルデを一つに統合している一方で、エンデはノヴァーリスのような「神秘的な融合

の性質を放棄している」と述べ、その論拠として、『はてしない物語』では、少女の姿をした

幼ごころの君と花の形をしたもくれん宮が、別個の存在として描写されている点を挙げている。

さらにエース トライヒャーは、ファンタージエンに行つたバスチアンが、もくれん宮を征服し

ようとする試みを「ハインリヒの高貴な向上心のコミカルな逆転」とみなしている。Vgl.,Ute

Oestreicher:』 IichaJ Lあ缶Die口″α2θttυ bθ θθsてカゴ〔力わ。ИP置oのア〆島
“
′″″θ Jr2ιばθS.In:

″しs′ レ勧 ル 」饉じ留 Jケ′Zh■Og艶dPttαη Vol.35,1989,p.114.
174木野光司『 ロマン主義の自我・幻想・都市像 一 E.To A.ホ フマンの文学世界』関西学院

大学出版会 2002年 238ページ参照。
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面々を見つけるD広間の奥の方には「金襴の豪華な垂れ幕が王座の天蓋を成 して」175ぉ り、

その下で老人ルッフィアモンテが「色鮮やかな絨毯がかけられた金張 りの肘掛け椅子」 176

に座 り、大きな本を大きな声で読んでいる。彼の周 りには熱心にレースを編む 100人ほど

の女性たちが半円状に座つてお り、ルッフィアモンテは彼女たちに物語を朗読 しているの

である。それは第二章でチェリオナティがカフェ・グレコに集まった ドイツ人の芸術家た

ちに語つた、「オフィオッホ王 とリリス王妃の物語」 177の 続きである。

ウルダル庭園国を舞台 としたこの物語では、オフィオッホ王の憂鬱 とその治癒が主に語

られる。物語終盤で魔法使いヘルモー トのもたらしたプリズムがウルダルの泉へと変容 し、

この泉の出現によつて、オフィオッホ王とリリス王妃は十三かける十二月にも及ぶ、死ん

だような眠 りから覚める。そ して彼 らは、泉の中に自身の姿や 「生命 と歓喜に満ちた新 し

い壮麗な世界」178を 見ることによつて、内面の変容を遂げる。オフィオッホ王は憂鬱から

解放 され、王 とは逆に常に高笑いばか りしていたリリス王妃の顔には「は じめて真の生命

と、本当にこの世ならぬ魅力」179が 浮かび上がる。さらに、オフィオッホ王の気分が伝染

していた人々も泉をのぞき込むことによつて苦悩から解放 され、ウルダル庭園国に再び調

和がもたらされるところで物語は終わるD

これに対 して、ルッフィアモンテが語る物語では、ウルダル庭園国に再び:危機が迫って

いる。オフィオッホ王 とリリス王妃が亡くなり、ウルダルの泉からつくられる湖にも異変

が起こるのである。かつて人々はウルダルの湖をのぞき込むと「格別な喜びを感 じて」180

いたのだが、今では「不機嫌になった り、立腹 した りする」181ょ ぅになる。それゆえ、人々

は湖に「あらゆる種類の汚物」182を 投げ入れるようになり、かつては鏡のように澄んでい

た湖も「薄汚い沼」183同 然になつて しまう。王の不在 とウルダル湖の汚濁 とい う二つの危

175 Eo T.A.Hofflnann:PFizθ s」″ar′″ bi■■ao ln:Hartmut Steinecke[u.a。 ](Hrsg。 ):Z rИ ′

五bβL!′″″ Samti■ichθ ″brke.Bd.3。 Attabお″ cke, Ittdb`Z2(■ θε, Prinzθ s」″ Bra“ o量a,

万′brke f∂fttf820_Franビ urt aⅡ I LIain:Deutscher IGassiker Verlag,1985,S.856。 (以 下、

同作品からの引用はPrin″ sg″ E″
“

bi■■aと 略記 し、ページ数を添える。訳出にあたつては、

深田甫訳『ホフマン全集 第八巻』倉J土社 1971年、および種村季弘訳『ブランビラ王女』 ち

くま文庫 1987年 を参照したが、本稿における引用は筆者による訳である。)

176 PrinZθsI"″ 五レ′r22b量■a,S.856.
177チ ェ リオナテ ィは この物語 を二、三百年前 に彼 の友人ル ッフィアモ ンテか ら聞いた とい う。

Vgl。 ,Prinzθstt Bra“ Ыtta,S.816.
178 PrinZθslw″ Bra“ btt■a,S.824。
179 LinZθ θだり″Bra″ bi■a,S.824。
180 Prinzθss■nBra“ btt■a,S。 859.
181 Prinzθ sI"″ 五レ′″2b三二a,S.859。
182 PrinZθsI"″ Bra″ 2btta、 S.859。
183 PrinZθsI"″ Bra″ b量■an S.859。

36



機を解決するために、四人の大臣がヘルモー トのもとへ赴き、窮状を訴える。そこでヘル

モー トは九かける九夜待てば、ウルダルの湖から国の女王が咲きあらわれると大臣たちに

述べる。この新 しい女王の誕生は次のように描写されている。

そ うして、かつてウルダルの泉であった沼の上に、いく筋もの燃えるような光線が立

ち上るとい うことが起きた。それ らはしか し、燃えるような眼で中をのぞき込む火の精

であった。そ して、奥底からは地の精が地中を掘 りながら上がってきた。千からびた地

面からは しか し、一輪の美 しい蓮の花が天に向かつて咲きほこり、その専の中にはかわ

いい子 どもがまどろみながら横になっているのであった。 これこそミュスティリス王女

であった。 184

四人の大臣たちはミュスティリス王女を国の統治者 として養育 しはじめるのだが、王女

が言葉を話す年齢になっても、誰も彼女の言葉を理解することができない。そこで大臣た

ちは再び助言を求めてヘルモー トを訪れる。彼 らは森の中で以前 とは異なる風貌のヘルモ

ー トとおばしき老人に出会い、この老人による書物の朗読から助言を得る。大臣たちは助

言に従い、オフィオッホ王 とリリス王妃が十三かける十三か月の間眠つていた広間の中央

にある黒い石を持ち上げる。すると、地の底から「この上なく美 しい象牙製の、素晴 らし

い彫刻がほどこされた小箱」185が 見つかる。この小箱をミュスティリス王女に渡す と、彼

女はレース編みの道具を箱から取 り出し、初めて人々に理解できる言葉を発 して、熱心に

レースを編みは じめる。しか し、大臣たちが喜んだのも束の間、「王女は突然、硬直 し、小

さな可愛 らしい陶器の人形に縮んで」186し まう。さらに、王女の誕生後、澄みかけていた

ウルダルの湖も再び澱んでいく。泥沼になったウルダルの湖のほとりで大臣たちは途方に

暮れ、ヘルモー トに慈悲を乞 う。そのとき、蓮の花が専を開き、ヘルモー トが姿をあらわ

す。ヘルモー ト曰く、大臣たちに助言を与えたのは彼ではなく、悪霊であるとい う。

「不幸な者たちよ !― 惑わされ し者たちよ !一 汝 らが森で話 したのは私ではない。

汝 らを質の悪い魔術でもてあそび、網細工の小箱 とい う「/1う べき秘密を呪文によつて呼

184 Prin3θssI″ Fra“ btt■at S.860。
185 PrinZθ

J」望″王レ′
“
btta,S.862.

186 Prin3θ θ
`"コ

五レ′
“

b重■a,S.863.
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び起こしたのは、邪心に満ちた悪霊、テュフォンの化身 じゃ !― だが、奴も自業 自得

なことに、思った以上に多くの真実を話 しおったわい。妖女の優 しい手がレースを編む

のもよかろうし、色彩豊かな鳥が捕 らえられるのもよかろう。 しか し、本来の謎の意味

をよく理解せよ。謎の解決は王女にかけられた魔法も解くのじゃからな。」 187

第五章でルッフィアモンテが読み上げる内容は上に引用 した箇所までである。彼の話で

はウルダル庭園国とい う幻想世界がかつての調和を失い、新たな統治者 となるミュスティ

リス王女も悪霊によって危機に陥 り、救済を必要とすることが明らかとなっている。

この後、現実世界におけるジッリオと彼の恋人ジァチンタ・ソアルディの物語が続き、

物語の終章 となる第人章でミュスティリス王女は救済される。第ノヽ章ではローマのコルソ

通 りからピス トイア宮殿の広間へと舞台が移る。この広間はさらに「はてしなく広がる魔

法の庭園」188へ と変容 し、ウルダルの湖 と蓮の花があらわれる。そこでコルネ リオ王子 と

ブランビラ王女 としての自我を得たジッリオとジァチンタは、ウルダルの湖に映つた自分

たちの姿をのぞき込む。そのとき、彼 らは「初めて自分たち自身を認識 し」 189、 声を上げ

て笑い出す。その不思議な笑い方は、かつてオフィオッホ王 とリリス王妃がウルダルの泉

をのぞいたときの笑い方に匹敵するものである。そ してコルネリオ王子 とブランビラ王女

が笑った瞬間、 ミュスティリス王女のn/■ぃが解けるcウ ルダルの湖が出現 した直後、チェ

リオナティことバスティアネルロ・ディ・ ビス トイア侯爵 と、ヘルモー トことルッフィア

モンテの二人によつて人形の姿のまま蓮の花の専の中に押 し込まれていたミュスティリス

王女が新 しい姿となって復活する。

そしてこのカ ップルが笑ったその瞬間、おお、素晴 らしい奇跡が !蓮の花の専から神々

しい女性の姿が立ち昇 り、頭が蒼天へと突き出るまで、徐々に背丈を伸ばしていつた。

その一方で、両足は湖の奥底で深 く根を下ろしているようであつた。 190

こうしてミュスティリス王女は復活 し、ウルダル庭園国は救済される。これと同時に、

ジッリオとジァチンタも、ウルダルの泉に映つた自己を認識することによって分裂してい

187

188

189

190

PFinZθ Sl"″ Bra“ bila,S。 86」 .

Prinzθ s`"″ Braf12b量■a,S.905。

Prinzθ s」

"″
Bra“ bi■a,S。 906。

Prinzθ sI"″ Brarlb量ao S。 906.
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た自我を統一 し、現実世界における調和的な生を得ることになる。

さて、ミュスティリス王女が花の中から登場する二つの場面では、どちらも蓮の花がモ

ティーフとして使用 されている。特に開花 した蓮の中から王女が誕生する場面においては、

もくれん宮の中に座す幼ごころの君 と同じく、「花の専に縁 どられた子 ども」 191と い うイ

メージを読み取ることができる。ルー トヴィヒおよびラ トカは、このイメージが蓮の花に

座を占めるブッダのモティーフに由来すると解釈 している。確かに、「花の中の子 ども」と

い うイメージそのものは『 はてしない物語』 と『 ブランビラ王女』において共通 している

といえる。 しか しながら、両作品における木蓮と蓮の花の持つ意味は異なつているように

思われる。

まず、『はてしない物語』において木蓮の花は、仏教において蓮の花が仏や菩薩の座とさ

れている 192の と同様に、幼ごころの君の住まう場所であり、いわば彼女のみが占めること

のできる統治者の座として描写されている。これに対 して、『 ブランビラ王女』における蓮

の花は、必ず しも仏教的な思想に由来するとはいえない。というのも、ミュスティリス王

女にとつて蓮の花は、彼女の玉座ではなく、彼女が誕生する場であり、後には復活と発展

を行 う場となっているからであるのこのような誕生の場としての蓮の花のモティーフは、

エジプ ト神話やインド神話において存在しており、そこでは蓮の花が、万物の創造神たる

ラーやブラフマーが生まれる場となつている。193-方 、『はてしない物語』においては、

このような花による創造神の誕生と復活のモティーフを読み取ることはできない。幼ごこ

ろの君にとつて、もくれん宮はあくまで彼女の住まい、あるいは座所以上のものではない。

後に彼女がバスチアンの命名によつて救済される際にも、ミュスティリス王女のような、

誕生の場としての花のモティーフは使用されていない。それゆえ、『 はてしない物語』と『ブ

191 Claudia Ludwig:Nasご
“

ereFb′ 70n deLθ″ レ7Lern■ ′s′ ′,,S.204.
192中村元他編『岩波 仏教辞典 第二版』岩波書店 1989年 1061‐ 1063ページ、総合佛教大辞

典編集委員会編『総合佛教大辞典』法蔵館 2005年 1486ページ、およびジャン・シュヴァリ
エ他著、金光仁二郎他訳『世界シンボル大事典』大修館書店 1996年 778‐ 779ページ参照。
193バーバラ・ウォーカー著、山下主一郎他訳『神話・伝承事典』大修館書店 1988年 448‐ 449
ページ参照。前田行貴によれば、エジプトのロータスはスイレンを意味しており、古代エジプ

トの創世期神話は、ロータスと太陽神との結びつきを示した最古の例とみなされている。また、

インドにおける蓮華座の思想は「聖なるものの生誕として、世界創造の原理という考えを秘め

ている」という。前田行貴『蓮と桜 :日 本文化の源流・インド』蓮河舎 1989年 120‐ 121ペー

ジ参照。ホフマンは『蚤の親方』においても蓮の花のモティーフを使用している。物語終盤で
ペレグリーヌスは、夢の中で幻想世界の王セカキスとなるが、その際に彼は「壮麗な玉座の上

に立ち、インドの王様の豪華な衣装を身にまとい、宝石のきらめく冠を頭に乗せ、王笏の代わ

りに意味深長な蓮の花を手に持つて」あらわれている。Vgl.>Mei筋げЛb■,S.461.
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ランビラ王女』における「花の中に座す子 ども」 とい うイメージは、蓮の花に座を占める

ブッダや神話の創造神の誕生等、多義的な解釈を喚起するとい う′点では共通 しているが、

物語における役割はそれぞれ異なってお り、必ず しも同一のモティーフに由来すると断言

することはできない。

蓮の花に関するエンデのイメージについては、ある書簡が参考になる。そこでエンデは

ユニコーンについて述べた際に、「七つの主な超感覚的な知覚器官」としての蓮の花につい

て言及 している。彼によれば、その うちの二弁の蓮の花は、鼻の付け根の上にある器官で

あり、「その器官の完全な発展は、精神的な現実を具象的に知覚するまで知力を高めること

を意味 している」とい う。194こ れはヨーガにおける第 6の眉間のチャクラ「アージナー・

チャクラ」 (劇 na‐ chakra)の ことを指すと推測されるが、195ェ ンデがエルフェンバイン

塔 ともくれん宮を描写する際には、このようなヨーガに基づく蓮の花が念頭にあつたのか

もしれない。

ミュステ ィリス王女と幼ごころの君の比較においてはむ しろ、次節に見るように、彼女

たちの危機が幻想世界そのものの危機につながっているとい う点と、現実世界に属する人

間が彼女たちを救済するとい う点に、エンデとホフマンの更なる親近性を見出すことがで

きる。

第二節 幼ごころの君の病と人間による救済

幻想世界の統治者の危機と幻想世界の荒廃

エルフェンバイン塔に到着したウシュウーズルは豆小人のユックユックと再会し、すで

194 vgl., 翼[女臣童:言舌鮮IL等料「卑番号r:02EB003(14.08。 1982.An Char10tte Harries)Od.Zbr
ne盟′″isgarね″,S.133.
195 チャクラに関 しては、 vgl。 , Co Ⅶ

r.I£
adbeater: 貿b 働′haa ⅥheatOn, Illinois:

Theosophical Publishing House,1927.(Co W.リ ー ドビーター著、本山博、湯浅泰雄共訳『チ
ャクラ』平河出版社 1978年 )チ ャクラとしての蓮の花に関しては、ルー ドルフ・シュタイナ
ー (Rudolf Steiner,1861‐ 1925)も『いかにして超感覚的世界の認識を獲得するか』(万石θθ・力″gJ

″′″EAen″加力sθ ル カ昴eren Nehen2 1904/05)の 中の「霊界参入が与える諸影響」(Uber
einige Wirkungen der Einweihung)の 章において論 じてい る。 Vgl。 ,Rudolf Steiner:″ b
er■a″g′ 」□′″ Erken″ ″21ssθ dbF力σtteren ttlter2′ 22.Au■ageo Dornach: Rudolf Steiner

Verlag,1975,S。 115‐ 158。 そ こでシュタイナーは、二弁の蓮の花について 「それが回転 しは じ

めると、人間はその高次の 自我 をそれ よ り上位 の霊的な存在 と結びつける可能性 を見出す。 こ

の蓮の花か ら生 じる流れは高次の現実へ展開 してい くので、それに一致す る運動が人間にも完

全に意識 され る。光が物理的な対象 を眼に見えるよ うにす るよ うに、この流れ も高次の世界の

精神的な存在 を 目に見えるよ うにす る」 (S。 154)と 述べてい る。エ ンデは蓮の花に関す る認

識 をシュタイナーか ら得たのか もしれない。
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に多くの種族の使節たちがファンタージエン中から集まつていることを知る。彼 らは皆、

ウシュウーズルたちと同じ知 らせを伝えるために駆けつけたのであるが、幼ごころの君ヘ

の謁見が叶わず、何 日も待たされているのである。ユ ックユ ックによれば、幼ごころの君

は病で臥せつてお り、1%「 このことがファンタージエンを襲つた不可解な災いの原因か

もしれない」197と ぃ ぅ。国中から集まった 500名 の医師たちにも、幼ごころの君の病の原

因や治療法はおろか、その正体す ら分からない。診察にあたつた 500番 目の医師、ケンタ

ウロスのカイロンによれば、彼 らに分かつているのは、「ファンタージエンにおける虚無の

侵蝕がこの病気 と同時に生 じた」 198と ぃ ぅことだけである。

幼ごころの君の命は、ファンタージエン中の生物が案 じる事柄である。その理由は彼女

が単にファンタージエンの統治者であるとい うことだけに留まらない。「女帝」(Kaiserin)

とい う肩書を持ってはいるものの、幼 ごころの君が実際に権力を行使することや、何 らか

の裁きを下すことはなく、彼女の前では善も悪も、美も醜もすべて等 しく扱われる。幼ご

ころの君は「ただ存在するだけ」199な のだが、彼女の存在はファンタージエンのあらゆる

存在 とつながっている。彼女は「ファンタージエンのあらゆる生命の中心」200で あり、「人

間の身体が′い臓な しには生き続けることができないように、彼女なしには何も生き続ける

ことができない」201。 それゆえ、彼女の死はファンタージエンに住むあらゆる生物の終焉

を、つま り「計 り知れないファンタージエン国の滅亡」202を意味するのである。

このような幼 ごころの君の特性は、『 ブランビラ王女』におけるウルダル庭園国の統治者

たちと比較することができる。前節で見たように、オフィオッホ王 とリリス王妃が死去 し

た後に、人心は荒廃 し、人々の手によつてウルダルの湖は泥沼へと変えられていた。その

196ルー トヴィヒは、幼ごころの君の病気をファンタージエンの危機としてだけではなく、「再

生と復活のための基盤と可能性」としてもとらえ、病気において破壊と創造が不可分に結びつ

いている点にロマン主義との類似性を認めている。その際にルー トヴィヒは、ノヴァーリスの

病気観に関するヴェルナー・フォーア トリーデの研究 (Werner VOrdtriede:ノ 吻曰脆
“

ノ』b

ル′″zёsis盪
"Symわ

J路加 .Stuttgart:K)hlhammer,1963)を 引き合いに出している。Vgl。
,

Claudia Ludwig:Z舟 ご″じI轟′Fon ddn“ フ7しern力′siタリS.245f。 例え|ず 、 「病気が高次の

統合の手段でありうることはないだろうか」 υら7dis Sttrttenメ Bd・ Ⅲ,S.389,Nr.653)と
述べているように、ノヴァーリスは病気をより高次の状態へと至るための過程としてとらえて

いる。井戸慶治「1800年におけるノヴァーリスの病気論」日本独文学会中国四国支部『 ドイ
ツ文学論集』第 26号 1993年 1‐ 9ページ参照。
197 1ttb“″er2dttiσ ttθ (9しs盪ゴし力

",S.30。198 11b ttθ″dDiσЙθ(3θs轟」あ た,S.37.
199 Lθ ttP口燿θ″dlttθ (9θs(ダLI泌た、S.34.
200 五万θ口″θ″dZb■θ(3θs凸五よ

`θ

,S.34.
201 Die“″θ″dZし力θ(7θs轟ゴ

“

ね,S.34.
202 Die arf2θ″dLicttθ hes盪ゴしらわ,S.34.
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後、ミュスティリス王女とい う新 しい統治者の誕生によつて、ウルダルの泉も一時は澄み

かける。 しか し、ミュステ ィリス王女が悪霊の罠によつて人形に変えられると、ウルダル

の泉は再び澱んでいく。『 はて しない物語』では統治者の死が幻想世界そのものの消滅を意

味 している一方で、『 ブランビラ王女』では統治者の不在は幻想世界の荒廃を招いている。

消滅 と荒廃 とい う程度の差はあるものの、幻想世界の統治者の危機が幻想世界全体の危機

につながっているとい う点では、幼ごころの君 とミュスティリス王女らウルダル庭園国の

統治者たちは共通する性質を持っているといえるだろう。

人間による幻想世界の統治者の救済

ファンタージエンと自身を襲 う危機に対処するため、幼ごころの君はカイロンに「アウ

リン」(AURYN)を 託 し、ア トレーユのもとに派遣する。アウリンは「明と暗の二匹の蛇

が互いに尻尾を1歯んで楕円の形を成 している」203黄金のメダルである。204幼 ごころの君

から使命を与えられた者はこのメダルを持ち、「彼女の名において、彼女自身がその場にい

るかのように振る舞 うこと」205ができる。「十 日十晩、ほとんど休みなしに疾走 し」 206、

ア トレーユのもとにたどり着いたカイロンは、幼ごころの君から託 された依頼を彼に伝え

る。それは幼 ごころの君の病 とファンタージエンの危機を救 う方法を探す途方もない旅、

「大いなる探索」 (die Gro3e Suche)の 依頼である。ア トレーユはこの依頼を引き受け、

カイロンからアウリンを授か り、愛馬アルタクスとともに「大いなる探索」へ赴 く。

この探索の中で幼ごころの君の病の実態が次第に明らかになる。夢の中にあらわれた緋

お どし野牛の助言を受けて、憂いの沼へ向かったア トレーユは、そこで太古の姐モーラか

ら幼ごころの君の病の原因とその治療方法を聞き出す。モーラによれば、幼ごころの君の

存在は普通の生物のように「時間の長 さによつてはかられるのではなく、名前によつては

203 五万θ″″θ″d嗜′εЙθ (7θs“I盪
`θ

.S.36.
204ハィデ ィ .ア ッシェンベルクは、アウリンの持つ “aur」 という音節と、物語においてアウ

リンが別名「おひか り」(Glanz)と 呼ばれていることから、ラテン語で「黄金」を意味する“aurum"
をアウリンの語源 と推測 している。Vgl.,Heicli Aschenberg:ngen″ ′″

“
ゴ
“

ЙDhderbυ盪 .]hθ

こQxttnguis″sttθ S′″die.Tubingen: Gunter Narr Verlag, 1991(Tubinger Beitrage zur
Linguistik,351),S。 94.エ ンデの述べるところでは、イン ド・ゲルマン語やセム語族で 「金」

や「光」を表す音節
"‐
aOrメや

"‐

or Jか らアウリウム等の様々な名前を考え、最終的にアウリンに

行き着いたとい う。アウリンの語尾の
"in“

は「なにかお とぎ話を思わせるような響きがある」

とい うように、エンデは最終的に感性で名前を決めていたようである。田村都志夫編訳『 もの

がた りの余白』 13‐ 14ページ参照。
205 五万θ口″θ″dLiσЙθ(7θs“iぬ

`θ

.S.37.
206 Die口″θ″d■ lθ力θ(算θs“Iιル

`θ

o S.42.
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かられる」207も のであり、彼女は「繰 り返 し新 しい名前を必要 とする」208と ぃ ぅ。さらに

モーラは幼ごころの君の病を治す方法について次のように述べる。

「かつて、あのお方は多くの名前をお持ちじゃつた。 じゃが、それ らはすべて忘れ去ら

れておる。すべて昔のことじゃ。よいか、それでも名前なしにあのお方は生きることが

できぬ。新 しい名前だけを必要とされておるの じゃ、幼ごころの君は。そ うすればあの

方はまたお元気になられる。」209

幼ごころの君の治療方法が判明したものの、ファンタージエンの生物には自分たちの統

治者に新 しい名前を与えることができない。モーラによれば、南のお告げ所のウユララが

幼 ごころの君に新 しい名前を与えることのできる者を知っているとい う。嘆きの沼を後に

したア トレーユは、死の山脈でイグラムールの毒を受けて、南のお告げ所のそばに瞬間移

動する。このとき、イグラムールに襲われていた幸いの竜フッフールも彼に続 く。南のお

告げ所のそばで気を失つて倒れた彼 らは、夫婦隠者エンギウックとウーグル 210に助けられ

る。治療師のウーグルはア トレーユ とフッフールの手当てをし、学者のエンギウックは観

測所の望遠鏡を使つて、大きな岩の門のそばで不動の姿勢で向い合わせに座る二匹のスフ

ィンクスをア トレーユに見せる。 さらにエンギウックは南のお告げ所についてア トレーユ

に説明する。 ウユララのもとへ行くためには、大いなる謎の門、
・
魔法の鏡の門、鍵なしの

門とい う「三つの神秘の門」 (die Drei Magischen bre)を通 らねばならないとい う。

この三つの門を通 り、南のお告げ所へ着いたア トレーユは、そこでウユララと遭遇 し、

幼ごころの君に新 しい名前を与えることのできる存在を知る。 ウユララによれば、ファン

207 Die a″θ″d■ lθЙθ(9しs励ゴ盪 Jθ,S.60.
208 _zυθ″″endZθゐθ(算θstti‐た,S.60。
209 3θ

“
″θ″dLicЙθ htsdlttι θ,S.60f。

210ルー トヴィヒはこの二人をギリシア・ローマ神話に登場する敬虔な夫婦、フィレモンとバ

ウキスと比較し、エンデが「この二人の神話の登場人物を単に借用しただけでなく」、「彼ら

に新 しい性質を付け加えている」と解釈 している。その際にルー トヴィヒは男性のエンギウッ

クには学者、女性のウーグルには治療師という「伝統的で社会的な決まり文句に即した」職業

の付加を新 しい性質として挙げている。Vgl.,Clauぬa Ludwig:Zお ご
“

ererb″ Иω 6b″"
乃た

“
五′θ′.り S.11玉 ちなみに、エンデによれば「夫婦隠者」 (Zweisiedler)は 彼の造語で

はなく、ニーチェの『 ツァラ トゥス トラはかく語 りき』 (劃脆θ ttraぬZtta励 ″託″,1883¨ 85)

に存在するという。Vgl.,3θ ル盪査o■oJe dレ ク
“
ktt」ぁS.147。 「二人隠者」 (Zweisiedler)

という語は『 ツァラトゥス トラはかく語りき』の第四部に登場する。Vgl.,Giorgio Colh,Mazzino

Montinari ttrsg)脆 彦J“θ 爾魏ね。筋 がθttθ θθ
"“

″υ等′肋 .Abt.6.Bd.1.Berlin:
恥ralter de Clruyter,1968,S。 345,
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タージエンの生物は「本の中の登場人物」211、 っまり物語の世界の中に創作された存在で

しかなく、新 しいものを創造することはできない。 しか し、ファンタージエンの彼方には

「外の世界」 (die Ausere Wdt)と 呼ばれる国があり、そこに住む人間たちには幼ごころ

の君のために新 しい名前を創 り出すことができるとい う。

「アダムの虐、子たち、といみ じくも、

地上の住人達は呼ばれています。

エ ヴァの娘たち、人間の種族、

真の言葉の血兄弟 と。

彼 らは皆、世のは じめより、

名づけの才に恵まれています。

彼 らは幼ごころの君に、

いつの世にも命をもたらしてきました。

彼 らはあのお方に新 しく見事な名前を差 し上げてきましたが、

もうすでに長きに渡 り、

人間は我々のところへ、ファンタージエンヘ来ないのです。

彼 らはもはや道を知 りません。

彼 らは我々が本当に存在することを忘れ、

もう信 じなくなってしまったのです。

ああ、人間の子 どもがたつた一人でも来れば、

さすればすべてはよくなるものを !

ああ、一人でも信 じる気になってくれれば、

この呼びかけを聞いてくれれば !」 212

かつて人間はファンタージエンを訪れていたが、現在ではその存在す ら忘れ、信 じなく

なっている。その結果、幼 ごころの君に新 しい名前、つま り彼女にとつての命が与えられ

なくなったのである。それゆえ、幼 ごころの君を病から救 うためには、人間が、特にバス

21l Die“″θ″dbiσ力θ (7θstti轟′θ,S。 109.
2122`θ ttnm麟めθ ttκ″

“",S。
109。 ヴェルンスドルフは言葉による救済という点からウユ

ララのこの台詞をノヴァーリスの無題の詩 「もはや数と図形が…」と関連づけている。Vgl.,

Christian vonヽ Vernsdorir:_θゴぁr gttθ″
`彪

IS Aι

“

ιs,S.70。
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チアンのように想像力に優れた子 どもが、ファンタージエンの呼びかけを聞いてその存在

を信 じ、ファンタージエンヘ赴いて幼ごころの君に新 しい名前をもたらさなければならな

い。第一章第一節で見たように、『 黄金の壺』の主人公アンゼルムスにも幻想世界からの呼

びかけを感知 してその存在を信 じ、幻想世界へ飛翔することが求められていた。ここでは

さらに、人間が幻想世界の統治者を救済するとい う点で『 はて しない物語』 と『 ブランビ

ラ王女』を比較することができる。

前節で見たように、悪霊の呪いによつて陶器の人形にされた幻想世界の統治者 ミュステ

ィリス王女は、現実世界の人間であるジッリオとジァチンタがウルダルの泉をのぞき、彼

ら自身の内面を認識 して笑つた瞬間に復活 していた。この点についてチェリオナティこと

ピス トイア侯爵は、物語終盤で次のように述べている。

「(… )ま ったく陰険だつたのは、あの悪霊が王女にかけられた呪いを解 く方法を、あい

つが不可能 とみなしていた奇蹟に委ねていたことだ。劇場 と呼ばれる小 さな世界ではつ

ま り、一組のカップルが見つけられねばならないものなのだよ。真のファンタジーや真

のフモールを魂 として内面に吹き込まれているだけでなく、この心情の雰囲気を鏡に映

すように客観的に認識することができて、その雰囲気を、強力な魔法のように、あの小

さな世界を内に含んだ大きな世界へ と影響を及ぼすように、外部の生活へ表出させるこ

とのできるようなカップルがね。だからもしそ う思いたければ、少なくともある意味で

劇場は、人々がのぞき込むことのできるウルダルの泉の役割を演 じる必要があつたとい

つてもいい。一 いとしい子 どもたちよ、君たちならきつとあの魔法を解いてくれると私

は信 じ、す ぐにそのことを私の友人である魔法使いヘルモー トに手紙で知 らせたのだ。

彼がすぐにやつてきて、私の宮殿に宿泊 し、我々が君たちのために骨を折つたことは、

君たちも知つてのとお りだ。 (000)」
213

ミュスティリス王女にかけられた呪いを解 くためには、「真のファンタジー」や「真のフ

モール」を内的な本J性 として所有 し、その幻想的本性が醸 し出す雰囲気を客観的に認識す

ることができ、さらにはそれを外部の世界に表出させることのできる一組の男女が必要で

あつたとチェリオナティは言 う。

ここで述べ られている「ファンタジー」 とは、チェリオナティが用意 したコルネ リオ王

213 Prin晨 ,sy″ ha″ btta.S.910。
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子 とブランビラ王女とい う架空の幻想的自我のように、現実には存在 しない人格や想念で

あると考えられる。ジッリオとジァチンタは、カーニヴァルとい う祝祭空間の中で、架空

の王女と王子にそれぞれ恋慕することによつてファンタジー と接触 し、王子 と王女の衣装

やコメディア・デラルテの仮装によつて次第に現実的自我を離れて幻想的自我を身につけ

てゆく。

このようなファンタジー、つまり幻想は普通、現実 と相容れることはない。ジッリオの

中で元の人格 とコルネ リオ王子としての人格が争い、彼が 「慢性二元論」に陥るように、

現実 と幻想はあまつさえ対立するものである。 しか し、この対立は 「フモール」の働きに

よって解消される。梅内幸信によれば、ウルダルの泉が寓意的にあらわしているフモール

は「人間が自己を真に認識するところから生ずる力であり、この力によつて初めて人間は、

イロニーによつて生み出される地上的存在 と天上的存在、現実 と理想 との間の車L蝶を笑い

ながら超越できる」214と ぃ ぅ。っまり、「否定的な t)の をも是認 し、対立概念を調停する」215

フモールは、まず現実には存在せず、また決 して現実に同化することはない幻想を認め、

次に幻想を認めたことによって生 じる現実 と幻想の対立を解消 し、双方の両立を認める働

きを持つ と考えられる。

ジッリオとジァチンタがファンタジーとフモールを体得 し、ウルダルの泉によつて彼 ら

の内面にある幻想 と、さらには現実 と幻想の関係を客観的に見る視′像を得たとき、彼 らは

思わず笑い声をあげていた。216こ の笑いは、彼 らが現実と幻想の両立を認識 したとい う

証であり、これによつてミュスティリス王女の呪いが解かれていた。 したがって、人間が

幻想の存在を認め、現実と幻想の間に調和的な関係を認めることが、ミュスティリス王女

を救済する手段であるといえるD

これ と同様に、バスチアンによる幼ごころの君の救済も、彼が幻想 と接触 し、その存在

を感知するところからはじまっている。バスチアンはア トレーユの大いなる探索を通 して、

幾度かファンタージエンと接触する。そ して、ファンタージエンと人間世界の関係を知る

2H梅内幸信 「ホフマンの『ブランビラ王女』に見られる「意識的遊戯」について 一 イロニ

ーとフモール ー」鹿児島独仏文学論集『VERBA』 第 11号 1986年 82ページ。
215梅 内幸信 同上 83ページ。
216梅 内幸信は笑いをフモールが内包する不可欠な要素とみなしている。 「フモールの笑いは

通常の笑いではなく、存在の深みにおいて自己を認識する時に生ずるもの」であり、「自己の

有限なる存在が無限なる理想的存在と並置されることによつて、自己の存在の卑小さと地上化

された理想的存在の滑稽さが明白になり、その強烈なコン トラス トから自己の存在の貴重な一

回性が諦念と共に認識される」という。梅内幸信 同上 83ページ。
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につれて、彼は次第にファンタージエンとい う幻想世界が本当に存在すると信 じるように

なる。彼が幼ごころの君の新 しい名前を知るのも、大いなる探索においてである。ア トレ

ーユが幼ごころの君を救 う方法を報告するためにもくれん宮を訪れ、彼女の姿を見る場面

を読んだとき、バスチアンは「一秒の何分の一か、稲妻がまたたくほどのわずかな間」217、

幼ごころの君の顔を実際にその日で見る。本に記述 されていない彼女の顔を細部にわたる

まではっきりと見た彼は「これまでの人生の中で、この顔よりも美 しいものを見たことが

ない」218と 確信する。そ してその瞬間、彼は「月の子」 (Mondenkind)と い う幼ごころ

の君の新 しい名前を直観的に見出す。幼ごころの君によれば、それまでの過程においてす

でにファンタージエンと人間の世界は接近 してお り、後は彼女の新 しい名を呼ぶだけで、

バスチアンはファンタージエンヘ来ることができる。 しか し、彼は自分の容姿に対する劣

等感から、なかなか彼女の新 しい名を呼ぶことができない。やむを得ず、幼ごころの君は、

ファンタージエンで起こるあらゆる出来事を書き留めているとい う「さす らい山の古老」

(der Altt vom LVandernden Berge)の もとへ行き、『はてしない物語』を最初から語る

よう彼に要求する。さすらい山の古老が読み上げる『 はてしない物語』は、バスチアンが

読みはじめたハウレの森の場面からではなく、彼がコレアンダー氏の吉本屋に駆け込んで

くる場面からはじまり、彼自身の行為も含んでいる。そして、この物語が幼ごころの君と

さすらい山の古老が出会う場面に達すると、さすらい山の古老は物語をまた最初から語り

始める。永遠に繰 り返される物語の輪にとらわれてようやく、バスチアンは幼ごころの君

の名を叫び、ファンタージエンヘ飛翔する。

「命名」という行為の意味

こうして幼ごころの君は、新 しい名前、つまり新しい命を得て病から救われる。第一章

の冒頭で触れたように、命名はバスチアンの特技であるが、エンデによれば、この行為は

単に、ある対象に対して呼び名を与えるということのみを意味するのではない。エンデは

『南 ドイツ新聞』のインタヴューにおいて、命名という行為が「太古の神話的な概念」で

あり、旧約聖書でアダムが事物に名前を与えたように、人類の初めにあるというインタヴ

ュアーの指摘に対 して、次のように答えている。

217 五万θ″″θ″dZし力θ(3bs轟ゴめ ιθ,S。 161.
218 1ttθ

“
燿θ″ごZし乃θ(3bschJむ Йた,S.161.
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「ええ、そのようにして事物は初めて現実のものとな り、現実につなぎ合わされます。

とい うのも、命名 とは、関連づけることだからです。私たちが名前や言葉を持たないも

のは、私たちの意識の中にはあらわれてこないのです。」219

『 エンデのメモ箱』では、この2点 に関するさらに詳 しい記述があるの「真の名」(3り 醗
"κ

Ⅳ励r)と 題されたメモにおいてエンデは、楽園におけるアダムの命名行為を「人間によ

る最初の詩的行為である」と定義 し、「まだ名前がない事物や生物」に「単なる名称だけで

はなく、真の名前」を与えることを「人間の持つあらゆる能力の中でも、人間に最も根源

的なもの (die urmenschlichste)」 220と 述べているcさ らに彼はこの行為を次のように説

明するc

これによつて人は、は じめて自身を周囲のものに関連づける。 こうしてそれはその人

にとつては じめて現実 とな り、ある意味ではその人の一部になる。そ して同時に、そ う

することで、人は名づけられたものをあたかもそれだけで存在するかのように、名前の

ない全体から個々に切 り離す。それはいわば 「Z、要な罪業」 (nOtwendige Sunde)であ

る 一― この (罪業とい う)言葉は周知のように「分ける」(sondern)に 由来する 一― し

か し、そ うしなければ人は世界 と向き合 うことができず、意識を持った存在にはなれな

い。 自分 と区別できないものは、名づけることができないのだ。221

エンデにとつて命名 とは、人間と事物を関連づける行為でもあるDこれによつて事物は

人間の意識の中で現実に関連づけられ、それがたとえ現実には存在 しない空想の産物であ

つても、現実に存在するものとして扱 うことができるようになる。バスチアンによる幼ご

ころの君の命名も、幻想を現実に関連づけ、現実のものとして扱 う行為であり、いわば幻

219 ]Barbara Bondy,Barbara von l鴨 rulttbn,Hans IIeigert: θθψra轟 22■

`互

磁笙

“

′θノEnル, S.

137.
220 」池丘とん′θノEndbs Zer"よ′sten,S.131.
221〃hレ」動 あ s ttιtettkas`θ″′S.131。 (カ ッコ内は筆者による付加)こ のよ うに命名を創造

と結びつけるエ ンデの言語観 は、ノヴァー リス と共通 している。伊狩裕によれば、ノヴァー リ

スの言語観は、 「観念や思考 を言語に先行 させ る」 とい うフィヒテに代表 され る当時の観念論

哲学者たちとは異な り、言葉が観念に先行す る、つま り、 「名 を付与 され、表現 され ることに

よつて初めて、 「ある物」 (対象)は我 々の知覚の対象 として創造 され、生成 して くる」 とい

うものであるという。伊狩裕 「ノヴァーリスの言語観」東京都立大学人文学部『人文学報』第
135号 1979年 59‐ 60ページ参照。
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想の存在を是認する行為であるといえる。バスチアンを介 して幼ごころの君 とファンター

ジエンは現実に関連づけられ、再び新 しい命を得るのである。

バスチアンによるこの救済行為はさらに、幻想世界の統治者および幻想世界そのものの

延命 と再生だけではなく、『 ブランビラ王女』におけるフモールの働きのように、幻想世界

と人間世界の間に調和的な関係を構築するとい う側面も持っているように思われる。 とい

うのも、ファンタージエンが復活する際には、虚無 と虚偽によつて象徴 される、ファンタ

ージエンと人間世界の間にある対立関係 も解消されているからである。

この対立関係は特に、人狼グモルクとア トレーユの会話において明らかになっている。

話を少 し戻す と、フッフールに乗つて南のお告げ所を発つた後、ア トレーユは大風坊主た

ちの力 くらべに巻き込まれて、海へと落ちる。再び意識を取 り戻 したとき、彼は妖怪の国

に打ち上げられてお り、フッフール とはぐれ、アウリンもなくしたまま、この国の首都、

化け物の町にたどり着 く。そこで彼は鎖につながれた半死半生のグモルクに遭遇 し、この

人狼の日から虚無の正体を知る。グモルクによれば、虚無に飛び込めば人間の世界へ行く

ことができるのだが、その際に虚無がファンタージエンの生物に取 りつき、「人間たちを盲

目にする伝染病のようになる」222と ぃ ぅ。人間世界ではファンタージエンの生物が「虚偽」

(Lugen)と 呼ばれてお り、虚無に取 り込まれて人間世界へ行つた生物は「人間の頭の中

の妄想」 223と なつて、「実際には恐れるものは何もないのに、不安を思い描かせた り、彼

らを不健全にするものを欲 しがらせた り、絶望する理由がないのに絶望感を抱かせた りす

る」224ょ ぅになる。それゆえ、人間はファンタージエンとこの世界か ら生 じるものを憎み、

恐れるのだとグモルクは言 う。

「だから人間どもはファンタージエンとそこから来るものをすべて憎み、恐れるんだ。

あいつらはそ うい うものを滅ばすつもりだぜ。まさにそのことによつてあいつ らが、人

間の世界へひつきりなしに流れ込んでいる虚偽の洪水を増や していることを知 らないん

だ 一 見分けのつかなくなったファンタージエンの生き物の氾濫をな。ファンタージエ

ンの生き物は、そこで生ける屍 とい う偽 りの存在を生きねばならず、その腐った臭いで

人間の魂を毒 しているのさ。あいつらはそのことを知 らないんだ。面白いだろう?」 225

222

223

224

225

〕  θ口″endLiσttθ (9bs盛」泌 た,S.142.
De置″θ″dZttθ (7θsttI“ た,S.143.
Ittθ 口″θ12dLiθ ttθ (7θsttittιθ,S.143.
Die“″θ″dZb力θ(9しstt■ぬ ιe,S.143.
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人間世界で虚偽 となつたファンタージエンの生物は、人間を惑わせ、誤った考えに導く

だけではなく、ファンタージエンが存在 しないと人間に思い込ませることにも利用されて

いる。ファンタージエンにおける虚無の拡大は、人間世界における虚偽の氾濫を招き、人

間の心にファンタージエンに対する不信 と憎悪、恐怖を植えつける。こうして、人間がフ

ァンタージエンを訪れる機会も奪われるのである。このことを知ったバスチアンは自分が

嘘をつくことによつて、彼 自身もファンタージエンの破壊に加担 していたことを恥 じる。

人間が意図的につく嘘偽 りも、ファンタージエンの生物を人間世界へ無理矢理引きず り込

むことによつて生 じていたのである。

このような虚無 と虚偽の拡大によつて生 じる、ファンタージエンと人間世界の相互破壊

的な関係 も、人間がファンタージエンに到来 し、幼ごころの君に新 しい名前を与えること

によつて解消される。その際に必要 とされているのは 「正 しい名前」である。幼ごころの

君によれば、「正 しい名前だけ」が「あらゆる存在 と事物を本当のものにする」ことができ、

「誤つた名前はすべてを本当ではないものにする」226と ぃ ぅ。偽 りの名前がもたらす結果

については、エンデ自身も先ほど引用 したメモにおいて言及 している。彼は 「詩的な仕事

の大部分は、いまだ名前のないものに名前を与えること」、それも「真の名を与えること」

であるとみなし、その理由として、「偽 りの名前、虚偽は名づけられたものからその現実を

奪 うの自分 自身の現実を失 うことな しに、人はそのようなものと自身を関連づけることは

できない」 227と 述べているの

先ほど見たように、命名 とは事物を現実のものとして扱 うだけではなく、人間と事物 と

を関連づける行為でもあつた。もし、人間が偽 りの名前を事物に与えた場合、その事物が

持つ本来の現実が失われるだけでなく、そのようなものと自身を関連づけることによつて

名づけた人間の現実も失われるのである。したがつて、ファンタージエンの救済は、「正 し

い名前」あるいは 「真の名前」の付与によつて幻想 と現実の誤つた関係を是正する行為で

もあるといえる。

このように、『 はて しない物語』と『 ブランビラ王女』は、幻想世界の統治者の危機が幻

想世界全体の危機につながっているという″点、そ して人間が幻想を是認 し、現実と幻想の

間に調和的な関係を構築することによつて、幻想世界の統治者 と幻想世界が救済されると

五万θ口″θ″dZiθ力θ(7θsch■ぬ た,S.170。

Mとみ′」 Endbs Zertekasten,S.131.
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い う点で共通 してお り、これ らの点においてもエンデ とホフマンの文学的親近性を見出す

こと力`できる。 228

第二節 三つの神秘の門 ― ドッベルゲンガー と魔法の鏡

ここで二つの神秘の門の場面に話を戻 したい。 とい うのも、三つの神秘の門と南のお告

げ所の場面においても、ロマン主義文学においてしば しば使用されたモティーフを読み取

ることができるからである。

まず、エンギウックの述べた二つの神秘の門の特徴を見てみよう。第一の門、大いなる

謎の門は常に開いているのだが、二匹のスフィンクスが目を閉 じているときでなければそ

こを通ることができない。スフィンクスたちの視線は「世界のあらゆる謎」229を送 り出し

てお り、その間を通ろうとする者は、「その場で硬直 してしまい、世界のあらゆる謎を解か

ない限り、三度 と身体を動かすことができない」230。 さらにスフィンクスが、いつ どのよ

うな場合に目を開 じるのかは不明であり、そこに法貝J性はないとい う。

第二の魔法の鏡の門は、「一枚の大きな鏡、あるいはそれに似たようなもの」231で ある。

この門の前に立つ と自分 自身の姿が映るのだが、そこには「自分の外見が見えるのではな

く、内面にある真の本質がありのままに見える」232と ぃ ぅ。それゆえ、「そこを通ろうと

する者は、言つてみれば、自分 自身の中に入つていかなければならない」233。

228ホ フマンの他の作品『 くるみ割 りとネズミの王様』い山θ孟″′激″
“
″■Ma″め な 1816)

においても、幻想世界の存在が人間の子どもによつて救済されている。物語終盤で、くるみ割

り人形の ドロッセルマイアーを眺めていた主人公の少女マリーは、不意に、ピルリパー ト姫の

ように彼の醜い姿を蔑んだりはしないと彼に向つて言う。これによつて彼は、「卑しいくるみ

割 り人形」の姿から、「元の不快ではない姿」を取り戻している。Vgl。 ,E.T.A.Holmann:
Rusttn′ dJFr araご 免物″sθ」姥加な。In:Hartmut Steinecke[u.a。 ](Hrsg。 ):」arИ .ヵLttb′″″

Sttm漬昴θW熱 、Bd。 4,S.304f。 このような救世主としての子どもというモティーフは、ノヴ

ァーリスの『サイスの弟子たち』 (3動Jh″ z″ Sais,1798)に も読み取ることができる。エ

ンデ文学における幼きものや子どもの役割と、ロマン主義文学との比較に関しては、vgl.,

Christian von LVernsdor」 r:3■たr gttga口
`滋

:s Aιaら 1始,s。 42… 47.uo Claudia Ludwig: ″夕s Jar

ererb′ じり″ deiner2 T'レLern ふ′θよ。″, S.236fo u。 242‐ 244.u.IIttna StOyan‐ Pe6r: ZIIr

Иttbdbr′
“
力′力盟θ Fθ

“
a″tisttθrル′ご漁b″ er2わ」 』多盪 ′J Enあ ,In:Antal Midl, Gunther

Dietz(Hrsg。):励 Fわ″aゐ こerここngaF■Sttθ″ ■elm′五日stik.Budapest:Gesellschatt Ungaricher
Clermanisten/Bonn:Deutscher Akadellrlischer Austausch正enst,1998,S。 175'189。 u.Agathe
Lattka:″■こe量よ Fdソ Jb″′″艦 えS.69‐ 71.
229 Die zJrθ″dLidttθ (9bs盪」盪

",S.91.230 1ttb口 ″θ″dZしあθ(2θ sttIとみ
",S.91.231 Die 2″θ″d■lθらθ19bs盛」

“
",S。

94.
232 1ttθ

“
″θrd■bゐθ(9しs“■ふ

",S。
95。

233 De口″θ″dtticふθ(3θs“」励 た,S。 95.
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第二の鍵な しの門は、常に閉 じてお り、「取っ手や握 りもなければ、鍵穴もない」234扉

である。エンギウックによれば、この繋ぎ目のない扉は、ファンタージエン産の「セ レー

ン」 とい う物質で作られてお り、このセ レーンはどスノな手段をもつてしても破壊すること

ができない。さらに、この物質は生物の意志に反応 し、中に入ろうと思えば思 うほど、扉

は固く閉まるとい う性質を持つている。しか し、「もしあらゆる意図を忘れ、無心の状態に

達することができれば、その者の前でおのずと扉は開く」235と ぃ ぅ。

次にア トレー…ユが実際に三つの門を通 り抜ける描写を見てみよう。彼はエンギウックか

ら情報を得た後、大いなる謎の門へ と赴 く。門のそばまで来た彼は、スフィンクスを見て

立ち止ま り、恐怖を感 じる。それはスフィンクスの視線にとらえられ、硬直 したまま永遠

に立ち尽くすことに対する恐怖ではなく、「想像を絶するもの、途方もなく壮大なもの、圧

倒的な力が実在することに対する恐怖」236で ある。この恐1布 に押 しつぶされそ うにな りな

がらもア トレーユは歩みを進め、門を通 り抜けるのその瞬間、彼の心からあらゆる恐怖が

消え去る。第一の大いなる謎の門を通 り抜けたア トレーユは、それまで何もなかったはず

の自分の行 く手に、第二の魔法の鏡の門が立っているのを見る。それは「大きくて丸 く、

第二の月のような」形をしてお り、「滑 らかで光沢のある銀のように輝いて」237ぃ る。ア

トレーユはためらうことなく門の前に進んで行き、鏡の中に学校の屋根裏で『 はて しない

物語』を読むバスチアンの姿を見る。

しか しながら彼が見たのは、恐ろしい姿ではなく、まったく思いもよらなかったもの、

理解のできないものだった。彼は自分 と同じくらいの年齢の、青白い顔の太つた少年を

見た。少年は足を組んでマットの上に座 り、本を読んでお り、灰色の擦 り切れた毛布に

くるまっていた。少年の瞳は大きく、とても悲 しげに見えた。彼の後ろには薄明か りの

中で身動き一つ しない動物たちがいくつかいるのが見えた。鷲が一羽、フクロウが一羽、

狐が一匹、そ してさらに奥には白い骸骨のようなものがかすかに見えていたが、それは

234 DieこI″θ″dLiσЙθ(7θschI“た,S。 95。

235 niθ 囲
“

』ね物 θθs“ゴ

“

わRS.96。 エ ンデはこのアイデアを禅か ら得てい る。 「意図な し

に通 り抜けなければならない、私の鍵な しの門は、禅宗におけるある特定の実施方法に基づい

ています。そこではあらゆるもくろみを忘れ ることが決定的な心構 えなのです。」Vgl.,Barbara

Bondy,Barbara von l再 rulffen,Hans Heigert:(3θ
ttFaσ力″2ゴιM盪 ′θノEndし,S.137.

236 Dθ ュ″θ″dLiθЙθ(7θsttichた。S.98.
237 五万θ

“
″θ″ごZb力θ(7θs轟ゴ

“

ιθ,S.99.
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はつきりとは分からなかった。238

バスチアンはこの箇所を読んだ瞬間、驚いて身をす くめる。本の中に書かれていること

が、彼 自身の状況 とまったく同じだからである。一方でバスチアンの姿を見たア トレーユ

は、他人にとつて難 しいことが自分にとつては簡単なことに少 し驚きつつも、この鏡像の

中へ入つていく。門を通 り抜ける瞬間、彼は「ちくつと刺すような不思議な身震い」239を

感 じる。そ して魔法の鏡の門を通 り抜けて、門の反対側に立ったとき、ア トレーユは 「自

分 自身やこれまでの生活、自分の目標や意図に関する一切の記憶」240を失つてしまつてお

り、「生まれたばか りの子 どものような」状態になる。彼の行 く手にはすでに、第二の鍵な

しの門が出現 しているのだが、彼は「その名前や、南のお告げ所に行くために自分がそこ

を通 り抜けるつもりであつたことも忘れて」241し まっている。この鍵なしの門は「小さく

て、普通の戸口ほどの高さ」242しかなく、「赤銅色の微光を発する材質」243の ようなもの

でできてお り、エンギウックの述べたとお り、取つ手も握 りも、鍵穴もない扉である。ア

トレーユは一度、魔法の鏡の門へ引き返そ うとするものの、再びこの扉の方へ向か う。244

彼がこの「暖かくて生きているような手角虫りのする」、「不思議な材質」245を なでると、扉

が少 し開く。この門を通 り抜けたア トレーユは、ついに南のお告げ所へ と至る。

鏡像に対する恐怖

これ ら二つの門の うち、ロマン主義文学 と比較することができるのは、第二の魔法の鏡

の門である。ルー トヴィヒは、この門を訪れた者たちの うち、鏡に映つた怪物の姿を見て

恐怖のあまり叫びながら逃げてきた者がいる、とい うエンギウックの発言から、ここでは

アウグス ト・ランゲンによつて ドイツ・ロマン主義の典型的なモティーフとされている、246

238 」θ安〕口″θ″dZttθ (算θs“IとЙ
`θ

,S,99.
239 1bb“″θ″dZiσ ttθ (算θsttlbゐ re,s.100.
2厠 Die口″θttdZttθ 6bs品」昴 ″,S.100.
241 Die"″θ″d■lσttθ (3bsttittι θ,S.100。
242 五万θ口″endLiσttθ (3bsぬ■i″ ,S.100。
243 3θ 凛″θ″dbiσЙθ(算θschi藁た,S.100。
244こ の場面を読んだバスチアンは、鍵なしの門へ引き返 し、この門を通 り抜けるようにア ト

レーユに叫ぶ。 この声がア トレーユに届いたかどうかはテクス トにおいて明確には述べられて

いない。
245 Die L″ ar2dttiσЙθ(9θs盪ゴ昴た、S.101.
2“ その例としてラングンはジャン・パウルの『巨人』に登場するショッペを挙げている。Vgl。

,

August Langen: Zぱ θθs(力bЙ

"浸
,sQガ磋″彙y″bdS I12 お■ (ん″Lsぬθ″ 5ビ(力′口″多 In:

θ arJ堕 ′121Stt fθ
“

′rIIsふθ ゴИb″′ιss“ r武 ,28.Jg。 ,1940,S。 275。

53



鏡像に対する恐怖があらわれていると解釈 しているの247

確かに、ロマン主義の時代の文芸作品において、鏡像はしばしば、恐1布 の対象として、

あるいは、恐1布 を喚起するものとして扱われている。例えば、ホフマンの作品では、シャ

ミッソー (Adelbert von Chamisso,1781‐ 1838)の『ペーターー・シュレミールの不思議な

物語』(■)"r鋤力mih■s″υ″ル綱 ″θ(艶sc11ゴchた,1814)か らヒントを得て執筆された 248

『大晦日の夜の冒険』に
"И

わ
“

″υα・グbrCプで誌ν働 励41815)が挙げられる。

この作品の第四章「失われた鏡像の物語」に
"働 “

脳働
"w□

Ittn“ 助 Iθgeibilde)

では、鏡像の譲渡が、結果として主人公を破滅の淵へと追い込んでいる。妻子のいるドイ

ツを発ち、フィレンツェにやつてきた主人公エラスムス・シュピークヘアは、その地で知

り合った愛人ジュリエッタと別れる際に、彼女にせがまれ、自分の鏡像を譲 り渡す。その

後、彼は ドイツヘの帰途につくのだが、鏡に自分の姿が映らないせいで行く先々で迫害さ

れる。ようやく帰り着いた ドイツの我が家で、しばらくは妻子とともに幸せに暮らすもの

の、ある日、自分の鏡像がないことに気づかれてしまい、彼は家族からも突き放されてし

まう。そこヘジェリエッタと、彼女とともに暗躍する奇蹟医 (WunderdOkねr)の ダペル

トゥットが再び彼の前にあらわれ、彼の鏡像と引き換えに、妻子の命と彼自身の肉体およ

び魂を譲り渡すよう要求する。ジュリエッタに誘惑されて、エラスムスは彼らの要求する

誓いの文言を小さな紙切れに書こうとするが、そのとき部屋に飛び込んできた妻の懇願に

よつて彼は正気に戻り、ジュリエッタを追い払う。事態を知った妻に諭されたエラスムス

は、自分の鏡像を取り戻すために再び旅立つことになる。

この作品では、鏡像そのものが恐怖の対象となってはいない。しかしながら、鏡像の喪

失は、エラスムスに「鏡から輝き出る (… )自 我の夢」249あ るいは「ほのかに光る夢の自

247 vgl.,Clauと a Ludwig:″%s ttf ererb′ I′
二θ″ab″θ″丁

'7占
ern力′s`′ .′ ,S.2111ル 一ヽ トヴィヒは

さらに、二つの神秘の門において使用されているスフィンクス、鏡像、禅の思想が、ギリシア

あるいはエジプ トの「古典古代、ロマン主義、東アジアの哲学」とい う「二つの主要な文化圏」

をそれぞれ象徴 していると解釈 している。これ と同様に、ス トヤンも二つの神秘の門を「古典

古代 、 ロマ ン主義、極東哲学」の象徴 と して とらえてい る。 Vgl.,Httna StOyan:Ittθ

ρ力′″″s″s“θ″Knル わ″励θr yθ″]五 FθЙ′θノEnル.S。 141.
248作 品の成 立事情 につ いては、vgl.,Hartmut Steinecke[u.a。 ](Hrsg)Zr」 ,″覆施

"″
″

samt■ichθ 万じま e,Bd。 2/1,S。 796ff。

249E.To Ao Horlllann:Die」 わθ″
"″

θr ttr S,ブレηsιθr,AL“ムIn:Hartmut Steinecke[u.a.]

(Hrsg)Z rИ″刀覆んη″″&f“ dichθ

「

erke.Bd。 2/1,S。 349。 (以 下、同作 品か らの 引用 は 五をb

Иみ
“

わ口αゴθr身/fたSわr勤
“

′と略記し、ページ数を添える。訳出にあたつては、深田甫訳『ホ
フマン全集 第二巻』創土社 1979年、前川道介他訳『 ドイツ・ロマン派全集 第一三巻 ホフマ

ンⅡ』図書刊行会 1989年、種村季弘編解説 『澁澤龍彦文学館 5綺言軍の箱』 筑摩書房 1990

年を参照したが、本稿における引用は筆者による訳である。)
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我」250が 、っまり彼の自我の一部が他人に支配 される恐怖 と、市民社会から異質な存在 と

して疎外 される苦悩をもたらしているといえるだろう。

一方、『はてしない物語』においては、魔法の鏡の門に映つた像が、鏡の前に立った人物

の自我の一部となることや、他者に支配されることはない。また、魔法の鏡の門で自分の

姿を映したすべての者が、鏡像に対して恐怖を感 じているわけではない。エンギウックに

よれば、鏡の中に映つた恐ろしいものを見ても、そのまま門を通り抜ける勇気を持つた者

もいれば、ほとんど驚かなかつた者もいるという。ア トレーユも鏡に映つたバスチアンの

姿を恐れることなく魔法の鏡の門を通 り抜けており、鏡像に対する反応は千差万別である。

もし魔法の鏡の門が、アトレーユが見たときと同様に、常に現実世界を映し出すもので

あるとすれば、鏡像に対して恐怖を抱いたファンタージエンの住人たちも、そこに現実世

界の一場面を見たと考えられる。その場合、彼らが抱いたのは、現実世界という彼らにと

つて未知で不可解なものに対する恐怖であり、エラスムスが感 じたような、鏡像が引き起

こす自我の分裂に対する恐怖ではないと考えられる。それゆえ、エンギウックの述べた鏡

像に対する恐怖を、ロマン主義の文学作品において描かれたものと同じ種類のものとみな

すことはできない。

ドッベルゲンガーというモティーフ

「失われた鏡像の物語」において描かれた、分裂した自我としての鏡像は、他方で「ド

ッペルゲンガー」(Doppelganger)の 一種とみなされている。251プ ロンドチンスキーは、

魔法の鏡の門においてア トレーユがバスチアンの姿を自分の「内面にある真の本質」とし

て見ている点に、 ドッペルゲンガー・モティーフが暗示されていると解釈し、物語全体を

通したバスチアンとア トレーユの関係においてもこのモティーフを読み取つている。252ま

た、ス トヤンもこの場面で「バスチアンの人格分裂」が表現されていると述べ、それを「ロ

マン主義の特徴的な産物」であるドッペルゲンガー 0モティーフとして解釈 している。 253

直訳すると「二重に歩く者」を意味するドッペルゲンガー、あるいはドッペル トゲンガ

250 Die」 わθ″
"“

(7縫ISメveS"r‐ル (■ tS.351.
251 vgl。 , 3o歯 ′口s― Die Enz%L“ pJtteヵ 1 2イ Bttnttn.Bd.5。 20。 , iberarbeitete und
aktualisierte Au■ age.Leipzig,Mannheill■ :Brockhaus, 1997,S.631.uo Elisabeth Frenzel:

腸 ″フリ 濃I ttldittta′ ιr,Ein ttθχttη″ 置ぬ ′口■2gsges」りJbZLJb〔r 五加 gss(■″ゴιわ″ 6。
,

uberarbeitete und erganzte Au■ age.Stuttgart:AIJbed Ⅸbёnerヽrerlag,2008,S。 103.
252その際 にプ ロン ドチ ンスキー は精神分析 学 にお け る心的装置の三審 級 モデル も読み取 つて

い る。 Vgl.,Andreas von Prondczynsky:〕 θ
“
″θ″乙隈元FSし力″s“

“

ι″′

“

冽
`σ

Й seibst S.20f.
253 vgl.,Httna StOyan:コ

'ゴ

θρ五′″虎2θ″sttθ″Knderb″〔効α″yθ″免餞働′e■En`わ,S.141.
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― (Doppeltganger)は 、一般に「分身」や 「生霊」、「二重人格」 と訳 されている。その

基本的な性質は「二人の人間の身体的な類似性」254に基づいてお り、民間信仰においては、

その場にいないはずの人間が ドッペルゲンガー として他人の前に出現 した事例や、自分自

身の ドッペルゲンガーに遭遇 した事例が報告されている。255たぃてぃの場合、「ドッペル

ゲンガーの出現は死を、あるいは少なくとも悲 しみ (hauer)を意味 してお り」256、 外見

が自分とそつくりな ドッペルゲンガーを見た人間は、その死期が近いと信 じられている。257

このような ドッペルゲンガーに対する信仰は、魂が夢や洸惚状態によつて、一時的に身体

を離れて存在することができるとい う観念に基づいてお り、身体を離れた魂は 「影や夢の

中の像、鏡像の中に身体の代わりを見出す」258と ぃ ぅ。

一方、文学における ドッペルゲンガーのモティーフは、身体的な類似性や死の先触れの

みに留まらず、自我の分裂や 自己と他者の同一視等、様々な形で展開している。文学作品

におけるこのモティーフの使用例は、古くは古代ローマの喜劇作家プラウトゥス (Titus

Maccius Plautus,前 254頃…前 184頃)に までさかのぼる。ただ し、 ドッペルゲンガーと

い う語が使用されるようになったのは、近代に入つてからであり、ジャン・パウル (Jean

Paul,1763‐ 1825)が 長編小説『 ジーベンケース』

“

恥わenkas,1796)に おいて初めて、 ド

ッベル トゲンガー とい う語を使用 したといわれている。259こ の小説に登場する、貧民弁

護士ジーベンケースと彼の親友ライプゲーバーは、外見が瓜二つであり、ライプゲーバー

がびつこを引いて歩くとい う点でのみ彼 らを区別するができる。また以前には、彼 らを見

254 Elisabeth Frenzel:』 ′b″7θ der i珂力をしerarυr,s。 92.
255 vgl。 ,Hanns BachtOld‐ staubli(IIrsg。 ):Ha″ご

"づ
レlerbこ raゐ Jbs dbυ [schθ″Иわerg■a″わθ″s.

Bd。 2.Berlin,New Ybrk:ヽ Valter de Gruyter.19871S.346‐ 349.
256 Ebd.,S.347f。

257 vgl.,」酵θα勧 ′″5-aθ ]写,Hopガごθ力 ′イBanあ″,Bd。 5,S。 630。 ゲーテの『 ヴィルヘル

ム・マイスターの修業時代』 (И石昴 動 Meisたぉ 五J:J′力
“
,1796)に おいてもこのよ うな ド

ッペルゲンガーに対す る迷信 を読み取ることができる。第二巻第十章で、 ヴィルヘルムは男爵

夫人 とフィリーネの悪戯に巻 き込まれ、伯爵夫人を驚かせ るために伯爵の服を着て変装 し、伯

爵の部屋で伯爵夫人を待つ。そ こへ予定 よ り早 く帰宅 した伯爵があ らわれ、椅子に座 った ヴィ

ルヘルムの姿を鏡越 しに見る。伯爵はそれ を自分 自身の姿 と思い込み、その後、自分の死期が

近い と信 じるよ うになる。
258 HannS BachtOld‐ sthubli CIrsg。 ):a.ao o,,S.348.
259 vgl.,Elisabeth Frenzel:a.ao O。

,S。 100。 u.Gerald Bar:″ ′siんどy浅,s″彎フθなど加g"J′Is

卵 ノ′口″g¥)力 ′″″Jθ 力 浸7」り
`α

′
`ur 

υ″ご ゴ盟 てお口おご[θ″ S′υ盟盟五b.Amsterdam,New
York: Rodopi, 2005(Internationale Forschungen zur Allgemeinen undヽ 戸ergleichenden
Literaturwissenschaft,84),S.9。 および、嶋崎順子「ジャン・パウル『巨人』 (1800… 03)に
おけるドッペルゲンガー・モティーフについて」九州大学独文学会『九州 ドイツ文学』第 18

号 2004年 4ページ参照。
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分けるもう一つの特徴 として、ジーベンケースの左耳の横に「ピラミッド型の母斑」260が

あつたが、彼は自分でそれを消 し去ってしまっている。その上、彼 らは「半分は友情から、

半分は彼 らの取 り違いが普段の生活において巻き起こした愉快な場面に対する愛着から」261、

自分たちの類似性をさらに強化するために、同じ姓名を名乗ろうとする。 しか し、双方と

も相手の名前を名乗ろうと欲 したためにこの試みは失敗に終わ り、最終的にタヒチ人の習

慣にならつて相手の名前を交換することで落ち着いている。第一小巻第二章では、町を出

るライプゲーバー と、彼を市門の外まで送っていくジーベンケースの二人を指 して、「ドッ

ペル トゲンガーたち」 (dね Doppeltganger)262と ぃ ぅ語が使われてお り、作者 自身の注釈

において、「自分 自身を見る人々のことをこう呼ぶ」263と 述べ られている。

ジャン・パウルにおける ドッペルゲンガー・モティーフは、身体的な類似性だけではな

く、自我の分裂や他者の模倣等、様々に展開 しているとされるが、264こ れ と同様にロマ

ン主義の時代にはティーク (Ludwig Tiock,1773‐ 1853)やフケー (Friedrth de la Motte

Fouqu6,1777… 1843)、 クライス ト (Heinrich von Kleist,1777‐ 1811)、 シャミッソーら多

くの作家たちが様々な形で ドッペルゲンガー・モティーフを使用 している。265こ こでは

ホフマンの描いた ドッペルゲンガー・モティーフの特徴を簡単に見ておきたい。

ホフマン文学におけるドッベルゲンガー ロモティーフ

先ほど挙げた「失われた鏡像の物語」以外にも、ホフマンはこのモティーフを扱った作

品を数多く残している。長編小説『悪魔の霊液』に
"ElixieК

ルθ物雄 L1815/16)や

『石の心臓』(Jas動効χ
“
θ ttrz)1817)では民間信仰に基づく死期の前触れという意味

260 Jean Paul: Sibみθコんグs.In:Norbert M[iller(Hrsg。):ゐ′″ 乃 」
7 

Ⅳerke.Bd。 2.3.,

neubearbeitete Au■ ageo Munchen:carl Hanser Verlag,1971,S.40。 (以下、同作品か らの引

用は島θ腸
"け

sと 略記し、ページ数を添える。訳出にあたつては、恒吉法海、嶋崎順子訳『ジ
ーベンケース』九州大学出版会 2000年 を参照したが、本稿における引用は筆者による訳であ

る。)

261 &eわenktta S.40。
262 stteみθ″女Jε S.66f.
2638bゎθ″ktts,S.67.嶋 崎順子によれば、ジャン・パウルは「分身」とい う意味では常に

"Doppeltganger“
を使つていたようである。嶋峙順子「ジャン・パウル 『巨人』 (1800‐ 03)

におけるドッペルゲンガー・モティーフについて」23ページ参照。嶋峙の指摘にあるように、

『 ジーベンケース』第一章では
"Doppelganger“

も使用されているが、そこではこの語が「一品

の料理」 ←力 Gang)に対する「二品目の料理」 (ein zweiter,ein Doppelganger)と いう意

味で使用されている。Vgl.,だ恥わ6塑」け■S.42.
264 vgl.,Elisabeth Frenzel:腸話"d%四 」筋た″′嘱 S。 100f。 および、嶋崎順子 上掲論文を

参照。
265 vgl.,Elisabeth Frenzel:ebd″ ′S.101∬ .
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でもこのモティーフが使用されているが、266そ の基本的な特徴はやはり、実在する他人

や肉親との身体的な類似性に基づいているの例えば、『悪魔の霊液』では修道士メダル ドゥ

スとヴィクトリーン伯爵は異母兄弟であり、『石の心1蔵』では官中顧問官ロイトリンガーが

自分の甥をドッペルゲンガーとして認識する。『分身』tDeattρθI攣ぎ 、1822)の デオ

ダー トゥスとジョルシュは、赤子の頃に取り換えられたという因縁があるものの、血縁関

係はなく、まったく同じ外見をした他人である。

これに加えて、実在する人間以外では 「失われた鏡像の物語」における鏡像のように、

実体のない形象もドッペルゲンガー として出現 している。『花嫁選び』に
"E″

″′殴2カι1820)

では、酔っばらつた枢密官房書記官 トゥスマンが、自宅の戸回の前で自分 自身の姿に遭遇

しているが、267彼 はこの場面以外で自分の ドッペルゲンガーに遭遇することはない。そ

こで彼が見た分身は、酪酎 と精神的な混乱が一時的に引き起こした幻影であると考えられ

る。

このような自分 と同じ姿の ドッペルゲンガーの出現は、周囲の人間による取 り違えには

じま り、その人物の模倣や役害J交換、さらには同一視や自我の分裂を引き起こしてお り、

多くの場合、その際に ドッペルゲンガーとの内的な結びつきも生み出している。崖っぶち

で居眠 りするヴィクトリーンを助けようとして逆に谷底へ落 してしまったメダル ドゥスは、

外見と状況の偶然の一致からヴィク トリーンの猟兵や、彼 と男女関係にあるオイフェー ミ

エからヴィク トリーン本人 とみなされる。そして彼は場面に応 じて、修道士と伯爵 とい う

二つの役害Jを演 じるうちに、彼 と自分を同一視するようにな り、次第に彼の自我は分裂 し

ていくD他方、谷底に落ちたものの奇跡的に生き延びたヴィク トリーンは、修道士メダル

ドゥスの役害Jを演 じるようにな り、メダル ドゥスの行 く先々にあらわれる。

『分身』でもデオダー トゥスとジョルシュの外見的な類似性は、周囲の人間から取り違

えられる要因となっており、彼ら自身も互いを自分のドッペルゲンガーと認識している。

266 vgl.,Eo T.A.Hormann:Die ttZlttα rθ ιゐs■曖霊 s,In:Hartmut Steinecke[u.a。 ](Hrsg。 ):

Itt r」 .IIafttη ′″″Sttm温ふ θ ″erke.Bd。 2/2.Die Ettixiere 6bsコ Ъロゴblら Ⅳerke f∂アイザθfθ

Frankfurt aⅡ l■/1ain:Deutscher Ⅸ■assikerヽ/erlag, 1988,S.219。 u.Das steinernθ  Herz,In:
Hartmut Steinecke[u.a。 ](Hrsg。 ):Z rИ ′Лbz伽′″″&F盟泌

“

θ

"brke,Bd。
3,S.337.

267 vgl.,Hartmut Steinecke[u.a.](Hrsg。 ):Jt r」 .ヵし■b′″″Samt■ichθ ttFke,Bd.4,S.
673。 トゥスマンはまた、夜の十一時の鐘の音とともに市庁舎の塔の崩れかけた窓から姿をあら

わ した女性を彼の婚約者アルベルティーネ とみなしているが (Vgl。 ,Hartmut Steinecke[u.a。 ]

(Hrsg)Z rИ .Л憂勧′″″Sam″
“

θ tterke,Bd。 4,S。 652)、 ベーアはこの女性をアルベル

テ ィーネ の ドッペ ルゲ ンガー として解釈 してい る。Vgl.,Gerald Bar:Dtt M♭″ァルθ

Doppθな 4́gθrSガS身,ノ′口″g茅)レ″″」b力 あ r3terarIJr υ″ノゴbあ υお励 α2だ勁口″
“

血し ,S.
196.
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この作品では主人公たちの自我は分裂に至っていないものの、彼 らはナター リエに対する

愛情 とい う点で結びついてお り、特にデオダー トゥスの方は彼女に会つたことがないにも

かかわらず、ジ ョルシュと同様に、彼女への愛情を熱烈な憧憬 としてその内面に抱いてい

る。

これに対 して『 ブランビラ王女』では、同一の外見を持つ他人ではなく、他者によつて

用意 された幻想的 自我が主人公たちの ドッペルゲンガー となっている。先に見たように、

チェリオナティによって用意 されたコルネ リオ王子 とブランビラ王女とい う幻想的自我を

得る過程で、ジッリオとジァチンタの自我は現実と幻想の間で分裂 していたが、最終的に

幻想的自我 と生来の現実的自我は、彼 らの内面において統合 される。

以上の例を見ると、ホフマン文学における ドッペルゲンガーの特徴は、「失われた鏡像の

物語」や『悪魔の霊液』、『 分身』のように、基本的には非実在的な形象における自分の似

姿の分離・独立や、自分 と同じ身体的特徴を備えた実在する他人に基づいているものの、

『ブランビラ王女』のように、元の人間の身体や自我に依らない幻想的自我もその範疇に

含めることができるだろう。

ドッベルゲンガーか、アルター ロエゴか

さて、エンデは 1950年にドッペルゲンガーをテーマにした戯曲『サルタンの二乗』にカ

翻 ″″力θtt zI祀ゴ)を執筆しており、268彼が ドッペルゲンガーに関心を持っていたこと

は疑いえない。しかしながら、『はてしない物語』におけるア トレーユとバスチアンの関係

も、プロンドチンスキーやス トヤンの言うように、 ドッペルゲンガーとみなすことができ

るだろうか。まず、ドッペルゲンガーの基本的な特徴である外見的な類似性という点では、

彼らはまったく異なっており、彼らの間には、外見の類似を起因とする役害J交換や自我の

分裂が生じているようには見受けられない。ファンタージエンヘ行つた後、バスチアンは

アウリンの力によつて自分の理想的な容姿と能力を得ているが、その際にも彼はジッリオ

とジァチンタのように、幻想世界の存在であるア トレーユの自我を獲得することはない。

他方で、魔法の鏡の門の場面では、アトレーユの「内面にある真の本質」としてバスチ

268 vgl.,X■ aus Seehafer,JOseph MOrel:Lた″力p1/″ゴι″Lb′」ル あ,S.5。 および子安美知子

『エンデと語る 作品。半生。世界観』163ページ参照。エンデは、この作品が「権力を扱った

喜劇」であり、「分身が生れたため、それ以降、権力の担い手を正確に定めることが出来なく

なってしまった瞬間に、権力それ自体が消滅する。それは分割されて効力を失い、無力となる

のです」と述べている。ミヒャエル・エンデ他著、樋口純明編『 ミヒャエル・エンデ ー ファ
ンタジー神話と現代』18ページ以下参照。
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アンの姿が浮かび上がってお り、後に幼ごころの君が述べるところでは、ア トレーユはそ

こでバスチアンの「像の中に入 り、それを身に付けて しまった」269と ぃ ぅ。バスチアンが

ア トレーユの鏡像 としてあらわれるとい う′点と、彼 らが内的なつなが りを持っているとい

う点では、彼 らの関係は ドッペルゲンガー・モティーフと同様の特徴を有 しているように

見える。 しか しながら、ファンタージエンの住人と現実世界の人間は、次元の違 う世界に

属 してお り、彼 らの存在そのものの在 り方も異なっている。

まず、ウエララやグモルクが述べていたように、ファンタージエンの住人は、「夢に描か

れた像」や 「ポエジーの世界の中で作 り出されたもの、はてしない物語の登場人物」270で

しかなく、現実世界では人間の頭の中の想念や観念 という形で しか存在することができな

い。つまり、ファンタージエンの住人は、人間の想像によって作 られる存在であり、人間

の頭の中で思い描かれることによつて誕生 し、存続することができると考えられる。先に

引用 したように、ア トレーユが鏡の中に見るのは、バスチアンが学校の屋根裏で本を読ん

でいる光景であつたが、言い換えればそれは、バスチアンが自分の頭の中で『 はて しない

物語』を思い描いている姿である。それゆえ、「内面にある真の本質」を映し出す魔法の鏡

の門の場面では、アトレーユがバスチアンの想像によつて存在することが、ひいては読者

(人間)と 物語の関係が示されていると考えられる。

また、内的なつながりという点で言えば、バスチアンにとつてア トレーユは、彼が想像

する対象であるだけでなく、同一視をする対象でもあるのエンデによれば、バスチアンに

とってア トレーユは「同一視する人物 (Identittkationsigur)で ありながら、対となる人

物 (Gegenigur)」 であり、「バスチアンが持ちたいものをすべて持ち、そうありたいと願

うすべての状態にある」271と ぃぅ。運動が苦手で勇気のないバスチアンとは異なり、ア ト

レーユはたくましく、勇敢な少年であるが、まさにそれゆえにバスチアンは彼に憧れ、自

分が読む『はてしない物語』の主人公に感情移入をする。幼ごころの君が言うように、ア

トレーユの物語は、バスチアンをファンタージエンに呼ぶ手段でもある。 したがつて、こ

こで言 う同一視 とは、メダル ドゥスやデオダー トゥスらのように、相手を自分 自身と同一

の分身とみなす行為ではなく、あくまで憧れ と感情移入からくる理想的自我の投影である

と考えられる。

269 3θ ″″θ″dJ“θ Gesi■iιθo S。 167。

270 1ttb″ ″θ″d鮨そЙθ (7θschiぬZθo S。 142.
271 Barbara BOndy,Barbara vonヽ rul“en,Hans Heigert:θ θΨ raて力 r2ゴ′i奮盪 ′θゴL″ ,S.
137″
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これらの点を考慮に入れると、バスチアンとア トレーーユの関係は ドッペルゲンガーでは

なく、いくつかの文献において述べられているように、272「 ァルター・エゴ」(Alter Ego)

として解釈すべきであろうのこの用語は、一般的には「非常に親 しい友人」を意味し、心

理学においてはフロイ トの 「エス」やユングの「アニマ」を指 しているが、273ゲーロ・

フォン・ヴィルペル トによれば、文学においては「テクス トにおける作家の代弁者、ある

いはある人物による (…)自 我の投影 (Ich‐ P]可ektiOn)」 274も 意味しているという。それ

ゆえ、すでにヴェルンス ドルフも述べているように、バスチアンにとつてア トレーユは、

「対となる像であると同時に同一視する人物」275、 そして自我を投影する人物という意味

での「アルター・エゴ」と言 うべきであろう。

魔法の鏡というモティーフ

魔法の鏡の門とロマン主義文学との比較においてもう一つ注目すべきなのは、エンデが

そこで、普通の鏡にはない特殊な機能を持つ 「魔法の鏡」(Zauberspiegel)と いうモティ

ーフを使用しているという点である。彼はすでに『モモ』においても、魔法の鏡のモティ

ーフを使用 しているが、276人 間の意志に反応し、鏡に映つた像ではなく、別の世界や人

物等を映し出す魔法の鏡は、神話や伝説、メルヒェンにおいて、よく知られたモティーフ

である。例えば、ロマン主義の時代のメルヒェンにおいて有名なのは、グリム童話の『 白

雪姫』 (ズ勁θθ″漁勁
",…

M53)であろう。そこでは自我を持つた魔法の鏡が、白雪姫の

母親 (第 二版以降は継母)の問いに対して真実を告げる機能を持つている。また、ホフマ

272 vgl。 , Christine Lё tscher: Knd″盪θJ И77ssen a■s S口わIそr劇 :θ″.五ゐ曖J″ r■/″θ″θ″ あθ

"虚tten fレ
“
盟θ

″
血 浸ソ zαなentt」S盪

“
pルど

“
ねs″s“α2Kndソ″

L“ごLgentttera′ Lに In:

玉 nier― 囲 ご九 genttitera虎 ビ受rs」畳rflg′θ0920■θ Frankfurt am Lttain:Peter Lang,2009,S.

95。 u.Roman Hocke,Patrick Hocke:Die υ″θ″dttiσЙθ Ges盪ゴ昴 ね,Das Pha″ 滉f【双θ″「」kフJd■θ″
,

S.63.
273 vgl.夕 五レθ動 ′″J一 Die Fflz/量 ゴqρJdie力  2イ Ban縫n.Bd。 1.20。 , uberarbeitete und
よ tualisierte Au■ age.Leipzig, LIannheiHl: Brockhaus, 1996, S.440.u. 山 、,りrs

Ff2Z燿力ρJttabθs ttθ」b」 ゴh2J Bttnttn.Bd。 1.9。 ,vёllig neu bearbeitete Au■ age.

MannheirFl,urien,zurich:Bibliographisches lnstitut,1971,S.826.
274 vgl。 ,Gero von ttrilpert:S´〔力町ёFια bビ(J:漣r」7tera′切L8.,verbesserte und erweiterte

Auiageo Stuttgart:Alf■・ed Ebё ner V「erlag,2001,S.20。
275 chriStian von Wernsdor」

『
:」θゴル gりθ″ι滋:sAふabl始,s.64.

276第五章でジジがモモに語る「魔法の鏡のメルヒェン」では、モモ姫の持つ魔法の鏡が、下

界では月としてあらわれ、そこに映つた鏡像を彼女のもとに集めてくる。この鏡はさらに、一

人でのぞき込んだ者を死すべきもの (sterblich)に し、二人でのぞき込んだ者たちを不死

(unsterbhch)に するという力を持っている。Vgl.,Michael Ende:腸 ″θ夕Munchen:Pゎ er

Verlag,2009,S.52ff。 エンデはこのモティーフを『サーカス物語』(″as θ′口〃レ盟arch“,1982)

において も使用 している。
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ンも『黄金の壺』において魔法の鏡のモティーフを使用しているのアンゼルムスに恋心を

寄せるヴェローニカは、老婆ラウエ リンの助けによって、彼の姿を映し出す 「小さな金属

の鏡」を手に入れる。 この鏡はアンゼルムスの姿を映 し、二人の間の空間を直接つなぐだ

けでなく、「アンゼルムスヘの思いを凝 らしてのぞき込むだけで、彼の意識 も考えも思いの

ままにできる」 277と ぃ ぅ力を備えているのまた、『 ブランビラ王女』におけるウルダルの

泉も、その水面をのぞき込んだ者の内面を映 し出す という点では、魔法の鏡の一種 として

考えることができる。

『 はてしない物語』の場合、魔法の鏡の門は、のぞき込む者の意志に関係なく、現実世

界の光景をその内面として映 し出 していた。それゆえ、ここでエンデは魔法の鏡のモティ

ーフをウルダルの泉のように内面を映 し出し、なおかつファンタージエンとlFa実世界をつ

なぐ媒体として使用していると考えられる。このような魔法の鏡 というモティーフの使用

も、エンデ とロマン主義の間にある共通項 として挙げることができるだろう。

第四節 ウユララと自然ポエジー

次に南のお告げ所の場面を見てみよう。そこは「無数の巨大な柱が立ち並ぶ廊下」278と

階段、テラスが続 く神殿のような空間であり、279柱 の上に屋根はなく、夜空が広がって

いる。ア トレーユは記憶を失つたまま柱の森を先へ と進んで行き、やがて、遠 くの方から

音が響いてくるのに気づく。

音が近づいてきたDそれは歌声であり、とても美 しく、鈴のように澄んで、子 どもの

声のように高かった。 しか しこの歌声は、途方もなく悲 しんでいるように聞こえ、それ

どころか時折すす り泣いているようであつた。 280

この歌声は、ア トレーユの周 りを響きながら漂い、 しばらくすると彼はその言葉を聞き

取れるようになる。自ら「静寂の声」(die Stimme der Stille)と 名乗つているように、こ

の歌声そのものがウユララの正体である。 ウユララは身体を持たず、「響きと音」281か ら

277 Derグあ″θ EOpf、 S.313f.
278 3θ こガ″θ″dZttθ 6bきぬ ich`θ ,S。 101.
279柱 に囲まれ、神託が下 され る神殿 とい う点で、南のお告げ所はデルフォイのアポ ロン神殿

をた謝巳さ1士 る。 Vgl.,Claudia Ludwig:"bsご υ ererb′ I′ζθ″deinθ″予啓しern力′s′ ..夕 ,S.213f.
280 Die口″θ″dbiθ力θ(7θsttlcttιθ,S。 105。

281 Die口″θ″J■ lσЙθ(7θsふノθ乃′θo S。 107.
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成る存在であり、聴覚によつてのみ認識することができる。常に詩の形式によつて話すウ

ユララは、韻を踏んだ詩でなければ相手の言葉を理解することができない。ア トレーユは

韻を踏んで話すことによつてウユララと会話を交わす。彼が話 しかけているときや、ウユ

ララが話 していないときにも、音は途切れることなく響きながら、彼の周 りを漂つている。

そ して、その歌が終わるときには、「身体が消え去るときに、他のすべての存在に起こるこ

と」282が ゥュララにも起き、その命も尽きるとい う。

多くの先行研究において、ウユララはロマン主義者たちが高い価値を与えていた「自然

ポエジー」 (Naturpoesie)と の関連から解釈 されている。283こ の概念は、ロマン主義以

前の時代から存在するが、その定義は作家によつて異なるばか りか、個々の作家において

も非常にあいまいであり、統一的な見解を定めることは困難である。ここではロマン主義

の時代における概容のみを見ておきたい。

ロマン主義における自然ポエジーは、晴J作ポエジー」 (Kunstpoesie)と の対立関係に

よつて語 られることが多い。ノヴァー リスは、1798年に成立したポエジーに関する断章の

中で、「真のはじまりは自然ポエジーである。終わ りは第二のは じまりであリ ー 創作ポエ

ジーである」284と 述べ、1800年 4月 18日 付の断章の中では、「自然ポエジーはおそらく、

創作ポエジーの本来の対象である」285と 述べている。ここでは、自然ポエジーの方がより

原初的・根源的に存在 し、創作ポエジーが 目指すべき対象 とされている。フリー ドリヒ・

シュレーゲル (Friedrich von Schlegel,1772‐ 1829)も 、この二つの概念を区別 してお り、

『アテネウム断章』116番の中で、ロマン主義文学の使命の一つに「創作ポエジーと自然

ポエジー」を「ときに混ぜ合わせ、ときに溶かし合わせる」286こ とを挙げている。さらに、

282 De互″θ」dttiσゐθ Gesttiふ
`θ

,S。 107.
283 vgl.,Christian vonヽ rernsdorff:″激たrgりθ″議2s p巌畳亀 S.681u.Httna StOyan:〕θ

′力′″″s″θttθ″五a″こerb″励θrラムο″」La励′J Enあ,S.1431u.Agathe Lattka: me(髪 ソ云じヵr

■er Ro“ ′″艦 2S。 71‐ 73.u.Christine L6tscher:亜壺hatticЙ θs Иttssen a■sだヌ【′みフrarだりθ″,S。 95■

"Naturpoesie“
は一般 に「自然文学」、「自然文芸」、「自然詩」などと訳 され るが、

"Poesie“
に

は 「詩情」や 「詩心」、 「詩的な趣 Jと い う意味もあるため、ここではそれ らをすべて含む意

味で 「ポエジー」 と表記す る。
284AゎFttsSふ劇」始″,Bd.Ⅱ ,S.536,Nr.50.
285Nぅ 通ゞs鋤五漁盟,Bdo Ⅲ,S.652,Nr.570.ノ ヴァーリスの自然ポエジーについては、中井

章子『ノヴァーリスと自然神秘思想』380ページ以下を参照。
286 Friedrich Schlegel:∠励θ″ガロ塑s―Fragmθ″″,Nr。 116.In:Ernst Behler[u.a。 ](Hrsg。 ):

筋 巨sぬθ‐ iedだ盪 3ふυ И″昭abθ.Bd.Ⅱ .働`グ′女ιeris慶女
“

zJf2ご 盈 ″■
“

ノ″796ザθθ″″

Lttunchen,Paderborn,Wien:Verlag Ferdinand Schё ningh,1967,S.182.(以 下、 同テクス ト

か らの引用は、И励開 ″″θ‐FFaga“ わ と略記 し、断章番号 とページ数 を添える。訳出にあた

つては、山本定祐訳『 ロマン派文学論』 (冨山房百科文庫 17)冨山房 1978年を参照したが、

本稿における引用は筆者による訳である。)
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グリムの『 ドイツ語辞典』 (」θ口ね勁θs И勧つためこ′励 )においても、自然ポエジーが「創作

ポエジーの逆」287で ぁり、他方で創作ポエジーが 「民衆ポエジー (恥lksp∝ sie)、 自然ポ

エジーの逆」288で あると述べられているように、自然ポエジーと創作ポエジーは対極的な

概念 とみなされている。 289

このように多くのロマン主義者たちが持つていた、自然ポエジー と創作ポエジーが概念

的に対立す る とい う観点は、 ドイツではヘル ダー (JOhann Gottfried von HerdeL

1744‐ 1803)が 確立 したもののようである。290ヘルマン・バウジンガーによれば、ヘルダ

ーの言 う自然ポエジーは、意識的に形成 される創作ポエジーとは反対に、「原初の感性的な

表現によって特徴づけられている、詩的作品の根本的な可能性」291を意味 していたとい う。

このような自然ポエジーは、神話や伝説、民話のような口承文学の中で扱われていると考

えられ、それゆえ、その資料は 「自然ポエジーの記録」として価値のあるものとみなされ

た。292ヘ ルダーの場合、『民謡集』(予blkslieル41778‐ 79)において特定の作者による 晴 J

作歌謡」 (Kunstlied)が 収録 されているように、創作ポエジーであっても、「感情の真実

さと表現の確かさ」や 「真実の愛」が含まれていれば、その作品は民謡 とみなされていた

ようである。293したがって、自然ポエジーおよび民衆ポエジー と創作ポエジーとの境界

は、すでにこの頃よリー義的には規定 しえないものであったといえる。 しか しながら、自

然ポエジーの基本的な特徴 としては、特定の個人を作者 として作 り上げられる創作ポエジ

ー とは異な り、神話や伝説のように作者不詳で自然発生的に生 じること、民族にとつて根

源的な内容や表現を含むこと、そしてそれが感性的に受容 されることを挙げてよいだろう。

さて、詩そのものが特定の作者に依拠せず、自立 して存在するという″点では、ウユララ

にも自然ポエジー と同様の特徴を認めることができる。音響のみの存在であるウユララは、

287 JaCOb undヽ Vilhelnl Glrilnln:

1889,S。 463.
288 JaCOb undヽ Vilhellll G}rinll■ :

DeこIιsttθsレ予1分「しerb口 aル .Bd。 7.Leipzig:Verlag von S.Hirzel,

De″ιschθsレ予ぴンterbι′θん。Bd.5。 Leipzig:ヽ rerlag von So IIirzel,

1873,S.2721.
289グ リム兄弟の持っていたこのような自然ポエジーと創作ポエジーを区別する観点は、アル
ニムおよびブレンターノらとの間で論争を生んでいる。野口芳子『グリムのメルヒェン その

夢と現実』勁草書房 1994年 7‐ 19ページ参照。
290高木良平「ドイツ・ロマン主義と民謡研究」苫小牧駒澤大学『苫小牧駒澤大学紀要』第 7

号 2002年 106ペー ジ参照。
291 Kurt Ranke(Begr。 ),Rolf Wilhelm Brednich[u.a。 1(Hrsg。 ):ユ7ζン量れθガ漬bあS″″盪 θ″s.

力し″ご″ιレterbυab zυrルゴstOris(■θ″
“
″ごFer」eichθ″■en Erzahル s“ EIηgo Bd。 9.Berhn,New

i、rk:ヽValter de(}ruyter,1999,S。 1274.
292、だgl..ebd。 ,S.1273。
293高木 良平 上掲論文 107¨ 108ペー ジ参照。
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普通の生物 とは異なり、どのように生まれるのか、同じ種族がいるのか、その出自も起源

も不明である.そ して、単調な響きではなく歌声 として、つま り詩 とい う韻律のある言葉

として存在するとい う′点で、ウユララは自立的に存在する詩であり、ルー トヴィヒの言 う

ように、ポエジーを象徴 しているといえる。294さ らに、自然ポエジーがモーセの十戒の

ような旧約聖書における神の言語や子 どもという性質に関連づけられているのと同様に、295

ウユララも子どもの声で歌い、お告げとい う高次の能力を持つている。普通、お告げとい

うものは、神が巫女や預言者を介 してその意志や判断を伝える行為を意味する。 しか し、

ウユララは神のように高次の存在の意志を仲介するわけではなく、それ 自身が普通のファ

ンタージエン人が知 りえない、現実世界 と幻想世界の関係に通 じてお り、神のような英知

を、つま り高次の認識 と知識を直接司つていると考えられる。

これ らの共通点を見ると、ヴェルンス ドルフやス トヤンの言 うように、ウユララを自然

ポエジーそのものとみなすことができる。296しか しながら、ウユララ自身が述べている

ように、ウユララもまた、ア トレーユ と同様に創作 される側に属 してお り、「作 り出された

目的に沿つて動 くだけ」297の存在である。ア トレーユ との会話において、ウユララはすす

り泣き、自らを「嘆きの歌」298と 称 しているように、その歌声は悲 しげな調子を帯びてお

り、ウユララが感情 と人格を持った存在であることは明らかである。それゆえ、ファンタ

ージエンの生物 として人格を持っているとい う点で、ウユララは自然ポエジーそのものと

い うよりも、人格化 された自然ポエジーと言 うべきであろう。

第五節 さすらい山の吉老と「本の中の本」

本を持つた老人

次にさす らい山の古老の場面を見てみたい。 とい うのも、さす らい山の古老が登場する

場面およびこの場面で具体的に明らかになる「本の中の本」 とい うモティーフは、多くの

先行研究において、ノヴァー リスの『 青い花』との親近性が指摘 されているからである。299

294v″ gl.,Claudia Lud17ig: Nasご 口
`rerわ

′予石θコieiJθコ レ7鹿Iniasi″ .́S.213.
295 vgl.,Kurt Ranke(Begr。 ),Rolf Wilhelm Brednich[u.a。 ](Hrsg。 ):乃勾ぼ壺P′(iθ

`わ
s

肋 ご[θ

"■
Bd。 9,S.1277.

296 vgl。 ,Christian vonヽ Vernsdorff:ヨゴ浅ソ gqrθ″ ιレSf嗜

“

お,S.69.u.Httna StOyan:Die
ρ力′″″s″s“θ″亜壺hierb″盪θr予り″」磁笙盪 ′JEnあ ,S。 144.
297 1ttθ

“
″θf2dDiσゐθ Ges“iぬた,S.109.

298 五万θ口″θ″dLiσゐθ(算θs盛」b力
",S.107.299 vrgl.,コAndreas von Prondczynsky:Die ur2θ コdZaθ se■″s口盪 ′″a盪 冽[とЙ seibst S.35‐ 41.u.

Claudia Ludwig: Nasご ″θrθrわrI句盟 demθ″ アンしern五′si..,S.158‐ 161.u.Walter Filz:Es
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まず、さす らい山の古老が登場する場面を見てみよう。本章第二節で触れたように、幼

ごころの君は、差恥心から彼女の新 しい名前を呼ぶことができず、 しり込みするバスチア

ンを強制的にファンタージエンヘ飛翔させるため、彼女を取 り巻 く七つの力の うちの四つ

を伴い、さす らい山の古老のもとへ赴 く。放浪の末、彼女は運命山の頂上にある高原に至

るcその高原の真ん中には 「かなりほつそ りとして高く、エルフェンバイン塔 と似ている

が、明るい青色をした」、「奇妙な外見の小 さな山」300がそびえ立ってお り、その中腹にあ

る「一軒の家ほどの大きさの卵」301が 、さすらい山の吉老の住処である。幼ごころの君が

この青い山のふもとまで来ると、卵の中からは しごが下される。このは しごは文字で作 ら

れてお り、一段につき一行ずつ、さす らい山の古老の警告が韻文で書かれている。幼 ごこ

ろの君は、このは しごを登 り卵の中に入る。彼女が入るとす ぐに入 口が閉ま り、暗闇の中

から『 はて しない物語』を書き記す老人が姿をあらわす。

次第に暗闇の中に、赤みを帯びた弱々しい光が見えてきた。その光は卵形の空間の真

ん中で、開かれたまま宙に浮いている一冊の本から発 していた。この本は斜めになつて

いたため、彼女はその表紙を見ることができた。それは赤銅色の絹で装丁されており、

幼ごころの君が首にかけていた宝のメダルのように、この本にも互いに尾を1歯み、楕円

の形を成 している三匹の蛇が見えた。この楕円の中に題名が記されていた。

『はてしない物語』

(・
・0)幼 ごころの君が近くに歩み寄ると、宙に浮いている本の反対側に男の顔が見えた。

その顔は開かれたページによつて下から青く照らされていた。この淡い光は、本の中の

青緑色の文字から発していたのだった。302

次に『青い花』における描写を見てみようD第一部第五章でハインリヒー行は、村で知

「

″ ahmノ′hm“ た あ s』職 ふ
"s力

あrあ 口rs“
“

ル ια′ι″ aレ 艶 bzigerルカ
“

.

Frankfurt am RIain:Peter Lang,1989(Kё lner Studien zur Literaturwissenschaft,Bd.1),S。

155ffo u.Httna StOyan:Die′力′″″s″s“θ″Knderb″

“

α 70n M`力 ′θノEndし,S.131‐ 136.u.
Agathe Lattka:"lbderke力 r aLr ttθ

“
′″″女ζS。 79∬ .

300 Die口″θ″dLiσらθ Ges品五ふ
`θ

,S。 181.
301 Die″″θ″dLiσ力θ θθs盪ゴ励 ιθ,S.181.
302 1ttb“ ″θ″ごLiθttθ 6bs“ichιθ,S。 183f。
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り合った坑夫 とともに、村の近辺にある洞窟を探検する。探索の最中、彼 らは地の底から

不意に歌声が響いてくるのを耳にする。その歌い手を探 して、さらに下へと進む彼 らの前

に、隠者ホーエンツォレルン伯が姿をあらわす。

やがて彼 らは、明るく照 らされノた場所があることに気がついた。明るさは彼 らが近づ

くにつれて、より強くなつた。先ほどのものよりも、さらに大きな広さのある新 しい丸

天丼が開けてきた。彼 らはその奥で人影がランプのそばに座っているのを見た。その人

物は 目の前にある石でできた板の上に大きな本を置いてお り、それを読んでいるように

見えた。 303

さすらい山の古老と洞窟の隠者は、ともに人気のない場所に住んでいる。前者の住処は

「ファンタージエン中で最大最高」で、「氷巨人以外には生き物が存在できない」 304運命

山の頂上であり、後者の住処は村人たちが恐れ、彼 らのうちまだ誰もあえて入つたことの

ない洞窟である。 さす らい山の古老の住処が卵形をしているとい う″点では、その内部は隠

者の住処 と同様に、丸天丼のようになっていると考えられる.そ して、さす らい山の古老

は本を書きながら、隠者は本を読みながら、暗闇の中から姿をあらわ している。305さ ら

に、ルー トヴィヒも指摘 しているように、彼 らの登場は韻文によつて開始されている。306

他方で、彼 らの間には差異もまた存在する。「青い僧服を着て、フー ドを頭から被った」

さす らい山の古老の顔は、「太古の老木の樹皮のように見え、長い年月を経たような深い し

わが刻まれて」お り、「ひげは白くて長 く、その眼は暗い洞窟のように、外からは見えない

ほど深 く落ち窪んで」307ぃ る。これに対 して、隠者の方は「年齢を推 しはかることができ

ず」、「額で分けられたくせのない銀髪以外には、年月を経た名残は認められず、老いてい

303島ゴh王通
"″

(9■υrttngen,S.255。
304 Die口″θ」dLiθ ttθ (3θs盛」盪 ιθ,S.179.
305本 を読みながら登場するとい う点では、ルー トヴィヒやラ トカの指摘するように、物語冒

頭のコレアンダー氏が登場する描写 (Vgl.,」開θ
““

己ichθ 偽
“
聞

“

た,S.5f.)と の類似性 も

見出すこと力■できる。Vgl.,Claudia Ludwig:И ●sご
“
α切め′π口屁油2θ″レ7Lern■ as■ ,っ S.162.

u.Agathe Lattka: Иttb機力F tt・ Ror2′″艦 えS.79f.
306 vgl.,Claudia Ludwig:ebd。

,S。 159。 ただし、さす らい山の古老の韻文が、幼ごころの君個

人に向けられたものであるのに対 して、隠者の歌 う詩は、ハインリヒー行に向けられたもので

はない。文字で作られたはしごは、ファンタージエンのあらゆることを書き留めるさすらい山

の古老が、文字を司る存在であることの一端を示 していると考えられる。
307 五万θ口″θf2dZicttθ (7θs轟ゴ盪 た,S,184.
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るようでもなく、若いようにも見えない」 308。 そ して隠者は、「その眼にはいわく言い難

い快活さがあり、のどかな山からはて しない春をのぞき込んでいるかのようだった」309と

述べ られているように、陰気な雰囲気を持つさす らい山の古老 とは対照的に、快活な人物

として描かれている。隠者が快くハインリヒー行を出迎えているのに対 して、さす らい山

の古老は、彼 らの間にある特殊な関係から、幼ごころの君 との出会いを望まず、彼女が訪

れても顔す ら上げずに『 はて しない物語』を書き続けている。それゆえ、彼 らは本を持っ

て暗闇から登場するとい うJ点 では共通 しているが、それぞれの容姿 と性格は大きく異なっ

ているといえる。

「本の中の本Jと いうモティーフ

次に「本の中の本」とい うモティーフについて見てみよう。さす らい山の古老は、「ファ

ンタージエンの記憶」310と 呼ばれるように、ファンタージエンで起きたことをすべて書き

記 しているが、それは単なる記録ではなく、この本そのものがファンタージエンであると

ぃ ぅ。 311彼 の書き記す本には、未来のことは記載 されてお らず、ページの先の方は白紙

であ り、次に何が起こるかは彼にも分からない。そ して、バスチアンが 「後戻 りができな

いほどに、はて しない物語の一部 となつてお り」、この物語がすでに「彼 自身の物語」312に

なっているとさす らい山の古老は述べる。彼は幼ごころの君に促 されて、自分が書いた物

語を最初か ら読みは じめ、「バスチアンもその声をはっきりと聞く」 313。 その内容は、す

でに本章第二節で触れたように、バスチアンがコレアンダー氏の吉本屋に飛び込むところ

からはじまる。この場面を目で読む と同時に耳で聞いたバスチアンは、耳鳴 りと目のちら

つきを感 じる。そ してこのとき彼は、ア トレーユがイグラムールに遭遇する場面や魔法の

鏡の門の場面において暗示されてきたように、自分が本の一部 となっていることをようや

くはつきりと認識する。

308 王農ガhriぬ Iζθ″筋 r‐gθ″,S.255。
309 ル ヵriふ 17on σぼ姥rttngen′ S.255。
310 3θ

“
″θ″d五盛 θ(7θsttittιθ,S。 185。

31l vgl.,″ ″b囲
“

置ittθ 働
“
″

“

た,S.184.幼 ごころの君との会話において、さすらい山の古
老は「鏡に映つた鏡は何を映すか」と彼女に問いかけているが、エンデはこの問いも禅の公案
から得ており、後に『鏡のなかの鏡』にも本のタイ トルとして取り入れている。Vgl.,S6iku
Shigematsu: ユイσJどθ erztth」′ 乙en.Mit θゴhθ″2 GθttrJ“ 盟ゴ

` 
“ル資bゐ aθf Enあ ,ノ4口 s 勘

」をりλ夕″ゴsttθ″レη″i多

“

′θノ″bisserム Zurichs lttunchen:Theseus Verlag,1991,S。 131。 素3よ (バ、

子安美知子『 エ ンデ と語 る 作 品・半生 。世 界観』 66ペー ジ参 照。
312 Die llnθ″dLiθらθ(7θs“Iふ′θ,S。 186.
313 五万θ″″θ″attiθЙθ θθstti轟′θ,S。 187.
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そこで語られたのは、彼自身の物語だつた !そ して、それがはてしない物語の中に出

てきたのだった。彼、バスチアンが、本の中の登場人物としてあらわれたのだ。今まで

自分がその読者だと思っていたのに !そ うすると、自分のことを読者だと思つている、

誰か他の読者が今まさに彼のことを読んでいるかもしれない 一一そして、そのようなこ

とがはてしなく続く !314

ここでは、物語の主人公が実在する他の作家の本を読む、あるいは、ある物語の中でそ

の物語自体が書かれた本が登場する「本の中の本」というモティーフを読み取ることがで

きる。主人公の行為や世界が反映された本というモティーフは、文学においては時代や作

家を問わず、様々な形で使用されているが、その源流は本が神聖視された古典古代にまで

さかのぼるようである。315『 はてしない物語』のように主人公のそれまでの行為を反映

した本としての「本の中の本」は、すでにセルバンテス (Miguel de Cervantes Saavedra,

1547‥ 1616)の『 ドン・キホーテ』(Don θ証われ 1605/15)において使用されているが、

ロマン主義文学ではノヴァーリスの『青い花』に同様のモティーフを読み取ることができ

る。もう一度、洞窟の隠者の場面を見てみよう。ハインリヒー行を迎え入れた後、隠者は

老坑夫と会話をする。彼らの会話は、ハインリヒに「その予感に満ちた内面の新 しい発展」316

を感 じさせる。その後、隠者はハインリヒー行に彼の蔵書である「古い歴史書や詩集」317

を見せる。坑夫たちが隠者の案内で洞窟の奥へ進む間、ハインリヒはそれらの本を「尽き

ることのない喜び」318に浸 りながら次々と繰っていく。やがて彼は、「未知の言語で書か

れた一冊の本」319に行き当たり、その中に自分自身の姿や周囲の人間の姿を見つけて驚1愕

する。

314 五万θ
“
″θ″dLiσらθ(3bsttlbあ ιθ,S.188.

315 vgl.,Uwe Japp:腸 θ″″て力 」ウリロ″″て力′Einθ  Figこrごわs■itera″ s(■θ″ 」髪フr“θ″s″ υs″ In:

Ⅳう
“
θFmJs贔 ′口,86.Jg。 ,H.4,1975,S.651… 670。 ロマ ン主義 か ら現代 までの文学 にお け る本

のモテ ィー フの概 略 につ いては さらに、vgl。 ,Anne Siebeck:D"″
“
aみ I″ ″″盪 ,肋 И ♭″ァル

ρ力′コ″配お

“

arF L故猟痛″″Marburg:Tectum Verlag,2009,S.1lIズ ィーベ ックは『 はて し

ない物語』における「本の中の本」モティーフを分析した際に、「エンデの小説はロマン主義

の諸々の伝統に関連づけられており、それは本のモティーフの構造にも反映されている」(S.35)

と結論づけている。
316ルヵ.nァ θ″δ」姥ringen,S.263.
317島ヵri‐ Iη″θ蜂鉗 ingen,S。 264.
318 Heinriふ yθ″0量er五ngen,S.264.
319 1長ガh二たJ:yθ″ 6¥れ ,lπ左lgθ″′S.264.
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それには表題がなかったが、繰つていくといくつかの挿絵が見つかつた。実に不思議

なことに、それ らの絵は彼にとつて見覚えのあるもののように思われた。そ してよく眺

めてみると、彼は様々な人物の間にいる自分自身の姿をかなりはつきりと認めた。彼は

驚愕 し、夢を見ているのかと思った。 しか し、繰 り返 し眺めているうちに、もはや完全

な類似を疑 うことができなくなったのやがてヽ~枚の絵に、洞窟や、自分の横にいる隠

者 と老坑夫を見つけたとき、彼は自分の感覚が信 じられなくなった。 320

すでに先行研究において指摘されているように、この二つの場面の間には、以下の共通

点を見出すことができる。まず、主人公が本の中に自分自身の姿を見出してお り、彼 らの

行為が本の一部 となっている。次に、これ らの本は老人によつて所有されてお り、さす ら

い山の古老の所有する『はてしない物語』の先の部分が自紙であるように、隠者の所有す

る写本もその結末が欠けている。321さ らに、コレアンダー氏の吉本屋で『はてしない物

語』を手にしたバスチアンが「たとえいくらであろうとも、どうしてもこの本を手に入れ

ずにはいられない」322と 感 じているように、ハインリヒも「この本を読むことができ、完

全に自分のものにすること以外には何も望んで」323ぃ ないの

これらの′点を見ると、『はてしない物語』と『青い花』における「本の中の本」というモ

ティーフは非常に似通つており、ヴァルター・フィルツの言 うように、エンデが「ノヴァ

ーリスの『青い花』を引き合いに出している」324、 ぁるいはス トヤンの言 うように「間テ

クス ト的な関連」325を認めることができるように思われる。しかしながら、文脈も含めて

考察してみると、両作品における「本の中の本」のモティーフの差異もまた、浮かび上が

つてくる。

まず、バスチアンが手にする『 はてしない物語』は、コレアンダー氏曰く、ファンター

ジエンに由来し、さすらい山の古老曰く、ファンタージエンそのものであるとされていた。

はしごの警告文の中で彼は、幼ごころの君によつて創造され、生じたものを自分が「死ん

だ不変の文字」として記録 しており、彼女によつてはじまったものが彼のもとで終わると

320 ル ゴhriふゾOn(9■つr4畳″gθ″,S。 264.
321 vgl。 ,Lttnriご■予り″ (矛θr(畳″gθ″,S.265。
3223θ こ

“
θ壼乙″〔力θ θθsてカゴこ通

"sS.11.323 ル ゴbriふフζθ″ (9■ :θrttngθ″,S。 265。

324 、valter Filz:Es"′ηr α″
“

′ノえS。 156。

325 vgl.,Httna StOyan:Der力′″″S″sご[θ″Knderb″ (畳α・yθ″MiCha」 亜Lあ.S.132∬ .
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述べている。326こ れはつまり、心の中に描き出される抽象的で形の定まらない想像や空

想が、文字という形を得ることによつて、より具体的に、ほぼ一義的に定められると同時

に、本として実体化されることを意味していると考えられる。バスチアンの手にする『は

てしない物語』は、いわば幻想世界そのものを形象化 した本であるといえよう。一方、ハ

インリヒが手にする本は、隠者が友人の遺品の中に見つけ、形見としてエルサレムから持

ち帰つたものであり、『 はてしない物語』のように幻想世界に由来するものではない。

次にバスチアンとハインリヒが本の中に自分自身の姿を認識する際にも、それぞれ異な

る方法が取られている。バスチアンがさすらい山の古老の語りによつて、つまり、文字を

読むことによつて自身を認識 している一方で、ハインリヒは「プロヴァンス語で書かれた」327

本を読むことができず、挿絵を見ることによつて自身と周囲の人間の姿を認識 している。

これに加えて、彼らが本の中に認識する範囲、つまり、本の中に反映される内容も異な

っている。バスチアンが『 はてしない物語』の中に見出すのは、コレアンダー氏の吉本屋

における本との遭遇から、学校の屋根裏での読書行為までであり、現在における彼と本と

の関わりが直接反映されている。これに対 して、ハインリヒは本の中に自分の過去と現在

の姿だけでなく、近未来の姿も見出しており、その内容も彼の行動を直接反映したもので

はない。というのも、本の中の人物たちの「服装は異なっており、他の時代のもののよう

に」328見 えているからである。隠者によれば、この本は「ある詩人の不可思議な運命に関

する小説であり、そこでは詩の芸術が様々な状況の中に描き出されノヽ 賞賛されている」329

という。隠者の本は、あくまでハインリヒの行為を間接的にしか反映していない。

さらに、物語の筋におけるこのモティーフの役割も異なっている。『はてしない物語』に

おける「本の中の本」は、主人公の行為を反映するだけではなく、主人公を強制的に幻想

世界へ飛翔させる手段ともなっている。本章第二節で触れたように、さすらい山の古老が

本を最初から語ることによって、バスチアンは「永遠に繰り返される輪」330の 中に閉じ込

められ、幼ごころの君の新 しい名前を叫ばざるをえない状態に陥つている。他方で、ハイ

ンリヒが手にする本は、彼や他の人物たちの容姿と挿絵との不可思議な一致によつて、彼

の詩人としての遍歴を、つまり小説全体の筋を暗示するのみに留まつている。

326 、「gl。 ,Die r″θ″dLiθttθ θes“ゴ盪 た,S,182.
327ルゴhri‐ Tジrθ″ (9■しr五ngen′ S.265.
328 Hein万

“

y“ 6猜θrttg“ノS.264f。
329腸hriふ yθ曖 (λttar置■■gen,S,265.
330 五葛θ口″θ″dZむЙθ(3bs“■iた ,S.190.

71



これら一連の相違の中でも特に注目に値するのは、『 はてしない物語』の場合、「本の中

の本」のモティーフがその装丁や語 りによつて、主人公だけでなく現実の読者をも取り込

んでいるという″点である。読者が手にするのは、バスチアンやさすらい山の古老が持つ本

と同じく、二色刷 りで赤銅色の絹で装丁された同名の本であり、さすらい山の古老が最初

から読みはじめる『はてしない物語』も、現実の読者がページを開いたときに目にするの

と同じく、コレアンダー氏の吉本屋の店名が裏返しに印刷された場面からはじまっている。

『はてしない物語』においては「本の中の本」によって表現されている枠物語が、物語内

の現実だけではなく、読者の現実のレベルヘと拡大されているのである。この点において

は、プロンドチンスキーやフィルツの言 うように、331ェ ンデはノヴァーリスや他の作家

よりもこのモティーフを発展させており、彼らよりも先へ進んでいるということができる。

ただし、諸々の相違を見ると、エンデが「本の中の本」に関する一連の描写をノヴァー

リスから得た、あるいは執筆の際にノヴァーリスを意図していたかどうかは、疑間の余地

がある。特に、『はてしない物語』における「本の中の本」は、『青い花』と異なり、主人

公の行為を直接反映し、彼を強制的に幻想世界へ飛翔させ、その表題と装丁によって現実

の読者をも取り込むという特徴を持つていた。このような相違は、それぞれの作品の基本

的な構想に由来するように思われる。『青い花』においては、物語と読者の関係ではなく、

理想的な詩人を創作することが主題であり、それが「本の中の本」によって暗示されてい

た。一方、『 はてしない物語』では、第一章第二節で見たように、すでに執筆当初より、主

人公が読書中に本 (物語)の中へ入ることが構想されており、読者と物語の関係が主題の

一つとなっている。また、「本の中の本」が虚構の読者だけでなく、現実の読者のレベルに

まで拡大されている点についても、自分の作品が解釈されることではなく、体験されるこ

とを望むエンデの姿勢 332に 由来すると考えられる。まさにこうした作品の構想とエンデが

自分の作品に対して持っていた基本的な立場こそが、『はてしない物語』における「本の中

の本」モティーフを旧来のものよりも発展させた要因とみなすことができるだろう。

331 、「gl.,Andreas von Prondczynsky:Ittb“ ″θ″ごど盪 θ5b力″sυ

“

′″′aゐ o`σЙ seibs∴ S.39.u.
Vヽalter Filz:Es"′ ar α″″′ノ′S.156。
332 、rgl.,]Barbara BOndy,Barbara vOn lい ruШen,Hans Heigert: θθspraθル」堕ゴ

`И
bゐ′JEndし

,

S.137.お よび、子安美知子 『 エンデと語る 作品・半生 。世界観』 27ページ参照。 ヴェルン

ス ドル フは、 この よ うなエ ンデ の態度 に ロマ ン主義 の 「創 造的想像力」 (prOduktive

Einbildungskraft)が あらわれていると角早釈 している。Vgl。 ,Christian von Wernsdorff三 31d釘
gegθ″ル SAみ昴′ε,S.57f.
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第二章 ファンター ジエンにおける経験 ― 幻想世界における主人公の内的成長

次にファンタージエンにおけるバスチアンの経験を見てみよう。前章ではバスチアンの

読むファンタージエンの物語が、現実と幻想の関連づけによる幻想世界の救済や、魔法の

鏡等の形象、自然ポエジーという概念、「本の中の本」のモティーフ等の使用によつて、ロ

マン主義的な特徴を数多く備えていることを見てきた。本章では、『はてしない物語』の後

半部分、つまリバスチアンがファンタージエンで彼自身の物語を創造し、現実世界へ帰還

するまでの旅路をロマン主義文学と比較していく。主な考察の対象となるのは、夜の森ペ

レリンと色の砂漠ゴアプ、元帝王たちの都、盲目の坑夫ヨルとミンロウド坑、そして生命

の水の場面である。

第一節 願いの実現による天地劇造

バスチアンによるファンタージエンの再‖造

バスチアンが「月の子」という幼ごころの君の新 しい名前を叫んだ瞬間、ファンタージ

エンではさすらい山の古老の住む大きな卵が砕け散る。そして、彼方から突風が生じ、そ

の風はバスチアンが膝に乗せていた本から吹き出る。彼が突風を浴びたかと思うと、「第二

のさらに強力な突風が本の中へ吹き込み、光が消える」333。 こうして、彼はファンタージ

エンに至る。しかし、そこはこれまでバスチアンが読んでいたファンタージエンとは異な

り、「ビロー ドのような、暖かい暗闇」334が広がるだけで何も存在 しない空間である。バ

スチアンはこの中を浮遊し、母親の月台内にいるかのように「安心して幸せな気持ちになる」335。

幼ごころの君によれば、この暗闇は終わりではなく、はじまりであり、バスチアンの望

みによつてファンタージエンが新 しく生まれるという。彼の望みは幼ごころの君を通して

叶えられる。幼ごころの君の姿を見たいという彼の最初の望みに応 じて、彼女は一粒の砂

を彼に渡す。それは以前のファンタージエンから残つた唯一のものである。この砂粒はバ

スチアンの手の中で、光る小さな種子となって芽吹き、見る間に増殖して、様々な色に光

り輝く様々な種類の植物が繁茂する森となっていく。386幼 ごころの君に促されて、バス

333 Die″″θ″dtticЙθ(7θs“」昴 ιθ,S.190,
334 五万θ口″θ″d■lσttθ (算θs盛ゴ

“

ιθ,S.193.
335 五万θ口燿θ″d■ lσЙθ θθsttiぬιθ,S.193.
336ェ ンデによれば、「夜、繁茂する植物の様子」は、ク
エル・エンデ他著、樋口純明編『 ミヒャエル・エンデ ー

参照。u.vgl。 ,Hans Ester:attpr注壷 盟ゴ′И 盪′J肋 あ
,

レーの絵 に由来す るとい う。 ミヒャ

ファンタジー神話と現代』41ページ

S,180。
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チアンはこの森を「夜の森ペ レリン」 と名づける。彼の望みは、ファンタージエンを再創

造するだけではなく、彼の自身の容姿や能力も変えていく。彼は服装や体つき、顔など、

無意識の うちにすでに美 しく変化 していた自分の姿を幼ごころの君の瞳の中に見て驚喜す

る。その直後、彼女は 「汝の欲することをなせ」 (Tu,was du willst)337と ぃ ぅ文言が裏

に刻まれたアウリンを残 して、不意に彼のもとを去る。

その後も彼は、アウリンの力によつて人間世界の記憶 と引き換えに自分の願いを次々と

叶えていく。338彼の願いの充足と新たな望みの発生に合わせて、ファンタージエンもそ

の姿を変えていく。ペ レリンで肉体的な強さを手に入れた後、彼は精神的な強さを求め、

そねノに応 じて夜が明けはじめる。次に、誇 りに思 うことのできる行為をするために砂漠を

放浪 したいと彼が願 うと、夜の森は解体 してゆき、ありとあらゆる色彩に満ちた砂漠へと

変貌を遂げる。彼はこの砂漠に 「色の砂漠 ゴアプ」 と名づけるの

夜の森ペ レリンが植物の繁殖する生の世界であるとすれば、昼に展開する色の砂漠 ゴア

プは死の世界である。砂漠の放浪によつて 「粘 り強さと不屈の強さ」339を手に入れたバス

チアンは、次に「本当の勇気」340を 得るために「ファンタージエンで最も危険な生物」341

に遭遇することを望む。そ してその瞬間、巨大なライオン、グラオーグラマーンが出現す

る。グラオーグラマーンとの対峙に勝ったバスチアンは、しばらく彼 と行動をともにする。

337_〕θ口″θ″温ふθa%盪ゴ昴
",s.199。

エンデはこの言葉をラブレー(Fran9ois Rabelais,1494

頃-1553頃 )の『ガルガンチュワとバンタグリュエル』 (θarga″ ′υ′θ′ユη ιagFυこ 1532‐ 64)

から得ている。 ミヒャエル・エンデ他著、樋口純明編『 ミヒャエル・エンデ ー ファンタジー

神話と現代』40ページ参照。
338ヴ ェルンス ドルフはファンタージエンにおいてバスチアンの願いが実現される、つまり、

彼の内的な空想が外的な現実として経験されるという点をロマン主義に基づくものとみなして

いる。彼はさらに、バスチアンによる「真の意志」の探求において、「ロマン主義的脱近代化
の試み」がなされていると解釈 しており、その例として、ペレリンの創造において「農業社会」
が、アイウォーラおばさまにおいては母親という「元型的なイメージ」が読み取られることを

挙げている。Vgl.,Christian von Wernsdorf:田 ご釘彦移盟 ルs Niぬ亀 S。 71f.ス トヤンもま

た、自己の探求と記憶の喪失というモティーフをロマン主義に基づくものとみなし、その例と

してティークの『 ウィリアム・ラヴェル氏の物語』 (_〕θa"泌滋 わルs霊笠.nN盤a“ あ
"嘱

1795/96)を 挙げている。 Vgl.,Httna StOyan‐ Pe6r:多7 riettra“ん′五
“
θ

“
盟′″″

“
L%

%ご 滋η
“

わごИ

“

′」肋 あ,S.187。 また、プロン ドチンスキーは、願望の適切な「管理」
という原義的な意味で「経済」という言葉を使い、「願いの経済」 (Wunsch‐ ObnOmie)と
いう観点から『はてしない物語』を分析 している。その際に彼は、シャミッソーの『ペーター・

シュレミールの不思議な物語』を引き合いに出している。Vgl。 ,Anclreas von Prondczynsky:Z≧ b

囲
“

″盪θメカカ″s″

“

′″′

“

J盪
“
乃θt S.43ff。 加藤博子もノヴァーリスの経済観について論

じた際にエンデを引き合いに出している。加藤博子『 ノヴァーリスの幻創論』 (名 古屋大学博
士学位論文)2006年 第Ⅱ部第 2章参照。
339 五万θ口″θ″dLiσらθ Gestt■i`θ,S.211_.
340 五万θ口″θ″dhchθ (9θsttiぬιθ,S.211.
341 3θ ″″θ″d嗜

`θ

Йθ Gθschiぬた。S.212.
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「死をもたらす炎でできた」342こ のライオンの周囲千マイルでは、いかなる生物も灰とな

つてしまうため、彼は「色のある死、あるいは色の砂漠の王」343と 呼ばれている。し′かし、

グラオーグラマーンが生きていられるのは昼の間だけであり、夜になると彼は石になって

しまう。彼の死と同時に、砂漠の砂粒は種子となり、ペレリンが再び生長しはじめる。バ

スチアンが言うには、グラオーグラマーンが目を覚まして、ペレリンが再び枯死しなけれ

ば、この森は「すべてを飲み込み、自分自身によつて窒慶、してしまう」344こ とになり、そ

れゆえ両者は「表裏一体の関係にある」345と ぃぅ。

すでにルー トヴィヒも指摘しているように、このようなバスチアンの世界創造からは、

古代の神話における天地開闘や聖書における天地創造の物語と同様の特徴を読み取ること

ができる。346

神話の話る原初の日と天地劇造

多くの神話において、世界の原初は何も存在 しない暗闇、あるいは夜であったとされる。

ギリシア神話における万物の始原については複数の物語が存在 し、カール・ケレーニイは

ホメロス (HomerOs,生没年末詳)の『イリアス』い物島前 8世紀頃)と オルフェウス教

の信徒たちの伝える物語、そしてヘシオドス(Hesiodos,生没年末詳)の『ネ申統記』(■bθ昭銘圏
,

前 8世紀頃)を挙げている。347ヶ レーニイはその中でもホメロスをギリシア神話の原初

を語つた最古のものと推測している。ホメロスは河の神オケアノスを神々と万物の根源と

しており、『イリアス』では、オケアノスが「神々の祖」348と 呼ばれ、その流れから「す

べてのものが生まれた」349と されている。

オルフェウス教の物語では、最初に存在 したのは「夜」であったとされる。ギリシア語

でニュクスと呼ばれるこの女神は、黒い翼を持つた鳥の姿をしており、風と交わつて「暗

342 1ttb口 ″θ″dZb力θ(9bs盛」し力
`θ

,S.221.
343 Die r″θ″d五む凸θ(算θs“ゴしゐ′θ,S.214.
344 1ttb口 ″θ″JLむ量θ6bsd」励 た,S.222.
345_〕b囲

“
蘭 θ(%“聞

“

れ S.222.ルー トヴィヒはこのような生と死の円環的な関係にお

いて、東洋的な思想と神話の要素を読み取つている。Vgl.,Claudia Ludwig:πおご口資轟 ′じζο″

deinθ″レ瞥しern五′θ′...,S。 36」。
路 Vgl.,Claudia Ludwig:ebd.,S.228rそ の際にルー トヴィヒは、ヘ シオ ドスの語つたギ リ

シア神話、ゲルマン神話、そ して聖書の創世記 を挙げてい る。
347 vgl., Karl hr6nyi: Die Myidtte 縫r θンガb〔働θ″.Bd.1.〕 θ θσιttr‐ υ″ご

腸 ″saゐ■aFしsgesaゐ励 施″,3.,durchgesehene Auttage.Zurich:Rhein‐ Vorlag,1964,S.21‐ 25。

348ホメロス著、小野塚友吉訳『完訳 イリアス』風濤社 2004年 263ページ。
3gホ メロス著、小野塚友吉訳 同上 264ページ。
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闇の巨大なふ ところに銀の卵を産み」350、 そこから黄金の翼を持った神エロスが生まれた

とい うDま た、ニュクスが生んだ卵の中には、全世界 も含まれていたとされるが、さす ら

い山の古老が住んでいた卵も、全世界あるいは全宇宙を内に含む 「宇宙卵」351と みなすこ

とができるだろう。

一方、ヘシオ ドスの『神統記』では、原初に生 じたのは夜ではなくカオス 352で あったと

される。それによれば、カオスから地下の暗闇エ レボスとニュクスが生 じ、さらに、エレ

ボスとニュクスの交わりによつて、天の光アイテルと昼の女神ヘメレが生まれたとい う。353

これ と同様に、ゲルマン神話においても原初の時代には空や大地、神々も存在せず、ギン

ヌンガガプと呼ばれる「巨大で空虚な深淵」354あ るいは「大きく口を開けた狭間」355のみ

が存在 したと伝えられている。

バーバラ・ウォーカーによれば、これ ら創世神話の物語の多くは、聖書に取 り入れ られ

たようである。356旧 約聖書の創世記においても、やは り世界の原初は暗闇の状態にある。

神はまず天 と地を創造 しているが、「地は形なく、むなしく、やみが淵のおもてにあり、神

の霊が水のおもてをおおっていた」 (『創世記』1:2)357と される。そ して、神はこの次に

光を創 り、それを 「昼」と名づけ、闇を「夜」 と名づけている。

これ らの物語 と比較すると、バスチアンの世界創造もその原初の状態が何も存在 しない

暗闇であり、そこから夜 と昼が生 じているとい う“点で、古代の神話や聖書における天地開

開や天地創造の物語と同様のプロセスをたどつているといえる。そ して彼は、神やアダム

が被造物にそ うしたように、自分の創造 したものに名前を与えていくことになる。

ロマン主義文学においても、夜は しばしば新 しい生を育む創造的な状態 として描かれて

350 Karl Ker6nyi:″

"動
レ湯Jo♂θ″ Grie盪

“
,S。 23.(訳出にあたつては、カール・ケ レー

ニイ著、植田兼義訳『ギリシアの神話 ― 神々の時代』中公文庫 1985年を参照した。)

351ジ ャン・シュヴァリエ他著、金光仁二郎他訳『世界シンボル大事典』606ページ以下参照。
352ヵ ォス (chaOs)の 原義は、現在一般に知られているような「混沌」という意味ではなく、
「大 きく口を開けた」空虚 とい う意味である。ケ レーニイによれば、カオスが混沌 とい う意味

で用い られ るよ うになったのは、四大元素説が取 り入れ られてか らのことであるとい う。Vgl。
,

Karl Ker6nyi:De■ fラヴ,ologie晨ソ Grie(効θ″夕S,23.
353ヘ シォ ドス著、廣川洋一訳『神統記』岩波文庫 1984年 21‐ 22ページ参照。
354 Donald A.Mackenzie:隻翌わ″力Myth′″ご五egend London:Gresham,nod。 ,p.1。 (訳出

にあたつては、 ドナル ド・A・ マッケンジー著、東浦義雄、竹村恵都子訳『北欧のロマン グル

マン神話』大修館書店 1997年 を参照した。)

355 Reiner Tetzner:Gttm′″IscLθ θσιι″ ‐″″ご五bbsagen´ Aを盪 ien cυ
`Jた

狙 ″θ″

"J月
″″び 隻珀

“
釘。Stuttgart:Reclam,2011,S。 13。 (訳出にあたって は、 ライナー・

ナー著、手嶋竹 司訳『 グルマ ン神話 上 神 々の時代』青 土社 1998年 を参照 した。 )

356バーバラ・ウォーカー著、山下主一郎他訳『神話・伝承事典』150ページ参照。
357聖書のテクストは、日本聖書協会訳『聖書』日本聖書協会 1987年を使用した。

励
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いる。この点についてルー トヴィヒは、ノヴァーリスの『夜の讃歌』(夏ヵ口″θ″θ″』b助
“

洗

1800)と 、『砂男』(3ビ 議口山口″″)や『石の心臓』等が収められたEoT A。 ホフマンの

『夜景作品集』鋤 励お″歯 ,1816/17)を具体的な作品名として挙げている。358しかし

ながら、そこではテクストの比較は行われていない。ここでは夜を主題として扱った『夜

の讃歌』について見てみよう。

『夜の議歌』一 夜と死の■造性

『アテネウム』u励
"′

″″)誌第二巻第二号に掲載された『夜の讃歌』は、1791年に

ヴィー ラン トの『 新 トイ ツ・ メル クール』 (3算 N"θ ■ ″お励 θゴ娩 盪 嘱 1790‐ 1810)誌に

掲載 された『 ある若者の嘆き』 (magen d“ s Jung■ings)以外では、ノヴァー リス自身

の手によつて完成 され、生前に刊行 された唯一の詩作品である。359全体は六つの讃歌か

ら構成 されてお り、手稿では自由な韻文で書かれた詩句の多くは、アテネウム稿では散文

に変えられている。

まず、第一讃歌の最初の節では、光が讃美されるが、次の節では語 り手の眼は、「神聖で、

いわく言い難 く、秘密に満ちた夜」360に 転 じている。夜は神聖であると同時に、人間の内

面に作用 し、「無限の眼」を開かせるとい う。

夜が我々の内に開いた無限の眼は、あのきらめく星々よりも神々しく思われる。その

眼は、あの無数の星の群れの最も淡いものよりもさらに先を見て 一 光を必要 とせずと

も、愛の心情の深みを 一 より高き空間を、えも言われぬ悦楽で満たすものを見通す。361

第二讃歌では、「呪 うべき喧騒は、夜の神々しい気配を呑みつくす。愛の密かな生贄は永

遠に燃えることはないのか ?光に害Jり 当てられた時間は限られている。 しかし、夜の支配

は時間と空間を超えている」362と 述べられているように、光が有限なものとされているの

358 vgl.,Clautta Ludwig:Nasご ″ererb′ 7on deinθ″アZtern力′si″ _S.228.
359 vgl。 ,Herbert Uerlings:Frieι 闘泌 yθ″Z″勘 わθじ ま盟″

“
′ノ吻 Fals,S。 277.お よび、今

泉文子『 ノヴァーリス作品集 3』 ちくま文庫 2007年 397ページ参照。
360 Novalis:町 m″θ″′″茜θ腸

“

よIn:助 盛ゞ sS蝸整武en,Bd.I,S.131.(以下、同作品から

の引用は夏

"堕“
′″晟9ノ鴨励′と略記し、ページ数を添える。この作品には、手稿とアテネ

ウム稿の二種類があるが、本稿ではアテネウム稿をテクス トとして用いる。訳出にあたつては、

今泉文子訳『 ノヴァーリス作品集 3』 を参照したが、本稿における引用は筆者による訳である。)

361 Hym″ θ盟′″こe Na盪ムS.133。
362 Hym″ θ″′″麗e/Va励ムS.133.
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に対 して、夜は無限であるとされる。第二讃歌ではいわゆる「ゾフィー体験」が語 られ、

第四讃歌では、夜がペ レリンのように、昼の世界を作 り出す光を留め、補完するものとし

て語 られる。

我々を感激 させ霊感を与えるすべてのものは、夜の色彩を帯びてはいないか ?夜は汝

(=光)を母親のように抱き、汝は夜に、汝の栄光のすべてを負っている。汝が熱を発

し、燃えさか りながら世界を生み出すために、夜が汝を引き留め、東縛 しなければ、汝

は己自身の中で消え去ることだろう 一 無限の空間の中へ溶け失せることだろう。 363

第五讃歌では、ギリシア神話の世界 とその終焉、そ してキリス トの誕生が歌われてお り、

いわゆる「歴史の三段階説」 (die triadische Geschichtsauhssung)を 読み取ることがで

きる。そ してその際に夜は、次の世界が到来するまで神話の神々が眠 りにつく「母胎」と

される。

もはや光は、神々の居所ではなく、天上の しるしではなかった 一 神々は夜の帳を御

身 らの上に投げかけた。夜は啓示の力強い母胎 となった 一 その中へ神々は還 リ ー 新

しい栄光ある姿 となつて変革 した世界へ出てゆくために、眠 りについた。 364

ここでは死と同義でもある夜が、一つの世界の終焉であると同時に、新 しい世界が生ま

れるための準備段階としても構想 されてお り、神話や聖書において語られた原初の暗闇や

夜、そしてファンタージエンの再創造における暗闇と同様に創造的な性質を見出すことが

できる。

エンデとノヴァーリスの死生観

さらに、上に引用した夜の描写を生と死という観点に置き換えてみると、死は新たな生

へと至るための一つの過程として扱われているといえる。ノヴァーリスが夜を創造的な状

態として表現する背景には、彼の死生観が影響 しているように思われる。というのも、彼

363 Hym″ θ″′″ごθⅣして■4S。 137∬。
364 Hvm″ θ″′″置e Na“ 4S。 145。
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は、ある時は死を「生へと至るための手段」365と 呼び、またある時は「死は我々の生をロ

マン化する原理である。死はマイナス、生はプラスである。死によつて生は強められる」366

と述べ、死を生のための積極的な契機とみなしているからである。367

ノヴァーリスはまた、このように死の中に生の契機を認める一方で、生の中に死の作用

を認めてもいる。1798年の『アテネウム』誌第一巻第一号に掲載された断章集『花粉』

(』「趨な盟θ″口わ)の中には次のような断章がある。

生は死のはじまりである。生は死のために存在する。死は終わりであると同時にはじ

まりであり、分離であると同時に、より密接な自己結合である。死によつて還元が完了

さオtる。 368

生あるものはいつか死を迎えねばならず、生はそのはじまりから死を最終日標としてい

るといえる。その点で死は、生あるものの終焉である一方で、生を得たものがその生涯を

かけてたどる道でもある。この世のあらゆる存在は時とともに徐々に死へ近づいており、

それは漸次的な死であるといえる。死はまた、分離 (Scheidung)で あると同時により密

接な自己結合 (Selbstverbindung)で もあるとされる。分離とは生からの断絶として理解

できるが、より密接な自己結合、すなわちより深く自己に結びつくこととは何を意味する

のだろうか。

ここで述べられている自己 (Selbst)と いう語を人間の自己としてとらえ、生と死を観

念として見るならば、自己結合とは人間が死の観念によつて生の意識から離れた後に、死

の側から自己の生を意識 し、自身の生へと再び回帰することとして理解できる。この場合、

死による還元の完了とは、死を意識することによつて自己からの離脱と自己への回帰とい

う観念的な運動が完結することを意味すると考えられる。

また、自己 (Selbst)と いう語を死そのものとしてとらえ、生と死を現象として見るな

らば、自己結合、すわなち死そのものへの結びつきとは、生の内に生じる漸次的な死が時

の経過に応 じて、その最終日標である終わりとしての死へ接近していくことを意味すると

365 Ab予こ′方θBふ昴 ″,Bdo Ⅱ,S.560,Nr.166.
366 Ab「羞 s鋤 」」始″,Bd.Ⅲ ,S.559,Nr.30。
367ノ ヴァーリスが死を積極的に評価するに至った経緯には、恋人ゾフィーや弟エラスムスの

死、ヘムステルホイス (Franz Hemsterhuis,1721‐ 1790)の影響などがある。中井章子『ノヴ

ァーリスと自然神秘思想』21‐ 32ページ参照。
368 Abla■isSふ正rb″夕Bd.Ⅱ ,s.417,Nr.14.
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考えられる。分離 と結合、そ して還元 とい う言葉を化学的な意味で解釈すると、死による

還元の完了とは、生と結びついていた漸次的な死が、最終的に生から離れて、終わ りとし

ての死に変化することとして理解できる。

さらにこの断章における生と死は、輪廻転生の観念からも解釈できるであろうが、いず

れにせよ、ここでは両者が表裏一体の関係を成すものとしてとらえられているといえる。

以上の点を踏まえると、ノヴァー リスは生 と死を、不可逆的で一方向的なは じまりと終わ

りとい う一般的な観念に留まらず、一つの連続 した創造的過程 として、そして循環的な運

動において働 く相補的・相関的作用 としても理解 していたといえるだろ う。

このようなノヴァー リスの死生観は、エンデの死生観にも通ずるように思われる。エン

デは『 ものがた りの余白』において「死」が話題になった際に、生の裏で働 く死の力や連

続 した一つのプロセスとしての生と死について述べている。

彼によれば、人間は一生を通 じて死に続けているとい う。人間に意識があるのは覚醒時

に身体の中で微細な破壊をしているためであり、思考をする際にも人間は身体の中で何か

を破壊 し、身体の力を消費 しているとされる。エンデはそれを「人間のなかに存在する死

の力」369と 呼び、生の力とは異なるものに作用する超越的な力とみなす。続いて彼は、偉

大な芸術家や詩人の生涯について触れ、創造的能力の源である 「青春の力Jを使い果たし

て早世 した芸術家 370と 、それ とは逆に 35歳や 40歳の年齢になってから「死にゆく力」

によつて突然創造的になった芸術家 とい う二つのタイプを挙げる。彼は前者の創造J性が「身

体性からくる力」371で ぁる一方で、後者の創造性は「脱身体化 (物的な身体性を失 うこと)

からくる力」372で ぁると述べ、特に後者の力を精神的なものとみなす。 373

エンデはそのような「死にゆく力」とい う観″点を樹木のような植物の変容や、人生にお

ける人間の年齢、自然における四季の移 り変わ りに例えている。木々が葉を落とすことは、

外的には「死にゆくプロセス」である一方、内的には本から大地へと異なる力が働いてい

369田 村都志夫編訳『 ものがた りの余白』253ページ。
370ェ ンデはこのような芸術家の例 としてノヴァー リスの名を挙げている。 「ノヴァー リスを

例にひけば、ずいボん若死にしている。つまり、ノヴァー リスはその創造的能力のすべてを、

実は青春の力から得たのです。そ して、それを使い尽くしたとき、ノヴァー リスは死んだ。」

田村都志夫編訳 同上 253ペ ージ。
371田 村都志夫編訳 同上 254ページ。
372田 村都志夫編訳 同上 254ページ。
373た だし、ェンデはノヴァー リスの青春の力が精神的ではなかつたとは言えないことに注意

を促 してお り、それぞれの力は異なる質をもたらす異なる手段であると述べている。田村都志

夫編訳 同上 255ペ ージ参照。
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るとされる。人間の場合、死へ向か うプロセスは「精神化するプロセス」であるとされ、

エンデはそれを「力を解き放ち、もつと精神的な現実のなかへ至らせるプロセス」、あるい

は「それ らの力が何か (外的なもの)を築いた り、外的なかたちを作るのに使われるとき

よりも、もつと精神的な現実へと解き放たれるプロセス」374で あると説明する。そ して四

季に関しては、多くの植物が枯死するように、外的な姿が消えていく秋は自然の精神性が

最も活発になる時期であるとされ、外的な姿かたちが作 られる夏は自然がI民 る季節である

とされる。

物質的な姿かたちを生み出す外的な力と、精神的な作用を活発にする内的な力の区別、

およびそれ らの相互的な関係は、二元性 とい う点からも理解できる。この点についてエン

デは、カバラや古代ヘブライ思想、仏教や禅、錬金術における「化学の結婚」を引き合い

に出し、内と外の分かれていないあらゆる現象に先立つ原状態や、人間の意識の根源に内

と外の違いが存在すること、さらに両者の統合について語る。

そ して、再び人間の死が話題になった際に、エンデは 「人間の死 とは、生涯においてわ

た しがわた しの身体に対 しておこな う破壊行為の総和なんです」375と 述べ、この破壊行為

を人間が生きるための前提条件 とみなす。先の発言 と同様に、人間の意識もこの破壊行為

に基づくとされ、「意識を発展 させてゆくためには、同時にわたしたちの意識のベース、つ

ま り物的身体、物的な脳をだんだんと破壊せざるをえない」376と 彼は述べる。

これ と同時に彼は、転生の観念を思い起 こし、それを樹木の変容を例に説明する。それ

は先に見たような樹木の落葉 とい う現象 とは異なり、種子から樹木への変化 として例えら

れる。種が新 しい芽を出す際には、その内部構造が変わり、種そのものは消えてゆく。エ

ンデはこの過程も「死にゆくプロセス」と呼び、「死にゆく種から新 しい芽がは じめて出て

くる」377と 述べる。それは死を通 した新 しい生への変容であり、田村の言 うようにそのよ

うな 「死」には根源的な創造J性が含まれているといえる。そ して、この点からエンデは、

昔の賢人たちが言つたように、生 と死を対立するものではなく、一つのものとして、「一つ

の途切れない存在のプロセス」378と して見ることの重要性を主張する。

ノヴァー リスが『 花粉』断章において、生の中に死の働きを見出し、生 と死の間に相関

374田 村都志夫編訳
375田 村都志夫編訳
376田 村都志夫編訳
377田 村都志夫編訳
378田 村都志夫編訳

『ものがたりの余白』259‐ 260ページ。
同上 265ページ。

同上 265ページ。

同上 266ページ。

同上 266ページ。
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的な関係を認めていたのと同様に、エンデもまた、人間の生を身体の消費による漸次的な

死 とみな し、四季の変化 とい う循環過程において生 と死が、つま り、内的 (精神的)な生

と外的 (物質的)な死、あるいは外的な生と内的な死が相互に作用することを認めている。

さらに、ノヴァー リスは死を生へと至る手段、あるいは生を強化する原理 とみな し、『 夜

の讃歌』では夜 (=死 )を新たな生へと至るための創造的な過程 として描いていた。これ

と同様に、エンデも種子から樹木への変容 とい う例えにおいて、死を新たな生へ至る一つ

の段階とみな し、生と死を一つの連続 した過程 としてとらえている。この場合の死は、循

環過程において働 く相関的な作用ではなく、ある存在が不可逆的に変化する際に働 く創造

的作用であるといえる。

このように、エンデとノヴァー リスが夜や暗闇など、一般的には生物や人生、物事の終

わりとみなされる段階を、新たな生を育む創造的な状態 として描き、夜 とその対極である

昼 (光)の関係を循環的なものとして表現する背景には、それぞれ、生 と死を一つの循環

を成す相関的作用 として、さらに両者を一つの連続 した過程 として、つま リーつの全体と

してとらえる死生観があると考えられる。したがつて、原初の暗闇や夜の描写においては、

エンデ とノヴァー リスの文学的な親近性だけではなく、両者の思想的な親近性も読み取る

ことができる。

第二節 元帝王たちの都 ― 幻想のはらむ危険性

グラオー グラマーンのもとで過ごす うちに、バスチアンは勇気を手に入れ、それ と同時

に自分がかつて臆病であったことを忘れる。そ して、自分の能力を誰かに見てもらい、感

嘆 と名声を得たいとい う新 しい望みが彼の内に芽生える。それに呼応するかのように、フ

ァンタージエンのあらゆる場所に通 じている「千の扉の寺」への入 り口が彼の前に出現す

る。グラオーグラマーンに別れを告げ、入 り口を潜 り抜けた彼は、そこで次から次へ とあ

らわれる扉を通 り抜けていく。やがて、バスチアンはア トレーユに会いたいという自分の

望みに気づき、彼に関連する色や形をした扉を通つて、ア トレーユたちのいる世界へ至る。

銀の都アマルガン トでア トレーユやフッフールらと合流 した後、バスチアンは彼 らとと

もに、人間世界へ帰る道を見つけるための旅に出る。その手がか りは、バスチアンが人間

世界へ帰 りたいという望みを持つことにあるが、彼 自身はそれを望まないために、探索は

遅々として進まない。「ファンタージエンの地理は、意識 しようとすまいと、願いによつて
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定められる」379た めに、彼が何かを願わない限 り、道は開けないのである。

バスチアンは最初のうちは無意識の うちに、後に意識的にファンタージエンの中心へ、

幼ごころの君がいるであろうエルフェンバイン塔へ行こうと欲する。その道中においても

彼は様々な望みを叶えていくが、それ とともに次第に傲慢な人間になっていく。迷路苑で

アウリンを盗もうとしたア トレーユ とフッフールを追放 した後、バスチアンは、サイーデ

にそそのかされて、ファンタージエンの支配者になろうとする。そ して幼ごころの君が不

在のエルフェンバイン塔に到着後、彼は自分が「ファンタージエンの帝王幼ごころの君」380

に即位すると宣言 し、そのための式典を用意させる。

しか し、彼の行為に反発するファンタージエンの生物たちもお り、式典の日にア トレー

ユに率いられた軍勢がエルフェンバイン塔を襲 う。戦いの最中、ア トレーユ と対峙 したバ

スチアンは、グラオーグラマーンに自分の意志で抜いてはならないと警告されていた剣、

シカンダを抜き、彼を切 りつける。胸を突かれ、落ちていくア トレーユをフッフールが助

けて飛び去ってゆき、バスチアンの軍勢が勝利を収める。一方、エルフェンバイン塔は炎

上 して崩れ落ち、彼の願いは失敗に終わる。激怒 したバスチアンはサイーデの操る金属の

馬を駆つて、一晩中ア トレーユ とフッフールを追跡する。やがて夜が明け、金属の馬が分

解 して しまつた後、彼は独 り荒野を歩き、「元帝王たちの都」にたどり着 く。

この街は狂気に満ちてお り、街や建物のつくり、人々の服装や振る舞いなど、すべてが

狂つている。バスチアンが声をかけても、街の住人たちは言葉を話すこともできず、延々

と奇怪な行動を繰 り返す。街の監視役である猿のアーガックスによれば、彼 らは皆、願い

を叶えることによつて記憶をすべて無 くしたために、元の世界へ戻れなくなった人間たち

であるとい う。人間がファンタージエンにおいて何かを望むことができるのは、現実の世

界を思い出せる間だけである。それにもかかわらず、彼 らはすべての記憶を使い果たして

しまったために、元の世界ハヽ帰 りたいと望むことができなくなったのである。「過去がなく

なった者には未来もない」381た め、彼 らはもはや年を取ることもなく、中には 1000年以

上この街にいる者 もいるとい う。アーガックスはさらに、彼 らは皆、ファンタージエンの

帝王になったか、帝王になろうとした者たちであり、すべての記憶を無 くして街にたどり

着いた者 と、自分を帝王にしたことによつてそれ以上何も望まなくなり、一度にすべての

379 五万θ口″θ″dttcLθ 6し s盪ゴ盪 た,S.274.
380 五万θ覆″θ″dZしみθ6bs“Iとみた,S.349.
381 五万θ口″θ″dLicゐθ6bs凸」盪 ιθ,S.366。
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記憶を失った者の二種類がいると説明するのいずれの場合にせよ、望むことのできなくな

つた人間たちは、元帝王たちの都にたどり着き、三度 とそこから出ることができない。

幻想は、現実世界では存在 しえない頭の中の空想を現実のものにする働きである。 これ

によつて人は、空想から生まれた非現実的な存在や物語を現実のものとして扱 うことがで

きる。『はてしない物語』ではこの働きそのものが、幼ごころの君として、そして、ファン

タージエンという世界として形を与えられている。その中で人間はあらゆることを実現し、

現実と同じように体験することができる。特に元帝王たちの都では、幻想の持つこのよう

な働きには、物理的に制限があり、ともすればIll圧的な現実から人間を解放する反面、人

間からその現実を奪い、破滅に導くという性質もあることが示されているといえる。

すでにルー トヴィヒやストヤンらも指摘しているように、幻想のはらむこのような危険

性は、ロマン主義文学においてもティークの『金髪のエックベル ト』(3ダ 滅
“

虎 ]受わ″琥

1797)や『ルーネンベルク』 (3り昴りθ″わθ奪;1804)、 ホフマンの『砂男』や『 ファール

ン鉱山』等において描かれている。382こ こではその一例として『砂男』について見てみ

よう。

『砂男』一 人間を狂気に導く幻想

『砂男』の主人公ナタナエルを破滅に導くのは、弁護士コッペ リウスと子守の老婆が語

つた砂男の物語、晴雨計売リコッポラと彼の売る望遠鏡、そして自動人形オリンピアであ

る。幼少時のナタナエルの家では、夜九時になるとしばしば彼の家の階段を上がってくる

人物がおり、その際に子どもたちは砂男が来たと言われ、寝かしつけられていた。子守の

老婆の話では、砂男はベッドに入ろうとしない子どもたちのところへやつてきて、砂をか

けて子どもの目玉を取り、それを自分の子どもたちに食べさせるために半月に持つていく

という。この話はすタナエルの心を恐怖で満たす。分別のある年頃になっても、砂男は彼

にとつて「恐ろしい幻影J383で ぁり続けるのナタナエルはある晩、砂男の正体を確かめよ

382 、戸gl。 ,Clauclia Lud、江g: Nasごυ ererb′ シξθ″■ei″θ″ レ7しern乃′s′ ′′。S。 147fo uo S.232f.u.

II[Jna stOyan:Dieria″ ′′S力isttθ″Kn縫Iみ″盪θrレ:θJ』乙FcЙ′」Endし ,S。 154‐ 156.u,Agathe
Lattka:Иうθ■erkehrル タθ

“
′″

“

賦 S.84。 また、矢内満子は、『はてしない物語』で描かれ
ている、想像力のもたらす「詩的空想と妄想・狂気」という二つの方向性について、ゲーテの

『タッソー』およびシェイクスピアの『真夏の夜の夢』との類似性を指摘している。矢内満子
「ミヒャエル・エンデ『はてしない物語』をめぐって 一 そのウロボロス的構造と意味 ―」東
京教育大学「影の会」編『影』第 25号 1983年 57ページ参照。
383E.T.A.Horl.lann:DeIだ レ″あ ′″″。In:Hartmut Steinecke[u.a。 ](Hrsg。 ):Z r五 .

″″んη″″′防
“

筋

“

θ tt■e,Bd.3,S.13。 (以下、同作品か らの引用は ″br sル dman″ と略
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うとして、父親の部屋に忍び込み、そこで父親 と錬金術 らしき実験をしていたコッペ リウ

スの姿を目撃する。コッペ リウスこそ子 どもたちを寝かしつけるための脅 し文句であつた

砂男の正体であったQその現場を見て しまったナタナエルは、コッペ リウスに目玉を取ら

れそ うになるが、父親の懇願で仕置きを受けるのみで済まされる。その後、一年ほどコッ

ペ リウスは姿を消すが、ある晩、唐突に彼の家を訪れる。そ してその真夜中、爆発事故に

よつて父親が死に、コッペ リウスは再び行方をくらます。

このような幼少時の体験から、青年 となったナタナエルは自分の下宿先に来た晴雨計売

りのコッポラがコッペ リウスと同一人物ではないかとい う疑いを抱 く。コッポラの存在は

ナタナエルの様子をすつか り変えて しま う。それ以後、彼は「陰鬱な夢想」384にふけり、

「暗黒の力」385ゃ「我々自身の外部にある高次の原理の作用」386と ぃった「ネ申秘的な熱狂」387

にとらわれるようになる。彼はコッペ リウスを「悪の原理」388と みなすが、恋人のクララ

は彼の思い込みこそが、そのような魔の力を存在 させていると指摘する。

陰鬱な想念への傾倒は、ナタナエルの創作にも影響を与える。以前の彼は、「優雅で生き

生きとした物語」389を 創作 していたが、今では彼の創作は「陰気で、不可解で、つかみど

ころのない」390も のにな り、コッペ リウスがナタナエル とクララの愛を破滅 させるとい う

詩を作るまでになる。陰鬱な狂気に陥ったナタナエルは、クララや彼女の兄ロタール との

交流によつて一時は正気に戻る。 しか し、コッポラの望遠鏡 と、スパランツァーニ教授が

作つた自動人形オ リンピアが彼を再び狂気に陥れる。

オリンピアは非常に美 しい容姿をしているものの、その眼には生気がなく、無表情で、

所作も機械的でぎこちないため、彼女が自動人形であることが明らかになる前には、周囲

の人間から奇異の日で見られている。ナタナエルもは じめは彼女に対 して不気味な印象を

抱いているが、この印象はコッポラの望遠鏡をきつかけにして変えられる。望遠鏡を通 し

て見ると、彼女の眼には生気が宿 り、その眼差 しはナタナエルの心を魅了する。彼は次第

に彼女のとりこになっていき、クララの存在だけでなく、母親やロタールなど、「すべてが

記 し、ページ数を添える。訳出にあたつては、深田甫訳『ホフマン全集 第二巻』創土社 1971

年および池内紀編訳『ホフマン短編集』岩波文庫 1984年 を参照したが、本稿における引用は

筆者による訳である。)

384 2rSレ″dm′″″′S.29.
385 2r5レ″こmar2″,S.29。
386 zbr 6b″ dmar2″′S.29.
387 De■ 6Lは2dma■ 2″夕S.29.
388 2r Sa″ 乱m′″″,S.29.
389 arS♭″こm′″f2,S。 30。

390 De■ 5後rldma″″′S.30。
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彼の記憶から消え失せて」 しまい、「オリンピアのためだけに」391生 きるようになる。

ナタナエルは彼女のもとへ足 しげく通い、やがて、彼女の父親であるスパランツァーニ

教授の承諾を得て、彼女に求婚 しようとする。指輪を持って彼女のもとを訪れた彼は、ス

パランツァーニとコッポラがオリンピアをめぐって争 う場面に遭遇 し、そこで彼女が人形

であつたことを目の当た りにする。コッポラは目玉がなくなったオ リンピアを奪い去 り、

スパランツァーニは怪我を負 うD教授によつて投げつけられた彼女の目玉がナタナエルの

胸に当たつたとき、「狂気が燃えさかるかぎづめのように彼を襲い、感覚 と思考を引き裂き

ながら彼の内面へなだれ込む」392。 気が狂つたナタナエルは恐ろしい声で「火の環よ、ま

われ」393あ るいは「木のお人形よ、まわれ」394な どと叫びながら、周囲の人間に襲いかか

るものの、即座に取 り押さえられて精神病院へ送 られる。

その後、スパランツァーニは町から去 り、コッポラも姿を消す。ナタナエル もクララた

ちの看病によって再び狂気から回復 し、正気に戻る。一家にもようやく幸運が訪れ、母親

は亡くなった伯父の遺産を相続 し、ナタナエルはクララとの結婚を決め、これを機に彼 ら

は郊外へ引つ越すことになる。 しか し、引っ越 しの当日、クララとともに市庁舎の塔に上

ったナタナエルは、コッポラの望遠鏡をのぞいてしまい、再び発狂する。彼は叫びながら

クララを投げ落 とそ うとするが、彼女はロタールによつて助け出される。飛び跳ねながら

叫び続けていたナタナエルは、広場にあらわれたコッペ リウスの姿を見て、手す りを越え

て飛び降 り、絶命する。

『 砂男』においては、幻想世界や幻想世界の住人が登場することはないものの、幻想 と

の関わりが主人公を狂気に導いている。砂男とい う架空の物語は、コッペ リウスとい う実

在の人間と彼にまつわる忌まわ しい体験に重ねられることによって、幻想 としてナタナエ

′ルの内面に焼きつけられるのそれはコッポラの登場 とともに再び彼の心をとらえ、人知を

超えた暗い力があると彼に信 じ込ませる。これに加えて、望遠鏡の不思議な作用によつて、

ナタナエルは自動人形 とい う人間の模倣、いわば現実の模倣で しかないものを現実のもの

として信 じ、幻想の中で生きるようになる。

幻想的な生は、バスチアンがファンタージエンにおいて彼の欲求を満た していくのと同

様に、ナタナエルに精神的な充足感を与え、彼を熱狂 させる。 しか し、その一方で幻想 と

391 Der 5レ ″こm′″″tS.42.
392 Der Sb″ dn■′″″,S。 45。

393 助 r5レ″im′″″,S。 45。

394 Der肋燿&m′″″,S.45。

86



の交わりは、人間から徐々にその現実を奪っていく。アウリンが願いの実現 と引き換えに

人間の記憶、つまり現実世界 との唯一のつなが りを奪つていくように、砂男 とい う幻想や

コッペ リウス=コ ッポラの喚起する陰鬱な想念は、ナタナエル とクララとの間に不和を招

く。他方でオ リンピアとの生活は、彼にクララや家族の存在を完全に忘れ させる。そ して、

完全に現実を失つたナタナエルは、「元帝王たちの都」にたどり着いた人間たちのように、

狂気に陥るのである。

破減的な幻想から人間を救うもの

このように『砂男』における幻想も、『はてしない物語』と同様に、平凡な現実では得ら

れない幸福感や充足感を人間に与える反面、その人間を現実から遠ざけ、狂わせるという

二面性を有しているといえる。このような幻想の性質は、『黄金の壺』や『ファールン鉱山』

等、ホフマンの他の作品においても見出すことができる。多くの場合、主人公たちは現実

と幻想の狭間で揺れ動いているが、その結果は様々である。例えば、アンゼルムスは幻想

世界で幸福を得ていたが、エーリスはナタナエルと同じく、幻想によつて破滅 していた。

他方でペレグリーヌスは現実での市民的な生活を選び、ジッリオとジァチンタのカップル

は最終的に現実と幻想のどちらにも偏ることなく、両者の間に調和をもたらしていた。

ここで注目に値するのは、他者からの愛が幻想と深い関係に陥った人間を現実に引き戻

しているという点である。アンゼルムスはヴェローニカの愛によつて、エーリスはウッラ・

ダールシェーの愛によつて、そしてナタナエルはクララの愛や家族との交わりによつて、

一時的ではあるが正気に戻つている。また、蚤の親方やア トレーユ、アイゥオーラおばさ

まのように、幻想世界の存在も主人公たちを現実へ導こうとしている。395

ただし、現実の存在にせよ幻想の存在にせよ、主人公を現実へ引き戻す作用としては一

時的なものでしかない。エンデにおいてもホフマンにおいても、主人公たちが現実へ戻る

ために必要なのは、他者からの愛ではなく、他者に対する自発的な愛である。396ペ レグ

395ただ し、ァイ ゥオーラおばさまの行為は、厳密には愛ではないとい う点に注意 しなければ

ならない。彼女の行為はバスチアンの望んだことであり、ファンタージエンの生物で愛するこ

とができるのは「生命の水」を飲んだ者だけである。Vgl.,Ittθ  zJrarJ麟盪θ(■
“
L“れ S.394。

ア トレーユは、幼ごころの君に接見した後、フッフール とともに生命の水の泉へ運ばれ、眠つ

ている間にこの水を飲んでいる。Vgl.,I恥
“
″
“

』ね物 θθs“ゴ盪た,S。 174.

396ェ ンデにおいて愛は「存在するものの現実を完全なものにする人間の能力」である「創造

的な力」(正e schёpttrische]隆 aft)の「最高形態」であるとされる。Vgl.,Roman Hocke,Patrick

HOcke:Die r″θ″dル昴θ θeschゴ励ん,_Das Phar2″ 1りθ″「五θ力蚤θ″,S,158■
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リーヌスはレースヒェンに対する愛をきつかけとして現実の生活ヘロを向けるようになり、

バスチアンは、次節で見るように、父親への愛を見つけることによつて現実世界へと帰る

道を見出している。したがって、『 はて しない物語』における幻想は、その二面的な性質や

現実との二極的な関係だけではなく、そこから逃れる手段 として、主人公が他者に対する

愛によって自発的に現実との関連を構築することが要請されている′像で、ホフマンの諸作

品と同様の特徴を持つているといえるだろう 397

第二節 盲 目の坑夫ヨル とミンロウ ド坑 ― 老賢者 と鉱山

元帝王たちの都で現実世界へ帰れなくなった人間のたちの末路を目の当た りにしたバス

チアンは、ようや く元の世界へ帰ることを真貪1に 考えはじめるの しかしヽ彼が単純に帰還

を願 うだけでは現実世界へ戻ることはできない。アーガックスによれば、バスチアンが元

の世界へ戻るためには、彼を「自分の世界へと連れ戻す望みを一つ」398見つけなければな

らないとい う。 自分に残された願いの数 と、この先進むべき道についてアーガックスから

助言を受け、バスチアンは元帝王たちの都から脱出する。

街を出た後、彼はシカンダを埋め、独 りで人間世界への帰 り道を探 しは じめる。仲間に

入れてもらいたいとい う願いは、彼をイスカールの町 と霧の海へ、そして誰かに愛 された

いという願いは、アイ ゥオーラおばさま 399の住む変わる家へ と彼を導く。変わる家で過ご

す間、彼はファンタージエンの境に存在するとい う「生命の水」(das Wttser des Lebens)

が湧き出る泉を見つけることができれば、元の世界へ帰ることができることを、そ してそ

の場所を見つけることができるのは彼の最後の望みであることを知る。400

変わる家はバスチアンの内面を徐々に変え、ようや く彼は最後の望みを見つける。それ

は「自発的に愛することができるようになりたいとい う1童れ」(Die Sehnsucht,selbst lieben

397こ れに対してノヴァーリスにおいては、ホフマンのような幻想と現実の二極的な関係は見
られない。ノヴァーリスの場合、例えば『青い花』の構想において「結末は現実世界から秘密
の世界への移行」 (Aゐ ,アaisだ翅 britte″ ,Bd.I,S.342)や 、「現実の世界そのものがメルヒェ

ンのようにみなされる」 (/Vava■is Sttritten,Bd.I,S.343)と 述べ られているように、現実

と幻想はいわば文学作品の中で融合するものとしてとらえられている。
398 Die[“ θ″dttchθ (7θ3ふゴ

“

ιθR S。 369。

399ァ ィ ゥオー ラ (ALu61a)と い う名はイ タ リア語で 「花壇」を意味 してお り (田 村都志夫編

訳『ものがたりの余白』12ページ参照)、 果実をぶら下げた彼女の描写は、アルチンボル ド
(Giuseppe Arcimboldo,1527/30‐ 1593)の絵画に基づいてい る (Vgl。 ,Barbara Bondy,Barbara

vOnヽrulffen,Hans Heigert:θ θTra(J2“ゴ′ル多励 ′θノ五レあ ,S,137)。
400 、戸gl。・Die“″θ″dZttθ Gesab「σヵ

`θ

,S.392f.
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zu konnen)401で ある。アイゥオーラおばさまによれば、「愛すること」が彼の「真の意志」

であり、「生命の水」を飲めば、それができるようになるという。

最後の望みの発生とともに、バスチアンは両親に関する記憶を失い、自分の名前だけが

彼に残されノた最後の記憶となる。その翌朝、彼は変わる家を発ち、やがて雪原に住む盲目

の坑夫ヨルのもとへたどり着く。

主人公を導く老賢者

寡黙で「背が高く、年を取つた男」402で ぁるヨルは、さすらい山の古老と同様に、主人

公を導く「老賢者」(der alte Weise)の 類型に分類することができる。403ま た、彼の仕

事場は、ミンロウド坑と呼ばれる「絵の採掘場」(das Bergwerk der Bilder)で あるが、

鉱山あるいは地下の世界という場所は、『青い花』や『 ファールン鉱山』においても主人公

の人生に関わる重要な場として描かれている。

まず、ロマン主義文学の老賢者たちとヨルを比較してみよう。すでに触れたように、ノ

ヴァーリスの『青い花』では見知らぬ人や老坑夫、洞窟の隠者、クリングゾールらがハイ

ンリヒを導いていた。ホフマンの作品においても、『黄金の壺』のリントホルス トや『 ファ

ールン鉱山』の トールベルン、『牡猫ムルの人生観』麟 肋″θJ″
"“ "″

ル s」物たrT睡 、

1819/1821)のアブラハム師、『ブランビラ王女』のチェリオナティなど、老賢者が数多く

登場する。ここでは、ヨルと同じ坑夫である『青い花』の老坑夫および トールベルンを主

な比較の対象として見ていきたい。

『青い花』の老坑夫は敬虔な人物として描かれており、ハインリヒに坑夫と鉱山での仕

事について語る。「貧しく生まれつき、貧しく死んでいく」404坑夫は、「どこに金属の諸力

が見つけられるかを知り、それを日の下に掘り出すことで満足であり、金属のまばゆい輝

きが、その純粋な心をまどわすことはない」405と 彼は言 う。また、 トールベルンも、坑夫

の「知識と倦むことのない勤勉な努力の前に、自然はその奥深くに秘めた宝庫を開く」 406

とエーリスに述べる。このように清貧で忍耐強く、誠実な坑夫像は、ヨルにも当てはまつ

401 11θ ここ″θ″dZb力θ(3bsttIしみム■S.393f.
402 五百θ口″θ″dLiθttθ (9し sch」盪 ιθ,S.399.
403 vgl.,Claudia Ludwig: "bsご口ereAι じり″deinθ″ T'7Lern力 asi夕 .。 S。 155ffo u.234ffo u.

Agathe Lattka:″b¨ r ttF]卸盟″Z士えS,77五 ルー トヴィヒとラトカはコレアンダー氏

も老賢者の類型に含めている。
404 1妥ガhtt yar2(9重勉ringen′ S.244.
405 Heinriぬ

"″
飾 Fttngen′ S.244.

406 De BusⅣerke z“ Jbflra,S.215。
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ている。彼が住む小屋には、「飾 りがなく、きわめて質素にしつ らえられた小さな部屋が一

っ」407し かない。そ して、食事のスープもバスチアンには「たいしておい しいとも思えず」、

「その塩辛さが少 しだけ涙 と汗の味を思い起こさせ」408て ぃる。

老坑夫とトールベルンは、他の老賢者たちと同じく、その容姿や言動によって主人公を

魅了 している。多くの場合、彼 らの話は主人公を導く詩的・幻想的なヴィジョンをその内

面に喚起 している。第一章第二節で見たように、見知 らぬ人の話は青い花に対する憧憬 と

青い花の夢をハインリヒに喚起 し、これによつて彼は自分の未来を予感 していた。老坑夫

の話も、ハインリヒの心情に作用 して「彼の内にある隠 し戸を開き」409、 そこで展開され

るヴィジョンによって、彼は 「自分をとりまく広大な世界 と自分との関係のすべてを一挙

に見渡 して」410ぃ る。鉱山の世界を語る トールベルンの口調も同様に、エー リスの「自我

を完全にとらえ」411、 彼を鉱山へと導くことになる地下世界の女王の夢をエー リスの内面

に喚起 している。

ヨルの場合、「髭 t)し わもなく、(。
・・)服や顔、髪など、そのすべてが石のように灰色」412

である彼の容姿や語 り回は、バスチアンの心情に直接作用 してはお らず、彼の話も詩的あ

るいは幻想的なヴィジ ョンを喚起 してはいない。ただ し、ヨルが人間の夢に携わってお り、

技術の教示によって内的なヴィジョンをバスチアンに見出させているとい う点では、老坑

夫や トールベルンらと比較することができる。

光の中では盲 日であるヨルは、「完全な闇が支配する」413ミ ンロウド坑の中ではものを

見ることができる。彼がそこで採掘するのは、「一種の雲母でできた極めて薄い板」414で

ある。「透き通つて色があり、長方形のものや丸いもの、かけらになったものや無傷のもの、

教会のステン ドグラスのように大きなものや、小箱の細密画のように小 さいものなど、様々

な大きさと形」415を したそれ らの板には、奇妙な絵やごく普通の 日常的な絵、恐ろしい絵

や愉快な絵など、様々な種類の絵が描かれている。416ョ ルによれば、それ らは皆、「人間

407 1を b″″θ″dルとみθ θθsふich′θo S.399.
408 Die口″θ″d■ lσЙθ θθsttichιθl S.402。
409 島 」hriぬ 70n6」姥rttngen,S.252.
410 ル ゴbriぬ 3ζθ″ (9■ ,θrttnge■■,S.252.
411 3θ Berttterke z口 Jttf“″,S。 215.
412 五万θ口″θ″dZiσЙθ(7θsiiぬ

`θ

,S.399。
413 1ttb口 ″θ″dtticЙ θ(7θsふiぬ

`θ

,S.399.
414 1ttbこ I″θ″dZ“θ6bsttich`θ ,S.400。
415 Die口″θ″dLiσ力θ Ges“Iふ

`θ

,S.400。
416 vgl。

,」〕θυ″
"昴

θ&“ L盪た,S。 400圧。エ ンデ は これ ら一連 の絵 の中に、マ グ リッ トや
ゴヤ、マックス・エルンス ト、ダリ、ブリューゲル、クレー、エンデの父エ トガー・エンデら
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は「海の大潮のように」425次第に大きく膨れ上がり、大波となって彼の心を襲い、彼は残

っていた最後の記憶、自分の名前を忘れる。

こうしてバスチアンは、自分を生命の水へと導く絵を手に入れる。『青い花』の見知らぬ

人や老坑夫、 トールベルンらは、話によって主人公を導く詩的・幻想的なヴィジョンを彼

らの内面に直接喚起していた。これに対して、ヨルは忘れられた夢の絵を採掘する技術を

教えることによって、かつてバスチアンの内面にあつたヴィジョンを彼に見出させており、

その影響はあくまで間接的なものである。 しかしながら、内面に深く作用するヴィジョン

を喚起することによって主人公を導くという点で、ヨルとロマン主義文学の老賢者たちは

共通しているといえる。

老賢者たちの導きは、幻想 との関わ りが主人公を様々な運命に導いているのと同様に、

様々な結果を主人公にもたらしている。すでにルー トヴィヒも指摘 しているように、ノヴ

ァー リスの描いた老坑夫がハインリヒの詩人としての内的な成長に関わつている一方で、

ホフマンの描いた トールベルンは最終的にエー リスを死に導いている。この点についてル

ー トヴィヒは、ヨルをトールベルンとは異なり、『青い花』の老坑夫と同様の「ポジティヴ

な人物」とみなしており、426ラ トカもこの点でヨルと老坑夫との一致を見ている。427

確かに、成長と破滅という彼らの導く結果からは、老坑夫とトールベルンの間に対極の

関係を読み取ることができる。しかしながら、『ファールン鉱山』の場合、エーリスの死は

落盤に巻き込まれた若い坑夫が五十年後に死んだ姿のままで発見されたという、ホフマン

が作品の題材とした実際の事件 428に起因するとも考えられる。

この結果の違いはむしろ、前節で見たような、幻想の持つ二面性をあらわしているよう

に思われる。というのも、ヨルとは異なり、老坑夫もトールベルンも、現実の世俗的な生

ではなく、詩的あるいは幻想的な生へと主人公を導いているからである。老坑夫の影響は、

詩人の道の途上にあるハインリヒに俯腋的な視′点を与え、 トールベルンは地下世界の女王

の幻影によつて、エーリスを鉱山における幻想的な生へ導いていた。一方、ヨルが導く先

はあくまで現実世界であり、それも『青い花』の構想に見られるような詩的変容を遂げる

現実世界ではなく、何の変化もない外的で世俗的な現実世界である。

425 1ttθ

“
″θ″dLiθttθ (9θs盛ゴbルιθ,S.405.

426v″ gl.,Claudia Lud■ vig: Nasご口6rθrわ′Jsndeinθ″
427 vgl.,Agathe Lattka:″フb〔わ闘 r ierRθ盟′″艦 ζ
428 vgl.,Hartmut Steinecke[uo a。 ](Hrsき。):a rИ′
1323r.

レ7tern■′si″りS.156.
S。 78。

力L壼レ′″″ Samarttθ  rerke,Bd.4,S。
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世界の忘れ られた夢」417で あるとい う。

バスチアンはこの忘れ られた夢の絵の中から、自分のものを一枚見つけなければならな

い。 とい うのも、誰を愛するのか答えることができなければ、生命の水を飲むことは許さ

れず、その際に彼の助けとなるのは、彼が「再び見出す忘れ られた夢」、つま り彼を「生命

の水が湧 く泉へ と導く一枚の絵」418だ けだからである。

数 日の間、バスチアンはヨルが掘 り出してきた絵の中に「見覚えのあるもの、あるいは

少 しでも彼にとつて何か特別な意味のある」419絵 を探 し求める。 しか し、彼の求める絵は

見当たらず、ヨルは自分で絵を掘 り出すことをバスチアンに勧める。本来であれば、アマ

ルガン トで手に入れた魔法の石アル・ツァヒールが ミンロウ ド坑の間を照らすはずであつ

たが、バスチアンはそれを星僧院で使って しまっていたため、暗闇の中で絵を採掘するこ

とになる。ヨルはバスチアンをミンロウ ド坑に連れて入 り、「無言のまま、彼の両手を取る

だけで」420、 絵を採掘する技術を教える。

日が経つ うちに仕事に慣れたバスチアンは、低い横坑に入つて一人で作業するよう指示

される。「母親の胎内にいる胎児のように丸くなって、彼はファンタージエンの基盤の暗い

深みに横たわ り、忘れ られた夢を、彼を生命の水へ導くことのできる一枚の絵を求めて我

慢強 く掘 り続け」421、 ぁる日、自分の心を惹きつける絵を見つける。その絵には「白い上

着を着て」、「片方の手に石膏の歯を持つた」422彼 の父親の姿が描かれてお り、「その姿勢

と静かで憂いに満ちた顔の表情」423がバスチアンの心をとらえる。特に彼は、絵の中の人

物が「ガラスのように透明な氷の塊の中に閉 じ込められて」お り、「突き破 ることはできな

いが完全に透けて見える氷の層が、彼を完全に、あらゆる方向から取 り巻いて」424ぃ る様

子に心を揺さぶ られる。バスチアンは、絵の中の男に対 して思慕の感情を抱 く。 この感情

の絵画を取り入れている。ミヒャエル・エンデ他著、樋口純明編『 ミヒャエル・エンデ ー フ

ァンタジー神話と現代』42ページ参照。u.vgl.,Hans Ester:a%pra“ ″ゴ′M盪′」乃 あ,S.

180。 この他にも、キリコやマネなどの暗示を読み取ることができる。Vgl.,Httna StOyan:Zをb

′力′″″s″sttθ″亜●″縫 Fわ″

“

α 1/ζθ″』拓たЙ′」 Enあ,S。 158■ u.Roman Hocke,Patrick Hocke:
Die口″θ″dttiaゐ θ(7θ saみ Ibみ ιθ́ Das P■■′″′メ」θ″「_乙θ重二々θ″,S.43f。
417 Die口″θ″a嗜

`σ

Йθ θθs(ダIIとんた,S.401.
418 五万b“″θ″dZむЙθ 6bsttiよιθ,S。 402.
419 Die口″θ″dLiσttθ (7θs“ Iむ力

`θ

o S.403.
420 Die口″θ″d五iθルθ Gesch■ふ ιθ,S.404.
421 Die口″θ″dLiσЙθ(7θs“′b力

",S.404.422 Die cJ4θ″ご■lθ力θ Ges“ Iむ力た,S。 405。

423 五万θ″″θ″dLiθЙθ(9θきよ iぬιθ,S.405。
424 Die“″θ″dLicЙ θ θθschlcゐιθo S.405。
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それゆえ、老坑夫および トールベルンの導く先 とヨルの導く先は、幻想 と現実 とい うJ点

で対極であると考えられる。 この
“点からすると、ヨルはむ しろ、蚤の親方やチェリオナテ

ィに近い存在であるといえるだろう。

鉱山という場

次に鉱山および地下世界 とい う場について見てみよう。まず、バスチアンにとつてミン

ロウド坑は、彼がアウリンに頼 らず、自力で成長する場である。それまで彼は、アウリン

の力によって様々な能力を身につけていたが、ここではヨルから技術を学び、自分 自身の

力で絵を採掘 している。アウリンによつて得た勇気や力はまだ備わつているものの、バス

チアンは暗闇が広がる地の底に対 しては じめは戦慄 し、429坑 内での仕事は しば しば彼に

疲労を感 じさせている。430父親の絵を見つけるまでは、延々と無駄な作業が続き、その

間に彼は「自分 自身に対するあらゆる憐れみを失くし」、「忍耐強く、静かな」431人 間にな

つていく。

これ と同様に、『 青い花』における洞窟 もハインリヒの成長を促す場 とみなすことができ

る。老坑夫 と隠者の話は、ハインリヒに「予感に満ちた自分の内面の新たな発展」を感 じ

させ、「いくつもの言葉、いくつもの考えが生命をもたらす花粉のように彼の内部に降 り注

ぎ、彼を即座に青春の狭い圏内から世界の高みへと押 し上げて」432ぃ る。そ して、第二章

第五節で見たように、彼が洞窟で見つける隠者の本も、彼の行 く末を祝覚的に暗示 してい

る。433

-方、『 ファールン鉱山』では、バスチアンやハインリヒのように、エー リスが鉱山にお

いて精神的な成長を遂げているようには見えないのただしヽ鉱山が幻想を映 し出す場 とし

て描かれているとい う′点で、ミンロウド坑 と同様の特徴を読み取ることができる。坑内で

の仕事の最中に、エー リスは トールベルンに再び遭遇 し、その際に トールベルンから罵倒

429 1戸 gl.,Die“菫θ″dZbttθ  Ges“ゴb力ιθ,S,403.
430 1vgl.,Die口 ″θ″dZ“θ θθs“ゴ昴 ιθ,S.405。
431 Die口燿θ″d■ lσttθ 6しsch■i",S.405。
432 Linrich y6口 飾 rttgθ″́,S.263.
433こ れに加えて、坑夫の仕事とその仕事が坑夫にもたらす影響も『 はてしない物語』と類似

しているように思われる。バスチアンが鉱山での仕事によつて、忍耐を身に付け、父親への愛

を見出しているのと同様に、老坑夫の語る「貧 しく節度のある坑夫」たちは、「深く寂しい場

所で、落ち着かぬ昼の喧騒から離れて」静かに働き、 「孤独の中で心からの情愛を込めて自分

の仲間と家族のことを思い、人間が互いに持つかけがえのなさと、血縁関係を絶えず新たに感

じ」、「その職業はたゆまぬ忍耐を彼に教え、彼の注意力を無益な考えへ逸らせることを許さ

ない」 (ЛttL減畳 残凛 aル7油れ界.s.245)と いう。
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され、ウッラは彼の嫁にはならないと言われる。ダールシェーの家に戻つた彼は、そこで

ペール ソンからウッラが他の男のもとΛヽ嫁ぐことになつたと告げられる。それは後にペー

ルソンの作 り話であつたことが判明するのだが、ウッラを愛 していたエー リスは絶望にか

られ、再度 トールベルンに遭遇 した坑道へ降 りる。そのとき彼の日前に、かつて夢に見た

地下世界 と女王の幻影が再びあらわれる。それは幻覚であつても、エー リスにとっては実

在するものとして出現 しているといえる。

他方で、ミンロウド坑で採掘されるのは、人間世界の忘れ られた夢であった。 ヨルによ

れば、ファンタージエンの地下では、人間の記憶に残 らなかった夢が、「ひとつひとつ、う

すい うすい層になって積み重なって」434お り、「全ファンタージエンが忘れ られた夢の基

盤の上にある」435と ぃ ぅ。忘れ られたとい う点では、ルー トヴィヒの言 うように、436絵

の採掘場は人間の無意識から成 り立っていると考えられるのまた、採掘 される絵の中には

シュールレアリスムの絵画も含まれていた。これ らの点を考慮すると、 ミンロウド坑 とフ

ァールン鉱山には、どちらも人間の内面から生み出される幻想が反映されているように思

われる。

さらに、ここで注 目に値するのは、エンデもホフマンも鉱山を現実 と幻想の双方をつな

ぐ場 として描いているとい う点である。エー リスが現実世界にあるファールン鉱山におい

て幻想を見出している一方で、バスチアンは幻想世界にあるミンロウド坑において現実を

見出している。 したがつて、エンデにおける鉱山は、ノヴァー リスおよびホフマンと同様

に、主人公の成長を促す と同時に、絵画や幻影 とい う像によつて幻想 と現実を媒介する場

として描かれているといえるだろう。

第四節 生命の水 一 九天丼 という空間 と主人公の内的変容

ミンロウド坑で父親の絵を掘 り出した後、バスチアンはその絵を持ってヨルのもとを発

つ。絵に導かれて、雪原を歩き続ける彼の前に、道化蛾シュラムッフェンが飛来する。彼

らは自分たちをかつての姿、常泣虫のアッハライに戻せ と要求 し、それができないバスチ

アンを連れ去ろうとする。そのとき、フッフールとア トレーユがあらわれ、道化蛾たちを

追い払 う。 しか し、この騒動によって、バスチアンの持つ絵は粉 々に砕け散る。 しばらく

434 Die traθ″ノLiθЙθ θθsiich`θ,S。 401
435 五万θυ″θ″dLiθらθ (9θきふ ■i′θ,S.401
436 vgl.,Clauclia Ludwig:И ●sごυ ererb`,/ζθ″ J″hθ″ 丁/7ιern力′θ■..,S.230f。
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の間、バスチアンとア トレーユは無言のまま向かい合って立ち、やがてバスチアンはアウ

リンを外 して雪の上に置く。その瞬間、アウリンが輝き出し、バスチアンはあま りのまぶ

しさに目を閉じる。そ して再び目を開けたとき、彼は自分が 「天の蒼弯のように大きな ド

ーム状の空間の中に立っている」487の を見る。

こうして彼は、ついに生命の水が湧き出る泉にたどり着く。すでにルー トヴィヒやス ト

ヤンも指摘 しているように、438こ のような丸天丼 とい う空間および生命の水 とい う形象

は、古くから多くの文化圏において天空の象徴 439ゃ生命の源、浄化、再生の象徴 440と し

て扱われてお り、ロマン主義文学では、『青い花』や『黄金の壺』、グリム童話等において

も用いられている。

丸天丼における水浴

まず、泉の空間の描写 と泉における主人公の行為について見てみよう。先に引用 したよ

うに、この空間は丸天丼から成 り、ドームを形成する切石は「金色の光でできて」441ぃ る。

その中心には二匹の巨大な蛇が 「市壁のように大きく横たわつて」442ぉ り、「一匹は夜の

黒さで、もう一匹は銀の白さで、未知の金属のように輝き」443、 互いの尾を口にくわえて

いる。そ して、この二匹の蛇の間に、生命の水が湧き出ている。

しかも彼 らは、互いに拘束 しあうのと同時に、生命の水を守っていた。 とい うのも、

彼 らが環になって横たわっている中心には、大きくて勢いのある噴水が音を立てていた

からである。その水 しぶきは、上へ下へ と踊 り、幾千もの形 となって落ち、 目で追 うこ

とができないほど素早く散っていつた。泡立つ水は、細かい霧 となつて飛散 し、その中

で黄金の光が、虹の七色に変わった。それは幾千もの喜びの声をともなった、ざわめき、

歓呼、歌声、歓声、笑い、叫びであった。444

437 五万θ
“
″endLiθらθ(9θstt■iね ,S.413。

438 vgl.,Claudia Ludwig:″ bsご口
"び

わι yθtt deinθ″ 丁′7しern ias■ ..,S.168ff.u.Httna
Stoyan:Dier五′″′′θI″s“θ″KndeFb″盪 arフリ″]をしЙ′arEnab,S.166∬.

439ジ ャン・シュヴァリエ他著、金光仁二郎他訳『世界シンボル大事典』711ページ以下参照。
440ジ ャン・シュヴァリエ他著、金光仁二郎他訳 同上 937ページ以下およびアト・ ド・フリー

ス著、山下主一郎他訳『イメージ・シンボル事典』大修館書店 1984年 678ページ以下参照。
441 五万θ

““
θ″dLiσttθ (算θstti轟た,S.413.

442 3θ 口″θ″dをしゐθ(7θsぬiぬた,S.413.
443 五万θ口″θ″d■lθゐθ(算θs“」しゐた,S。 413。

444 Die“″θ″dittθ (算θs(プ[ゴ昴 わ,S.413。
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フッフールは水たちの言葉を解 し、彼 らの意思をア トレーユとバスチアンに通訳する。

水たちによれば、この場所、つまり金色の丸天丼の空間がアウリンである。そ して 「アウ

リンはバスチアンが探 し求めた戸口であり」、「彼は最初からそれを持っていた」445と ぃ ぅ。

水たちはさらに、バスチアンが生命の水を飲むためには、幼ごころの君が彼に与えた容姿

や能力などすべてを手離さなければならないと言 う。その準備ができているかとい う水た

ちの問いにア トレーユが代弁すると、黒蛇の頭が持ち上が り、大きな門を成す。ア トレー

ユはバスチアンの手を取つてこの門をくぐり、フッフールがそれに続 く。噴水に向かって

一歩一歩進むごとに、バスチアンはファンタージエンで得たものを一つ一つ失い、元の「背

が低 くて太った内気な少年」446の姿に戻る。身に着けていた服も消え去 り、バスチアンは

裸のままで、泉を取 り巻いている黄金の輪の前に立つのこの瞬間、彼はまだ自分の世界 と

自分 自身の記憶を取 り戻 しておらず、自分がどちらの世界に属 し、また本当に存在 してい

るのかどうか分からない 「まったくよりどころのない状態」447を経験する。そ して彼は、

泉の中へ飛び込み、生命の水を飲む。

だが、それから彼は、ためらうことなく水品のように澄んだ水の中へ飛び込み、転げ

まわ り、水を吹き出してはねかけ、きらめきながら滴 り落ちる水 しぶきを回の中に流れ

させた。彼は乾きが満たされるまで飲みに飲んだ。そ して喜びが、生きる喜び、自分自

身であるとい う喜びが、頭のてっぺんから足の先まで彼を満た した。 とい うのも、彼は

今、自分が何者であり、どの世界へ属 しているのか再び知ったからである。彼は新たに

生まれたのだった。そ して何より素晴らしかつたのは、彼が今まさに、かつてそ うあっ

た状態にな りたいと欲 していたとい うことだった。 448

このときバスチアンは、「世の中には、喜びの形は何千 と存在するが、結局のところそれ

らは皆、たつた一つの、愛することができるとい う喜び」449で ぁり、愛することと喜びが

「同じ一つのものである」450こ とを理解する。こうして彼は、自分 自身と現実世界の記憶

を取 り戻す と同時に、愛するとい う最後の願い、彼の真の意志を実現する力を得る。

445 3θ ″″θ″dど

“

θ(7θschichιθ,S.415。
446 五万θυ″θ″dbiσЙθ(7θもふ ichた,S.416.
447 Dθ ″″θ″d■lθЙθ hesぬゴb乃た,S.416,
443 3θ  υ″θ″atticヵ θ θθ3ふ五ふ た,S.416。
449 Die置で″dttchθ (7θstti‐ιθ,S.416。
450 Die口″θ″ごZiσ力θ θθきふ kふた。S。 416.
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さて、すでにルー トヴィヒも指摘しているように、このような黄金の丸天丼という空間

は、『黄金の壺』においても見出すことができるが、451丸天丼の下に噴水があり、そこで

主人公が水浴するという点では、『青い花』との類似性を読み取ることができる。以下にそ

の描写を見てみよう。

『青い花』では、ハインリヒが見る青い花の夢と、老坑夫の影響によつて彼の内面で繰

り広げられる光景において丸天丼の描写がある。このうち、生命の水の場面と比較するこ

とができるのは、青い花の夢の方である。青い花の夢については、すでに第一章第二節で

述べたが、ハインリヒはこの夢の中で、青い花の咲く泉にたどり着く前に、丸天丼のある

洞窟へ行き着いている。森を抜け、山を登り、その中腹にある草原で、彼は高い絶壁に行

き当たる。その裾には岩をくりぬいて掘られた入口があり、その中へ入つた彼は、奥へと

進む。やがて、彼の前に「すでに遠くから明るい光を投げかけていた広い空間」452が あら

われる。

そこへ足を踏み入れたとき、彼は力強く噴き出す水柱に気づいた。それは噴水のよう

に丸天丼の天頂まで舞い上がり、上では無数の閃光となって飛び散 り、下では大きな池

の中に集まっていた。水柱は灼熱の黄金のように輝いていた。あたりにはほんのわずか

な音すら聞こえず、神聖な静寂がこの素晴らしい光景を包んでいた。彼は限りない色彩

で波打ち、ゆらめく池に近寄った。洞窟の壁はこの水しぶきを浴びていたが、水しぶき

は熱くはなく、ひんや りとしており、鈍く、青みがかかつた光を壁に投げかけていた。

彼は自分の手を池の中へ浸して、唇を湿らせた。霊の虐、吹が彼の身にしみわたるかのよ

うだつた。そして彼は、芯から元気を取り戻し、爽快な気分になったように感 じた。453

このときハインリヒは、水浴びをしたいという衝動に駆られて服を脱ぎ、池の中に入る。

その際に「この世ならぬ感覚が彼の内面にあふれて」454、 様々な想念を喚起し、彼は「見

451 vgl.,Clauとa Ludwig:フ 穐25ご口αettι √ondein"'7しern■′sι″りS.168.第 六の夜話では、

リン トホルス トの屋敷にある部屋において、次のよ うな描写があるQ「空色の壁か らは、背の

高い粽欄の金銅色の幹が伸びてお り、それはエメラル ドのようにきらきらと輝 く、巨大な葉を

上へ と伸ばし、丸天丼を作つていた。」 (3げ ョ熱 nθ bpム S。 271)ア ンゼルムスは、この部

屋の中央に黄金の壺が置かれているのを見る。
452 HeinttJ6通 7o‐ (9■つrttngθ″′S.196.
453 正長

"httabじ
石θ″ 飾 r如 ″′S.196.

454及ヵri藁じ乙ι口 6粥釘泌■gθ″′S.196f.
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たこともない新たな形象」455が 自分の周りで日に見える姿となる様や、自分にまとわりつ

く水が魅力的な娘に変じる様を見る。

『青い花』においても、『はてしない物語』と同様に、黄金をはじめとする様々な色彩や

光によつて構成された丸天丼と噴水が描かれており、そこで主人公が水浴をしている。そ

れゆえ、丸天丼と噴水という空間の描写と、主人公の行為においては、『青い花』と『はて

しない物語』の間に類似性を見出すことができる。

しかしながら、泉における主人公の行為の持つ意味や、水の持つ効果は、それぞれ異な

つているように思われる。エックハル ト・ヘフトリヒは、ハインリヒの見る夢をイニシエ

ーションとしてとらえており、泉における水浴を新 しい誕生と復活をともなった洗ネLと し

て解釈している。456ス トャンも、ハインリヒの行 う水浴をイニシエーションとしてとら

えており、この行為が『 はてしない物語』では物語の最後に、『青い花』では物語の初めに

位置しているものの、どちらの場合においても夢の中で生じており、主人公の新 しい人生

のはじまりを意味していると解釈している。457確かに、青い花の夢や生命の水の泉での

体験は、主人公たちの新たな人生のはじまりとみなすことができる。

しかし、ハインリヒにとって夢における諸々の行為と形象が、詩人としての変容のはじ

まり、つまり彼の詩的遍歴の開始を意味しているのに対して、バスチアンにとって生命の

水における体験は、願いの道を通 じた詩的変容の達成を意味しており、その後に始まるの

も、あくまで現実的な生である。さらに、バスチアンにとつて生命の水は、彼の内面に作

用して現実世界の記憶を取り戻させ、彼に愛することを可能にさせる治療薬としての働き

も持つていた。一方、ハインリヒにとつて夢の中の噴水は、彼の内面に作用してはいるも

のの、その効果は不可思議な空想の促進であり、生命の水のような治癒の作用までは有し

ていないと考えられる。

生命の水が持つ複合的な性質

治療薬としての生命の水というモティーフについては、グリム童話においていくつかの

例を見ることができる。そこでは、『命の水』(D鴻 厩鶯
“
rルs ittθ″a KHM 97)や『金

455 Heinriぬじ石θ″ (2ルθr(盪″gθ″′S.197.
456そ の際にヘ フ トリヒは、ハ インリヒの詩 人 としての遍歴 にオルフェ ウス神話の要素を読み

取つてお り、水浴 における新 しい誕生が 「オルフェウスの誕生」 (S。 90)に なっていると解釈

している。 Vgl。 ,Eckhard Heftrich:Ⅳ ♭猜 。乃″ 五ogos浅ソ 妥χ」θ.Frankfurt am Main:
VittoriO Itlostermann,1969,S.84∬。
457 vgl.,Httna StOyan:」 ユJθ

 ρ力′″んIs″ schθ″」壺″■erb″ (J:θ r I′り″И

“

′θノ五bあ,S.168。
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の山の王様』にし・κ効な yarJ♂測b″

“
Berg、 KHM 92)、『 こわいもの知らずの王子』(aF

酪 nigssohュ 虎F面勁 Иソ″ゴ励お加
"携

KHM 121)に おいて「命の水」が登場する。い

ずれのメルヒェンにおいても「命の水」は病気や怪我を治し、人間を生き返らせることの

できる万能薬として扱われている。特に、バスチアンが生命の水によつて父親を救済する

というメ魚では、末弟の王子が病気を治癒する命の水を父親にもたらす『命の水』と同様の

話型を『はてしない物語』に認めることができる。ただし、『はてしない物語』とは異なり、

グリム童話における「命の水」の効果は、あくまで外的なものであり、人間の内面に直接

作用 してはいない。

生命の水の内的な効果とこの水が作る泉の性質は、『ブランビラ王女』のウルダルの泉と

比較することができる。第二章第一節および第二節で見たように、ジッリオとジァチンタ

は、生来の現実的自我を離れ、コルネリオ王子とブランビラ王女という幻想的自我を完全

に得た後、ウルダルの泉をのぞき込み、自分たちの内面にある幻想的自我だけでなく、現

実と幻想を俯腋的に認識していた。その際に彼らは、泉の持つフモールの働きによつて、

幻想と現実の対立を克服し、笑い声をあげながら両者を認め、受け入れる能力を獲得して

いた。バスチアンも彼らと同様に、現実の記憶をすべて失つた後に生命の水を飲んでおり、458

このとき彼は、記憶の回復と同時に自分自身を再認識 している。ジッリオとジァチンタの

場合、幻想の是認という側面が、バスチアンの場合は現実の是認という側面が強いが、彼

らは皆、泉の持つ自己認識の作用によつて内的な変容を遂げ、それまでにはなかった世界

と自己に対する新 しい視J点 ・認識を獲得しているといえる。459

特に注目に値するのは、ウルダルの泉の持つフモールの働きを、生命の水にも見出すこ

とができるという点である。現実と幻想 (理想)の両極において失敗を経験 したバスチア

ンは、生命の水によつて、それまで否定していた自分の現実、つまり容姿や性格、能力を、

喜びをもつて受け入れられるようになっている。「ユーモア」(Humor)に関してエンデは、

第 20回IBBY東京大会での講演の中で、「自分の足りなさを苦い思いをすることなく認め、

気を楽にすることを我々に可能にする、あの意識の姿勢です。そして他人の足 りなさも微

458こ のとき彼は、アウリンによつて得た容姿や能力もすべて失つている。この点では、ジッ

リオとジァチンタと異なり、バスチアンは文字通 り現実と幻想の中間状態を経験 しているとい

える。
459バ スチァンの場合、それは 「彼に世界と取 り組むことを可能にさせ る新 しい自意識」であ

る。Vgl。 ,fL′″″劇L″五ノ′■IP山よ、S.38f.
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笑んで認めることができる」460と 述べている。その際に彼は、ユダヤ人が「ユーモアの発

明者」であると述べ、その理由として他の多くの文化では、「理想主義者か現実主義者」し

かいないのに対 して、ユダヤ人が長い歴史の中で理想と現実の両極を離さず、この緊張状

態の中で生きていることを挙げている。461理想と現実の車L蝶を解消し、双方の両立を認

め、受け入れる働きを持つという点で、エンデの定義するユーモアは、ホフマンがウルダ

ルの泉で描いたフモールと同様の特徴を持つているといえる。

さらに、ウルダルの泉は幻想世界の新しい統治者が誕生する場でもあつた。ミュスティ

リス王女はウルダルの泉に咲く蓮の花から誕生と復活を遂げており、泉はミュスティリス

という存在の根源に関わつている。これと同様に、『 はてしない物語』における生命の水の

湧き出る泉は幼ごころの君の力の源でもある。アイゥオーーラおばさまによれば、「幼ごころ

の君はそのすべての力をそこから受けている」462と ぃぅ。幼ごころの君自身は、アウリン

の中にあるこの泉へ行くことはできないという違いはあるが、生命の水の泉とウルダルの

泉は、幻想世界の統治者の力あるいは存在の源と関連づけられているという点で同様の性

質を有しているといえる。

このように、生命の水の描写においては、その空間描写や水浴という主人公の行為にお

いて『青い花』との、治療薬としての水という役害Jを持つ′像でグリム童話との、そして泉

がフモールによる自己認識の作用と、幻想世界の女王の力と生命の源泉という性質を持っ

ている点で『ブランビラ王女』との共通点を見出すことができる。

生命の水が現実世界に与える影響

『ブランビラ王女』との比較においてはさらに、泉での経験を経た後の主人公たちの行

為、すなわち物語の結末に、エンデとホフマンの文学的親近性を読み取ることができる。

語り手が述べているように、バスチアンが生命の水の泉で得た愛と喜びは、彼が現実世界

460 」池丘しみ′θノEndes Ze′t,よasten,S.197。
461 vgl。 ,M盪′グル あsんιtelka話開,S。 197f。 エンデではさらに、『 ものがたりの余白』にお
いてもユーモアについて語つている。そこで彼は、カバレットのような風刺とユーモアを区別
し、前者がその対象を傷つけるのに対して、後者はそれをせず 「おおらかな態度」を持つてい

ると述べている。彼はまた、古典古代の喜劇には笑いはあるものの、ユーモアが、つまり「善

意のおおらかさ」や同情といったものがないと述べる。彼によれば、「ユーモアはつねに善意

や好意と結びついて」おり、そのようなものが登場するのは近世からであるという。彼は「滑稽
小説」の嗜矢として『 ドン 。キホーテ』を挙げている。田村都志夫編訳『 ものがたりの余白』
30ページ以下参照。
462 五万θ″″θ″dZbttθ (7θstt■ふ た,S.392.
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に帰つた後も消えることはなく、彼のその後の人生においても周囲の人々に影響を与えて

いる。463そ の最初の対象 となるのは、彼の父親であるの自蛇の成す門を通つて現実世界

へ帰還 した後、彼は涙 とい う形で生命の水を父親にもたらし、その苦悩を治癒 している。

一方、ジッリオとジァチンタは、ウルダルの泉において、自分たちの内面にある「真の

ファンタジー」や 「真のフモール」とい う幻想的な心情を客観的に認識 していた。この後

に彼 らは、チェリオナティが喩えていたように、人々がのぞき込むウルダルの泉の役割を

持つrll場 とい う空間において様々な役を演 じ′ることによつて、この心情の雰囲気を表出さ

せている。

バスチアンおよびジッリオとジァチンタは皆、泉での変容を経た後に、彼 ら自身が現実

世界において調和的な生を送ることだけではなく、泉 と同じ効果を現実にもたらすことが

できるようになっている。これによって彼 らは、幻想世界を救済するだけでなく、現実世

界にも調和 と幸福をもたらす。このJ点 で泉は、幻想世界の根源 として作用するだけではな

く、主人公を通じて現実世界へも影響を及ばしているといえる.特に『はてしない物語』

においては、その影響が治癒的な効果としてあらわれている。物語の終盤でコレアンダー

氏は、ファンタージエンに行けない人間もいれば、向こうへ行つたままの人間もいるが、

他方でファンタージエンヘ行つて再び帰つてくる人間もお り、そのような人間が「両方の

世界を健やかにする」464と 述べている。

すでにいくつかの例を見てきたように、ロマン主義文学の主人公たちは、幻想 と関わつ

た末に、幻想世界での幸福あるいは破滅、現実世界での調和的な生の獲得など、様々な結

末に達 していた。 日常から逸脱 した 「変わ り者」の主人公たちの うち、まさにバスチアン

やジッリオらのように、現実世界 と幻想世界の両方を知 りながらも現実世界での生を選ぶ

ことのできる者だけが、双方の世界に調和をもたらすことができる。幻想のはらむ破滅 と

調和の双方の作用が描かれているとい う点では、『 はて しない物語』は、『青い花』のよう

に文学作品の中で現実を詩的世界に変容 させようとしたノヴァー リスではなく、ホフマン

の作品に近いように思われる。 しか し、アイ ゥオーラおばさまによれば、ファンタージエ

ンには、「いつか遠い未来に、人間たちが愛をファンタージエンにももたらす ときが来る」

とい う予言があり、「そのとき二つの世界はひ とつになる」465と ぃ ぅ。このような現実 と

463 vgl.,Die口″θ″dル励 θ θθs“」励 た,S.416.
464 1ttb“ ″θ″dttchθ (3bs盪ゴ盪 ね,S。 426.
465 五万θ口″θ″JLiσЙθ(算θschiふιθ,S.394.
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幻想の融合という可能性も示唆されているというフ像では、『はてしない物語』はロマン主義

文学において描かれた、現実と幻想の交わりによって生じる様々な可能性を包括している

といえるだろう。
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第四章 初期ロマン主義とエンデの詩 学

これまでの三章では、物語の展開に沿 う形で『 はて しない物語』をロマン主義文学の諸

作品と比較 してきた。そこでは、主人公の基本的な特徴や境遇だけではなく、幻想世界の

統治者の救済や、幻想 と現実の対立的関係の解消および調和的関係の構築といつた話型、

自然ポエジーや本の中の本、生命の水 といつたモティーフ等、多くの′点でロマン主義文学

と同様の、あるいは類似する特徴を認めることができた。『はてしない物語』はさらに、一

個の作品としてのみならず、エンデの文学観・芸術観のあらわれとしても読むことができ

る。というのも、『はてしない物語』に関してエンデは、『南 ドイツ新聞』のインタヴュー

の中で「私は物語の中で私の文学理解あるいは芸術理解を示そうと試みました」466と 述ベ

ており、さらに別のインタヴューでも「お望みなら、この本は私の詩学 (Poetik)です」467

と述べているからである。作品の構想やその背後にあるエンデの文学観・芸術観もまた、

ロマン主義的な特徴を備えている。本章では、その代表的な例として、初期ロマン主義の

フリー ドリヒ 0シ ュレーグルおよびノヴァーリスの文学理論や文学観をエンデの文学観・

芸術観と比較・考察していく。

第一節 Lシ ュレーゲルの「進展的普遍ポエジーJと「新 しい神話」

まず、『はてしない物語』で描かれた「ファンタージエン」という幻想世界の構想につい

て見てみよう。すでにいくつかの点について触れたように、エンデは「ファンタジーと夢

の国であるだけではなく、芸術の国、つまり虚構 (Fiktion)の 国」468で あるファンター

ジエンを描く際に、様々な芸術や思想に由来するモティーフや描写を取り入れていた。こ

の点についてゼーハーファーは、そのインタヴューの中で、特に トールキンの『指輪物語』

(鰍[θ L″ご〆肋θ品韓男 1954‐ 55)と の類似性を指摘している。469こ れに対してエンデ

は、「トールキンの物語自体が、元をただせば、アーサー王伝説に基づいていて、それは、

466 Barbara Bondy,Barbara vonヽ rulfbn,Hans Heigert:θθゃ■慶(■

“
ゴ′』石ご[′θf ttbめ,S.

137.そ の例 としてエ ンデは、グモルクとア トレーユの会話 とア トレーユ と幼 ごころの君の会話

を挙げている。
467 HanS Ester:θ θΨFa6カ

“
ゴ′施 ′」Zbあ,S。 182.

468 Barbara BOndy,Barbara von Wul]bn,Hans Heigert:a.a.0.,S。 137′

469ミ ヒャエル・エンデ他著、樋口純明編『 ミヒャエル・エンデ ー ファンタジー神話と現代』

38¨ 39ページ参照。

103



名前のつけ方にいたるまで、反映 しているとい うことです」470と 述べ、自身の作品におけ

る他の芸術作品の描写やモティーフの意図的な借用について次のように説明 している。

「ですから、私はアーサー王伝説から票J窃 している、と言 うこともできるで しょう。私

は実際、そ うしました 一一確かに。でも、そもそも、そ うした借用は、なぜ行なわれる

ので しょうか ?こ の物語の、いたるところで暗示されていることですが、ファンタージ

エンの世界は、私一人が作つたのではなく、いわば人類全体が作つたのです。ですから、

出典を見分けることのできる人は、その暗示を読み取れるわけです。」471

エンデはさらに、『はてしない物語』の中にトールキンやホフマンの要素を読み取ること

ができることを認めつつも、「直接写し取つたものは、何もありませんが、それらからイン

パクトを受けているとは、言えます。なぜなら、私はまさに、バスチアンの入 りこんだ世

界が、あらゆる時代、あらゆる人間が関わった、共同の産物であることを、示そうとした

からです」472と 述べている。

このようなエンデの試みは、ノヴァーリスにおいても見出すことができる。『青い花』で

は過去の神話や伝説に由来する物語が語られており、小説の草稿においても、「最も離れ、

最も異なる伝説や出来事が結びつけられる。これは私の発明である」473と ぃぅ記述をはじ

め、多くの神話や伝説、メルヒェンに関する記述があり、ノヴァーリスがそれらを積極的

470ミ ヒャエル・エンデ他著、樋口純明編『ミヒャエル・エンデ ー ファンタジー神話と現代』
39ページ。
471ミ ヒャエル・エンデ他著、樋 口純明編 同上 39‐ 40ページ。
472ミ ヒャエル・エンデ他著、樋 口純明編 同上 41ペー ジ。ェ ンデは本稿の 「は じめに」で引

用 したシュ ミッ ト宛の書簡においても同様 の点について述べてい る。黒姫童話館資料番号 :

02EB002(17.05。 1981.An Hans Walter Schmidt)「ただ、私が一連の 「幻想的な文学 と絵

画」の作品を意図的に私の本の中で引用 しているのは確かなことです。 しか し、そ こで問題 と

なつているのは、その都度、短い ヒン ト (例 えば、 「シェクス ピール」 と呼ばれ る、遠い昔 日

のファンタージエンの旅行者)だけなのです。私はこれ′によってファンタジーがある個人の創

造物ではなく、あらゆる民族 と時代が共同で作 り上げる創造物であることを暗示 しているつ も

りですc私の方から、誰か他の作家に対 して意識的・テーマ的に依拠することは していません。」

"[.…
]Nun ist es zwar so,daS ich eine Reihe vonヽ Verken der"Phantastischen Literatur und

LIalerei"absichtlich in m[einelm Buchnzitiere[壺 d,aber es handelt sich dabei eben nur um
jelweis kurze Hinweise(z.B.der Phantasiereisende aus iangSt Vergangenen Tagen,der

sich"Schexpむ ''nennt。 )Ich¬will dallllit andeuten,daS Phantasie nicht die Schё pfung eines

Einzelnen,sondern eine Gen■ einschatts‐ Schёpfung aller Vё ュker[」d und Zeiten isto Eine
bewusste thematische Anlehnnunglsia an i.・ gend einen anderen Autor lag von meiner
Seite aus nicht vor.[。 …]“ (下線は筆者による)

473Aゐ
Iィ″ s Sirtte″,Bdo I,S。 345。
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に作品の中へ取り入れようとしていたことがうかがえる。このような傾向はさらに、フリ

ー ドリヒ・シュレーゲルの文学論においても見出すことができる。

シュレーゲルの「ロマン主義文学Jとエンデの文学観

シュレーゲルは『 アテネウム断章』116番の中で「ロマン主義文学」について論 じてい

る。そこではまず、人間の想像力によつて生まれたあらゆる芸術的創造物や思想的産物を

文学作品の中で統合 しようとする構想が語 られる。

ロマン主義文学は、進展的普遍ポエジー (eine progressive Universalpoesie)で ある。

その使命は、単に、引き離 された文学のあらゆるジャンルを再び一つにし、文学を哲学

や修辞学 と関係づけるだけではない。それは詩 と散文、独創性 と批評、創作ポエジーと

自然ポエジーをときには混ぜ合わせ、ときには溶か し合わせ、文学を活気づけ、社交的

にし、生活 と社交を詩的にし、機智を詩化 し、芸術の諸々の形式をあらゆる種類の堅実

な形成素材によつて満たし、フモールの振動によつて生気を吹き込もうとするものであ

り、またそ うすべきものである。それはいくつもの体系をその中に含んでいる芸術のも

つとも偉大な体系から、歌を作る子 どもが素朴な歌の中にそつともらす溜′自、や 口づけに

至るまで、詩的でさえあれば、すべてのものを包括する。474

文学における諸々のジャンルの統合や、相対立する形式や概念の融合、そしてあらゆる

詩的なものを包括 しようとするシュレーゲルの態度は、エンデにも当てはめることができ

る。エンデの場合、諸学問の統合 とい う視′像こそないものの、先に見たように、ファンタ

ージエンは、あらゆる芸術が相互に関連づけられることによつて生み出された国であつた。

例えば、ア トレーユは、古典古代の英雄の特徴を備えてお り、475彼 の物語は、スフィン

クスや魔法の鏡、そして禅の公案に由来する三つの神秘の門や、自然ポエジーの人格化で

あるウユララ等、多くの神話的・詩的形象や思想的産物に、さらには「誰でもない」 とい

うオデュッセウスに由来する発言のように、神話的言動や行動に満ちていた。形式の融合

とい う点では、『 モモ』における「メルヒェン・ロマーン」とい う構想が挙げられる。そこ

では、メルヒェンと小説 とい う二つの形式を融合させることによる「現実と夢の相互浸透」

474 Иttα2J“

“
θ′‐ agm“れ Nr,116,S.182.

475 vgl.,Claur_lia Ludw増 :″bSご口ererb′ π口 aL:hθ″丁'7tern i′θ′″りS.46」雌
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(Durchdringung von Tag und Traum)476が 意図されている。

シュレーゲルはさらに、ロマン主義文学について次のように述べる。

ロマン主義文学だけが、叙事詩 と同様に周 りを取 り巻 く全世界の鏡、時代の似姿にな

ることができる。 しかも、ロマン主義文学はあらゆる実在的関心にも観念的関心にも制

約 されずに、詩的反省の翼に乗つて、描写されたものと描写する者の中間に最も良く漂

うことができ、この反省を繰 り返 し累乗 して、無限に続 く合わせ鏡のように重ね合わせ

ることができる。477

ロマン主義文学が周囲の世界や時代を映 し出す鏡であるように、エンデも文学作品にお

いて、現代 とい う時代を反映させようと試みている。『 オリーブの森で語 りあ う』の一 日目

の対談の中で、彼は『モモ』の構想に関して、「僕にとつてはむ しろ、今 日の僕たちを取 り

巻 く世界のイメージを、内的なイメージに変えることが、つまり、昔のメルヒェンの語 り

手たちが彼 らを取 り巻 く世界について行なったの と同じことをすることが重要だつたん

だ」 478と 述べている。彼はまた、モモの人物像において、従来の行動的な英雄 とは異なる

英雄像を提示 してお り、「仕事をする際や過去の文学 と取 り組む際に」彼の内に生 じた、英

雄 という概念の今 日的な意義や、今 日的な英雄像の有 り様に対する問いに取 り組んでもい

る。 479

ロマン主義文学はさらに、実在的 (real)関 心、つまり外部の世界の事物や出来事 と、

観念的 (ideal)関心、つまり思惟によつて人間の内部で展開する営為のどちらにも偏るこ

となく、描写されたもの (=描かれる対象)と 描写する者 (=作家)の 中間に存在 しなが

ら、両者を鏡のように反射するとい う。480っ まり、ロマン主義文学は、作家および作家

が描いた対象の反映でありながら、そのどちらにも属することなく、両者の間でそれぞれ

を映 し出す鏡 としての働きも持っていると考えられる。

ここで述べられている実在と観念の二極は、『はてしない物語』の場合、現実と虚構の二

476 」■aaゐ′ダ Endbθ  Zertekasten,S。 266.
477 」[zヵ θ″ガ″

“
s―Fr■gmθ″′θ,Nr。 116,S。 182f.

478 R.′″ι′」θ∠【曖■t″多を■ガ71圧た。S.37.
479 vgl。 ,μ′″″

"α
ttbfraルグbi圧女,S.39.

480こ こでは、「反省」 (Re■exlon)の意味を「思考や省察という意味での「反省」よりもむ
しろ、まずもつて「反射」として、この場合は特にある対象の描写として理解すべきものであ
る」という田中均の解釈にならう。田中均『 ドイツ・ロマン主義美学 ― フリー ドリヒ0シ ュ
レーゲルにおける芸術と共同体』御茶の水書房 2010年 99ページ参照。
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極 と言い換えてもよいだろう。そこでは、ファンタージエンで繰 り広げられる虚構の物語

がその大半を占めているが、他方では現実世界が常に顔をのぞかせている。例えば、バス

チアンは読書の際に、ウユララやグモルク、幼ごころの君の日から人間世界 とファンター

ジエンの関わりを知る。そ して彼は、ファンタージエンに行つた後も願いの実現によつて

現実世界に関する記憶を喪失 し、ミンロウド坑では人間世界の忘れ られた夢を採掘 してい

る。 さらに、物語の終盤でバスチアンは現実世界に帰還するものの、依然 として幻想世界

は存在 したままであり、コレアンダー氏が述べていたように、二つの世界の調和 と健全な

状態が保たれるためには、彼のような人間が双方の世界を往来することが求められている。

『 はてしない物語』は、アウリンが象徴するように、現実と虚構のどちらの原理にも偏 ら

ず、まさに双方の均衡を描いているといえる。

そ して、ロマン主義文学が持つ、描写されたものと描写する者の間に生 じる反省の作用

は、エンデにおいては特に、彼の語る読者 と本の関係に見出すことができる。子安美知子

によるインタヴューの中で、彼は『鏡のなかの鏡』 とい う作品名を禅の公案から得たこと

に触れ、二枚の鏡を向い合せると生じる「無限の映 し返 しのプロセス」481を読書 とい う行

為に当てはめている。

「本を読む ときにも、本 と読者のあいだに似たプロセスが生 じます。だから、同じ本を

ふた りの人間が読むとすると、そこで読まれるものは、けつして同じではないと思いま

す。それぞれが、本のなかに自分をつれ こむからです。自分の連想、自分の思考、自分

の経験、自分の感受性、それ らすべてを投入 して読む。だから本はいつも、ある意味で

は読者を映す鏡です。」482

これに続けてエンデは、それ とは逆に、同じ読者が二つの異なる本を読む ときには、そ

れぞれの本の差異がなくな り、それ らは「共通する何か」483を持つことになると述べ、『鏡

のなかの鏡』を読み終わつた後も、読者が 「何かまだ秘密のとけない領域にとどまつてい

て、その気分がいつまでも読者に作用 しつづけてほしい」484と 語つている。エンデにとつ

て文学作品は、作家および作家が描こうとした対象の反映であるだけではなく、読者がそ

481子安美知子『エンデと語る 作品・半生 。世界観』66ページ。
482子安美知子 同上 66ページ。
483子安美知子 同上 67ページ。
484子安美知子 同上 67ページ。

107



こに自分の現実を反映させる鏡でもあるといえる。

この点についてエンデは、『だれでもない庭』 (」勁r肋
“
′″dsttr"″,1998)に 収めら

れた 1994年 2月 5日 付のメモ「鏡に映る鏡には何が映つているのか ?さ すらい山の古老」

("多J zeigt θ力 珈力″ニルrJ励 ヵ θ力θ″ヽ‐3dqprむ方′Dθr ttte"″ 口閣曲 In晨〕″

■理→ において、さらに詳 しく述べている。そこでも彼は、まず 「本は読者が自分自身

を映し出す鏡」485で あり、「読者はその時々の本がそれ自身を映し出す鏡」486で あると定

義する。そして、「読者とその本に当てはまることは、この世界の人間についてもまったく

普遍的 (generell)に 言える」487と 述べているように、彼は読者と本の間に存在する、互

いを映し出す鏡としての関係を人間と世界の関係にまで拡大している。さらに彼は、読書

によって「読者と本 (人間と世界)」
488の間で生じる出来事とそのプロセスに注目し、次

のように述べるの

この秘密に満ちた出来事へと読者の注意を向けるために、私は読者を自分自身へと差

し戻す物語を、人が (慣れ親しんだ事柄を再び認識することを意味するにすぎない「理

解 した」という思いによつて)し つかりつかまることのできない物語を書こうと試みた。

あらゆる方向へ向かって開かれており、読者を自由落下の無重力状態へ、いわば、(神や

人間の自我や存在の感覚 (der sinn der Dasein)の ように)存在するとも、存在 しない

ともいえない、他に表現しようのない中心をめぐる周回軌道の中へ置く物語を。語られ

たすべての出来事は、はっきりとあるいはひそかに、新しい出来事へのきっかけをその

内に含んでおり、新しい出来事の周回が始まるまで、それはいつまでも続く…。489

ここでもエンデは、読者と本の合わせ鏡によって生じる反省のプロセスを、読者に体験

させるために、読者を物語の中に留まらせず、その意識を読み手自身へと向かわせる物語

を書こうとしたと述べている。この鏡としての本の作用は、『はてしない物語』にも見出す

ことができる。バスチアンは、ア トレーユの物語を読む際に、学校での失敗や母親の死、

父親との関係等、自分の現実を読み込んでおり、ファンタージエンでは、願いの道を行く

485 Der Mb“ ′″dttarl妙″,S。 302.
486 Derカリθ

“
′″ごlτ′r"″夕S・ 302.

487ヵ Nie“′″dsgarわ″,S.302.
4881■)r Mθz:′″dSgar£n)S.302.
489 DeINie“ ′″dsgarわtS.303.
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ことによつて彼の真の意志を知り、生命の水によつて彼自身の存在を再認識 していた。『は

てしない物語』においては、まさに読者と本の間に生じる鏡のような反省のプロセスその

ものが描かれているといえる。そして、すでに見たように、現実の読者が手にする本もバ

スチアンが読むものと同じく、赤銅色の絹で装丁された、赤字と緑字の二色刷 りの本であ

り、「本の中の本」モティーフは読者のレベルにまで拡大されていた。このような手法によ

って、エンデはバスチアンの物語を読む現実の読者にも、彼ら自身の読書行為を意識させ

ようとしている。この“点で『はてしない物語』において描かれている反省の作用は、現実

の読者に対しても働いているといえる。

シュレーゲルはまた、ロマン主義文学が「いまだ生成の途上にある」と述べ、「永遠に生

成し続け、決して完成することがない」ということをこの文学の「本来の性質」490と して

挙げている。すでにそのタイ トルがあらわしているように、この性質も『はてしない物語』

に見出すことができる。バスチアンの作り出した物語から新たな物語が生まれ、独自に発

展 していくように、『はてしない物語』は文字通り無限に広がる可能性を持っている。さら

にエンデは、物語の中で「だがこれはまた別の話、また別のときに話すことにしよう」491

という決まり文句を繰 り返 し用いているが、この文言において彼は、自分の物語が読者に

よつてさらに紡ぎ続けられることを望んでいる。492し たがって、エンデは物語を自立的

に発展するものとして扱 うだけでなく、物語に関する読者のさらなる想像や創作を促 し、

またそれを許容することによつて、『はてしない物語』を作者と読者の双方の立場から無限

に生成 しうる物語として構想 しているといえる。

このように、エンデの文学観には、あらゆる芸術の統合や時代の反映、文学を鏡とする

反省の作用、無限に生成する文学という構想など、多くのノ点でシュレーグルの定義した「ロ

マン主義文学」と同様の特徴を見出すことができる。

490 劃[z力 θ″́ 口盟s'‐agmθ″ムQ]Nr.116,S.183.
491 1ttb口″end■lθЙθ(9しstt■よ ιθ,S。 30.u.a.
492ェ ンデはこの決ま り文句の意図について、次のよ うに述べてい る。 「絨毯の織物がそ うで

あるように、常に緯糸があらゆる物語を貫いています。そ して人はこの糸を終わ らせ なければ

ならないか、あるいはそれを単に黙つてどこか余白に残 したままにするのです。 しか し、今回

私は、もし読者があの箇所でさらに話を続けることになれば、もしこの絨毯が別の方向からさ

らに織 り続けられることになれば、最後には何百あるいは何千あるいは何万もの人々が、ます

ます枝分かれ してい くたつた一つの物語を語ることになれば、それは本当に素晴らしいことに

なるだろ うと思い浮かべたのです。そ うなるとそれは本当にはて しない物語で しょうね。」

Barbara Bondy,Barbara von Ⅵrulttn,Hans Heigert:θθttra盪 22ゴιJピI`Й′θf Enあ,S.137.
ラルフ・イーザウ (Ralf lsau,1956‐ )をはじめとする複数の作家によつて、2003年 から 2004

年にかけて刊行 された「ファンタージエン」シリーズ (レ 五り
“

あ″じ石θ″乃
“

″話
")も 、

このような試みの一つ とみなすことができる。
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シュレーゲルの「新 しい神話」とエンデの神話観

次に、エンデの神話に関する発言について見てみたいの彼は先ほど触れた今 日的な英雄

像の問いに関連 して、次のように述べている。

「僕は何 らかの理想像や英雄像な しには神話は存在せず、神話な しには文化が存在 しな

いと思っている。まさに僕たちは、僕たちの意識、僕たちの世界にふさわしい何 らかの

理想像を必要 としているんだ。 しか し、過去の理想像はもはやみんな機能 しない。その

ような先祖返 りを我々の世紀に強引に引きず り出すことが、いかに取 り返 しのつかない

結果を招 くかは、まさにナチズムが示 したことだ。」493

エンデは『 ものがた りの余白』においてもこれ と同様の見解を述べている。そこで彼は、

自分の父エ トガー・エンデ (Edgar Ende,1901‐ 1965)がナチスによつて芸術活動を禁 じ

られたことについて尋ねられた際に、まず、ナチスの持っていた、人を魅了するパ トスに

ついて自らの体験を語つている。そ して、これに関連 して彼は、市民階級が持つ 「壮大さ

や、パ トスヘの、ある種のあこがれ」や 「神話的世界」への需要を満たすものとして、ワ

ーグナーやニーチェ、当時の映画スターの名を例 として挙げる。494彼 によれば、芸術家

を特殊な人間として礼賛することも、「なんらかの理想像をふたたび打ち立てようとする需

要に属 している」495の だが、これ ら過去にあつた英雄像や理想像は、現代ではもはや機能

しないとい う。しか し、「他方、神話なしでは人は生きてゆけない。わたしはそ う確信 して

います。(神話なしでは)人は世界のなかに、いかなる秩序をも見いだすことができません」496

と彼は述べ、現代における神話の喪失とその創造の必要性を説いている。

このような神話に対するエンデの意識は、シュレーゲルが『 文学についての会話』(attpra“

″肋r`力b」%θJθ,1800)の 中で論 じた 「新 しい神話」 (die neue Mythologie)の 構想 と比

較することができる。『 アテネウム』誌第二巻第一号に発表 された『 文学についての会話』

では、ある文学サークルを舞台に、四人の人物による文学に関する小論文の朗読とそこに

集まった人々による議論が行われる。この うち「新 しい神話」を論 じているのは、ル ドヴ

ィーコの語る「ネ申話についての演説」(Rede uber die Mythologie)で ある。そこではまず、

493 乃 ′″ん21彊 b∠【曖■tこr′P磁ι量,S.39f。
494田 村都志夫編訳『 ものがたりの余白』59ページ以下参照。
495田 村都志夫編訳 同上 63ページ。
496田 村都志夫編訳 同上 63ページ。
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近代人が詩作をする際に、その「活動のための確固たる支えや、母なる大地、天空、活力

のある大気 とのつなが り」497が不足 していると指摘される。そして、彼 らは「このすべて

を内面から作 り出さなければならない」498の だが、それは個別に行われるものであり、そ

の作品は「最初か ら無より生 じた新 しい創造のようなもの」499で あるとい う。このような

状況にあつて、近代文学の中心点 となるべき「新 しい神話」の必要性が次のように訴えら

れる。

「我々の文学 (Poesie)に は、古代人の文学にとつて神話がそ うであつたような中心点

が欠けている、とい うことを僕は主張 したい。そして、近代文学 (die moderne Dichtkunst)

が古代文学に劣つている本質的なもののすべては、次の言葉に要約することができる。

我々は神話を所有 してはいない。しか し、僕はそれに次のことをつけ加えたい。我々は、

そのようなものを手に入れ ようとしている。あるいは、む しろそのようなものを生み出

すために、真貪1に協力すべき時代になっているのだ。」 500

ル ドヴィーコはここで、古い神話 501を 「すべて若々しい想像力の最初の開花であり、感

覚世界の最も身近なものと、最も活発なものと直接結びつき、またそれにならつて形成 さ

れたもの」502と 定義 し、「新 しい神話はそれ とは逆に、精神の最奥の深みから形成 されな

ければならない」503と 主張する。つまり、古代の神話が人間の知覚する外の世界の出来事

や 自然界の事象にならつて作 られている一方で、新 しい神話は人間の内面をその源 として

作 られねばならない。彼によればそれは、「あらゆる芸術作品の中で最も人為的 (kunstlichste)

497 Friedrich Schlegel:θ θspraaら ″ゎθr die fbθttb″ In:Ernst Behler[u.a.](IIrsg。 ):mittsttθ

Frieル

“

&Й」ηθf Иυag′みα Bd.Ⅱ ,S.312。 (以 下、同作品か らの引用は 0%pF五ぬ ″わα ttb

妥χ」θと略記し′、ページ数を添える。訳出にあたつては、山本定祐編訳『ロマン派文学論』を

参照したが、本稿における引用は筆者による訳である。)

498 θθTrttch″わar ttθ 」bθ
"θ

,S.312.
499 θθttraぬ

“

わ(ソ 置e ttθ tte S.312.
500 θθttradb″ みar tte ttθ

"eS.312.501こ の演説 よ りひ とつ前 にア ン ドレー アが朗読す る 「文学の諸 々の時代」 (Epochen der

Dichtkunst)に おいては、近代の ヨー ロッパ人にとつて芸術の根源 は古代ギ リシアであ り、彼

らの文学の源泉は 「ホメロス とホメロス派の詩人たち」 (θθttra轟 ″ゎα  ttb」乃
“

"′

S.290)

であるとされている。それゆえ、シュレーグルがここで意図 してい る古代文学の中心 としての

神話はギ リシア神話 を指 してい ると考えられ る。
502 θθ3praぬ″わα ぬettθye S.312.
503 θθttFttCh″ わθr tte ttθ

"eS.312.



でなければならない」504と ぃ ぅ。そ して彼は、その理由を次のように述べる。

「とい うのも、それは他のあらゆるものを包み込み、文学 (Poesie)の古くからある永

遠の源泉に代わる新 しい苗床 と器であるべきであり、それ 自身が他のすべての詩の萌芽

を覆い囲むような無限の詩 (das unendliche Gedicht)で あるべきだからだ。」505

ここでは『 アテネウム断章』116番で述べられた、あらゆる文学や詩的なものを包括 し

ようとする態度を再び見ることができる。エンデの描いたファンタージエンも、人類がこ

れまで創造 してきた、そ してこれからも創造するであろう、文学をはじめとする芸術や思

想を包括する「器」とみなすことができるだろう。

ル ドヴィーコはまた、古代文学の特徴 として、個々の作品が互いにつなが り合って一つ

の全体を形成 してお り、そこには 「いたるところで同 じ一つの精神が、ただ別の形で表現

されている」506こ とを挙げ、古代文学を「唯一、不可分で完成された詩」507で ぁるとみな

している。古代の文学は、神話を中心とする一つの共通する意識のもとに成 り立っていた

が、近代文学にはそのようなものは存在せず、個々の文学に神話を軸 とするようなつなが

りがない。すでに『 アテネウム断章』24番で、「古代人の作品の多くは断片になつて しま

った。近代人の作品の多くは成立と同時に断片である」508と 述べているように、シュレー

ゲルは、近代文学における統一性あるいは全体性の欠如を意識 している。それゆえ、個々

の文学を結びつけるための原理として、それらすべてを包括的に認識することを可能にす

る神話が必要とされる。

そのような新 しい神話は、上に見たように、古い神話のような外界の知覚ではなく、人

間の精神 とい う内面の働きによつて生成 される。この点からル ドヴィーコは、新 しい神話

にとつて「非常に重要な示唆と注 目すべき証明」509と して観念論 (Idealismus)を 挙げる。

彼によれば、「いわば無から生 じるのと同じ方法で生 じる」510観念論は、「人類が自分たち

の中心を見つけるために全力で格闘するという、あらゆる現象の中の現象の、一部分、一

504 θθ〔praぬ ″わθr diθ ttθJe S。 312.
505 θθcρr′θ乃″わθrぬe」P♭θ

",S.312.506 6b3p■ :ガ

“

″berとe fbθttθ,S.313.
507 θθQρr′θル″わθr tte」′♭θ

"θ
,S.313.

508」 湯θ燿ガ′″ s・‐ agmθ″た,Nr.24,S。 169。

509 Gesprach″ みθr tte ttθ 」θ,S。 313.
510 hQQρ r′θ乃″わθr tte ttθ

"θ
,S.314.
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分枝、一表出方法にしかすぎない」511と ぃ ぅ。彼はまた、観念論において、「自分 自身を

定めて、無限の変化の中で自分自身から出て、再び自分 自身に還つてくるJ512と ぃ ぅプロ

セスを見出し、観念論の内部から、観念論 と「同様に無限で新 しい実在論」(ein neuer ebenso

grenzenloser Realismus)513が 生 じると述べている。つまり、精神が自己の外へ出るため

には、実在論のように、人間の意識や知覚に依存せず、独立 して存在することが精神に認

めらオtねばならない。

さらにル ドヴィーコは、このような特徴を持つ観念論が 「ただ単にその発生の仕方にお

いて、新 しい神話のための一つの例であるだけではなく、間接的な方法においてでさえ、

新 しい神話の源泉 ともなる」514と 主張する。これに加えて彼は、観念論の働きによつて生

じる新 しい実在論も、哲学ではなく、文学 (Poesie)の中にしか見出すことができないと

述べ、この実在論が「観念論をその源 とし、いわば観念論的な土台の上を漂わざるをえな

いがゆえに、観念的なものと実在的なものの調和に基づくべき文学」515と してあらわれる

ことを期待する。すなわち、新 しい神話は近代文学の中心および源泉として観念的に、つ

ま り人間の意識や主観によつて創造されると同時に、実在的に、つまり人間の意識の外で

も独立して存在 しうるとい う特徴を持っているといえる。

ここで注 目に値するのは、シュレーゲルが新 しい神話の構想において、神話的な物語や

神話的形象の創作を意図していたのではないとい う点である。ル ドヴィーコは、新 しい神

話において観念論 と実在論を関連づけた後、スピノザを引き合いに出して、その哲学を文

学 と関連づけている。田中均は、このような点から、新 しい神話が 「精神の内に無限なも

のを見出す観念論哲学 と、その無限なもの (「 端的に解き明かしえないもの」)を、想像力 と

感情の働きによつて自然の形象を用いて表現 しようとする実在論的文学を統合 したもので

ある」516と 述べている。田中はさらに、この神話が神秘主義 とも関連づけられている′ほか

ら、この構想が 「観念論哲学から出発 して神秘主義を再生させ、近代ヨーロッパの文学的

創造の中心点 とすることを目指すものである」517と 角早釈 している。 したがつて、新 しい神

話の構想においては、ハインツ・ゴッケルの言 うように、「新 しい神話の内容ではなく、神

511(gし
ψ Fttθみ″わθr ttθ ttθ

"θ
,S.314.

512 θθ3pra轟 ″ber tte fbθ sie,S.314.
513 6bttrttch″ わθr tte ttθ 」e,S.315。
514 hQψ Fガ盪 ″ルθr tte fbθ stte,S.315。
515 6し,甲rach″わθr tte ttθ

"θ
r S。 315。

516田 中均『 ドイツ。ロマン主義美学 ― フリードリヒ・シュレーゲルにおける芸術と共同体』
188ページ。
517田 中均 同上 188ページ。
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話の方法が」、「諸々の新 しい神話素 (Mythologeme)の創出ではなく、神話創作の方法 (ein

mytho¨poetischesヽ brfahren)」 518が 問題 となっていると考えられる。

それでは、シュレーゲルは新しい神話の方法を確立することによつて何を成そうとして

いたのであろうかのここでは 『ヽアテネウム断章』53番がそのヒントとなるように思われ

る。そこでシュレーグルは、「一つの体系を持つことも、何の体系も持たないことも、精神

にとつては等 しく致命的である。それゆえ、精神は両者を結びつけようと決心 しなければ

ならないであろう」519と 述べている。このような視 `点
から新 しい神話を解釈すると次のよ

うに言 うことができる。まず、近代文学はすでに作家個人の資質によつて、独立して存在

することができるが、そこには統一的な体系は見出せない。そのためにすべてを包括する

新 しい神話体系の構築が望まれるが、その際に論 じられているのは、体系の内容そのもの

ではなく、観念論 と実在論の統合のように、体系を創造するための方法である。そ して、

まさにそのようなものを創造する働きに重″点を置くことによつて、個々の作家は、これか

ら創造すべき体系を絶えず意識 させ られる。つまり、そこには体系のない近代文学 と、こ

れから得 られるであろう一つの理想的な体系とい う二つの意識が常に存在する。そ して、

これによつてはじめて、体系を持たない個別の文学 とそれ らを包括する体系を相互に関連

づけることが可能になる。シュレーゲルは上に引用 した断章において体系 と非体系を結び

つける「決心」について述べているが、新 しい神話の構想も、この両者を結びつけようと

する意識を喚起するものとして解釈することができるだろう。

一方、エンデが現代における神話について語るとき、そこで念頭に置かれているのは、

シュレーゲルが述べたような、現代文学の中心 としての神話ではない。先に見たように、

エンデは神話を理想像や英雄像に対する人々の需要を満た し、秩序をもたらすものとみな

している。ただし、そこでエンデが求めている秩序 とは、実用的なものや機能的なものを

518 HeinZ Gockel:乏br″θυθ″ 乃
/励a匂豪θ 議ソ 乃

“
′″″た In:恥ralter Jaeschke,Helmut

Holzhey(Hrsg。):FF″ん7丘ねa■is盟 ′s口″ごJレ″力
“

″′″″女,D∝ 5猛贅ガι口盟 』b6レ囲 d■age■■渓ソ

Isttθ″女″
=95-f805).Hamburg:Meiner,1990,S。

134。 (訳出にあたっては、ハインツ・ゴッ

ケル著、藤田正勝訳 「ロマン主義の新しい神話について」、W.イ ェシュケ、H.ホルツァイ

編、相良憲一他監訳『初期観念論と初期ロマン主義 一 美学の諸原理を巡る論争 (1795‐ 1805

年)』 昭和堂 1994年 144‐ 154ページを参照したが、本稿における引用は筆者による訳である。)

519■湯
“

ガυ
“
s Fragmθ″

",Nr.53,S。
173.ノ ヴァーリスも『 フライベルク自然科学研究』

(Freiberger″′′″π′角sa″ s励′皿iぬθメ勁υ茜開 ゴ798/99)の 「自然学的断章」 (Physicalische

Fragmente)の 中で、体系と非体系の統合について次のように述べている。 「切り離された体

系の統合 ― あるいは体系と非体系の統合。恣意 (無秩序)の 世界 (Reich)と 法貝Jの世界(Reich)

一 体系 ― 無秩序 ― は、互いに何の関わりもない。それらは絶対的に分離している 一 両者

の調和的な統合。」 (Ⅳ昴力売 Schitte″ q Bdo Ⅲ,S。 98)
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指 しているのではない。彼によれば、現代人が 「経済生活において持っているような、純

粋にプラグマティックな秩序」は、「純粋に機能的な秩序」520で しかなく、それは神話で

はないとい う。「ネ申話は人間の生の矛盾を、ひ とつの物語やひとつの絵にまとめてくれます

から。人はそれを指針にできる」521と 述べているように、エンデは神話 とい うものを、人

間が生きる上で精神的な拠 り所 となるべき基準とみな している。

エンデが述べるこのような神話について、田村都志夫はその成立が難 しくなったと述べ、

エンデもそれに応 じて、これからとても難 しくなると述べている。この背景にあるのは、

グローバル化の意識である。エンデによれば、「国別の文化」522ゃ 「遺伝的な基盤」523に

よって支えられ、機能 していたことが、今 日ではもはや通用 しなくなり、「日ごとに、この

世界は全人類が一体となつたものとして、さまざまな民族すべてが属する、人類の家族 と

して体験 されるようになつてJ524き たとぃ ぅ。そ してエンデは、人類が地球 とい う惑星で

共存することと、自分たち自身を理解することを学ばなければならないと主張 し、神話を

得ることによつてそれを達成 しようとする。そ して、この神話は一致することのない二つ

の側面を含んでいるとい う。

「一つは、絶対的価値 として、人間の個人の有効性であり、他方は、人類全体です。つ

ま り、民族や族 [ママ]で はなくって、人類全体がもう一つの理想なんです。これ ら (二つ)

が一緒にならなければならない。そして、それがどのようにできるか、わた したちには

まだまったくわか りません。」 525

エンデはこのような神話を手に入れることを「詩人や作家、そ して画家にとつての課題」

とみなし、「神話とい うのは夢想で得るか、文芸の創作で得るか、それよりほかに道があり

ません」526と 述べる。彼によれば、それは計算や科学によつて作 られるものではなく、「ビ

ジ ョン」527で ぁり、これまで存在 しなかつたまったく新 しいものであるとい う。そ して、

520田 村都志夫編訳
521田 村都志夫編訳
522田 村都志夫編訳
523田村都志夫編訳
524田 村都志夫編訳
525田 村都志夫編訳
526田 村都志夫編訳
527田 村都志夫編訳

『ものがたりの余白』63ページ。
同上 64ページ。

同上 64ページ。

同上 64ページ。

同上 64ページ。

同上 64‐ 65ページ。

同上 65ページ。

同上 65ペ ージ。
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エンデはそのような神話の創造を、まず個人の神話を確立することによっては じめようと

するのエンデはギリシア神話やヘブライ神話等の民族の神話、つまり共同体の神話だつた

ものが、将来には「個人の神話」になると述べる。すなわち、「個々の人間が完全に成長す

れば、各自自分の神話」を持つことになり、それ と同時に、「神話に表現 される、隠れたも

ののなかに自分の側面を持つ」ようになる。そ して、個人の神話を確立 した二人の人間が

出会えば、二つの神話が出会 うのだとい うの528

田村は、このような個人の神話の構想について、「「神話」 とは、つねにある全体のもの

ではないのですか ?」 529と 尋ねているが、エンデはこれに対 して、そのような神話の構想

を描こうとした試みの一つ として『 はてしない物語』を挙げ、次のように説明 している。

「なぜなら、これは一つの神話で……バスチアンはあの一夜に、あの謎めいた本を読む

ことにより、かれの神話を体験するのですから。それはバスチアンが体験する、かれの

神話なのです。そ して、バスチアンは、あの夜、かれの神話を体験するからこそ、翌 日

には、外の世界にも向か うことができる力を、かれ 自身のなかに見つけることになるの

です。」 530

バスチアンは『 はてしない物語』にまつわる体験、つまり読書行為 とファンタージエン

における経験を通 して自分 自身の神話を見出し、これによって 「外の世界の問題に取 り組

む力を見つける」531。 ェンデは、別の人間なら別の神話を体験することになり、バスチア

ンがその人に会えば、二つの神話が出会 うと述べ、その例 として、コレアンダー氏を挙げ

る。バスチアンとコレアンダー氏の体験はそれぞれ異なるものではあるが、それが神話で

あるがゆえに、両者は「突然におたがいを理解する」532こ とができるとい う。さらにエン

デは、彼 らが自分たちの神話を「この世界の隠れた側から (… )すべてに意味がある王国

(=フ ァンタージエン)か ら汲みだ してくるのです」533と 述べ、バスチアンが 「どのよう

な些細なことも、全部が意味以外のなにものでも」534な いファンタージエンから、すべて

528田 村都志夫編訳
529田 村都志夫編訳
530田 村都志夫編訳
531田 村都志夫編訳
532田 村都志夫編訳
533田 村都志夫編訳
534田 村都志夫編訳

『ものがたりの余白』65¨ 66ページ参照。
同上 66ペ ー ジ。

同上 66ペー ジ。

同上 67ペ ー ジ。

同上 67ペ ー ジQ

同上 68ペ ー ジの カ ツコ内は筆 者 に よる追加 で あ る。

同上 68ペー ジ。
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の意味を外の世界へ持ち帰り、「かれの人生の外的な事実に意味を与えること」535ができ

るようになることを、神話の機能として説明している。

このようにエンデの神話は、シュレーゲルとは異なり、文学の枠組みではなく文化とい

う、より大きな枠組みから構想されており、その目的も異なつている。しかしながら、そ

こにはいくつかの共通点を見出すことができる。

まず、新 しい神話が、精神の深みという人間の内面から形成されるものとして構想され

ているように、エンデが構想する神話も個人の神話の確立をその出発点としている。ル ド

ヴィーコが「まつたくもつて人は一つ以外の道を通つて目標に達することができるに違い

ない。誰もが己の道を、朗らかな確信をもつて、この上なく個人的な方法で行けばよい」536

と述べているように、新しい神話の成立には、個人的な方法が認められている。これと同

様に、エンデの言 う個人の神話は、『はてしない物語』に例えられているように、内的世界

での個人的な体験によって獲得される。神話とは、宇宙万有や世界、民族の起源を説く説

話であるが、バスチアンは自分の神話、つまり彼の起源を体験することによつて、自分が

何者なのか、何者でありたいのかを理解し、アイデンティティを確立する。この過程で、

彼が記憶を失つていき、それを再び取り戻すという″点においては、自己から離れ、再び自

己に還る観念論と同様の運動を見出すことができるだろう。そしてバスチアンは、神話的

体験を通して外部世界の諸々の事実に意味を与える力を身につけ、これによつて、自己と

現実世界の間に調和的な関連を生み出すことができるようになる。

このような自己理解と意味付与の能力をもたらす個人の神話が確立されノた後に、人類全

体に有効な神話を獲得する道が開ける。新 しい神話が、近代文学の中心として、個々に存

在する文学を結びつけ、それらすべてを包括するものであるように、エンデの神話も個人

と世界との間に関連をもたらすだけではなく、他者との相互理解を可能にするものであり、

その有効範囲は人類全体にまで拡大されている。そして、これらの神話構想の裏に共通し

て存在するのは、かつて存在 した統一的な体系をそれぞれの領域において新たにもたらそ

うとする意識である。537シ ュレーゲルは新 しい神話において、古代の神話のような、文

535田 村都志夫編訳『 ものがたりの余白』68ページ。
536 θθ3pF註ぬ ″わθr tte ttθ

"e,S。
320。

537こ のような意識は、ノヴァーリスの学問や宗教に対する意識においても見出すことができ

る。例えば、『一般草稿 ― 百科全書学のための資料集 1798‐99年』(″′s attgem説
“

」勢θ曖量on
一 型蹴繊物姦盟 zEIrユz離均θJ″J″■f798/99)において、彼は単に項目が整然と羅列された

フランスの『百科全書』働 ψJり6die,1751‐ 1780)の ようなものを想定していたのではない。

ノヴァーリスは、その 「百科全書学」の構想において、個々の学問を互いに関連づけることを
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学における統一的な体系を構想 していた。エンデもこれ と同様に、全人類に普遍的・統一

的な認識をもたらす神話体系を構想 していたといえるのさらに、新 しい神話の構想におい

ては、その内容ではなく、成立方法に主眼が置かれていたが、この点からはこの構想が、

体系を持たないものと一つの体系を持つもの、いわば個と全を同時に成立させ、両者を結

びつける意識を喚起するものとみなすことができた。エンデの神話も、まさに個人の絶対

的価値 と人類全体に対する普遍的な有効性を同時に含むべきものとして構想 されている。

このように、エンデの神話には、個人の内面から生成 されて、個人 と人類双方に有効な

新 しい統一的体系をもたらし、これによつて個 と全を絶えず結びつけようとするものとし

て構想されているとい う点で、シュレーゲルの新 しい神話 との親近性を見出すことができ

る。

第二節 ノヴァー リスのポエジーとエンデのポエジー

エンデのポエジー観

前節ではファンタージエンの構想や、エンデが語つた本と読者の反省的な関係、そして

個と全をつなぐ神話の構想などに、シュレーゲルの論 じた「ロマン主義文学」および「新

しい神話」との共通フ点を認めることができた。本節では、エンデの創作行為や文学観の根

幹をなすと思われる「ポエジー」という概念について見ていきたい。エンデは『南 ドイツ

新聞』のインタヴューの中で、現代において文学や芸術が議論される際に、主として作家

の「メッセージ」(BOtschaften)が論じられており、ポエジーがそれを包むものとみなさ

れていると述べている。

「ポエジーは今 日ではもうほとんど例外なく「包装の問題」 (Vbrpackungsfrage)と み

なされています。その分野の専門家たちによつて再び包みを解かれる、何 らかの意味内

目指 している。ハンス=ヨ アヒム・メールによれば、ノヴァーリスにとつては「統一の精神や、

結合の原則それ自体」 (ノ物予りis S壷意en,Bdo Ⅲ,S.239)が重要であり、この構想において

は、「諸々の学問の細分化と個別化を、そのような「結合学」あるいは「構成学」、「創造的

な精神の構成学」への回帰によつて克服すること」 (N"′〃s鋤重 e″,Bd.Ⅲ ,S.239f。 )が意
図されていたという。さらに、『キリス ト教世界あるいはヨーロッパ』では、カ トリックとプ
ロテスタントに分裂する以前に、統一的な世界を形成していた中世のキリス ト教が称えられ、

近代における宗教と政治の危機的な状況から、再び新たな黄金時代が生じることが待望されて
いる。Vgl。 ,Ⅳ術力猪鋤 ■畿 n,Bdo Ⅲ,S.507‐ 524.中井によれば、そこで語られているのは事

実としての歴史ではなく、「理念上の出来事」としての歴史であるという。中井章子『 ノヴァ
ーリスと自然神秘思想』72ページ以下参照。
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容の包装です。」538

ここで述べられているポエジーとは、作家の想像力によつて生み出される詩的産物ある

いは文芸作品一般のことを指 していると考えられるが、エンデの言 うポエジーはそれだけ

に留まるものではない。彼はゼーハーファーによるインタヴューにおいても、自分が問題

としていたのは、「一つのメッセージや一つの「訴え」 (Appe11)を人に伝えることではな

く、詩的・芸術的なこと」 539、 っま り、「今 日でもまだ、昔のメル ヒェンの語 り手と同じ

方法で語ることが可能だろうか」540と ぃ ぅことであつたと述べている。彼によれば、昔の

メル ヒェンの語 り手たちは「自分たちの周 りにある現実の世界」を取 り上げ、それを「王

様や母親、狼」などの「内的なイメージ」 (Innenbilder)に 変えていたのであるが、その

際に、「外部の世界の実在」が「ポエジーの変容プロセス (UmwandlungsprozeS der Poesie)

によつて内的な世界に変えられて」お り、その逆もまた可能であつた。541そ して、エン

デも「我々の世界において起きていることを内的なイメージに変えようと試みた」542のだ

とい う。 ここではポエジーが、外部に存在する事物や現象、出来事等 と、人間の内面で作

られるイメージを相互に変容 させる原理 として扱われているのエンデはまた、1981年 10

月 25日 付の女性読者宛 とされる手紙の中でも、同様の
“像について述べている。

私をその気にさせるものは (…
・

)、 私たちみんなの潜在意識に、内面の精神的な出来事

を夢の像 (haumbilder)と い う形で表現 させようとするものに他なりません。私にと

ってポエジー と芸術は、そもそも、(と ころでそれはあらゆる文化において普通のことで

あつたように)外的なイメージを内的なイメージに、そして内的なイメージを外的なイ

メージに変容 させることで しかないために、この表現の形式はごく自然なものなのです。

私の見解では、世界はこの「ポエジー化」 (ノ ヴァー リス)によつてのみ、人間にとつて

住みよいものになります。 543

538 Barbara Bondy,Barbara vOn Ⅵrulffen,Hans Heigert:θ θttra励
“

I′ ユ奮励 ′θノZbあ,S.

137.
539:皿aus Seehafer:Lねrttθ F r2ゴ′Miぬa」 Ff2あ 2■14S.15。
540 Ebd。 ,S.15。
541 vgl,,ebd。 ,S.15.
542 Ebd。

,S。 15。

543 Roman IIocke,Patrick Hocke:‐eこ乃口θ″ぬ口五働みθ θθsttichムθ,Das Ph′″ふFs勲9″ づ3θ9aヨれλ口,S.

17■
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ここでもエンデは、外的なイメージ (AuSenbilder)と 内的なイメージ (Innenbilder)

を相互に変容させることを「ポエジー化」(Poetisierung)と 呼んでお り、この概念におい

て彼がノヴァー リスを意図 していることを明らかにしているのエンデはまた、ここで自分

が意図していることを「人間が自分を取 り巻く世界の中で自分 自身を再認識するときのみ、

逆に言えば、人が世界のイメージを自身の魂の中で再発見するとき、人は世界において、

自分が故郷にいる (heimisch)と 感 じることができます」 と説明 し、「まさにその中にこ

そ、あらゆる文化の本質が存在 しているのです」と述べている。 544

このような認識能力 としてのポエジーという定義 と、ポエジー とノヴァー リスとの関連

づけは、1980年 11月 26日 に行われた ドイツ児童文学アカデ ミー大賞受賞時の講演にお

いてすでにあらわれている。本稿の「は じめに」の注 21番で触れたように、エンデは『エ

ンデのメモ箱』所収のエッセイ 「ある中央ヨーロッパ原住民の思い」においても、この講

演 とおおよそ同じ内容について述べている。これ らのテクス トの うち、内容的・表現的に

まとまっているのはエッセイの方であるが、講演の方はポエジーに関する発言を若干多く

含んでいるため、ここでは講演原稿の方を見ていきたい。

この講演でエンデはまず、大人の文学 と子 どもの文学、大人の世界 と子 どもの世界 とい

う分類に異を唱え、今 日、児童文学 と呼ばれているものの起源を 19世紀の初頭からさら

にさかのば り、近代の初めにあるとみなしている。彼によれば、「この時期に、現代の主知

主義が、白人の需 りが、あらゆる分野においてヨーロッパの古い精神性を排除することを

始めた」 545の であ り、それは様々な形をとりなが ら、「炎の情熱で、そのときまではまだ

544  vrgl。 ,  :Rolnan  Hocke,  Patrick  Hocke:  3θ   υ″θ″dttiσルθ  θθs“Ittιθ′ Das
Лレ″″」%‐丘〕xttko″ ,S.18。 エンデは『オリーブの森で語りあう』においても同様の発言をし
ている。前節で引用したように、彼は一日目の対談で、メルヒェンの語り手のように外部のイ
メージを内的なイメージに変えることを『モモ』の執筆時に意図していたことを明らかにして
いた。二日目の対談で彼は、この点について詳しく述べている。彼はそこでも、『モモ』執筆
時に彼の 「文化の構想全体」に関わる 「純粋に詩的な問題」に関心 を持っていた と述べ、この

ことをやは り内面の世界 と外部の世界 との相互変容 とい う作用によって説明 している。彼 によ

ればこの変容によつて一方の世界が他方の世界の中で再認識 され、 「これによつてのみ、人間

は 自分の世界の中で我が家にい るよ うな気分になれ る」とい う。ただ し、そ こでエンデは外的・

内的イメージの相互変容をポエジーではな く、 「詩的錬金術」 (pOetische Alchemie)と い う

言葉によって説明しており、その際に『化学の結婚』を引き合いに出している。VgloJ%′″″」ダ
LItttP並′ム S。 123。 この点からはエンデが内と外の相互変容の作用において、ノヴァーリス
のポエジーだけではなく、錬金術も意図 していたことは明らかである。川村和宏によれば、こ

のような詩的錬金術への関心は、ルー ドルフ 0シ ュタイナーの影響によるものであるとい う。

り|1村和宏『 ミヒャエル・エンデの貨幣観』88ページ以下参照。
545 Michael Ende: 。..漣n腸 ″sttθ″ 丘2 ■er r/Te■t"づbttr ieimゴ s贔 ″′

“

θ″, S.14.od。

"ルた″′″ ルr麗力あノえS.312.訳出にあたつては、上田真而子訳・解説  「講演 児童文学を
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存在 していた 「擬人観的」 (anthrOpomorphistisch)な 、つまり、「(事物を)人間と類似

した (menschenverwandt)も のとして見るあらゆる世界観の最後の残 りを根絶 した」546

のだとい う。それ以降、宇宙は巨大な水素の回転運動によつて生まれ、天体は特定の物理

法則で動いているとい うように、それまで人間が世界に与えていた意味が、つまり、神話

や伝説、俗信などが語つていた擬人的な世界観が否定されるようになる。そ して、地球に

住む人間も「生化学的諸事実の偶然の結果」547生 まれたものであり、「その自我や、自由、

責任、愛、創造力、ユーモアや人間の尊厳などのあらゆる観念的なイメージ (■ugbilder)

に関する意識は、実際のところ、脳 と神経系において自動的に作用する電気化学的プロセ

スの産物に他ならない」548と みなされるようになる。

このように、世界が「主観」と「客観」に分けられ、「客観的な」自然科学のみが真実あ

るいは真理 とされる状況にあつては、人間自身も非人間化 されていくことになる。それゆ

え、エンデは 「新 しい、我々にふさわしい方法で、人間を再び世界の中で故郷のようにな

じみのあるものにすること (heimisch machen)」 が、つま り、再び 「世界を人間の尺度

ではか りはじめること」が、そ して 「それ 自身からは価値を生み出す能力のない主知主義

を、現実性に満ちた、つま り体験可能な思考の方法によつて人間的なものの領域へ と取 り

戻すこと」が 「生きるために決定的なこと」であるとみなす。549そ して彼は、そのため

の道標 としてポエジーを挙げる。

こえて 一 ポエジーの復権」『海』 14巻 13号 (臨時増刊 子 どもの宇宙)中央公論社 1982

年 256‐ 264ペ ージを参照 したが、本稿における引用は筆者による訳である。なお、講演の原稿

は 島 ge‐力
“
盪 ″agaz■n誌 とⅣ分θ&:“

“
f口燿g誌の二誌に掲載されている。これ らのテクス

トには冠詞や句読点の有無や、Lge■■励 口盪
“…

誌に記載 されている台詞の一部 ("meine

sehr verehrten Zuhёrer“ ,S.17)が Ne“ 5レ
“

22ん″g誌 では記載さオtて いない (Vgl.,ノレteratur

ルr肋 ル 電 S.316)と いつた若千の差異が見られるが、その他の点では同一の内容である。

本稿では Лり知励
“
“

“
響 ″″版をテクス トとして用いるが、Ⅳ

"θ
l%“

“
fttg版のページ数

も併記 してお く。
546 ⅣIichael Encle: .…  縫n」肋L″θこ力aロ ゴh aer ″hJ′ ⅣiettI力励 Is轟 ″′盪

“
, S.14.od.

〃うしera″こrr■rXb漣I``ζ S.312.こ のような視点は、ノヴァーリスとも重なつてくる。『キリ

スト教世界あるいはヨーロッパ』では、「啓蒙」 (Au■larung)の名のもとに「自然や大地、

人間の魂、そして学問から」ポエジーが取り除かれたことについて述べられている。Vgl.ノ物 盤ゞ s

鋤 励%燿,Bd.Ⅲ ,S.516.
547 PIichael Ende: .…  縫n腸 ″s“θ″ ゴh ier ″bノ′麗θ縫I力eimisch“ ′

“

θ″, S.14。 od。

″_乙ゴじerarur ttF Knder“ えS.313.
548 Michael Ende: .…  縫 n_滋ゐ″saゐε塑 二″ こer ″hJ′ ⅣiettI力 eimゴs盛 ″′

“
“

, S.14.od.
″I″ teraι

“
rfレ r」区L口縫r″えS.313.

549 vgl。 ,L/1ichael Ende:...縫n腸 ″sttθ
“

I″ ■er I″冨′両eier■eimlsch Jη ′θゐθ″,S.16.od.
ル ね″′″ 撻 Kn由 貿 S.315.こ こで述べ られている「人間的なものの領域」 (Bereich des

Mensёhhchen)と い う言葉は、「ある中央ヨーロッパ原住民の思い」では「人間の経験領域」

(Bereich der menschhchen Erfahrung,動 餞力′」Zb議
"Z♭

しtttasムθ″,S.68)と なつている。
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「そ してこの理由から私は、ポエジーが我々にとつて生きるために根本から必要不可欠

なもの、食べ物や飲み物と同じように基本的なものであると思つています。もちろん、

ポエジーだけでこの変化を引き起こすことはできませんが、ポエジーはこの変化が起こ

るべき方向を我々に示 しうるのです。なぜなら、ポエジー とい うものは自分を世界の中

で、そして世界を自分の中で経験 し、再認識する、人間の創造的な能力でなくて何であ

りましょうか ?あ らゆるポエジーはその本質において 「擬人観的」です。そ うでなけれ

ば、ポエジーはポエジーであることを止めます。そ してまさにそれゆえに、あらゆるポ

エジーは幼きもの (das Kndliche)と 同族なのです。私はポエジーが人間の中にある永

遠に幼きもの (das Ewig‐ Lndliche)で あると言いたいのです。」550

この箇所でもエンデはポエジーを、人間が自己と世界を外 と内というそれぞれの領域に

おいて体験 し、認識する創造的な能力 (die schOpferische Fahigkeit)と みなしている。

このような創造的能力 としてのポエジーは、ファンタジー とも関わつているように思われ

る。彼はあるインタヴューにおいて、ファンタジー (Phantasie)を 「人間の想像力の中

の創造的な能力 (die kreative Fahigkeit)」 、つまり、「新 しい、普段 とは異なる想像を作

り出す能力」であると定義 し、「純粋な事実」は、人間がそこに「諸々のイメージ」を結び

つけることで、は じめて意味のあるものになると述べている。 551ポェジーによって体験

的な認識が行われる際にも、このような世界に意味を与える創造的想像力としてのファン

タジーが働いていると考えられる。 552

エンデはまた、このようなポエジーの性質を擬人観的であるとみなし、その点でポエジ

ーを「幼きもの」あるいは「永遠に幼きもの」と呼んでいる。彼によれば、ポエジーは「子

550 Lttichael Ende: .…  あ″ Me″ sttθ″ ゴh &er r/T`bノ′ "■bdbr力θカリゴきふ 盟′励
“

, S.16.od。

"多
"″

′Ifri糧hあ ノえS.315f。 エ ンデは後に、第 20回 IBBY東京大会での講演において も、
「永遠に幼きもの」について言及 してお り、彼があ らゆる人間の中にひそむ、そのよ うな 「子

ども」のために物語を語つてい ると述べている。そ して彼は、 「永遠 に幼 きもの」 とい う言葉

をゲーテの「永遠に女性的なもの」 (das Ewig‐ Weibliche)に添える形で引き合いに出 し、「こ

れな しには、人間は人間であることを止めて しまいます」と述べている。Vgl。 ,盗ふ ′Jみ あ s

Zetttelkas[.en,S。 177∬ .

551 vgl.,Hans‐ Joachim Mu■ er(Hrsg。 ):″
“
″ル (■θr/4“ じ0■enlb"r"θ

"/saS。
81.

552ノ ヴァーリスの「創造的想像力」 (prOduktive Einb■ dungskra乱 )も 外界を認識する際に

働く能力であると同時に、芸術創造のように外界から独立して人間の意志のみによって働く創
造的な側面を持つている。中井章子『ノヴァーリスと自然神秘思想』109ペ ージ以下参照。
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どもたちが、世界を体得 し、自分のものにするために真に必要 とするもの」553で あり、「詩

や本、あるいは芸術」だけではな く、「生の形式 と経験可能な、体験可能な世界解釈

(1lblterklarung)」 554を も意味 しているとい う。これ らの点からは、エンデがポエジーに

おいて、子 どもが しばしばそ うするように、外部の事物や現象を人間と同等に扱い、それ

によつて、世界を単なる事実 としてではなく、人間のように生きているものとして体験的

に認識・理解することを意図 していると考えられる。 555

さらにエンデは、「ひょっとしたらいつの 日か大人も、何が真実で何がそ うでないか、ポ

エジーの語ることを聞き入れるほど十分成長することになり」556、 そのときには「新 しい、

まったく別の性質を持つた自然科学が生 じることになるかもしれない」557と 述べる。彼は

そのような自然科学を「それによつて人間が生きることができるだけでなく、人間にその

真の人間存在を明らかにする真理を見つける」558も のと呼び、その実現をノヴァー リスの

詩 「もはや数 と図形が…」の引用によつて表現する。

もはや数 と図形が

あらゆる被造物の鍵ではなくなるならば、

歌つた り、日づけをしたりする者たちが、

深い学識を持った者たちよりも多くを知るならば、

世界が自由な生へ、

そ して<自 由な>世界へと還るならば、

それから光 と影が再び

真の明るさを目指 して合一するならば、

553 L/1ichael Ende: ...漣n腸 ″s“θ″ ゴh ル  И花ゴι ",7θttI

"IFし
erar口rノレr ttChabF“ ぇs.316。

554 Lttichael Ende: ...縫n_&ゐ″schθ″ ゴb ttF "arr再を9縫r

■eimゴs励 」□′励
“

, S。 16.od.

■eimゴsch盟′c力θ″, S.16.od.

″I"Lerararゴレr」EL口縫r``ζ S.316.
555こ のように子どもとい う特性に世界と人間の理想的な結びつきを見る観点は、ノヴァーリ

スにもつながる。彼は『花粉』において「子どもたちのいるところ、そこに黄金時代がある」

υらvdis鋤五姦盟,Bd.Ⅱ ,S.457,Nr。 97)と 述べており、他の断章でも「最初の人間は最初

の見霊者 (Geisterseher)で ある」と述べた際に、子どもたちをその最初の人間とみなしてい

る。 Vgl。 ,AbvttsSふ_乙″懲a″,Bd.Ⅱ ,S.564,Nr.193.
556L/1ichael Ende: 。.夕 縫n_LD″ s〔量θ″ 」加 (晨ソ ″bf′ wie漣I

"IIterar口
rル 亜chttr“ζS.316.

557 PIichael Ende: ,…  漣n」肋L″ sttaロ ゴh 経I ″hJ′ Ⅳiettr

"IFterar口
rfレ r」Kl″ dbr″えS.316.

558L/11ichael Ende: .…  縫n.ル毎』scJief2 Jb ttr И
'し

fι 7/1θ乱領

″IFtera′IIr」レr ttChdbr“ ζS,316.

■eimゴs盛 盟′θ力θ″, S.16.od.

力eimゴ scダb rla励
“

, S.16.od.

■eimisch J′盪 θ″, S. 16f.od.
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そ して人がメル ヒェンと詩の中に、

<かつての>真の世界の歴史を認識するならば、

一つの秘密の言葉の前に、

倒錯 したものがすべて消え去る。 559

ここでエンデが意図 しているのは、人間が近代以降の自然科学が証明する客観的事実で

はなく、ポエジーによつてもたらされる認識を真実 として受け入れることにより、新 しい

生き方の基礎を確立することであると考えられる。560そ して、人間がこのような状態に

達 したとき、児童文学 とい うものは必要なくな り、子 どもも大人もともに、同じ一つの世

界に住むことができるようになるとエンデは考え、「作家としての私の努力は、この目的に

向けられています」561と 述べる。彼にとつてポエジーは、単なる文芸作品やその創作手段

であるだけではなく、主観 と客観の分離 という思考によって非人間化された世界に再び人

間的な意味を取 り戻 し、これによつて新 しい生き方を見つけるために、人間が身につける

べき創造的な認識能力であるといえるだろう。

ノヴァーリスにおける「心情Jの表現としてのポエジー

上に挙げた講演や女性読者宛の書簡に見られるように、エンデはポエジー化という概念

やポエジーによつてもたらされるであろう世界の変革を語る際に、ノヴァーリスを引き合

いに出していた。では、ノヴァーリスの言 うポエジーとはどのようなものであったのだろ

うか。ノヴァーリスは、多くの断章やエッセイ、小説等においてポエジーについて述べて

559 Ⅳar′Is開
"物

″,Bd.I,S。 344f.カ ッコ内の言葉は講演原稿においては引用 されていない。
「ある中央 ヨー ロッパ原住民の思い」では、この詩がファンタジー児童文学 とい う特別居住区

に住む部族に伝わる「古い予言」(eine alte Prophezeiung)と して引用 されてい る。Vgl.J臨

“

′ダ

Enノbs 2b′虎〕Iを′s"″.S.69。
560ただし、エンデが近代の自然科学そのものを否定していたわけではないという点に注意し

なければならない。彼は『 ものがたりの余白』において「わたしはね、自然科学的な思考が原
理として間違つているとは、まったく思つてないんです」と述べ、今日の自然科学的な思考が
「精確さ」に1欠 け、思考する時間や思考の継続が不十分であり、「あまりにも単純な因果関係」
のみで終わつてしまうという点を批判している。そして彼は、自然の中には量ることはできな
いが五感で知覚できる多くの力が存在することを考慮に入れることを勧め、そのような思考の

先に新しい自然科学の、つまり「もつと多くのことを考えに入れ、精神と物体を勝手気儘に分
けるなんてことは、もうしない自然科学」の到来を期待している。田村都志夫編訳『 ものがた

りの余白』224ページ以下参照。
561 Lttichael Ende: .…  ab″ 腸 ″sttθ″ 力 こer ″bノι "/7θtter力θ力堕ゴs盛

“
′

“

θ″, S.17.od.
″IFterar“ r」レr ttGhttr“ ζS.316.
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いるが、第二章第四節で取 り上げた自然ポエジーと同じく、ノヴァー リスのポエジーも多

義的なものである。彼 自身、「ポエジーはまったく個人的なものであり、それゆえに言葉で

は表現できず、定義できない」 562、 あるいは、「そもそもどこにポエジーの本質があるか

はまつたく定めることができない。それは無限に組み合わされていながら、単純でもある。

美 しい、ロマン的、調和的とい うのはポエジー的なものの部分的な表現にしかすぎない」563

と述べているように、その定義はあくまで部分的なものに留まつていたようである。ここ

では、エンデのポエジーとの関連においてのみ論 じていきたい。

まず、エンデは外部のイメージと内部のイメージを相互に変容 させることを「ポエジー

化」 と呼んでいた。そこでは諸々のイメージの変換が問題 となつている。一方、ノヴァー

リスはしばしば、人間の「心情」 (Gemuth)と の関連からポエジーについて述べている。

(… )ポエジー とは、内的な絵画、内的な音楽などに他ならないのではないだろうか。

もちろん心情の性質によつて手を加えられてはいるが。

人は、いわばそのための機械的な道具にすぎないポエジーによつて、内的な雰囲気を、

そ して絵画あるいは直観を 一 ひょつとしたら精神的な舞踏などをも生み出そ うと試み

る。

ポエジー=心情を刺激する術。 564

ここでポエジーは、人間の内面にある′Lヾ情に働きかけて、そこに「雰囲気」(Stimmungen)

や 「直感」(Anschauungen)等、内的なイメージを生み出す道具、あるいは技術であると

される。 さらにポエジーは、内的世界の総体である心情を表現するものであるとい う。

ポエジーは心情の 一 内的世界の総体の 一

がこのことを示している。 というのも言葉は、

である。 (・

30)565

表現である。すでにその媒体である言葉

あの内的な力の領域の外的な啓示だから

ノヴァー リスは他の断章でも、「ポエ ジーはすべて を語 と言語記号 (W"艶 und

562乃 Jtts Sふ」置丘b″,Bd.Ⅲ ,S.685,Nr.668.
563 」ⅣbrdisSふ励 ″,Bd.Ⅲ ,S.690,Nr.690.
564 1～byahs5を畳昴 ″,Bd.Ⅲ ,S.639,Nr.507.
565 Abyttis SJ圧ゴん″,Bd.Ⅲ ,S.650,Nr.553.
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Sprachzeichen)に 置き換える」566ゃ 、「ポェジーは、直接言語に関わる。 (…
・)概 して人

は、言語テクニックのあらゆる段階をポエジー とい う言葉 (Ausdruck)の もとに理解する

ことができる」 567と 述べている。また、『 青い花』のハインリヒも、自己や 「世界の外に

あるもの」を言語によつて表現 しようとする衝動に、文芸としてのポエジーの起源を見て

いる。568それゆえ、ノヴァー リスの言 うポエジーは、′Lヾ晴とい う人間の内的な世界に働

きかけて、そこに生 じるものを言葉によつて表現 したものであるといえる。ただし、それ

は単に、内面の世界を外部に表現することのみを意味するのではない。中井章子によれば、

ノヴァー リスの言 う内的世界の総体 としての心情は、精神や魂、想像力や感情 といった、

「人間のさまざまな精神力の全体」を意味するだけではなく、「自然 と人間、客体と主体が

交わる場」でもあり、「個人の心としてかぎられノたものではなく、自然 とそのすべての存在

が入つている内部空間の全体である」569と ぃぅ。そ うすると、心情の表現 としてのポエジ

ーは、すでに内的世界 と外的世界を含んでお り、そこにはエンデの言 うような、外部の世

界の事実と内的なイメージの相互変容ではなく、変容 された後のものが表現 されていると

考えられる。 ノヴァー リスにおける内と外のイメージの相互変容は、ポエジーよりもむ し

ろ、「ロマン化」や 「魔術的観念論」においてその具体的な作用を読み取ることができる。

「ロマン化Jの作用 一 意味と表現の付与による変容の操作

まず、「ロマン化」について見てみよう。ノヴァーリスは 1798年に成立した『様々な断

章集のための準備作業』(b″乃励 ″zυ 商 力伽 θ″乃agm“ぉ′″
“
カィ ″)の 中の

ある断章において次のように述べている。

世界はロマン化されなければならない。そうすることによつて人は、再び根源的な意

味を見出す。ロマン化するとは、質的な累乗に他ならない。低次の自己はこの操作の中

でより良い自己と同一化される。我々自身もそのような質的な幕級数と同様なのだ。こ

566 乃 va■isSch」注丘;θ″,Bd.Ⅲ ,S.368,Nr.582.
567 ,v♭

「
a■is Sふ筋 ″,Bd.Ⅲ ,S.399,Nr。 688。

568第 八章の ク リングゾール との会話においては、次のよ うに語 られてい る。 「言語は、 とハ

イ ンリヒは言 つた。本当に記号 と音声か らなる小 さな世界なのですね。人間がそれ を支配す る

よ うになると、大きな世界をも支配 して、そ してその中で 自分を自由に表現できるよ うにな り

たい と望みます。そ してまさに、世界の外にあるものを世界の中に顕現 させ ること、そ して、

そ もそも我々の存在の根源的な衝動であるものをな しえるとい う、この喜びの中にこそ、ポエ

ジーの起源があるのですね。」 (Ⅳ♭力恥 Sttr‐e″,Bd.I,S.287)
569中井章子『ノヴァーリスと自然神秘思想』312ページ。
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の操作はまだまったく知 られていない。卑俗なものに高い意味を与え、ありふれたもの

に秘密に満ちた外見を、既知のものに未知のものの尊厳を、有限なものに無限の仮象

(Schein)を 与えることによつて、私はそれをロマン化することになる 一 高次のもの、

未知のもの、神秘的なもの、無限なものに対する操作は、その逆である 一 これ らのも

のは、この結びつけによって対数化 される 一 それはありふれた表現を得る。 ロマン的

哲学。ロマンス語。交互の高次化 と低次化。570

この断章では、ロマン化によつて行われる操作が語 られている。まず、ロマン化は 「質

的な累乗」 と呼ばれ、この操作によつて、低次の自己が高次化 される。ノヴァー リスは、

人間自身も「そのような幕級数」 (eine solche qualitative Potenzenreihe)で あると述ベ

ている。中井は、このような操作にフィヒテ哲学の 「自我」の反省運動を見てお り、ノヴ

ァー リスのこの比喩において、「「有限的自我」が「絶対的自我」の自己定立をめざしてい

く無限の運動」571が表現されていると解釈 している。また、田中はこの表現において、人

間が「低次の段階から次第に高まっていく複数の自己の集合体である」572と ぃ ぅことが意

味されていると解釈 している。幕級数 とはある一つの数同士を繰 り返 し掛け合わせる累乗

の数列を加法記号で結んだものであるが、ここでは自我の高次化のプロセスが、累乗 とそ

の積み重ねによつて表現されているといえる。

次に「ロマン化」の操作は、人間以外の事物や概念にも適用 される。そこでは、「卑俗な

もの」や 「ありふれたもの」、「既知のもの」、「有限なもの」に高い意味や、神秘的な姿、

無限の姿を与えることがロマン化であるとされる。一方、「高次のもの」や 「未知のもの」

に対 しては、逆の操作が行われ、それ らはロマン化の結びつけによつて「ありふれた表現」

を得ることになる。それはノヴァー リスにおいては 「複雑なものや不規貝J的なものを、単

純なものや規則的なものに還元する方法」573を意味する「対数化」とい う言葉で表現 され

ている。574そ して 「交互の高次化 と低次化」 (WechselerhOhung und Erniedrigung)と

570Aゐ
「

羞 sSttrtte″,Bdo Ⅱ,S.545,Nr.105.
571中井章子『 ノヴァーリスと自然神秘思想』103ページ。
572田 中均 「「死は我々の生をロマン化する原理である」一 ノヴァーリスの一七九七年の日

記・書簡と「ロマン化」の詩学」東京大学大学院人文社会系研究科『死生学研究』第 5号 2005

年 171ページ。
573中井章子 上掲書 104ページ。
574田 中は「対数化」を「ロマン化」と逆の操作としてとらえているが (田 中均 上掲論文 170
ページ以下参照)、 ここでは中井 と同様に「ロマン化」を累乗 と対数化 とい う二つの操作を含

むものとして解釈する。
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述べ られているように、ロマン化の操作においては、二つの対 となるものを意味や外観、

表現の付与によつて相互に変容 させ、関連づけることが問題 となっていると考えられる。

エンデの遺稿の中には、ノヴァー リスのこの断章をタイプ打ちしたものがあったようで

ある。そこでエンデは次のように書き留めていたとされる。

世界はロマン化されねばならない。卑俗なものに高い意味を、ありふれたものに秘密

に満ちた外見を、既知のものに未知のものの尊厳を、有限なものに無限の仮象を与える

ことによって、私はそれをロマン化することになる。 575

ここでは、ノヴァー リスが述べた質的な累乗に関する部分が省略されている。エンデは

また、遺稿の中で「秘密に満ちたものだけが美 しい」576と 述べていたようである。この関

連からすると、彼はノヴァー リスの言 うロマン化において、事物や概念を高次化する作用

の方に注 目していたと考えられる。

このようなロマン化の作用は、幼ごころの君がエルフェンバイン塔でア トレーユに語つ

た、ファンタージエンと人間の関係に読み取ることができる。そこで彼女はファンタージ

エンを訪れた人間たちが、そこで しかできない経験をし、それまでとは違 う人間になって

現実世界へ戻つた後に、以前には日常的で平凡なもので しかないとみなしていたところに、

突然、「奇跡や神秘」 (Wunder und Geheimnisse)を 見出すようになったとい う。577っ

まり、人間はファンタージエンの往来を通 してロマン化の能力を獲得することができるよ

うになるといえるのまた、『モモ』における「時間の花」 (Die Stunden‐Blumen)の描写

にもロマン化の作用を見出すことができる。時間の花が繰 り返す生長と枯死は、惑星や星々

が音楽のように「自分たちの本当の名前を告げる」言葉の影響を受けている。578こ の描

写において人間の時間は、普通の人間には知覚できない高次の作用と関連づけられており、

これはロマン化の高次化の作用として解釈することができるの~方で、このような高次の

作用によつて生じる時間は、「花」というなじみのある形象で描かれており、これはロマン

化の持つ低次化の作用とみなすことができる。『モモ』における人間の時間は、ロマン化の

575 Ronlan I― Iocke,Patrick Hocke:Die υ″θ″dttiσ力θ Ges“ichね,Das島 ′″洗f〔wθ″「Zθ力女θ″,S.

95。

576 Ebd。 ,S。 95。 引用元の文献 では、エ ンデ の この発言 が ロマ ン化 と同 じ遺稿 にあった ものか ど

うかは明 らか に され てい ない。
577 vgl。 ,Die″″θ″置避hθ (Fθs泌ゴ

“

た,S.168。
573 vgl。 ,L[ichael Ende:』石♭」

"θ
,S.1811
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作用によつて高次の意味が付与されると同時に、低次の、つまりありふれた表現が付与さ

れているといえる。

さらに、意味と表現の付与によって対極を変容 させるノヴァー リスのロマン化は、中井

の言 うように 579「内と外」とい う観 J点 からも解釈することができる。このフ像でエンデの述

べた内部のイメージと外部のイメージの相互変容 としてのポエジーも、ロマン化 と同様の

操作を含んでいるとみなすことができる。中井はまた、ロマン化を「内と外」 とい う視′点

から解釈する際に、『花粉』の草稿 と推測 される『様々な覚書』(越五 sぬ
"3知

り清ingen)

の中のいくつかの断章を引き合いに出し、「自己の高次化」と「完全な自己理解」へ と至る

「内へのまなざし」が、他者の理解へ とつながる「外へのまなざし」と密接に結びついて

いるノ点を指摘している。580ノ ヴァーリスは『様々な覚書』28番で「人間形成の最高の課

題は 一 その超越論的自己をわがものとし 一 同時に、自我の自我であることである。そ

れだけに、他者に対する完全な感覚と理解の不足は、さほど奇異なことではない。完全な

自己理解なしに、人は決して他者を真に理解することを学ぶことはないだろう」581と 述ベ

ている。前節では、エンデが個人の神話の確立の後に、人類につながる、つまり他者につ

ながる神話を構想 していたことを見たが、そこにはノヴァーリスが述べた自己理解と他者

理解の関係と同様の構図も読み取ることができるだろう。

「魔術的観念論」一 事物と思考の相互変換による知覚

次に「魔術的観念論」について見てみよう。ノヴァーリスは『様々な断章集のための準

備作業』に収められている「テプリッツ断章」(bphtzeFttagm"")の中で、経験論か

ら独断論、そして観念論という流れを述べ、自らの「魔術的観念論」(magischer ldealismus)

をカントやフィヒテを超えるものとして位置づけている。582『一般草稿』の中の「形而

上学」と題された断章においては、その具体的な作用が次のように述べられている。

もし君たちが思考 (d艶 徴対anken)を 間接的に (そ して偶然に)知覚できるものにす

ることができないのであれば、それとは逆に、外的な事物を直接的に (そ して恣意的に)

知覚できるものにせよ ― それはちょうど次のことと同じである。君たちが思考を外部

579中井章子『 ノヴァーリスと自然神秘思想』104ページ参照。
580中井章子 同上 104ページ以下参照。
581 」Nbydis 5を Й昴 夕Bd・ Ⅱ,S・ 424,Nr.28.
582 vgl.,Aゐ

"Isだ
ヒ凸_H」勉″,Bd.Ⅱ ,S。 605,Nr.375。
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の事物にできないならば、外部の事物を思考にせよ。君たちが一つの思考を自立的な、

君たちから分離 した 一 そ して今や見知 らぬものとなった 一 つまり、外部にあらわれ

出る魂にできないならば、それ とは逆に、外部の事物を操作 して ― それを思考に変え

よ。

この二つの操作は観念的である。両者を完全に支配する者は、魔術的観念論者 (der

″鍔由

“

θ″レ掬 の である。二つの操作の うちのそれぞれの完全`性が他方に依存 してい

ないことがあろうか。 583

この断章では、外部に存在する事物 と、思考 とい う内的な働きを相互に変容 させること

のできる人間が 「魔術的観念論者」 と呼ばれている。 ノヴァー リスは、これより前の断章

において「(抽象的なものは感覚で知覚できるようにされ、感覚的なものは抽象的になるベ

きである 一 (正反対の操作 ― 一方は他方とともに生 じ、完成される。観念論 と実在論の

新 しい見解。)」
584と 述べている。中井も指摘 しているように、585こ こでは思考や観念 と

い う抽象的なものを事物のように具象的なものにする操作と、事物のように具象的なもの

を抽象的なものにする操作が問題 となってお り、それぞれの操作は表裏一体の関係にある

と解釈できる。

エンデの場合、思考の具象化というフ点では、『はてしない物語』における現実世界とファ

ンタージエンの関係を挙げることができるが、この作用がよりはっきりと見られるのは『モ

モ』における「灰色の男たち」(die grauen Herren)であろう。エンデによれば、彼らは

「我々の文明のいたるところに働いている、ある特定の種類の抽象的、捨象的思考」586の

具現化、つまり、現代人が一般的な観念として内面に持つ「計量思考」587の 形象化である。

また、『鏡のなかの鏡』において描かれている風景も「外の世界の事実を内面世界の事実に

変容させることから生じた」588と ぃぅ。ェンデは文学作品において、作品内の現実ではな

く、実際の現実世界に存在する思考を具象化しているといえる。

さらに、エンデの言 うポエジーとの比較において注 目に値するのは、「魔術的観念論」に

おいて語 られている二つの操作が、人間の知覚を問題 としている点である。思考のように

583 」Ⅳbya■is 5をЙrtte″ ,Bdo Ⅲ ,S.301,Nr。 338.
584 」Ⅳ♭I′ a■is Schrtte″,Bdo Ⅲ ,S.2991 Nr.331.
585中井章子『 ノヴァーリスと自然神秘思想』115ページ参照。
586 x■ auS Seehafer:ノ ЪしerTttθ

"′

」蘭ゴ′』Iiぬ′ar Endb 2,fbゴ IS.15。
587子安美知子『エンデと語る 作品・半生 。世界観』123ページ。
588子安美知子 同上 120ページ。
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実体を持たず、人間の内面で生 じるものは、具象化 されることによつて事物のように五感

で知覚することができ、人間の外に存在する事物は、抽象化 されることによつて思考のよ

うに内面で知覚することができるようになる。つま り、この二つの操作は、事物の領域で

ある外部の世界において思考を認識 し、思考の領域である内部の世界において事物を認識

することを目指 していると解釈することができる。エンデは先に見た講演の中で、ポエジ

ーを「自分を世界の中で、そ して世界を自分の中で経験 し、再認識する、人間の創造的な

能力」589で ぁると述べていた。内と外をそれぞれの領域において認識するとい う`点
で、エ

ンデの言 うポエジーには、ノヴァー リスが魔術的観念論において述べた内と外の相互認識

と同様の特徴を見出すことができる。

ノヴァーリスとエンデのポエジーが目指すもの

これまで見てきたように、エンデのポエジーにおける内的なイメージと外的なイメージ

の相互変換と、内と外のそれぞれの領域における相互認識は、ノヴァーリスの述べたロマ

ン化と魔術的観念論にその具体的な働きを見出すことができた。先に挙げた講演に見られ

るように、エンデがこのようなポエジーによつて目指していたのは、客観的な自然科学に

よつて非人間化された世界と人間の双方に、擬人観的な、すなわち人間的な意味を与える

価値基準を取り戻 し、それを基礎とした新しい認識や生き方を獲得することであつた。そ

して彼はその先に「新しい自然科学」の到来も期待 し、それをノヴァーリスの詩を引用す

ることによって表現していたの彼がそこで述べている「自然科学」(Naturwissenscha乱 )

という言葉は、「ある中央ヨーロッパ原住民の思いJでは、「科学」(Wissenscha乱)と な

つている。590後者の語においてエンデは狭義の自然科学だけではなく、学問と同義であ

る、広義の科学も意図していたと考えられる。それゆえ、彼の言う「新 しい自然科学」は

「新 しい学問」と言い換えてもよいだろう。

ノヴァーリスもしばしばポエジーを「学問」 (Wissenschaften)と の関連から語つてい

る。エンデがポエジーによつてもたらされる新 しい認識や生き方の先に「新 しい学問」を

見据えている一方で、ノヴァーリスは学問そのものをポエジー化 しようとする。例えば、

彼は 1798年 2月 24日 付のA.Wシ ュレーグル宛の書簡において「今後、私はポエジー以

589 LIichael Ende: ,,″ 縫n腸 ″sttθコ Jh ル  閣 ′ IIpづb縫I■eimls轟 盟′

“
“

, S.16.od.
フ′IFしeraraJF ttr ttGhJbr″4S。 315f.
590 、「gl.,Иしみa」 Endbs Zし

`1姥

覆kasιθ″,S.69.
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外には取 り組みません ― 諸々の学問はすべてポエジー化されねばな りません ― この現

実的で学問的なポエジーについて、私はあなたと十三分に語ることを望んでいます」591と

述べてお り、『一般草稿』においても、「あらゆる学問はポエジーになる 一 それが哲学に

なった後に」592と 述べている。エンデは「ある中央ヨーロッパ原住民の思い」において「我々

の保護区の中の幾人かは、真の学問と我々のポエジーが結局のところ一つのものを目指 し

ていると考えている」593と 述べているが、そこにはノヴァー リスも含まれるであろう。で

は、ノヴァー リスが学問とポエジーにおいて目指 していたものは何であったのだろうか。

すでに見たように、ノヴァー リスのポエジーは、内的世界 と外的世界の双方を含んだ 「′い

情」を言葉で表現 したものであった。他方でノヴァー リスはポエジーを個人 と全体 とい う

二元を結びつける原理 としても語つている。

ポェジーは、あらゆる個々のものを、残 りの全体 と独 自に結びつけることによって高

める 一 そ して哲学がその法則を定めることによって、世界に対 しては じめて理念の効

果的な働きかけを準備するとすれば、ポエジーはいわば哲学の鍵であり、哲学の目的で

あり、哲学の意義である。 とい うのも、ポエジーは美 しい社会を 一 世界家族を 一 宇

宙万有の美 しい家政 (Haushaltung)を 一 生み出すからである。

哲学が体系 と国家によつて、個人の諸力を人類 と宇宙 (Ⅵblta11)の諸力 とともに強め、

全体を個人の器官に、そ して個人を全体の器官にするように 一 ポエジーも、生に関し

て同じことを行 う。個人は全体の中に生き、全体は個人の中に生きる。ポエジーによっ

て至高の共感 と協働 (Coactivitat)が 、有限なものと無限なものの最も緊密な共同体が

生まれる。 594

ここではポエジーが、哲学 と同様に、個 と全を相互に関連づけることによつて両者を結

びつけるとされている。中井によれば、ノヴァー リスが 「来たるべき自然学」や 「高次の

自然学」等の言葉のもとに構想 していた「新たな自然学」においては、近世以降の自然科

学や 自然哲学が人間と自然、客体 と主体、個と全、外 と内などに分裂させた二元を再び結

591Aゐ 予r′方sSふrtte″ ,Bd.IV,S.252.
592 1Ⅳ♭ya■isだ逸Й昴 ″,Bdo Ⅲ ,S。 396,Nr.684.
598 」Lttιゐ′θノEndes Zeι l姥夕∠た′sten,S.68f。
594ノⅥルζ′Is S轟」」ね″,Bd.Ⅱ nS.533、 Nr。 31.
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びつけることが問題 となっているとい う。595それゆえ、ノヴァー リスの言 う学問のポエ

ジー化 とは、二元的思考法を基礎 とする近世以降の学問とは異な り、ポエジーのように二

元的なものを相互に関連づける思考法を基礎 とした学問を生み出すことであると解釈でき

る。

エンデにおいてもまさに、主観 と客観 とい う二元的思考を克服することが問題であつた。

このことは先に見た ドイツ児童文学アカデ ミー大賞受賞時の講演から読み取ることができ

るが、『オ リーブの森で語 りあう』ではより具体的な言及がある。そこで彼は、世界を「客

観的な現実」と「主観的内面」に分ける思考形態が 16世紀頃にはじまつたとみなし、ブ

ルーノとガ リレイ、そ してニュー トンの名を挙げている。エンデによれば当時はまだ、世

界を主観 と客観に分ける思考は、特定の研究を行 うための純粋な虚構であつたが、それは

数世紀の後に忘れ去られたとい う。そ して彼は 「客観的」 とい う言葉が 「正 しい」の同義

語に、「主観的」 とい う言葉が 「錯覚」の同義語にされていることを「間違った現実概念」

と述べ、それを克服する唯一の手段 として、「人がこのような二元性を捨てて、虚構を再び

虚構 として識別 し、人間の意識 と世界が分かちがたい統一を成 してお り、同じ一枚のコイ

ンの裏表であることを理解すること」を挙げている。 596二元性の克服とい う点で、エン

デが構想 した広義の科学としての「新 しい学問」は、ノヴァー リスと同様の方向を目指 し

たものであるといえるだろう。

エンデが客観的な自然科学を批判する理由は、それに基づく思考が人間の考え方や生き

方を強制的・一義的に規定 して しまうところにあつたが、その点で彼にとつて重要なのは、

「新 しい学問」よりも人間の 「新 しい生き方」であるといえる。ポエジーに人間の新 しい

生き方を見出す とい うJ点でも、エンデはノヴァー リスと軌道を一にしているように思われ

る。上に挙げたノヴァー リスの断章では、ポエジーがもたらす個 と全の相互連関は、人間

の 「生」 (Iノeben)に 対 しても行われるとされている。「個人が全体の中に生き、全体が個

人の中に生きる」 とい う文言は、エンデが人間の創造的能力 としてのポエジーにおいて定

義 した、自己を世界の中で、世界を自己の中で経験 ヒノヽ 再認識するとい う作用や、個人と

人類の神話 とい う構想に重なる。エンデはまた、IBBY東京大会での講演の中で「真の芸

595中井章子『ノヴァーリスと自然神秘思想』344ページ以下参照。
596 vgl.J%囲 ″議』碗魔″燿り%山 S。 31■ エンデはまた、山口昌男との対談や子安美知子によ

るインタヴューの中でも同様の点について述べている。山口昌男『身体の想像カ ー 音楽・演

劇 。ファンタジー』岩波書店 1987年 104ページ以下、および、子安美知子『エンデと語る 作

品・半生・世界観』98ページ以下参照。
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術 と真のポエジーは、常に頭や心そ して知覚の統一体 (Ganzheit)から生まれ、それを受

け取る人間にこの統一体を再び回復 させます。つまり、それは人間を健康にし、治癒する

のです」597と 述べている。個人が全体と関わることによって調和的な生を得るという点で

は、エンデがポエジーにおいて語つた治癒の作用においても、個人 と全体を調和的に関連

づけるノヴァー リスのポエジーと同様の働きを見出すことができる。598

さらに、エンデにおいてもノヴァー リスにおいても、ポエジーが個 と全を結びつけた先

に新 しい共同体の誕生が構想 されている。ノヴァー リスにおいてそれは、「美 しい社会」や

「世界家族」、「宇宙万有の美 しい家政」、そ して「至高の共感 と協働」、「有限なものと無限

なもののもつとも緊密な共同体」 と呼ばれていた。一方、エンデが 目指すのは、 ドイツ児

童文学アカデミー大賞受賞時の講演の最後に述べられていたように、子 どもと大人がとも

に生きることのできる世界、すなわち、擬人観的な価値観 と「客観的」 とされる価値観が

共生できる世界であり、彼の神話観 との関連で言えば、個人 と人類 とい う双方の価値観を

同時に有効にする世界である。それはつま り、現代人がより良く生きていくための新たな

価値観を基準とした理想的な共同体であるといえる。

このようにエンデとノヴァー リスのポエジーは、学問や生の領域において存在する主観

と客観、世界 と人間、個 と全のような二元性を克服するとい う点だけではなく、両極の調

和によつて新 しい理想的な共同体を生み出すことを目指 しているという点́でも同様の特徴

を有 している。すでに見てきたように、エンデがノヴァーーリスとの関連から「ポエジー」

を語るとき、そこで念頭に置かれていたのは、ポエジーに基づく理想的な生き方および世

界の在 り方を創 り出す ことであつた。 したがって、その作用だけでなく、目的においても

エンデはノヴァー リスのポエジーを受け継いでいるといえるだろう。

597」И

“

′J助 あ s Zbrtielka話 開,S。 190。 この講演でエンデは、芸術 とポエジーが生み出すこ

のような統一体は、 「意図のない遊び」や 「美」の概念 と関わつてお り、それ らはさらに 「不

思議なものや秘密に満ちたもの」や 「ユーモア」とも関わつてくると述べ、これ ら四つの概念

を彼の「詩的風景の東西南北」 として語つている。
598ェ ンデは、子安によるインタヴューの中で、芸術が持つ治癒の作用をホメオパティーによ
つて説明している。子安美知子『エンデと語る 作品・半生 。世界観』69ページ参照。彼によ
れば、詩における治癒の効能はすでにアリストテレスが書いているという。田村都志夫編訳『も
のがたりの余白』56ページ参照。また、そこでエンデは虚構をその実質とする芸術からは基準
を作 り出す ことはできない と述べている (55ページ参照 )。 エ ンデは しば しば 「芸術 とポエジ

ー」 とい うよ うに両者を区別 して語つてい るが、その際に は絵画や音楽、文芸等、広い意味で

の芸術作品と、創造的な想像力・認識能力 としてのポエジーが意図 されてい ると考 えられ る。
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おわりに

本稿ではこれまで、『 はて しない物語』を中心にエンデ とロマン主義の文学作品および文

学観・文学理論を比較 してきた。作品との関連で言えば、主人公の特徴や人間による幻想

世界の救済 といった話型、作品における幻想世界 と現実世界の並存や幻想の持つ二面性、

さらに自然ポエジーや魔法の鏡、本の中の本、生命の水 といつた作品で使用 されているモ

ティーフ等、多くの″点でロマン主義文学との親近J性を見出すことができた。また、あらゆ

る芸術を統合 しようとするファンタージエンの構想や、読者 と本が互いを「鏡Jと して映

し出す反省の作用、そ して個人 と人類を結びつける神話の構想等、作品の構想やそこにあ

らわれているエンデの文学観には、シュレーゲルの論 じた 「ロマン主義文学」および 「新

しい神話」 と同様の特徴を見出すことができた。

ただ し、エンデが『はて しない物語』において、どの程度ロマン主義を直接的に、ある

いは間接的に意識 していたかは定かではない。あるいは、本稿の「はじめに」で挙げたハ

ンス・ ヴァルター・シュミット宛の書簡に見られるように、彼は執筆の際にロマン主義を

まったく意識 していなかったのかもしれない。筆者はこれまでの調査で『 はて しない物語』

における何 らかのモティーフや着想が、ロマン主義に直接由来するとい うエンデの発言を

確認できていない。 したがって現段階では、この作品におけるロマン主義 との内容的・構

想的類似性を直接ロマン主義に由来するものとみなすのは早計であろう。

しか しながら、本稿の 「は じめに」で見たように、エンデが思想的・文学的にロマン主

義を志向していたのは確かなことである。それは特に、彼がノヴァー リスとの関連から語

った 「ポエジー」の定義から具体的に読み取ることができた。エンデの言 うポエジーは、

内と外の相互変容を通 して自己と世界を体験的・経験的に再認識する創造的な能力 として

定義 されているJ点で、ノヴァー リスの 「ロマン化」や 「魔術的観念論」と同様の特徴を備

えていた。そ して、エンデはノヴァー リスと同様に、ポエジーによつて近代以降の自然科

学に基づく二元的思考の克服を目指 していた。エンデは主観 と客観の二元性を克服するこ

とを現代において初めて言い出した人物 としてシュタイナーを挙げているが、599ェ ンデ

にとつてノヴァー リスは近代において、そ して文学においてこの問題を扱った代表的人物

であったといえる。さらに、エンデ とノヴァー リスのポエジーは、二元的に分かれたもの

の調和の先に、自己理解 と他者理解に基づ く新たな共同体の創造を目指 していた。言い換

599子安美知子『エンデと語る 作品・半生。世界観』101ページ参照。
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えれば、それはポエジーを指針 とした新たな生き方 と世界の在 り方の模索である。

まさにこの点にこそ、エンデがロマン主義を、特にノヴァー リスを自分の「偉大な師」

や 「導きの星」 と呼び、その思想的・文学的遺産を受け継 ごうとした理由があるように思

われる。本稿の 「はじめに」で見たように、エンデはロマン主義を ドイツ独 自の文化 とみ

な してお り、「文化的アイデンティティ」とい う言葉において「生の形式や生きる価値に共

通する性質」を意図 し、「ドイツ独 自の文化業績」とい う言葉においては「共通する生の身

振 りや態度」を意図 していた。600他 方、ノヴァー リスのポエジーは新 しい生き方を創造

するための原理でもあつた。エンデは現代人に共通する新たな生き方、新たな生の在 り方

を生み出す手段をノヴァー リスのポエジーに見出したと考えられる。その際にエンデがポ

エジーの定義をノヴァー リスから得たのか、あるいはノヴァー リスにその理想的な表現を

見出したのか、筆者にはまだ判断がつかない。少なくともエンデがノヴァー リスのポエジ

ーを受け継いでいることは確かである。

このような「ポエジー」という概念からエンデの文学作品をあらためて眺めてみるとく

『はてしない物語』はエンデとロマン主義の結びつきを最も色濃く反映した作品であるよ

うに思われるc第四章の冒頭で触れたように、エンデは『はてしない物語』を自分の「詩

学」(Poetik)と も呼んでいたの少し長くなるが、この発言をその続きも含めてもう一度引

用したい。というのも、そこにはエンデのロマン主義的な文学観が集約されているように

思われるからであるの1993年 1月 27日 に行われたハンス・エスターによるインタヴュー

での発言である。

「お望みなら、この本は私の詩学です。この本は、私が思うに、芸術やポエジーや文学、

文化的な価値観念であるものすべてと人は交わるべきだと主張しているのです。人は常

にその中へ入つていかねばなりませんが、再び戻つてこなければなりません。というの

も、それは静的な状態ではなく、人はその生涯に渡つて、一種の振 り子運動をしなけれ

ばならないからです。人は一方を、繰 り返 し、他方の中へ持ち込んで、また元の場所に

戻さねばな りません。 とい うのも、世界は純粋に客観視すると何の意味も持たないから

です。世界の自然科学的事実から意味を読み取ることは、決 して成功することはないで

しょう。それは、この思考の使命ではありません。我々は諸々の事物に意味を与えねば

な りませんが、そ うすれば、諸々の事物はずっと意味を持っていたことになります。こ

600 、/gl。
,ブレraゐ′ダ Endes Ze′ιθよ′sιθ″,S.267f。
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の点にこそ、人間がポエジーなしには、芸術な しには、そもそも生きることが出来ない

必然的な理由があるのです。それ らは人間にとつて食事や飲み物 と同じくらい重要です。

人間はそのような生の形式や生の観念な しには生きていくことができず、それ らを自分

で生み出さねばな りません。 さもなければ、人はそもそもこの世に存在することができ

ないのです。」601

バスチアンは、芸術やポエジーの王国であるファンタージエンとの関わ りを通 して、現

実 と幻想の二極を往来 し、彼の住む現実の世界に意味を与えることができるようになった。

それはつま り、彼がそれまでとは異なる新 しい生き方を自らの内に発見 し、生み出したと

い うことである。そ うすると、エンデは『 はてしない物語』において、人間の生の在 り方

を根幹から変えるポエジーの働きそのものを描いてお り、さらにはポエジーによつてもた

らされる理想的な生き方の方向性を示 しているといえる。まさにこの作品において、エン

デはロマン主義の 「ポエジー」を最大限に継承 し、またそれを現代において再生すること

に成功 したといえるだろう。

601 Hans Ester:6し 3pratt mi`i多

“

′arEnあ,S.182.
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